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令和６年上富良野町議会予算特別委員会会議録（第１号） 

 

令和６年３月１１日（月曜日） 午前９時００分開会  

─────────────────────────────────────────────── 

○委員会付託案件 

議案第 １号 令和６年度上富良野町一般会計予算 

議案第 ２号 令和６年度上富良野町国民健康保険特別会計予算 

議案第 ３号 令和６年度上富良野町後期高齢者医療特別会計予算 

議案第 ４号 令和６年度上富良野町介護保険特別会計予算 

議案第 ５号 令和６年度上富良野町ラベンダーハイツ事業特別会計予算 

議案第 ６号 令和６年度上富良野町簡易水道事業特別会計予算 

議案第 ７号 令和６年度上富良野町公共下水道事業特別会計予算 

議案第 ８号 令和６年度上富良野町水道事業会計予算 

議案第 ９号 令和６年度上富良野町病院事業会計予算 

議案第２７号 上富良野町財政調整基金の一部支消について 

議案第２８号 上富良野公共施設整備基金の一部支消について 

議案第２９号 十勝岳と共生するまちづくり応援基金の一部支消について 

─────────────────────────────────────────────── 

○出席委員（１３名） 

   委 員 長  岡 本 康 裕 君   副 委 員 長       小 林 啓 太 君 

   委   員  佐 藤 大 輔 君   委   員  荒 生 博 一 君 

   委   員  湯 川 千悦子 君   委   員  米 澤 義 英 君 

   委   員  金 子 益 三 君   委   員  林   敬 永 君 

   委   員  茶 谷 朋 弘 君   委   員  中 瀬   実 君 

   委   員  島 田 政 志 君   委   員  井 村 悦 丈 君 

   委   員  北 條 隆 男 君 

   （議長 中澤良隆君 （オブザーバー）     ） 

─────────────────────────────────────────────── 

○欠席委員（０名） 

─────────────────────────────────────────────── 

○地方自治法第１２１条による説明員の職氏名 

 町 長         斉 藤   繁 君     副 町 長         佐 藤 雅 喜 君 

 教 育 長         鈴 木 真 弓 君     代表監査委員         中 田 繁 利 君 

 農業委員会会長  井 村 昭 次 君     会 計 管 理 者         及 川 光 一 君 

 総 務 課 長         北 川 徳 幸 君     Ｉ Ｔ ・ 組 織 機 構 担 当 課 長         宮 下 正 美 君 

 企画商工観光課長         狩 野 寿 志 君     町民生活課長         山 内 智 晴 君 

 保健福祉課長         深 山   悟 君     保健福祉健康づくり担当課長         星 野   章 君 

 農業振興課長         安 川 伸 治 君     農業委員会事務局長         林 下 里 志 君 

 建設水道課長         菊 地   敏 君     教育振興課長         谷 口 裕 二 君 

 ラベンダーハイツ所長         鎌 田 理 恵 君     町立病院事務長  長 岡 圭 一 君 

─────────────────────────────────────────────── 

○議会事務局出席職員 

 局 長         星 野 耕 司 君     次 長         飯 村 明 史 君          

 主 事         進   梨 夏 君 
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午前 ９時００分 開会  

（出席委員 １２名） 

─────────────────── 

◎議 長 ・ 町 長 挨 拶             

○事務局長（星野耕司君） おはようございます。 

 令和６年上富良野町議会予算特別委員会に先立

ち、議長並びに町長から御挨拶をいただきます。 

 初めに、議長からお願いいたします。 

○議長（中澤良隆君） おはようございます。 

 今日から１４日までの４日間、予算特別委員会の

開催が予定されているところであります。 

 私から冒頭に一言御挨拶を申し上げたいと思いま

す。 

 先日、上富良野町執行方針、また教育行政執行方

針に基づき、令和６年度の上富良野町の行政の進む

べき方向性が示されたところであります。 

 それに基づき、一般会計７８億７,０００万円、

特別会計及び公営企業会計合わせて、総額１７５億

６５６万５,０００円の予算の提案がございまし

た。 

 予算特別委員会に付託するということで、予算１

７５億円以上の金額を予算委員会で審議することを

皆さんにお願いするところであります。 

 上富良野町の１年間の予算を決定する大切な場で

ありますので、審議に当たっては、一つの施策だけ

でなく、重点を置く見方ではなく、また、広く客観

的に住民全体の立場に立った公平なものでなければ

なりません。また、将来の町財政にとって不安を残

さない予算となっているのか、この４日間慎重審議

をお願いいたしたいと思います。 

 冒頭に当たっての私からの御挨拶といたします。

よろしくお願いします。 

○事務局長（星野耕司君） 次に、町長、お願いい

たします。 

○町長（斉藤 繁君） 皆さん、おはようございま

す。 

 予算特別委員会の開会に当たりまして、私のほう

からも一言御挨拶申し上げたいと思います。 

 さきの執行方針の中で私の述べさせていただきま

した。地方においては少子高齢化、過疎化、そし

て、昨今の物価高騰等非常に厳しい状況にありま

す。しかし、厳しい中でも第６次総合計画の目標を

達すべく、そして、私自身の公約でもあります活力

あるまちづくり、魅力あるまちづくり、持続可能な

まちづくりを念頭にしっかりと、任期最後の予算編

成でありますが、既に始まっている病院を初め、計

画どおりにしっかりと進めていかなければならない

もの、そして、新たな課題に対応していかなければ

ならないことなど、将来を見据えてしっかりと町政

を推進していかなければならないと考えておりま

す。 

 本委員会は、４日間と非常に長丁場となります

が、何とぞ御審議賜り、御議決いただきますようお

願い申し上げて、開会に当たっての挨拶に代えさせ

ていただきたいと思います。どうぞよろしくお願い

いたします。 

─────────────────── 

◎正 副 委 員 長 の 選 出             

○事務局長（星野耕司君） 予算特別委員会の正副

委員長の選出でございますが、３月５日の第１回上

富良野町議会定例会第２日目において、議長を除く

１３名の委員をもって予算特別委員会を構成してお

りますので、正副委員長の選出につきましては、議

長からお諮り願います。 

○議長（中澤良隆君） 令和６年予算特別委員会の

正副委員長の選出について、お諮りします。 

 議会運営に関する先例により、委員長に副議長、

副委員長に総務産建常任委員長を選出することに御

異議ございませんか。 

（「異議なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（中澤良隆君） 御異議なしと認めます。 

 よって、令和６年予算特別委員会の委員長には岡

本康裕君、副委員長には小林啓太君と決定しまし

た。 

○事務局長（星野耕司君） それでは、岡本委員

長、委員長席への移動をお願いいたします。 

(岡本委員長が委員長席に移動) 

○事務局長（星野耕司君） それでは、岡本委員長

から御挨拶をいただきます。 

○委員長（岡本康裕君） 皆様、改めまして、おは

ようございます。 

 開会に先立ちまして、一言御挨拶申し上げます。 

 令和６年第１回町議会定例会第２日目に上程され

た議案第１号から議案第９号までの９件の令和６年

度各会計予算案並びに議案第２７号、議案第２８号

並びに議案第２９号の各基金の支消について、さら

なる審査が必要と予算特別委員会が設置され、先例

により委員長に就任いたしました。 

 本予算案は、一般会計予算額７８億７,０００万

円、令和５年度当初予算比で１億８,８００万円、

２.４％増、一般会計、特別会計、公営企業会計合

わせた町全体の予算総額は１７５億６５６万５,０

００円であります。 

 第６次総合計画に合致する予算となっているか、

また、真に町民の福祉の向上、ニーズに寄り添った

予算となっているか、しっかりと予算委員会で審査

していきたいと存じます。 

 ４日間にわたる委員会でありますが、理事者、説
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明員、委員各位の協力の下、円滑な委員会運営に努

めたいと思いますので、どうぞよろしくお願い申し

上げ、開会の挨拶といたします。どうぞよろしくお

願いいたします。 

─────────────────── 

◎開 会 ・ 開 議 宣 告             

○委員長（岡本康裕君） ただいまの出席委員は１

３名であり、定足数に達しております。 

 これより、令和６年上富良野町議会予算特別委員

会を開会します。 

 直ちに、本日の会議を開きます。 

 本委員会の審査日程等について、事務局長から説

明いたさせます。 

 事務局長。 

○事務局長（星野耕司君） 令和６年第１回上富良

野町議会定例会第２日目において、本委員会に付託

された案件は、議案第１号令和６年度上富良野町一

般会計予算から議案第９号令和６年度上富良野町立

病院事業会計予算まで及び議案第２７号上富良野町

財政調整基金の一部支消についてから議案第２９号

十勝岳と共生するまちづくり応援基金の一部支消に

ついての１２件であります。 

 本委員会の審査日程につきましては、お手元に配

付しました委員会日程のとおりで、本日より３月１

４日までの４日間の審査といたします。 

 なお、事前要求資料については、３月８日に配付

したところであり、予算の審査及び質疑に十分反映

されますようお願い申し上げます。 

 本委員会の説明員は、町長を初め理事者、関係す

る課長、主幹並びに担当職員となっております。 

 以上であります。 

○委員長（岡本康裕君） お諮りいたします。 

 本委員会の審査日程については、ただいまの説明

のとおりといたしたいと思います。これに御異議ご

ざいませんか。 

（「異議なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（岡本康裕君） 御異議なしと認めます。 

 よって、本委員会の審査日程は、ただいまの説明

のとおり決定いたしました。 

 なお、本委員会は公開とし、傍聴人の取扱いは委

員長の許可といたします。 

 分科会の設置及び各分科長の選出について、お諮

りいたします。 

 分科会は、会議規則第７０条の規定により設置

し、委員構成は、第１分科会が議席番号１番から６

番までの６名、第２分科会が議席番号７番から１２

番までの委員６名といたしたいと思います。これに

御異議ございませんか。 

（「異議なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（岡本康裕君） 御異議がありませんの

で、各会計予算の審査のため、会議規則第７０条の

規定により分科会を設置いたします。 

 各分科長は、委員長の指名により選出したいと思

いますが、これに御異議ございませんか。 

（「異議なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（岡本康裕君） 御異議ありませんので、

委員長において、第１分科会の分科長に荒生博一

君、第２分科会の分科長に中瀬実君を指名いたしま

す。 

 お諮りいたします。 

 本委員会の質疑は、一問一答方式といたしたいと

思います。これに御異議ございませんか。 

（「異議なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（岡本康裕君） 御異議なしと認めます。 

 よって、本委員会の質疑は、一問一答方式とする

ことに決定いたしました。 

 委員並びに説明員にあらかじめお願い申し上げま

す。 

 質疑、答弁は挙手の上、委員は議席番号を、説明

員は職名を告げて、委員長の許可を得た後で、自席

で起立して発言なさるようお願いいたします。 

 なお、一問一答方式ですので、質疑、答弁の要点

を簡潔明瞭に発言願います。 

 まず初めに、附属資料の第６次上富良野町総合計

画実施計画書について、説明の申し出がありますの

で、これを許可いたします。 

 総務課長。 

○総務課長（北川徳幸君） それでは、私のほうか

ら予算特別委員会の事前配付資料につきまして、概

要を御説明申し上げたいと思います。 

 まず、第６次総合計画の実施計画でありますが、

第６次上富良野町総合計画「かみふ未来ビジョン」

については、平成３１年度から令和１０年度までの

１０か年の計画となっており、本年はその後期計画

の初年度となります。 

 実施計画については、これまで進めてきた事業の

継続性の視点から、これまでと同様に、毎年度ロー

リング方式によりその内容を見直しながら、資金計

画も含めまして、令和６年度から令和８年度までの

３か年の実施計画としてまとめたものでございま

す。 

 ２ページから３ページ目は、実施計画の総括表

で、後期基本計画の初年度である令和６年度の予算

を計上、令和７年度、令和８年度については、現時

点の見込みとして、３年分の分野別目標予定事業費

とその内訳財源を掲載したものであります。 

 ４ページから６ページは、３か年の予定事業費を

想定した年度別の収支見込みを資金計画として示し
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たものであります。 

 ７ページは、本町の代表的な財政指標について、

平成２９年度からの推移と資金計画に基づき、令和

８年度までの将来推計を示したものであります。 

 公債費に係る指標については、過去の大型事業で

ある小中学校や町営住宅整備及び単独災害復旧事業

などの償還終了により、ここ数年は減少傾向で推移

していきますが、他会計も含めた実質公債費につい

ては、ほぼ横ばい傾向で推移していきます。 

 また、以降の各公債費関係比率については、子ど

もセンター、町立病院の償還が本格的に始まります

ので上昇傾向で推移すると予測されます。 

 経常収支比率につきましては、人口減少、少子高

齢化の中で、町税の大きな伸びは見込めず、地方交

付税についても個別の財政重要に伴う算定分を除く

と、全体として横ばい傾向で推移していくことが予

測される段階にあって、一方、物価高騰、労務単価

の増に併せて、社会保障関連経費などの増嵩が見込

まれることから、引き続き財政構造の硬直化が予測

されるところであります。 

 ９ページ以降は、分野別事業計画として、３か年

の主要な予定事業を記載しております。 

 また、予算特別委員会に当たり、要求のありまし

た資料につきましても配付させていただきました。

委員会に審議の参考としていただきますようお願い

いたします。 

 以上で、配付資料の説明といたします。 

○委員長（岡本康裕君） これより、附属資料の第

６次総合計画実施計画書の説明に対する質疑を行い

ます。ございませんか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（岡本康裕君） なければ、附属資料の質

疑を終了いたします。 

 ここで、説明員が交代しますので少々お待ちくだ

さい。 

（説明員交代） 

○委員長（岡本康裕君） お待たせいたしました。 

 これより、議案第１号令和６年度上富良野町一般

会計予算を議題といたします。 

 提案者より、補足説明があれば発言を許可いたし

ます。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（岡本康裕君） なければ、これより一般

会計予算の１ページから７ページの質疑を行いま

す。 

 質疑は、ページ数と案件を告げて発言願います。 

 １ページから７ページ、ございませんか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（岡本康裕君） なければ、一般会計予算

の１ページから７ページまでの質疑を終了いたしま

す。 

 次に、一般会計予算３０ページから３１ページの

歳入歳出予算事項別明細書、１、総括（歳入）、３

４ページの２、歳入、１款町税から５９ページの１

２款交通安全対策特別交付金までの質疑に入りま

す。 

 ６番林委員。 

○６番（林 敬永君） ３５ページになります。歳

入、町税のところでありますけれども、固定資産税

１,２６０万６,０００円増という見込みで、さきの

予算の説明でも課税客体の増ということで見込まれ

ておりますけれども、詳しい内容をお知らせいただ

ければと思います。 

○委員長（岡本康裕君） 町民生活課長、答弁。 

○町民生活課長（山内智晴君） ６番林委員の御質

問にお答えいたします。 

 固定資産税の関係でございますが、本年度評価替

えでございますので、若干の土地家屋の減少は見込

まれておりますが、償却資産、俗に言う事業用に使

う資産の客体が増えているという状況で、今回増で

計算させていただいております。 

 以上です。 

○委員長（岡本康裕君） ほか、ございますでしょ

うか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（岡本康裕君） なければ、歳入、１款町

税から１２款交通安全対策特別交付金までの質疑を

終了いたします。 

 次に、６０ページの１３款分担金及び負担金から

６７ページの１４款使用料及び手数料までの質疑に

入ります。ございませんか。 

 ２番荒生委員。 

○２番（荒生博一君） ６２ページから６３ページ

に係るところで、まず、土木使用料ということで、

前年より２６１万７,０００円の減になっています

が、中身に関して確認させていただきます。 

○委員長（岡本康裕君） 建設水道課長、答弁。 

○建設水道課長（菊地 敏君） ２番荒生委員の御

質問にお答えさせていただきます。 

 詳細、この差額、今確認いたしますので、後ほど

お答えいたします。 

○委員長（岡本康裕君） そのほか、ございますで

しょうか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（岡本康裕君） なければ、歳入、１３款

分担金及び負担金から１４款使用料及び手数料まで

の質疑を終了いたします。 

 次に、６８ページ、１５款国庫支出金から７９
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ページの１６款道支出金までの質疑に入ります。ご

ざいませんか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（岡本康裕君） なければ、歳入、１５款

国庫支出金から１６款道支出金までの質疑を終了い

たします。 

 次に、８０ページの１７款財産収入から９５ペー

ジの２２款町債まで、及び議案第２７号上富良野町

材成長基金の一部支消についてから議案第２９号十

勝岳と共生するまちづくり応援基金の一部支消につ

いての質疑に入ります。 

 １２番小林委員。 

○１２番（小林啓太君） ８３ページの地方振興費

寄附金に関して質問します。 

 ふるさと納税に係る部分かと思うのですが、こち

らの金額の算出根拠をお願いいたします。 

○委員長（岡本康裕君） 企画政策班主幹、答弁。 

○企画政策班主幹（石川雅義君） １２番小林委員

の地方振興費寄附金につきましてお答えさせていた

だきます。 

 こちらにつきましては、ふるさと納税の寄附金の

部分に当たりますけれども、今段階で４億２,００

０万円ほどの寄附金を想定しておりますので、前年

度並みを想定いたしまして、４億円相当の寄附歳入

と見込みまして、そのうち２分の１、経費分を除い

た残り分を２億円程度といたしまして、こちらのほ

うの予算に計上させていただいているところでござ

います。 

○委員長（岡本康裕君） １２番小林委員。 

○１２番（小林啓太君） ただいまの御答弁で、前

年度のあれをベースにということだったのですが、

昨年の１２月にいろいろな変更があって、そこから

寄附の状況もかなり影響を受けたのかと認識してお

りますが、この点に関しては、どのようなお考えで

算出されたのかをお伺いいたします。 

○委員長（岡本康裕君） 企画商工観光課長、答

弁。 

○企画商工観光課長（狩野寿志君） １２番小林委

員の御質問にお答えいたします。 

 昨年９月から総務省のほうで寄附金に係る、全国

でやったのですけれども、返礼品に対しての質擬

等々がございまして、うちの町も９月から、特に

ビール関係とか、その辺が少し質疑があったところ

でございます。 

 ただ、その前に駆け込みなんかもございまして、

取扱っている期間中の駆け込み等もございまして、

今現在で大体例年どおりといいますか、ビールが

減った分、逆に穀物類が増えたとか、前年もお話し

しました肉の加工類が落ちた分、逆に果物が伸びて

いるとか、そんなことがありまして、例年並みに４

億５,０００万円程度入ってくるという見込みがで

きたことから、今回予算のほうで２億３,０００万

円の予算を計上させていただいたところでございま

す。 

 以上です。 

○委員長（岡本康裕君） ほか、ございますでしょ

うか。 

 町民生活課長、答弁。 

 先ほどの質擬の回答でございます。 

○町民生活課長（山内智晴君） ２番荒生委員の土

木使用料の減収分の関係でございます。 

 公営住宅使用料につきまして、昨年より約１０数

戸減額しているということと、カーポートとか駐車

場の敷地代で減額しております。公営住宅使用料で

２４２万円、敷地で２６万１,０００円でございま

す。 

 以上です。 

○委員長（岡本康裕君） ２番荒生委員。 

○２番（荒生博一君） 利用者が減という捉え方で

いいのか、また、家賃設定は、低額な方は一定程度

変わらないとか、そういう背景というのはあるの

か。 

○委員長（岡本康裕君） 町民生活課長、答弁。 

○町民生活課長（山内智晴君） ２番荒生委員の御

質問にお答えします。 

 昨年から若干ですけれども、言葉が悪いかもしれ

ないのですけれども、高齢者の方、お亡くなりに

なったりする関係や施設に入る関係で、退去されて

いる方が増えております。特に、所得階層が変わっ

たということではございません。高齢の御夫婦また

は１人で住まわれている方が退去されたという状況

で、現在空いている状況で減収を見込んでおりま

す。 

 以上です。 

○委員長（岡本康裕君） ２番荒生委員。 

○２番（荒生博一君） 今般、同僚議員が一般質問

した中で、現在の公営住宅使用のパーセンテージと

いうのは大体８割ぐらいで推移しているところです

けれども、これに伴って若干減になりますか。 

○委員長（岡本康裕君） 町民生活課長、答弁。 

○町民生活課長（山内智晴君） ２番荒生委員の御

質問にお答えします。 

 前回一般質問でお答えしました入居割合というの

は、ある程度政策空き家の部分も加味して計算して

おりますので、政策空き家の部分が入っている部分

と、これから政策空き家で入れない分を差し引く

と、大体９７％ぐらいで推移しているので、おおむ

ね入居状況は、入っているということで把握してお
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ります。 

 以上です。 

○委員長（岡本康裕君） ほかにございますか。 

 ６番林委員。 

○６番（林 敬永君） ９０ページ、９１ページ、

雑入の納付金、雇用保険料納付金ということで１０

５万４,０００円計上されておりますけれども、納

付者というのはどなたになるのでしょうか。 

○委員長（岡本康裕君） 総務課長、答弁。 

○総務課長（北川徳幸君） ただいまの６番林委員

の御質問にお答えしたいと思います。 

 雇用保険納付金につきましては、職員の町負担分

の納付金となっております。 

 以上でございます。 

○委員長（岡本康裕君） ６番林委員。 

○６番（林 敬永君） 職員というのは正職員のこ

とでしょうか。 

○委員長（岡本康裕君） 総務課長、答弁。 

○６番（林 敬永君） ６番林委員の御質問にお答

えいたします。 

 ここについては、会計年度任用職員ということで

御理解ください。 

○委員長（岡本康裕君） ６番林委員。 

○６番（林 敬永君） 雇用保険料が会計年度任用

職員の方からお預かりして、これをさらに納付する

歳出のほうでも計上されているということでよかっ

たですか。 

○委員長（岡本康裕君） 総務課長、答弁。 

○総務課長（北川徳幸君） ただいまの６番林委員

の御質問にお答えいたします。 

 会計年度任用職員から徴収している分は、歳入歳

出外で預かりまして、これに町の分も合わせて納付

しているということでございます。 

○委員長（岡本康裕君） ６番林委員。 

○６番（林 敬永君） そうすると、２５万９,０

００円増やしているのは、会計年度任用職員の方が

増えるということの理解でよろしいでしょうか。 

○委員長（岡本康裕君） 総務課長、答弁。 

○総務課長（北川徳幸君） ６番林委員の御質問に

お答えしたいと思います。 

 雇用保険料の基準額、令和６年から勤勉手当等、

ベースアップ分もありますし、その分の増に伴う増

額ということで御理解願いたいと思います。 

○委員長（岡本康裕君） ほか、ございませんか。 

 ２番荒生委員。 

○２番（荒生博一君） ９３ページになります。上

から１０行目、容器包装リサイクル、ペットボルト

市町村分配金、昨年、令和５年度が２０万円だった

ものが８倍になっています。これはどういった理由

からなのでしょうか。 

○委員長（岡本康裕君） 町民生活課長、答弁。 

○町民生活課長（山内智晴君） ２番荒生委員の御

質問にお答えします。 

 こちらのほうの分配金に関しましては、料ではな

く単価設定なので、実際に今プラスチック単価が下

がっていますので、その分の収入減ということで見

込んでおります。失礼しました。増でございます。 

○委員長（岡本康裕君） ２番荒生委員。 

○２番（荒生博一君） もう１回確認するけれど

も、増でいいのだよね。 

○委員長（岡本康裕君） 町民生活課長。 

○町民生活課長（山内智晴君） ２番荒生委員の御

質問にお答えします。 

 すみません。増でございます。申し訳ないです。 

○委員長（岡本康裕君） ほか、ございますでしょ

うか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（岡本康裕君） なければ、一般会計予算

歳入歳出予算事項別明細書、２、歳入及び議案第２

７号上富良野町財政調整基金の一部支消についてか

ら議案第２９号十勝岳と共生するまちづくり応援基

金の一部支消についてまでに対する質疑を終了いた

します。 

 ここで、説明員が交代いたしますので少々お待ち

ください。 

（説明員交代） 

○委員長（岡本康裕君） お待たせいたしました。 

 それでは次に、３２ページから３３ページの歳入

歳出予算事項別明細書、１、総括、歳出及び９６

ページの３、歳出、１款議会費から１２７ページの

２款総務費までの質疑に入ります。 

 ４番米澤委員。 

○４番（米澤義英君） ９９ページの一般管理費の

総務費の中の旅費等についてお伺いいたします。 

 この間、同僚議員のほうからも、この物価高騰の

中での旅費等の見直しということが言われてきてお

ります。旅費の見直しがなかなかなされない中で、

職員の方も大変な状況があるのかなと、外部から見

てなのですが、考えております。 

 そういう意味では、職員の方もいろいろ出張等へ

行って、また、研修等ができるように、公務ですか

ら、当然それに相当する負担というのは行政が対応

しなければならないと思いますが、こういった部分

の見直し等というのはどのようにされるのか、お伺

いいたします。 

○委員長（岡本康裕君） 総務課長、答弁。 

○総務課長（北川徳幸君） ４番米澤委員の旅費の

関係についての御質問にお答えしたいと思います。 
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 先日の一般会計でも町長のほうから答弁しました

ように、現状、旅費については定額で決まっている

ところですが、場合によって、宿泊場所が指定され

ているところとか、近隣に旅費の範囲内で泊まれな

いところは実費で支出している現状でございます。 

 そうしましても、委員が言われるとおり、観光等

等の影響によりまして宿泊費が上がっているのが実

態でございますので、今後、他市町村等々、宿泊費

の実態等々を研究しながら、どの価格が適正か検討

していきたいと考えております。 

○委員長（岡本康裕君） ４番米澤委員。 

○４番（米澤義英君） 現行で言えば、当然今年度

予算の中にはそういった上昇分というのは見込んで

いないという形で理解してよろしいですか。 

○委員長（岡本康裕君） 総務課長、答弁。 

○総務課長（北川徳幸君） 現状では見込んでいな

い状況でございます。 

○委員長（岡本康裕君） ４番米澤委員。 

○４番（米澤義英君） 町長にお伺いいたします

が、やはり出張するということであれば、周りの物

価が上がっていて旅費等が、各種交通費も、今後Ｊ

Ｒも上げるのではないかという話もあります。宿泊

費も上がっております。そういう意味では、町長、

この点についてどのようにされるのかお伺いいたし

ます。 

○委員長（岡本康裕君） 町長、答弁。 

○町長（斉藤 繁君） ４番米澤委員の御質問にお

答えしたいと思います。 

 旅費については、一般質問でもお答えいたしまし

たとおりですが、ＪＲ等については、運賃を支給す

ることになっております。問題は宿泊だと思いま

す。宿泊については、総務課長の答弁にもありまし

たが、定額をお支払いしておりますが、昨今の情

勢、宿泊料の高騰、なかなか取れないという実態が

ございまして、これらの見直しは、近隣町村等、ま

たホテル、宿泊の実態等を見ながら速やかに進めた

いと。 

 その間、定額を超えた分につきましては、やむを

得ない理由等がございましたら実費を支給して、職

員に不利益にならないようにしっかりと対応してい

きたいと思います。 

 以上です。 

○委員長（岡本康裕君） ４番米澤委員。 

○４番（米澤義英君） 職員に不利益にならないよ

うに対応したいということは、オーバーした分につ

いては、それぞれ対応するとか、事前に分かれば対

応するという形になりますか。 

○委員長（岡本康裕君） 町長、答弁。 

○町長（斉藤 繁君） ４番米澤委員の御質問にお

答えしたいと思います。 

 実際の手続のことかと思いますが、旅行命令を発

する段階においてしっかりとその辺は対応していき

たいと思っております。 

 以上です。 

○委員長（岡本康裕君） ほか、ございますでしょ

うか。 

 １０番井村委員。 

○１０番（井村悦丈君） １０１ページのコンビニ

交付システム使用料等ですが、証明書発行等にコン

ビニでかかる、国でも推進、皆さん推進されている

と思うのですけれども、どういう手数料というか、

発行されることに係る費用なのですか。 

○委員長（岡本康裕君） 総務班主幹、答弁。 

○総務班主幹（谷 昌春君） １０番井村委員の御

質問にお答えいたします。 

 コンビニ交付システム使用料につきましては、町

のほうから委託業者にコンビニ交付システムの業務

を委託していますので、その使用料ということで、

その分の経費になってございます。 

 以上です。 

○委員長（岡本康裕君） １０番井村委員。 

○１０番（井村悦丈君） 証明書発行金額の収入か

らいったらシステム料が結構かかるっているので、

例えば１通３００円の証明書を出すとしたらどのぐ

らい取られますか。 

○委員長（岡本康裕君） 町民生活課長、答弁。 

○町民生活課長（山内智晴君） １０番井村委員の

御質問にお答えします。 

 総務班の関係ですが、主に出すのが町民生活課の

住民票や戸籍ということで、お答えさせていただき

たいと思います。 

 基本的に、コンビニ発行の部分の手数料に関しま

しては、町の使用料条例に基づいた金額となってお

ります。あくまでこちらは、うちから出した情報を

業者のほうからコンビニシステムのほうに持って

いって、そちらのほうを使うという段階なので、基

本的に、使っても使わなくても使用料はかかるとい

うことで、これがなければマイナンバーカードを利

用したコンビニ交付ができませんということで、住

民票のほかにも出しているものはありますが、費用

的には、発行手数料と使用料を見るとちょっと足り

ないかなということで、引き続きコンビニ交付の推

進を図りたいと思いますので、御理解いただきたい

と思います。 

○委員長（岡本康裕君） ほか、ございますでしょ

うか。 

 １１番北條委員。 

○１１番（北條隆男君） １１７ページの負担、映
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画を進める会の内容を教えていただければ。 

○委員長（岡本康裕君） 商工観光班主幹、答弁。 

○商工観光班主幹（浦島啓司君） １１番北條委員

の御質問にお答えいたします。 

 映画化を進め会負担金の内容ということで御説明

させていただきますが、今年につきましては、引き

続き映画制作に関する推進をしていこうということ

で、例えば、これは例年続けていることなのです

が、機運情勢活動としてイベントの開催であった

り、ＰＲであったりということを引き続き推進して

まいります。 

 併せて、現在、令和５年度で映画の企画をつくっ

たところでありまして、それに基づいて映画制作委

員の組成に令和６年度はつなげていきたいという進

捗になっておりますので、その進捗があり次第、例

えば映画制作が始まったとしたら、そのときに町の

特産品を味わっていただくですとか、そういったよ

うなおもてなしの部分での制作支援についての費用

も、当面の費用として計上させていただいていると

ころでございます。 

 以上です。 

○委員長（岡本康裕君） １１番北條委員。 

○１１番（北條隆男君） 資料をもらったのですけ

れども、資料の中に旅費の１４万円、７万円、２名

分、これは映画を進める会の人が行くためのお金な

のですか。 

○委員長（岡本康裕君） 商工観光班主幹、答弁。 

○商工観光班主幹（浦島啓司君） １１番北條委員

の御質問にお答えいたします。 

 御指摘のとおり、旅費につきましては、例えば映

画の制作委員会が組成されますということになった

ら、そのときにメディアにプレスリリースするとき

のセレモニーであったり、順調にいけばですけれど

も、映画化を進める会の役員ですとか会長ですと

か、そういった方が必要な場所に赴いてセレモニー

に参加するといったことも含めての旅費の計上と

なってございます。一般職員ではなく、進める会の

会員の旅費となっております。 

○委員長（岡本康裕君） １１番北條委員。 

○１１番（北條隆男君） ということは、そういう

ときのＰＲだとか報道のための２名分という考え方

で、それが１名になるか３名になるかもまだ見当は

つかないという考えでいいのですか。 

○委員長（岡本康裕君） 商工観光班主幹、答弁。 

○商工観光班主幹（浦島啓司君） １１番北條委員

の御質問にお答えいたします。 

 そのときには、一般的には会長に行っていただく

というのが一番スマートかと思います。それが１回

になるのか２回になるのか、例えばその１回が会長

と副会長に行っていただくというのか、そういうと

ころまではまだ決まっていないのですが、少なくと

も１回ないし２回、東京なりに出張いただいて、セ

レモニーになりに参加していただく予定となってお

ります。 

 以上です。 

○委員長（岡本康裕君） １１番北條委員。 

○１１番（北條隆男君） 今の話は分かった。制作

支援の話なのですけれども、その中のケータリング

とかと書いてあるのですけれども、これは弁当等と

かの間違いではないのですよね。ケータリングをや

るのですか。 

○委員長（岡本康裕君） 商工観光班主幹、答弁。 

○商工観光班主幹（浦島啓司君） １１番北條委員

の御質問にお答えいたします。 

 いわゆるロケ弁ですとか、そういった制作のとき

にスタッフの皆さん、出演者の皆さんにお配りする

ものについては、一般的に制作費として、制作者の

ほうが負担するような仕組みで考えておりまして、

そのほかに、それだけではなく、上富良野の特産

品、例えばお肉です、野菜ですといったところを、

ぜひ温かい状態で演者にこちらから、ぜひこれを味

わってくださいという形では、そのときにお金を

払っていただくわけにはいきませんので、こちらの

ほうで準備して提供するといったことを想定してご

ざいます。 

 以上です。 

○委員長（岡本康裕君） １１番北條委員。 

○１１番（北條隆男君） 資料制作費というのは、

それはどういう意味ですか。 

○委員長（岡本康裕君） 商工観光班主幹、答弁。 

○商工観光班主幹（浦島啓司君） １１番北條委員

の御質問にお答えいたします。 

 資料制作というのが、ロケ支援に関する、どうい

う支援をしていくかという内訳でありまして、ここ

については、どういう金額がかかるかということで

はないのですけれども、こちらのほうから、例えば

シナリオ制作ですとか、そういったところに必要な

資料であったり、作品そのものに対する解釈のアド

バイスであったりというところも含めて、行政で

あったり町民の皆様であったり、映画化を進める会

の皆様であったりというところから、しっかりと情

報をいただいて資料制作をしていくといったところ

の支援内容となっております。 

 以上です。 

○委員長（岡本康裕君） １１番北條委員。 

○１１番（北條隆男君） もう１点、衣装協力とい

うのは、それは上富にあるものを貸すという意味な

のですか、その辺ちょっと。 
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○委員長（岡本康裕君） 商工観光班主幹、答弁。 

○商工観光班主幹（浦島啓司君） １１番北條委員

の御質問にお答えいたします。 

 衣装に関しましては、御承知のとおり作品の時代

背景が大正末期から昭和にかけてということで、一

般的な江戸時代ですとか平安時代ですとかといった

歴史物であれば、衣装に関しては制作のほうが幾ら

でも手配できるというのがあるのですが、実は今

回、大正、昭和にかけての衣装で、しかも開拓農村

というところで、これはゼロから作り上げなければ

ならないということでありまして、おっしゃったと

おり、町民の皆様がお持ちの古いというか、伝統あ

る野良着であったり、一般の町民の方が着ていたよ

うな服の参考になるものを提供いただく場合もあり

ますでしょうし、例えばそれを作るとなると、材料

を得た上で町民の方、有志の方に縫製ですとか、そ

ういったものをお手伝いいただくことも想定してご

ざいます。 

 以上です。 

○委員長（岡本康裕君） １１番北條委員。 

○１１番（北條隆男君） 今の制作費用というのは

先が全然見えないという形で、どの程度になるかも

分からないということでよろしいのですか。 

○委員長（岡本康裕君） 商工観光班主幹、答弁。 

○商工観光班主幹（浦島啓司君） 確かに制作、い

つスタートして、どういう規模で行われるのかとい

うのは、これから順次決まっていくことになろうか

と思います。もしかすると、支援に必要なものも

もっともっと大きなものが必要になるかもしれませ

んし、逆に町民の方から、もっと協力したいという

お声をいただくこともあろうかと思いますけれど

も、当面、令和６年度内に制作がスタートしても、

必要な支援は行える当面の費用ということで計上さ

せていただいたのが、今回の制作支援費の２０万円

ということになりますので、それが増えるようなこ

とになりましたら、また別途御相談させていただく

ことになろうかと思います。 

 以上です。 

○委員長（岡本康裕君） １１番北條委員。 

○１１番（北條隆男君） お願いなのですけれど

も、町長、３,０００万円ぐらい寄附が集まってい

るという話なので、これから何ぼ集まるか分からな

いけれども、その範囲内で収めるようにという考え

方でよろしいのですよね。 

○委員長（岡本康裕君） 町長、答弁。 

○町長（斉藤 繁君） １１番北條委員の御質問に

お答えしたいと思います。 

 寄附の範囲内で全て行うというのは、前からも踏

襲されております。一般財源は投入しない。それで

映画を支援していくということでございます。 

 以上です。 

○委員長（岡本康裕君） ほか、ございますでしょ

うか。 

 ２番荒生委員。 

○２番（荒生博一君） 関連でお伺いします。 

 この間の答弁を伺っていても、例えば先般、全員

協議会で、この会のこれまでの令和５年の動き、６

年度予算にどのようにということでお尋ねしたら、

令和５年においては、脚本のようなものということ

で課長、答弁されました。脚本のようなもので、令

和６年は、ロードマップも何も示されていない。本

当に進むのですか。 

○委員長（岡本康裕君） 企画商工観光課長、答

弁。 

○企画商工観光課長（狩野寿志君） ２番荒生委員

の質問にお答えします。 

 先般行いました全員協議会の中で、これまでの動

きという形で説明させていただきました。脚本のよ

うなものというか、シナリオのプロットというので

すか、そういうものが今現在できている状態です。

それは企画書としまして、現在、企業訪問ですと

か、そういう形で今現在、制作委員会の組成に向け

て進めているところでございます。 

 委員おっしゃいますロードマップみたいなものと

かにつきましては、今後、制作が進む中でつくられ

ていくのかと思っております。 

 以上です。 

○委員長（岡本康裕君） ２番荒生委員。 

○２番（荒生博一君） 当然、６年の事業推進に向

けて、昨年度、要は脚本のようなものに一定額支出

していますよね。成果品を見せてください。 

○委員長（岡本康裕君） 企画商工観光課長、答

弁。 

○企画商工観光課長（狩野寿志君） ２番荒生委員

の御質問にお答えいたします。 

 企画書みたいなものはできていますので、そうい

うものを御提示することは可能かと思いますので、

それについては配付させていただきたいと思いま

す。 

○委員長（岡本康裕君） ２番荒生委員。 

○２番（荒生博一君） それは、いわゆる予算に見

合った内容ですか。 

○委員長（岡本康裕君） 商工観光班主幹、答弁。 

○商工観光班主幹（浦島啓司君） ２番荒生委員の

御質問にお答えいたします。 

 令和５年の１,０００万円予算計上させていただ

きまして、三者協定によって企画をつくるというと

ころまで進捗しておりますが、内容であったり、こ
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このまで関わっていただいた滝田さんと、それを進

行管理していただいておりますミトセさんとのそれ

までのやり取り、上富良野だけでなくて、東京の中

でもかなり積極的に動いていただいて、かなりの時

間と労力と費用をかけたもので、出来上がってきた

ものも、それの企画をもってこれから、今も現在進

行形ですけれども、制作委員会の幹事になる会社と

の折衝を今しているところなのですけれども、大き

な会社、大きな組織づくりを目指すに当たっては、

非常に説得力ある効果的なものができたと思ってお

ります。 

 その内容については、確認して評価しているとこ

ろでございます。 

 以上です。 

○委員長（岡本康裕君） ２番荒生委員。 

○２番（荒生博一君） 本来、１,０００万円の支

出というのは、要は映画制作に向けたしっかりとし

た脚本であるとか企画書という認識で、我々は昨年

５月、補正予算を認めた中で、今の御答弁ですと、

御尽力いただいた方の調整に要した時間であるとか

労力ということを答弁されています。 

 その１,０００万円の中で、７００万円が労力

で、成果品は３００万円でしたということはあり得

ないので、もう一度確認します。 

○委員長（岡本康裕君） 商工観光班主幹、答弁。 

○商工観光班主幹（浦島啓司君） ２番荒生委員の

御質問にお答えいたします。 

 １,０００万円支出して、今回、企画なり企画書

なりというものをお示しいただいて、実際にそれを

活用させていただいているということに関しまして

は、１,０００万円の費用を投じた価値はあったと

担当としては評価しております。 

○委員長（岡本康裕君） ２番荒生委員。 

○２番（荒生博一君） では、休憩時間に見せてく

ださい。私たちも１,０００万円というのを本当

に、労力ではなく企画書の内容、いわゆる脚本のよ

うになものというのが、適正に支出されたかどうか

というのは確認の義務があります。見せてくださ

い。 

○委員長（岡本康裕君） 商工観光班主幹、答弁。 

○商工観光班主幹（浦島啓司君） ２番荒生委員の

御質問にお答えいたします。 

 企画書の内容はもちろんお示しいたします。 

 その中で、企画書のようなものと、恐らく我々の

中では、プロットという企画の根幹になる、どうい

う映画をつくるのですかという筋というか背骨の部

分のものになります。これは著作物としてしっかり

と納品されておりますので、これもお示しすること

ができますので、後ほど御提示させていただきたい

と思います。 

○委員長（岡本康裕君） ２番荒生委員。 

○２番（荒生博一君） 令和６年度においては、要

は制作委員会等々が、つくられるようなことが万が

一なかった場合は、当然こういった、いわゆるロケ

の制作支援とか、その必要経費というのは不用にな

るのでしょうか。 

○委員長（岡本康裕君） 商工観光班主幹、答弁。 

○商工観光班主幹（浦島啓司君） ２番荒生委員の

御質問にお答えいたします。 

 この負担金の中の説明に書かせていただいている

制作支援費に関しましては、もちろん制作、撮影な

り、そういったものがスタートしなかった場合に

は、まだ使う場面は出てこないと思いますので、支

出しないことになろうかと思います。 

 以上です。 

○委員長（岡本康裕君） ２番荒生委員。 

○２番（荒生博一君） 当初、昨年、噴火１００年

を目がけてこの事業を何とか継続したいというとこ

ろでのやり取りを行っていた中で、１年間月日を要

した中で、残念ながら脚本のようなものという、

今、主幹が言われたプロットなのか何かは別とし

て、たったそれだけで本当にこの事業そのもののビ

ジョンというのがまるきり我々的には描けていませ

ん。本当に大丈夫なのですか。 

○委員長（岡本康裕君） 企画商工観光課長、答

弁。 

○企画商工観光課長（狩野寿志君） ２番荒生委員

の御質問にお答えさせていただきたいと思います。 

 この１年かけましていろいろなロケ班をやった

り、シナリオハンティング、シナハンというのも

やっていきながら、脚本家の方と、あと、  の滝

田さんといろいろなことでロケ地を回ったりして、

プロットですか、シナリオみたいなものを作ってま

いりました。この１年間かけて作ったもの、その企

画書をもって、次は制作委員を組成するための営業

といいますか、そういう意味で回っているところで

ございます。 

 そういった面では、私たちとしては進んでいると

いうか、１００年の映画公開に向けて一歩ずつ進ん

でいると感じているところでございます。 

 以上です。 

○委員長（岡本康裕君） ２番荒生委員。 

○２番（荒生博一君） 本来は、この令和５年度内

に脚本ができて、今年の令和６年に撮影、そして２

０２６年に公開になるのではないのか。まるきり、

こんなスタンスだったら、夢のまた夢だと思いま

す。もう一度御答弁願います。 

○委員長（岡本康裕君） 企画商工観光課長、答
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弁。 

○企画商工観光課長（狩野寿志君） ２番荒生委員

の御質問にお答えいたします。 

 現在、シナリオのトラップズームができていまし

て、物語の流れというのができていまして、そこか

ら今、制作委員会を組成しまして、その中で、次に

決まっていくのは監督ですとかキャストとかが決

まってくるのかと思います。映画のつくり方は素人

なので分かりませんけれども、その中で脚本とかで

きて、２５年の撮影、２６年に編成と公開までとい

う予定として進んでいく考えであります。何として

も２６年の噴火１００年の公開に向けまして努力し

ていきたいと考えております。 

 以上です。 

○委員長（岡本康裕君） ４番米澤委員。 

○４番（米澤義英君） 同じところを質問させてい

ただきたいのですけれども、行政がこういう映画つ

くりをやるべきではないということで、予算案にも

ずっと反対してきました。 

 今の話を聞いたら、先が見えない話、同僚議員が

言うように、来年公開するということであれば、も

う既にそういった工程が明らかになって、来年のど

の時点でということで、もうなっているはずなので

すけれども、そういった日程、工程というか、そう

いったものすらまだきちっと明示されていないのだ

と思いますが、その点どうですか。 

○委員長（岡本康裕君） 商工観光班主幹、答弁。 

○商工観光班主幹（浦島啓司君） ４番米澤委員の

御質問にお答えいたします。 

 今回、この予算特別委員会の資料としてはお出し

していないところでありますが、スケジュールにつ

きましては、令和５年の予算案をお認めいただいた

ときに御説明させていただきまして、２６年、１０

０年の年に公開に向けて進んでいきますというとこ

ろで、令和５年に企画をつくり、令和６年に制作委

員会を組成し、撮影を開始し、令和６年、令和７年

とかけて撮影、編集を行って、その次の年、２０２

６年内に公開したいということで御説明させていた

だいたところでございます。 

 今時点では、令和５年にまずは企画をつくって、

関わっていただく会社を選考する、選定するに当

たって、その材料となるものをつくりますというと

ころで御説明をさせていただきまして、そこまで順

調に実はできておりまして、企業の折衝は今現在進

行形で進んでおります。 

 そのとき、シナリオということではなく、プロッ

トまでは納品するということになっておりました。

その制作の過程において、脚本の一部についても触

れられるというところでありました。正式な脚本家

の先生というのは、制作委員会がつくられまして、

私がお金を出しますというところも全部そろった段

階で正式な発注がされますので、正式に監督も決ま

る前に脚本が作られるということはないのですけれ

ども、それに基礎になる、ベースになるものについ

ては、プロットとは別に今現在制作をどんどん進め

ていただいております。もちろんそれがどれだけ脚

本とリンクしていくのかというのは、これからの制

作の進捗によるところなのですけれども、それなり

の進捗、今のところ、去年御説明させていただいた

進捗の想定どおりに進んでいると認識してございま

す。 

 以上です。 

○委員長（岡本康裕君） ４番米澤委員。 

○４番（米澤義英君） 今、答弁されているよう

に、至って曖昧なのです。内容すらこちらのほうで

詳細を配付できない。当然映画づくりですから、相

手がいる話で、その相手次第で動きがどうなるか分

からない。こちらのほうも、大まかな流れとして

は、来年公開しますという流れは分かるのです。た

だ、詳細については、現段階では本当に分かってい

ないというのが問題だと思うのです。そういったも

のに行政が手を出すべきなのかということなので

す。町長はよく、ふるさと納税を使っているから、

一般会計の町民の税金ではないということをおっ

しゃるけれども、１回入ったら町のお金なのです。

町民の大事なお金なのです。 

 問題ちょっと変わりますけれども、引き続き答弁

いただきたいのですけれども、今回のそういうもの

も含めて、制作費の支援費のロケ支援、恐らくイベ

ント開催等についても、シンポジウムの朗読会につ

いても、それぞれいつどういう段階でやるかという

のは明確になっているのですか。 

○委員長（岡本康裕君） 商工観光班主幹、答弁。 

○商工観光班主幹（浦島啓司君） ４番米澤委員の

御質問にお答えいたします。 

 イベントとしては、シンポジウムも含めた朗読会

ということで計画しておりまして、これに関しまし

ては５月２５日に開催することが、今回配布の広報

でお知らせをようやく始めることができたのですけ

れども、そういったことで１回の開催が予定されて

おります。 

 以上です。 

○委員長（岡本康裕君） ４番米澤委員。 

○４番（米澤義英君） そういうものは明らかに

なっているけれども、それ以外のものは明らかに

なっていない。一番大事なところが明らかになって

いないという問題があると思うのです。その上で、

大事な、ふるさと納税という形で来たとしても、そ
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れを先の見えないものに対して町が使う、早く撤退

するということが、今、泥沼に入っていっているよ

うな僕は感じがするのです。 

 町長、町民の中には、もう撤退すべきだと、やめ

るべきだと、１回、２回、３回になって、明らかに

制作できない、公演できない、映画化ができなかっ

たということになれば、行政がこういったものに手

を出してやるべきではない。幾ら前任者の、過去の

経過があったとしても、町長自身が、ここでやめま

すということで言わなければならないと思うので

す。ですから、こういう予算も本来上げるべきでは

ないと思いますが、併せてお伺いいたします。 

○委員長（岡本康裕君） 町長、答弁。 

○町長（斉藤 繁君） ４番米澤委員の御質問にお

答えしたいと思います。 

 寄附金ですので、町に入ってきたら町のお金とい

うのは、確かにそのとおりなのですが、寄附金とい

う性格上、ある目的に使ってくださいということ、

映画づくりに使ってくださいという寄附金ですの

で、受けたからには、まずそれに使うというのが一

義的な我々のすることだと思っております。 

 あと、３回目ということで挑戦させていただきま

したが、今、泥沼にはまっているのではないかとい

う御指摘ですが、まさに今が佳境といいますか、私

も何回か交渉先の会社に出向きましたが、本当に佳

境、今、制作委員会の管理会社になってくれるとこ

ろの交渉の真っただ中でありまして、決して泥沼に

ということではないという認識であります。 

 以上です。 

○委員長（岡本康裕君） ほか、ございますか。 

 ５番金子委員。 

○５番（金子益三君） ブランクがあって去年の流

れが分からないので、もう１回整理させていただき

たいのですけれども、今回、映画化を進める会への

１００万円の負担の内容につきましては、同僚議員

がいろいろ聞いて、おおむね理解したのですけれど

も、ちょっと整理させてほしいのは、企画書とシナ

リオと脚本とは全然違うものなのですけれども、ス

テップでいくと、記憶でいうと、多分今月にはシナ

リオが出来上がって、脚本まで出来上がっていると

いうような話、それは記憶違いだったら申し訳ない

のですけれども、今年度の中では、どこまでをいつ

までに進めるというのははっきりしているのです

か。 

○委員長（岡本康裕君） 商工観光班主幹、答弁。 

○商工観光班主幹（浦島啓司君） ５番金子委員の

御質問にお答えいたします。 

 令和５年につきましては、三者協定の中で企画書

をまずつくる。その中で、当然成果物としてプロッ

トもという企画の根幹になる粗筋といったものもで

きてきますし、それに関しては、進捗として完了し

ております。今年度、協定の中でも協力を努力する

こと、協力することを義務づけるといったところ

は、企画書をつくるというところと、早く進めばそ

れを使って制作委員会の組成につながるようなロ

ビー活動も進めていきますということも書いていま

すが、それが制作委員会を令和５年度中に組成する

ということではなくて、本来の進捗、スケジュール

としては、令和５年度は、あくまでも企画をつく

る。それをもって令和６年度の早い時期に制作委員

会を組成する働きかけをして、なるべく早い時期、

秋なのか夏なのか分かりませんけれども、制作をス

タートさせるというスケジュールとなっておりまし

たので、令和５年度につきましては、企画書を制作

するというところまでとなっております。 

 以上です。 

○委員長（岡本康裕君） ５番金子委員。 

○５番（金子益三君） 分かりました。令和５年度

で企画書が出来上がって、今年度でシナリオができ

て脚本が書かれて、スタッフがそろって入るという

か、やるという。 

 すみません。見つけられなかったのでお伺いした

かったのですけれども、企業版ふるさと納税でお預

かりしている、制作に関わる出口はどこにあるので

しょうか。 

○委員長（岡本康裕君） 商工観光班主幹、答弁。 

○商工観光班主幹（浦島啓司君） ５番金子委員の

御質問にお答えいたします。 

 頂いたものにつきましては、現在、基金のほうに

積ませていただいているものにつきまして、これが

先ほどの進める会負担の制作支援費と同じように、

制作が決まって、少なくとも制作委員会が組成され

て、そのお金が制作費と入る場所ができてからの支

出になりますので、今回、令和６年度予算について

はまだ計上していないところでございます。実際に

出口ができたときには、令和６年度中に補正なりで

お願いして、そこで負担金として出していく。 

○委員長（岡本康裕君） ５番金子委員。 

○５番（金子益三君） そもそも論で、そこが違う

と思うのです。令和６年度中に制作をして、令和７

年に公開するとおっしゃいましたよね。何で当初予

算に基金を崩すことをしなかったのか、そこが物す

ごい不思議なのですけれども、委員会をつくった

ら、そこで補正予算をかけるのではなくて、町長、

最初から、６年度でつくるというのだったら、どう

して当初予算で予算計上しなかったのですか。そこ

をお伺いいたします。 

○委員長（岡本康裕君） 副町長、答弁。 
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○副町長（佐藤雅喜君） ５番金子委員の御質問に

お答えいたします。 

 なかなか分かりづらい仕組みになっているという

ことでありますけれども、まず、担当主幹が言って

いるように、シナリオというのは、委員会ができて

から、ライターとかが決まってできるもので、シナ

リオの元になるものを、企画をつくって、こういう

ような映画を、（「そこは理解している」と呼ぶ者

あり）というのはよろしいですよね。そういったと

ころで、今年度中にぜひ作りたいという我々の意向

はありますけれども、現時点では、まだ交渉中であ

りまして、委員会ができていないのです。そういっ

たものがしっかりできてから、毎年毎年集まった基

金については、支出先といったものが定まってか

ら、しっかりと予算化するということで、当初予算

ではまだ組み立てられていないということで、御理

解を賜りたいと思います。 

○委員長（岡本康裕君） ５番金子委員。 

○５番（金子益三君） すみませんね、理解できな

くて。つくるのだったら、もう決まっていますよ

ね、今までの流れからいって。今年度は、企画書も

昨年度つくられて、制作委員会も立ち上げたいと。

それは雲をつかむような話ではなくて、ここの制作

委員会ができない。町長もおっしゃった佳境に入っ

て、今まさにとなれば、それはちゃんと予算化され

ていないと。そこは私の考えですけれども、途中で

補正かけて、制作委員会が決まりました。ではやり

ましょう。補正かけました、否決されましたでは

シャレにならないではないですか。そういう大事な

ものというのは、本来、当初予算だと思うのです、

基本的な考えとして。 

 そこで、お伺いします。同僚議員もいろいろ話し

ました。私も賛成、反対という意味ではなくて、町

長にお伺いしたい。町長が泥流地帯の映画をつくる

ということに対しての、なぜつくるのかというとこ

ろ。それは前任の町長からの引き継ぎ事項だという

だけではなくて、町長のお気持ちとして、なぜこの

映画が、なぜ泥流地帯なのだというそこを、基本的

なところをお伺いさせていただきたい。 

○委員長（岡本康裕君） 町長、答弁。 

○町長（斉藤 繁君） ５番金子委員の御質問にお

答えしたいと思います。 

 なぜ泥流地帯をつくるのか、映画化するのかとい

うのは、何回も述べさせていただきましたが、改め

て述べさせていただきます。 

 もちろん三浦綾子先生の上富良野を舞台にした長

編小説、そして三浦綾子先生の作品の中で、この上

富良野を舞台にした泥流地帯だけが映画化、映像化

されていないということ。それと、火山と共生する

我々がこの事実を映画化されていないということ。

映画化してほしいという町民の御希望もあります

し、そういうものに応えて、上富良野の知名度と

か、上富良野のＰＲをすることはもちろんですが、

１００年前の出来事に思いをはせてといいますか、

上富良野の歴史ということで、町民の皆様に元気を

といいますか勇気を、さらに将来に向けてたくさん

のいろいろな思いが重なって。 

 もちろん今、委員おっしゃるとおり、前町長のと

きに決まった事業ですが、それをつくろうとする、

つくりたいという町民の進める会の皆さんを初め、

そういう方の御意志もございますので、そういうも

のに十分賛同して、私も町長に就任してからこの事

業を引き継いだということであります。ぜひつくり

たいという強い意志は変わらないということで、引

き継いでおります。 

 以上です。 

○委員長（岡本康裕君） ５番金子委員。 

○５番（金子益三君） 力強い言葉は、まさに待っ

ていた話だと。 

 どうして当初予算に盛らなかったのか。 

○委員長（岡本康裕君） 町長、答弁。 

○町長（斉藤 繁君） ５番金子委員の御質問にお

答えしたいと思います。 

 映画をつくるといいますか、自主制作もありま

す。映画をつくるといってもいろいろなパターンが

あって、自主制作であれば、全くこちらのスケ

ジュールで予算も組み立てていって、そのとおりに

なりますが、今回、皆さん御存じのとおり、自主制

作ではなくて、興行として、ロードショウで映画を

つくるといいますか、自ら作るわけではありません

ので、作ってもらう人を探す。正確に言えばそうい

うことですので、今が佳境ということで、制作委員

会がまだ立ち上がってございません。その段階で当

初予算、出す相手がまだ決まっておりませんので、

その段階で当初予算に載せるというのは、相手がい

ないので、これは補正なのかと私は考えておりま

す。 

 以上です。 

○委員長（岡本康裕君） ほか、ございませんか。 

 ６番林委員。 

○６番（林 敬永君） また映画のことを聞いて申

し訳ないのですけれども、映画化自体は、１年前に

新聞で載っていたのですけれども、総会をやられ

て、そのときに規約の改正をかけて、個人も参加で

きるようにしたと報道でなっていたのですけれど

も、それは間違いないですか。 

○委員長（岡本康裕君） 商工観光班主幹、答弁。 

○商工観光班主幹（浦島啓司君） ６番林委員の御
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質問にお答えいたします。 

 報道のとおり、個人の方についても御加入いただ

けるようになりまして、ここまで１０数人が新しく

個人で加入していただいたということになっており

ます。 

 以上です。 

○委員長（岡本康裕君） ６番林委員。 

○６番（林 敬永君） １０数人ということで、こ

の映画化を進める会の経費、今、個人会員が１０数

名入られたということで、会費は設定されているの

ですか。 

○委員長（岡本康裕君） 商工観光班主幹、答弁。 

○商工観光班主幹（浦島啓司君） ６番林委員の御

質問にお答えいたします。 

 会費につきましても、実は会の中でも会費を徴収

しようかという議論もなくはないのですけれども、

当面、まだ会費のない状態で、会員の数をどんどん

広げていこうというところで今進めておりまして、

将来的には、また、会の中でそこは決めていかれる

かと思います。 

 以上です。 

○委員長（岡本康裕君） ６番林委員。 

○６番（林 敬永君） 機運情勢の会だと何回も言

われているのですけれども、個人会員はどうやって

募集されたのか、広報か何かに載せたのでしょう

か。 

○委員長（岡本康裕君） 商工観光班主幹、答弁。 

○商工観光班主幹（浦島啓司君） ６番林委員の御

質問にお答えいたします。 

 広報については、様々なイベントのときですと

か、去年でいきますと、総合文化祭のときですと

か、そういったところでＰＲブースをつくって、そ

こで加入を促したり、広報につきましては、今、記

憶があれなのですけれども、何らかの広報媒体でお

知らせしていたかと認識しております。 

 以上です。 

○委員長（岡本康裕君） ６番林委員。 

○６番（林 敬永君） この負担金、１００％町の

負担金という支出になっていますので、個人から、

団体からの会費をもってすればいいのかなという気

はしますけれども、１００万円が結果的に全部町の

お金だと、使わないものは返還、年度精算というこ

とで考えていたと理解してよろしいでしょうか。例

えば令和５年度でいけば１９０万円ぐらいでした

か、数字を覚えていませんけれども、執行残があれ

ば、それを町のほうに一度戻すという手続を取って

処理されるのかどうか。 

○委員長（岡本康裕君） 商工観光班主幹、答弁。 

○商工観光班主幹（浦島啓司君） ６番林委員の御

質問にお答えいたします。 

 会のほうにつきましては、町の負担金のほかに、

例えばグッズですとか、そういったものを多少販売

なりしたところでの収入といったものもあります。

９５％程度の負担率になろうかと思います。 

 一方、年度の中で繰越しにつきましては、例年繰

越しさせていただきまして、翌年度、それと合わせ

て使用させていただいておりまして、今年度につき

ましては、恐らく１０万円弱ぐらいになろうかと思

いますが、それに関しましては、返還ではなく、繰

越しという手続をさせていただきまして、４月１日

から当面支出するほうに回させていただければとい

うことで会のほうでも認識しております。 

 以上です。 

○委員長（岡本康裕君） ６番林委員。 

○６番（林 敬永君） 繰越す理由がそれ相当にあ

るのかと思うのですけれども、先ほど機運情勢でイ

ベントで、シンポジウム云々で、５月２５日に開催

されるというお話しをされておりましたけれども、

令和６年度、いわゆる制作の部分で、進める会は、

事業は終わりということでよろしいでしょうか。 

○委員長（岡本康裕君） 商工観光班主幹、答弁。 

○商工観光班主幹（浦島啓司君） ６番林委員の御

質問にお答えいたします。 

 現在確定しているのが５月２５日の当該イベント

でありまして、そのほかにつきましても、随時その

会の皆様との、これからも発案もありますでしょう

し、いろいろなタイミングもあるかと思いますの

で、機運を逃さずＰＲに関するイベントは開催して

いきたいと思っております。金額にはもちろん限り

はありますので、何回もという想定ではございませ

ん。 

 以上です。 

○委員長（岡本康裕君） ６番林委員。 

○６番（林 敬永君） 事務局が役場ということで

ありますので、事業自体というのは、進める会の総

会で決まることではないのでしょうか。総会をやら

れていたのだったら分かるのですけれども、総会自

体まだ開かれていないように聞いているのです。そ

こで、今、事業を確定したかのようにお話しをされ

ていますけれども、それは間違いなく進める会の中

では合意形成ができて、予算化されているというこ

とでよろしいでしょうか。 

○委員長（岡本康裕君） 商工観光班主幹、答弁。 

○商工観光班主幹（浦島啓司君） ６番林委員の御

質問にお答えいたします。 

 この件に関しましては、現在、進める会につきま

しては、従来、総会ぐらいしか皆さんお集まりいた

だく機会がなかったのですが、去年来、議会の皆様
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からもいろいろ御指摘いただきまして、役員会をか

なり頻繁に開催することになりました。その中で、

しっかりと内容についてはもんだ上で、また、今回

に関しましては、先月、総会ではないのですけれど

も、会の役員だけではなくて、会の皆様宛てに御案

内をして、今の進捗の説明会とかもした経緯があり

まして、この中でも御説明させていただきまして、

御承認を得ているところであります。 

 以上です。 

○委員長（岡本康裕君） ほか、ございますでしょ

うか。 

 ４番米澤委員。 

○４番（米澤義英君） 本当に泥流地帯はやめるべ

きだと思っていますので、ぜひお伝えしたいと思い

ます。 

 それで、１０１ページの委託料の文書管理のデジ

タル化整備という形で予算がついております。これ

は、これを実施することによって、文書管理という

ことですから文書管理なのかと思うのですが、どう

いうような形に統一できるのか、この内容等につい

てお伺いいたします。 

○委員長（岡本康裕君） ＩＴ担当課長、答弁。 

○ＩＴ・組織機構担当課長（宮下正美君） ４番米

澤委員からありました文書管理デジタル化整備に関

します予算について、私のほうから説明をさせてい

ただきます。 

 今回予定しておりますのは、現在、町の通常業務

につきましては全て紙でやって、決済も全て紙、伝

票も全て紙というのが、従来どおりのやり方でござ

いますが、これをいわゆる紙をやめて、ペーパーレ

スで全て、紙ではなくてパソコンを使って処理をし

ましょうという準備に、令和６年度は取組したいと

いうことでこの費用を載せてございます。 

 これを整備して、実際には、６年度中に整備をし

て、７年度から本格的に、いわゆる文書管理を全て

デジタル化したいということで、その準備費用とい

う形で計上しております。 

 そうなりますと、通常の紙で起案をして、それぞ

れ決済、印鑑を押して町長まで行くという流れが全

てパソコンで整理をするということを想定している

ところでございます。 

 これについては、ほかのところでもだんだん進ん

でおりますが、費用をかけますとかなり大規模にな

りますので、まずは、あまり多機能ではない、今、

紙で行っている一般的なものをデジタル化にしよう

ということで想定しているところでございます。 

 以上です。 

○委員長（岡本康裕君） ４番米澤委員。 

○４番（米澤義英君） あくまでも内部の事務手続

上、そういった諸文書等の管理を統一化、デジタル

化しようという形の話かと思いますが、これは、町

民との関わりでは、直接、間接的にいえばあるのか

もしれませんが、関わりでいえばどういうふうにな

りますか。 

○委員長（岡本康裕君） ＩＴ担当課長、答弁。 

○ＩＴ・組織機構担当課長（宮下正美君） ４番米

澤委員からありました町民のサービスの関わりとい

う部分でございますが、今回、デジタル化する部分

につきましては、あくまでも今言われたように、内

部の事務の部分になります。こちらに住民向けを入

れることも可能なのですけれども、そうなりますと

費用が倍近く、運用後のイニシャル、ランニングも

倍程度になってしまうということもありまして、最

初から大きな投資をするのは、まずはやってみない

と分からないということもありますので、まずは内

部の事務のデジタル化ということになっております

ので、基本は、町民の方に何か急速に変わるという

ことは、デジタル化に関してはないと想定しており

ます。 

 以上です。 

○委員長（岡本康裕君） ５番金子委員。 

○５番（金子益三君） 今の関連でお聞きしたいの

ですけれども、富良野が既にペーパーレスというこ

とで、あれはサイボウズかなんかを使っているので

しょうか。そういうのがあって、うちは独自でやら

れるということか、それともキントーンだったりサ

イボウズだったりいろいろな会社があるのですけれ

ども、そういうところには頼らないで、独自のペー

パーレスのデジタル化を進めていくということなの

ですか。 

○委員長（岡本康裕君） ＩＴ担当課長、答弁。 

○ＩＴ・組織機構担当課長（宮下正美君） ５番金

子委員からありましたデジタル化の部分でございま

すが、こちらにつきましては、この費用で独自にシ

ステムをつくるということではなくて、恐らくシス

テムは既存のシステムになって、予算を認めていた

だきまして、６年度に入りましたら早々に業者のプ

ロポーザル等の業者決定をするという形になってお

りますが、この部分の費用は、システム構築の費用

ではなくて、今、これまでずっと長年紙でやってい

た処理を、いわゆるデジタル化、システムに合わせ

るためには、今あるルールの見直しを含めて、全部

分析して、職員の研修等も行わないと混乱しますの

で、逆に言うと、その準備経費でこの程度の費用が

かかるということで御理解いただければと思いま

す。 

 以上です。 

○委員長（岡本康裕君） ５番金子委員。 
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○５番（金子益三君） この金額ではできないです

よね、当然。 

 今、同僚議員も言っていたのですけれども、令和

９年度予定とおっしゃいましたか、令和７年、その

ための準備期間だと。私、富良野の切り替えの時期

に広域いたのですけれども、請求書、納品書が結構

紙ベースで、民間から物を買ったり、入札された

り、あれの処理がすごく大変みたいだったのですけ

れども、その対策はどういうふうに考えています

か。給食センターとかは手書きの、卵が何個とかい

うのも全部読み取ってスキャンしてデジタルで送っ

てという処理が結構大変だったのですけれども、そ

ういうものはどういう想定されているのか、その金

額の中で勉強会をやるということですか。 

○委員長（岡本康裕君） ＩＴ担当課長、答弁。 

○ＩＴ・組織機構担当課長（宮下正美君） ５番金

子委員からありました納品書ですとか請求書とか見

積書の紙というお話です。まずその部分に関しまし

ては、実を言いますと、この費用とは別に、まだ周

知が広くされておりませんが、今月の１日から、町

が受ける見積書、請求書等につきましては、従来の

紙ではなくて電子データでもいいですという運用に

切り替えて既に配置しております。 

 これまでは、契約に関する部分につきましては、

紙、原本が必要ですということで取扱いしてきてお

りましたので、そのうち契約書については、電子契

約をしましょうということで、５年度から電子契約

をしておりましたが、その時点では、押印の見直し

ということで、契約に関するものと見積書、請求書

については、紙、原本を提出してくださいというこ

とで私どももやっていたのですけれども、ここを、

契約書はオンラインにしましたので、見積書と請求

書等については、既定の様式を満たしたものであれ

ばメール等で出していただいたもので、正式に扱い

ますというふうに取扱いを変えましたので、既に紙

ではなくてデジタルで、メールあるいは電子媒体で

提出していただいたものも正式書類として受け付け

るという形で、これから運用する形で、既に今月か

らなったというところでございます。 

 以上です。 

○委員長（岡本康裕君） ４番米澤委員。 

○４番（米澤義英君） 関連でお伺いいたします

が、請求書だとか見積書だとか、分からないのでお

伺いしたいのですが、そういったデジタルに慣れて

いない方というのがいらっしゃるのではないかと思

うのですが、そういったところは、幅を持たせて対

応しているという形でよろしいですか。 

○委員長（岡本康裕君） ＩＴ担当課長、答弁。 

○ＩＴ・組織機構担当課長（宮下正美君） ４番米

澤委員からありました請求書等のデジタル化の部分

でございますが、デジタル化を強制するものではご

ざいません。今までどおりの手続は今までどおりで

構いませんので、それをオンライン、デジタルでも

提出できますという取扱いに変えたということで、

旧来型の紙の請求書を出していただくのは全然構わ

ないということでございます。 

 以上です。 

○委員長（岡本康裕君） 暫時休憩といたします。 

 再開は１０時５０分。 

────────────────── 

午前１０時３３分 休憩 

午前１０時５０分 再開 

────────────────── 

○委員長（岡本康裕君） 休憩前に引き続き、委員

会を再開いたします。 

 ほか、ございませんか。 

 ９番島田委員。 

○９番（島田政志君） １２５ページの選挙管理に

ついてですけれども、報酬費が１１８万円というこ

とになっておりますけれども、これは、何人いて、

何日働くのか教えていただきたいと思います。 

○委員長（岡本康裕君） 総務班主幹、答弁。 

○総務班主幹（谷 昌春君） ９番島田委員の御質

問にお答えいたします。 

 １８０万円が、選挙管理委員会運営費町長選挙と

両方、報酬であるのですが、似た金額が、二つの事

業費で、町長選挙の話ですね。 

○委員長（岡本康裕君） １２５ページの真ん中の

辺りなのか、上辺りなのか。 

 島田委員、お願いします。 

○９番（島田政志君） 一番上の段の１１８万円の

件について、まずはここから。 

○委員長（岡本康裕君） 総務班主幹、答弁。 

○総務班主幹（谷 昌春君） ９番島田委員の選挙

管理委員の報酬の件の１１８万６,０００円の内訳

について御回答をさせていただきます。 

 選挙管理委員につきましては４名ございまして、

毎月報酬を支払っておりますので、４名の１２か月

分ということで、委員長だけ報酬額、月額が違いま

すので、以外の３名は同じ報酬額の１２か月分の積

算となっております。 

 以上です。 

○委員長（岡本康裕君） ９番島田委員。 

○９番（島田政志君） 今のどうもありがとうござ

います。 

 続きまして、３、町長選挙についてなのですけれ

ども、町長選挙の７６７万６,０００円の件につい

て、何人出馬して、どういうような形で算出された
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のか教えていただきたい。どういう見積もりを取っ

ているのか。 

○委員長（岡本康裕君） 総務班主幹、答弁。 

○総務班主幹（谷 昌春君） ９番島田委員の御質

問にお答えいたします。 

 算出につきましては、報酬等は通常の選挙と同じ

ような積算となってございますが、立候補４名の方

を見込んで積算をそれぞれしているところでござい

ます。 

 以上です。 

○委員長（岡本康裕君） １２番小林委員。 

○１２番（小林啓太君） 関連で、町長選挙で、細

かいのですけれども、１２番の委託費のポスター掲

示場設置等というところが、昨年度の町議選のとき

は８５万６,０００円だったのが、上がっている部

分はどういった違いがあるのかお伺いいたします。 

○委員長（岡本康裕君） 総務班主幹、答弁。 

○総務班主幹（谷 昌春君） １２番小林委員の御

質問にお答えいたします。 

 ポスター掲示場の設置費用につきましては、町内

で設置する箇所数は同じなのですけれども、選挙の

時期が冬場ということで、少し冬期の加算と、人件

費分で上昇した分を見込んで積算しているところで

ございます。 

 以上です。 

○委員長（岡本康裕君） ほか、ございますか。 

 ９番島田委員。 

○９番（島田政志君） １０９ページのＮＨＫの受

信料だと思いますけれども、何台あって単価が幾ら

で、また、台数割引があるのかということで質問し

ます。 

○委員長（岡本康裕君） 暫時休憩といたします。 

────────────────── 

午前１０時５５分 休憩 

午前１０時５５分 再開 

────────────────── 

○委員長（岡本康裕君） 休憩を解きます。 

 総務班主幹、答弁。 

○総務班主幹（谷 昌春君） ９番島田委員の御質

問にお答えいたします。 

 テレビ受信料ということで、ＮＨＫの受信料でご

ざいますけれども、庁舎につきましては５台ござい

ます。町長室、副町長室、委員会室、当直室、あ

と、車両班の事務所ということで、５か所分の受信

料となってございまして、２台目以降は割引という

のもございまして、１２か月の前払いもしておりま

すので、そのあたりを積算した金額となってござい

ます。あと、受信料も値下げされるということで、

その辺も見込んで積算をしているところです。 

 以上です。 

○委員長（岡本康裕君） ９番島田委員。 

○９番（島田政志君） それに関連してなのですけ

れども、１２１ページの防災対策費ということで、

ここにもテレビ受信料が出ているのですけれども、

ここは１万３,０００円ということで、さきの５台

分と今回の防災対策室との単価の違いというか、Ｎ

ＨＫの受信料、どういう仕組みになっているのか教

えていただければと思います。 

○委員長（岡本康裕君） それはＮＨＫにお伺いい

ただきたいと思います。積算根拠だけでよろしいで

しょうか。 

 保健福祉課長、答弁。 

○保健福祉課長（深山 悟君） ９番島田委員の防

災対策費、泉栄防災センター管理費に係るテレビ受

信料の積算につきまして答弁いたします。 

 泉栄防災センターにつきましては、１台ありまし

て、その分で１万３,０００円の予算を見積もって

いるところでございます。 

 以上です。 

○委員長（岡本康裕君） ９番島田委員。 

○９番（島田政志君） ということは、１台だと１

万３,０００円、５台だと３万７,０００円というこ

とになるわけです。先の話になるとあれなので、１

５５ページの辺りはまた後で話したいと。 

○委員長（岡本康裕君） 範囲外なので、そのとき

が来たら質問願います。 

 ６番林委員。 

○６番（林 敬永君） １１３ページの協働のまち

づくり推進費の補助金１００万円についてお伺いい

たします。各住民会等々から要望等をいただいたの

かと思いますけれども、具体的な要望内容という

か、積算内容を教えていただければと思います。 

○委員長（岡本康裕君） 町民生活課長、答弁。 

○町民生活課長（山内智晴君） ６番林委員の御質

問にお答えします。 

 まちづくり補助金に関しましては、現段階では要

望は、今、来年度ございますということで取りまと

めているところであります。当初から何件あるとい

うことではなく、あくまで幅の部分というか、今回

減額させていただきましたけれども、過去の住民

会、各種サークルの補助金ということで、今回は１

００万円という形で、額で計上させていただいてお

ります。 

○委員長（岡本康裕君） ６番林委員。 

○６番（林 敬永君） 令和５年度の予算が見えな

かったのですけれども、１１３ページの今の協働の

まちづくりの、令和４年度の決算だけを見ると３５

万３,０００円ということで、協働のまちづくりの
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推進補助金というのは、もう目的がある一定程度達

せられたのではないかと思うのですけれども、その

点はどうでしょうか。 

○委員長（岡本康裕君） 町民生活課長、答弁。 

○町民生活課長（山内智晴君） ６番林委員の御質

問にお答えします。 

 委員会等でも御説明させていただきたいのですけ

れども、ある一定程度の住民会に対しての補助額は

ある程度、一通り終わったのかという感じはします

が、引き続き新たな取組を考えている住民会もござ

いますので、一定程度の金額を計上させていただい

ております。ここ二、三年は住民会のほうも活動が

ある程度コロナで停滞していたということで、補助

額の執行も大分抑えられていましたが、今年まだ、

来年の予定ということで、数住民会、こういうこと

をやりたいという御相談を受けておりますので、こ

れから新たな住民会の取組というのも増えてくるの

ではないかと想定しております。 

 以上です。 

○委員長（岡本康裕君） ５番金子委員。 

○５番（金子益三君） 関連で、たしかいつかの段

階で制度が見直しがかかったかと思うのですけれど

も、継続している事業に対して傾斜配分があったか

と思うのですけれども、そのシステムというのはま

だ継続されているのですか。 

○委員長（岡本康裕君） 町民生活課長、答弁。 

○町民生活課長（山内智晴君） ５番金子委員の補

助金の関係の御質問にお答えします。 

 １年目、２年目、３年目という形で、継続する事

業に関しては傾斜して下がっていくような仕組みは

まだ存在しております。 

 以上です。 

○委員長（岡本康裕君） ５番金子委員。 

○５番（金子益三君） 実はそこが結構問題点でし

て、経常経費で、どうしても絶対かかるという、事

業の制度からいくと、自主自立してくださいという

のは分かるのですけれども、住民会とか団体として

も自主財源はなかなか乏しいところで、制度資金が

あることによって広くやれていたというのが実情な

のです。傾斜が始まっていくとどうしても継続でき

なくなって事業が滞ってしまうから、何とかその辺

は見直しかけられませんかと前に聞いたことがある

のですけれども、それはずっと傾斜は傾斜で今後も

行くのですか。 

○委員長（岡本康裕君） 町民生活課長、答弁。 

○町民生活課長（山内智晴君） ５番金子委員の御

質問にお答えします。 

 当然補助金なので、制度的に見直す必要性があれ

ば見直さなければならない部分はあると思います

が、先ほど説明したように、コロナで使っている団

体が少なかったので、現在、傾斜でやっている団体

が今いないのです。そういうことも含めまして、今

後、委員が言うように、必要性というのは鑑みなが

らやっていかなければならない部分かとは考えてお

ります。 

 以上です。 

○委員長（岡本康裕君） ほか、ございますか。 

 ２番荒生委員。 

○２番（荒生博一君） 同じページになります。１

１３ページの地域活性化起業人の負担に関してであ

ります。 

 まず、この対象者というのは、たしか年度が、任

期が３年だと思われましたが、対象者、令和６年で

終了という認識でよろしかったですか。 

○委員長（岡本康裕君） 商工観光班主幹、答弁。 

○商工観光班主幹（浦島啓司君） ２番荒生委員の

御質問にお答えいたします。 

 令和６年度をもって３年目を迎えますので、任期

満了ということになります。 

○委員長（岡本康裕君） ２番荒生委員。 

○２番（荒生博一君） たしかこの対象者、先ほど

の映画の話に戻りますが、三者協定のうちの一方、

ニップスの田中氏ということで受け止めています

が、途中で投げ出すのですか。 

○委員長（岡本康裕君） 商工観光班主幹、答弁。 

○商工観光班主幹（浦島啓司君） ２番荒生委員の

御質問にお答えいたします。 

 確かに合同会社ニップスの田中さんに来ていただ

いております。三者協定に関しましては、地域おこ

し協力隊という立場はもちろんあったのですけれど

も、映画制作にしっかりと、滝田さんとの橋渡しで

もありました。これからも上富良野に、御本人、移

住の希望もずっと表明しておりますので、ずっと関

わっていく中で、取り組みたいということでのお申

し出で、三者協定の中に加わっていただきましたの

で、地域活性化起業人としての身分に関しまして

は、観光コンテンツの開発が主なところになってお

ります。それに関しては、この２年間でかなりの成

果を出していただいきまして、これは継続できるよ

うに、最後の１年でやっていただくということが主

な取組になろうかと思いますので、映画について

は、引き続き関わっていただければと。 

○委員長（岡本康裕君） ２番荒生委員。 

○２番（荒生博一君） この制度自体は、期限もう

２年間エクステンション、いわゆる延長とかという

のは、制度そのもののシステムにはないのか、ある

のか確認します。 

○委員長（岡本康裕君） 商工観光班主幹、答弁。 
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○商工観光班主幹（浦島啓司君） ２番荒生委員の

御質問にお答えいたします。 

 今のところ残念ながら延長制度については、地域

おこし協力隊と違って、今のところはありません。 

 以上です。 

○委員長（岡本康裕君） ２番荒生委員。 

○２番（荒生博一君） 将来的なことということ

で、令和６年の予算の先になりますが、その方が後

に、期間を満了しても引き続き、例えばサポート役

として映画事業にも関わる可能性というのはいかが

でしょうか。 

○委員長（岡本康裕君） 商工観光班主幹、答弁。 

○商工観光班主幹（浦島啓司君） ２番荒生委員の

御質問にお答えいたします。 

 御本人の意向としても、泥流地帯に関しては、今

のところ並々ならぬ意欲を持っておられますので、

それは完成するまで確実に関わっていただくという

ことで話をいただいております。 

○委員長（岡本康裕君） ４番米澤委員。 

○４番（米澤義英君） 起業人なのですが、非常に

分かりづらいのです。今回、起業人の提案事業の負

担及び派遣の負担という形になっておりますが、こ

の内容等、上から提案事業の内容等というのは、ど

ういうものの予算計上になっているのか、併せてお

伺いいたします。 

○委員長（岡本康裕君） 商工観光班主幹、答弁。 

○商工観光班主幹（浦島啓司君） ４番米澤委員の

御質問にお答えいたします。 

 地域活性化起業人の提案事業の負担ということ

で、今年度につきましては、上富良野の香りと言っ

たものに着目していただきまして、ラベンダーと、

もう一つ、蒸留作物でありますシソを使った上富良

野特有の香りをしっかりと観光であったり、まちづ

くりにつなげていこう。 

 また、なおかつ自衛隊と共同して、そういったも

のをしっかりと上富良野の名産にしていこうという

ような取組を自主的に発案していただきまして、そ

れに関する費用に対して負担金として支出している

ところでございます。 

 以上です。 

○委員長（岡本康裕君） ４番米澤委員。 

○４番（米澤義英君） シソだとかラベンダーの香

りという形で庁舎の入り口にもあります。それがど

ういう方向になっていっているのか、過去の事業等

もなかなか、一部商品化になったということも話を

聞きましたが、しかし、実態としてどうなのかとい

うのが非常によく分かりません。そういう段階にお

いて、起業人に対する、提案という形で予算をつけ

ていいのかというような、ちょっと疑問も感じるも

のですから、過去の関連と併せて、ここはさらに

アップするのだという、今一部言われましたけれど

も、答弁を求めます。 

○委員長（岡本康裕君） 商工観光班主幹、答弁。 

○商工観光班主幹（浦島啓司君） ４番米澤委員の

御質問にお答えいたします。 

 今年の令和５年度の取組としては、もちろんかな

り時間のかかることではあるのですが、例えば自衛

隊と共同した取組に関しては、自衛隊の皆さん、虫

よけのスプレーに関しましては、ハッカを、北見の

名産ですけれども、ハッカを使っているという実態

があるそうでございます。ただ、虫に効くというこ

とは人間にもかなりダメージがあるということで、

それを長期間継続して使うことについては非常に大

きな悩みを持っておられたということを相談を受け

まして、今回、地域活性化起業人は、しっかりと自

然由来の成分で作ると、自衛隊の皆さんもそうです

し、今、北見のハッカはかなり広く販売されている

ところですけれども、一般の方が繁用できるような

忌避成分、虫よけ剤についても開発できるのではな

いかというところの着眼点で開発を進めていただき

ました。 

 ちょっと詳しいことはまだ申し上げられないこと

も多々あるのですけれども、商品化につきまして

は、近々製品として販売されることになろうかと思

います。試験販売ということで、多分自衛隊の内部

ですとか、そういったところでの販売を経て、一般

販売についてもどんどん図っていくというような進

捗になってございます。 

 令和６年は何をするかというと、それを継続して

やるとは限りませんし、新たな提案があれば、自由

に使えるということが、この補助金であったり地方

交付税、特別交付税の補塡制度の最たるところであ

りますので、もっと地域活性化起業人の知見を生か

した新たな取組というのが令和６年度、新たに出て

くれば、それにも充当できるような仕組みとなって

ございます。 

 以上です。 

○委員長（岡本康裕君） ４番米澤委員。 

○４番（米澤義英君） まだ商品化されていない部

分もあるということであります。なおかつこの方は

映画化にも関わっているということであります。 

 本来の目的は、地域に根差した、やはり活性化に

結びつくものだということで、当初、話を聞いてお

りますが、しかし、現実に見ますと、そういうもの

がなかなか地域の活性化、あるいは地域の人たちと

結びついていない部分がかなり見受けられます。 

 そうしますと、映画化に携わったはいいけれど

も、この映画自体が前へ進むかどうか分からないと
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いうような状況の現状なのです。そのことを考えた

ら、この予算をやめて、前回も言ったのですが、本

来であれば、協力隊といったところに対して、性質

は違いますが、そういった人たちを呼んで、身近に

地域の人と結びついて、産業だとか企業、次の農業

に結びつくだとか、商業に結びつくだとか、そう

いった支援をしてもらったほうが、地域の自治体と

しても大変助かるのだと思うのですが、そういう意

味で、起業人というのはもうやめるべきだと、予算

化すべきではないと思いますが、町長、どのように

お考えですか。 

○委員長（岡本康裕君） 副町長、答弁。 

○副町長（佐藤雅喜君） ４番米澤委員の御質問に

お答えさせていただきます。 

 基本的に起業人の場合には、やはり地域おこし協

力隊のような個人と違って、下の５６０万円という

のは、その方の所属する会社のほうに行くわけなの

です。それで上富良野に来てもらうということです

から、当然起業人の場合にはバックにそういった、

東京ですとか、首都圏とか、そういう人のたくさん

いるところに会社があって、その会社のノウハウを

うまく生かして地域に、このような田舎の地域に対

してもいろいろな活性化策を提案していただいたり

するということでございます。 

 なかなか目に見えないということで、委員からも

お叱り受けましたけれども、そういった臭いのプロ

ジェクトのほかにもいろいろと、向こうの会社での

人脈とか会社同士の付き合いから官公庁の補助など

を頂いてインフルエンサーを呼んできて、発信をし

てみたりとかといったことにもいろいろ手がけてい

ただいておりますので、確かにおっしゃるとおり、

協力隊員は協力隊員として、また後で予算化になり

ますけれども、新たな協力隊員やなんかも募集しな

がら、いろいろな方面で活躍してもらうことを期待

しておりますけれども、そういった意味で一定程

度、起業人というものは協力隊員と若干在り方とい

いますか、そういった部分が違うのだということ

で、都会の大きな企業との連携というものも有効に

活用しながら進めてまいりたいと思っておりますの

で、御理解賜りたいと思います。 

○委員長（岡本康裕君） ４番米澤委員。 

○４番（米澤義英君） 次に移ります。時間の関係

もありますので。 

 １０５ページの企画費の１８節のＪＲの富良野線

の連絡会議の負担という形で町も、関係する町村が

負担しておりますが、これは前年度と変わらないと

いう状況になっているかと思いますが、現状では、

各自治体の負担割合というのはどのようになってい

るのか。 

○委員長（岡本康裕君） 企画政策班主幹、答弁。 

○企画政策班主幹（石川雅義君） ４番米澤委員の

ＪＲ富良野線連絡会議の負担割合についてお答えさ

せていただきます。 

 構成市町村が５市町となってございまして、全て

５万円という形になってございます。 

 以上です。 

○委員長（岡本康裕君） ４番米澤委員。 

○４番（米澤義英君） ＪＲが大変経済的に厳しい

……。 

○委員長（岡本康裕君） 訂正ですね。企画政策班

主幹、答弁。 

○企画政策班主幹（石川雅義君） すみません。失

礼いたしました。６万円の均等の額となってござい

ます。 

 以上です。 

○委員長（岡本康裕君） ４番米澤委員。 

○４番（米澤義英君） 次に、この間もＪＲの利用

促進という形で、期成会が一丸となってしていると

いう状況があります。今年度については、どのよう

な方策の中で、この期成会で利用促進を図るという

動きというか、計画というのは、これからの部分も

あるかと思いますが、分かっている範囲でいいので

すが、お伺いいたします。 

○委員長（岡本康裕君） 企画商工観光課長、答

弁。 

○企画商工観光課長（狩野寿志君） ４番米澤委員

からの御質問にお答えいたします。 

 富良野線の連絡会議ということで、ＪＲの中でも

アクションプランとかもつくったりして、富良野線

の存続、そして少しでも多くのお客様をＪＲを利用

していただくということで、いろいろな方策等を考

えております。中でものろっこ号の運転、それか

ら、中富良野ですけれども、富田ファームの下に中

富良野ラベンダー駅をつくったり、そういうところ

でお客さんの乗降を増やしていただく。 

 特に今年からインバウンドのお客様方、かなりの

数があそこを利用していただくこと、どっちかとい

うと富良野線は観光と通学、そういう方がかなり多

く乗っていますので、そういう方を少しでもＪＲを

利用していただくために、富良野線の存続を目的と

しまして、各市町、事務局といたしまして、いろい

ろな事業を実施しているところでございます。 

 以上です。 

○委員長（岡本康裕君） ４番米澤委員。 

○４番（米澤義英君） まだまだいろいろな工夫が

必要かと思いますが、ただ、前からも述べておりま

すように、通学列車等の本数、一般的利用者もおり

ますので、通勤とか帰宅の時間帯の列車を増やす。
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または駅員が日曜祭日になると全く受付にいないと

いう状況になっているのです。平日でも３時以降に

なったらいらっしゃらないという状況の中で、やは

り身近な駅ということであれば、そういった駅員の

配置の時間帯も３時だったのを５時ぐらいに延ばし

てもらうとか、そういった工夫も前回も要望しまし

たが、要望されているかと思いますが、この点は、

今後も必要ではないかと思いますが、町長はどのよ

うに受け止めておりますか。 

○委員長（岡本康裕君） 副町長、答弁。 

○副町長（佐藤雅喜君） ４番米澤委員の御質問に

お答えいたします。 

 昨今の新聞報道でもＪＲ北海道の運営の厳しさと

いうのはいろいろと出ていて、これから運賃の値上

げの話も一部報道を受けております。そういった部

分で、地域の公共交通をどう守るのか、委員おっ

しゃるとおり、高校生にとっては大変貴重な交通手

段でありますから、人員の配置、それから運賃のこ

とも含めてしっかりとＪＲ本社、旭川支社のほうに

お話をしていくようにこれからも努めてまいりたい

と思っております。 

○委員長（岡本康裕君） ４番米澤委員。 

○４番（米澤義英君） １０５ページの自衛隊関連

についてお伺いいたします。自衛隊の名簿提供の問

題についてお伺いいたします。従来から名簿提供と

いう形で、今、全国的にも話題になっておりまし

て、旭川市においては、近隣町村でも一部、本人の

同意がない条件の中では名簿をむやみに募集事務に

渡さないというような状況も見受けられます。 

 私は、やはり個人の情報からいえば、むやみに、

幾ら自衛隊とはいえ無条件で渡すということはあっ

てはならないと思います。 

 また同時に、自衛隊に個人の名簿を渡すというの

は、決して義務でも法的に拘束されているものでは

ないということが、通常国会の答弁からも明らかに

なっているわけですから、必要最小限、名簿は、最

低でも渡すべきではないと思いますが、やはり本人

の同意を得て、その上で可否を判断してもらって、

どうするのかという取組をしていかなければ、最低

でも駄目だと思いますが、この点、町長はどのよう

にお考えですか。 

○委員長（岡本康裕君） 米澤委員、項目どこで

しょうか、１０５ページの。 

○４番（米澤義英君） １０５ページ、基地調整で

す。 

○委員長（岡本康裕君） 名簿の件については書か

れていませんが、予算としては。 

○４番（米澤義英君） 答えられない。 

○委員長（岡本康裕君） 予算書に載っていない。 

○４番（米澤義英君） 基地調整費だとかなんか

載っているわけですから。 

○委員長（岡本康裕君） 暫時休憩といたします。 

────────────────── 

午前１１時１９分 休憩 

午前１１時１９分 再開 

────────────────── 

○委員長（岡本康裕君） 休憩を解きます。 

 名簿の件につきましては予算書に載っていません

ので、別の機会を捉えて質問していただければと思

います。 

 ４番米澤委員。 

○４番（米澤義英君） 基地職員も関わって手続に

対する対応をしているわけです。当然職員が町の予

算を使って提供しているわけですから、当然成り立

ちますよね、全く成り立たないという話ではないと

思いますが。 

○委員長（岡本康裕君） 暫時休憩いたします。 

────────────────── 

午前１０時２０分 休憩 

午前１０時２１分 再開 

────────────────── 

○委員長（岡本康裕君） 休憩を解きます。 

 答えるものがあるということで、町長、答弁。 

○町長（斉藤 繁君） ４番米澤委員の御質問にお

答えしたいと思います。 

 名簿の提供につきましてですが、従来どおり協力

してまいりたいと考えております。 

 以上です。 

○委員長（岡本康裕君） ４番米澤委員。 

○４番（米澤義英君） そうすると、本人が理解し

ないうちに名簿が提供されているということであれ

ば、町長自身納得しているのだと思うのですが、一

般的な解釈からいえば、その部分は、多くの人は恐

らく成り立たないと思っている方もいるのだと思い

ます。ですから、旭川市や他の自治体でも、必要最

低限は個人の同意を前提としなければならないとい

うような立場に立ったのだと思います。このことを

考えれば当然だと思いますが、町長は、この点は当

然ではないと、何だかんだと言わずとも、無条件で

提供するのは当然だということなのですか。 

○委員長（岡本康裕君） 町長、答弁。 

○町長（斉藤 繁君） ４番米澤委員の御質問にお

答えしたいと思います。 

 旭川、札幌、大きな都市においては、今、委員が

おっしゃるような状況も承知しておりますが、そう

いう大きな都市、中都市においても名簿の閲覧は当

然できるわけです。それを協力という形で文書にす

るかしないかということですので、個人情報におい
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ては、正規な手続といいますか、まるきり閲覧もさ

せなくするということはできませんので、その範囲

内で我々は協力しているということであります。 

 以上です。 

○委員長（岡本康裕君） １２番小林委員。 

○１２番（小林啓太君） １０３ページの文書広報

費、広報一般管理費の中の１０番需用費、印刷製本

費３７６万８,０００円、広報とお知らせ版等の費

用かと思いますが、郡部のほうの町内会の中で、班

長等が１か月に２回配布するのが結構しんどいとい

う声を聞きまして、できれば１回とか１冊になった

らいいという声を聞くのですが、もし今後これを１

冊にまとめるとすれば、逆に町としても経費の圧縮

にもつながることにもなるのかと考えたりします

が、この辺、そういった方向性はないのかお伺いし

ます。 

○委員長（岡本康裕君） 町民生活課長、答弁。 

○町民生活課長（山内智晴君） １２番小林委員の

御質問にお答えします。 

 広報に関しましては、言われたところなのですけ

れども、今、年２３回広報、お知らせ版を含めまし

て発送しておりますが、恐らくお知らせ版がなくな

れば、ページ数は１か月分のページ数に増やす形に

なると思います。１回増やすと当然１枚増えるので

はなくて４ページ増えますので、そう考えると、も

しかしたら印刷経費は変わるか変わらないかという

のは、ページで単価をもらっていますので、圧縮に

なるかならないかといったらならないかもしれな

い。ただ、発送経費とか業者の部分もあるので、諸

経費分は圧縮になるかもしれない。今２３回で計算

しておりますので、一概に、必ず圧縮になるという

お答えはできません。を 

 そのほかに、広報印刷、一般費以外ですが、自治

会の活動交付金という形で自治会にも交付金を出さ

せていただいています。確かに町内会にはそれが下

りているか下りていないかというのは私どもでは判

断しかねるのですが、昔の御時世の中で、文書配布

の手数料というのも昔は入っていました。それを一

括して交付金という形になっておりますので、その

辺は、その分のお金も入っているということで配慮

いただきたいと。確かにそういう部分に関しては大

変だというのはあるのですけれども、町のいろいろ

な、２回がいいと、１回がいいというのは、町の方

のいろいろな意見がありますので、デジタル化の波

も来ていますので、今後その部分は検証しながら考

えていきたいと思いますので、その辺で御了承いた

だきたいと思います。 

○委員長（岡本康裕君） １２番小林委員。 

○１２番（小林啓太君） 今の御説明で、１冊にす

ると決して経費が安くなるわけでもないかもしれな

いということは理解したところですが、２冊を１冊

にまとめてくれれば配布は楽になるのにと感じてい

る方に対して、今、１冊ではなく、お知らせ版も含

めて２冊であることのメリットに関しては、どうい

うふうにお考えなのかをお伺いします。 

○委員長（岡本康裕君） 町民生活課長、答弁。 

○町民生活課長（山内智晴君） １２番小林委員の

御質問にお答えします。 

 ２回なので、月２回という形で、どうしても広

報、プリンターで印刷すればすぐ出るのですけれど

も、入稿して印刷が上がってくるまでかなりの時間

があります。そうなると、例えば今日は３月１１日

なので、３月１１日以降の予定を入れようとする

と、２月の末に広報をつくらないとならない。さら

に、１冊にすると、１か月先の予定を載せたりする

ことを考えると、予定が薄くなってくるというよう

な感じにもなっていくと思いますので、回数が増え

れば大変だと思いますけれども、その分、スパンが

あるということで、お知らせの部分はできるだけ近

い直近の情報が入るということです。インターネッ

トもありますので、１００％がそうではないのです

けれども、いまだに紙の広報紙を楽しみにされてい

る方もまだいらっしゃるという現状もあるというこ

とで、御理解いただきたいと思います。 

○委員長（岡本康裕君） ９番島田委員。 

○９番（島田政志君） １０７ページ、３分の１ぐ

らいのところに、富良野広域連合費ということで４

億６,６００万円ということになっておりますけれ

ども、負担金ということで納めているわけですけれ

ども、住民のほうに４億６,６００万円だと言う

と、ちょっと多いのではないのとか、何やっている

のという話になるかと思うのですけれども、ちょっ

と教えてください。 

○委員長（岡本康裕君） 財政管理班主幹、答弁。 

○財政管理班主幹（上村正人君） ９番島田委員の

御質問にお答えしたいと思うのですけれども、この

金額が多い、この負担金の内容ですね。（「内容、

何に使われているか」と呼ぶ者あり）少し内容、項

目と金額についてお話しさせていただきます。 

 今回計上させていただいております広域連合の負

担金は４億６,６５３万７,０００円という形になっ

ております。総体の管理費という名目で上げさせて

いただいているのが、議会等々の経費、その他の経

費ということで１３４万９,０００円と１,２０６万

円という形になっております。 

 続いて、衛生センターの管理費の部分といたしま

して５,０４３万円。串内牧場の経費といたしまし

て１,１２９万９,０００円。消防費、こちらは消防
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本部、そして上富良野消防分も含むのですが、消防

団費も含みます。消防費が３億６,５６４万５,００

０円という形になります。 

 続いて、町にあります学校給食センターの経費と

いたしまして９,０５４万１,０００円。教育総務費

が、これは均等割の部分といたしまして２万３,０

００円といったような形になっているところでござ

います。 

 以上です。 

○委員長（岡本康裕君） ９番島田委員。 

○９番（島田政志君） 給食費のほうに九千何百万

円ということなのですけれども、上富良野町にも給

食センターございますよね。その区分けというか、

どのようになっているのか教えていただけますか。 

○委員長（岡本康裕君） 総務課長、答弁。 

○総務課長（北川徳幸君） ９番島田委員のただい

まの給食センターの経費の件についてお答え申し上

げます。 

 広域連合ということで、給食業務については、５

市町村の広域連合でやっています。給食センターが

あるところが上富良野町、富良野市、南富良野町と

いうことで３か所あります。そのうち上富良野町に

つきましては、自賄いということで、上富良野町分

に係る経費を広域連合に負担金を出しているという

状況でございます。 

 以上です。 

○委員長（岡本康裕君） １２番小林委員。 

○１２番（小林啓太君） 同じページの地域おこし

協力隊管理費に関してお伺いします。新年度は、図

書館支援専門員の採用を計画されているということ

なのですが、具体的に図書館支援というのを地域お

こし協力隊の方を使ってどういうふうに展開されて

いくお考えで、採用を目指しているのかお伺いいた

します。 

○委員長（岡本康裕君） 企画商工観光課長、答

弁。 

○企画商工観光課長（狩野寿志君） １２番小林委

員の御質問にお答えします。 

 図書支援員としまして、本町にありますフレンド

図書館のほうの司書として活躍していただくという

形で、地域おこし協力隊員として、６年度から採用

するということになっております。 

○委員長（岡本康裕君） １２番小林委員。 

○１２番（小林啓太君） あくまでそこのポジショ

ンを地域おこし協力隊の方に担っていただくという

ことには、どういった町の思いであったり、本人の

思いがあるのか。ここではなくて、９款で聞く必要

があることであれば、そうお答えいただければと思

います。 

○委員長（岡本康裕君） 企画商工観光課長、答

弁。 

○企画商工観光課長（狩野寿志君） １２番小林委

員の御質問にお答えします。 

 これまで図書館のほうに図書司書というのがいな

かったということで、今回、地域おこし協力隊で、

図書館司書として募集をかけまして、今回、図書館

司書として採用したというところになります。 

 思いといたしましては、多くの町民の方に図書に

触れてもらう。子どもたちとか、そういう方に図書

を通じて、社会教育の中で本を読んでいただくよう

な子どもになっていただくということになるかと思

うのです。 

 以上です。 

○委員長（岡本康裕君） １２番小林委員。 

○１２番（小林啓太君） その部分に関してなので

すが、図書館支援専門員となると、かなり専門的な

具体的な事業というか、仕事をやってもらう……。 

 地域おこし協力隊の制度というのは、採用する時

点では、３年後も当町に住み続けてもらえるよう

な、そういうつながりを持って採用活動を行ったり

することなのかと思いますが、図書館の支援となる

と、３年たった後にそこで引き続き働いてもらうの

か、もしくはそれに類する事業を本人に起業しても

らうのか、ちょっとなかなかイメージが湧きづらい

部分があるのですが、その点はどのようにお考えか

お伺いします。 

○委員長（岡本康裕君） 副町長、答弁。 

○副町長（佐藤雅喜君） １２番小林委員の御質問

にお答えします。 

 業務、細かいところの細部については、教育費の

ときの図書館運営費の中で聞いてもらったほうが正

確かと思います。 

 今回、図書館司書については、令和５年度も会計

年度任用職員で募集した経緯にあります。やはり全

国といいますか、大都会の広いエリアから来てもら

えるような募集方法が協力隊員であるので、そう

いったことで、今回は何名か応募していただいたと

いうような経緯にございます。 

 図書館司書につきましては、従来、図書館法の中

で、司書がいないと図書館は駄目となっていたの

が、若干ハードルが下がりまして、現在のところ上

富良野町図書館には図書館の司書がいないという状

況の中で進めておりますので、司書の方が来ること

によって、図書館の中の本の種類を選択するとか、

読み聞かせやいろいろな図書館事業をやる以外に

も、学校にも図書がありますので、そういったもの

の連携とかも、なかなか今の会計年度任用職員だけ

では難しい部分も、専門的な知識をいただいて、学
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校といろいろ相談しながら、蔵書、配布、そういっ

たものも充実していきたいという強い思いがあっ

て、去年から図書館司書を募集した中で、一つの手

法として、協力隊員で広くアナウンスしたところ応

募があったということでございます。 

 委員御質問のとおり、３年後につきましては、本

人の御意向もありますし、図書館司書という業務

柄、一部起業するとかとなると、まだ我々としても

イメージは湧きませんけれども、そういったこと

も、来てから３年間ちゃんと続けてもらうかどうか

もまだまだ分かりません。そういった中で、新たに

いらっしゃる方と図書館の中でいろいろ御相談しな

がら、次のステップについては検討していくことに

なろうかと思います。 

 図書館としては、この人だとかあの人ではなく

て、図書館司書という方がいて、きちんと図書館運

営をしていただくこと、長く続けてもらうことを、

誰がではなくて、図書館司書がいるということを一

つの考え方として、今回、いい制度を有効に活用し

ていただいたということで、御理解を賜りたいと思

います。 

○委員長（岡本康裕君） ６番林委員。 

○６番（林 敬永君） 今の地域おこし協力隊の関

係で、１０７ページ、１,３００万円の補助金とい

うことで、要求資料の４７ページに補助金の内訳を

記載していただきました。この中で、活動費１５０

万円を上限として、８名で１,２００万円、企業・

事業継承で１００万円ということで、トータル１,

３００万円なのですけれども、地域おこし協力隊

員、先日かみん行われた報告会のときに、司会の町

民生活課長、たしか９名今いらっしゃると言われ

て、１名辞められて、図書館司書１名増えるという

形の積算なのか、まず確認させてください。 

○委員長（岡本康裕君） 企画商工観光課長、答

弁。 

○企画商工観光課長（狩野寿志君） ６番林委員の

御質問にお答えします。 

 こちらに書いてあるのは、企画商工観光課で持っ

ているもので、農業振興課の方３名、ここは農業振

興課のほうの予算になっていますので、合わせて、

今現在９名いらっしゃいます。 

 地域おこし協力隊のほうですが、８名分というの

が、今言った図書館の１名増える分と、観光推進員

１名増え、２名増えまして、８名分は除いておりま

す。合計すると、来年度からは１１名の方が地域お

こし協力隊として活躍していただく予定です。 

 以上です。 

○委員長（岡本康裕君） ６番林委員。 

○６番（林 敬永君） １１名の方ということで分

かりました。 

 それで、この助成の中で、分からないのですけれ

ども、家賃助成と車両経費助成、寒冷地燃料費助成

ということで終わって、赴任費用助成というのは、

新たに見える３名の方だけ、それ以外はあるのです

か、その積算の仕方が分からないので。 

○委員長（岡本康裕君） 企画商工観光課長、答

弁。 

○企画商工観光課長（狩野寿志君） ６番林委員の

御質問にお答えします。 

 赴任費用のほうですが、今回この中に入っている

のは２名分になります。新たになる方、図書館のほ

う、それから観光推進員のほう、２名の分になりま

す。赴任費用につきましては、道内で１０万円を限

度として、道外は２０万円を限度として補助金のほ

うから助成をするものであります。 

 以上です。 

○委員長（岡本康裕君） ６番林委員。 

○６番（林 敬永君） ということは、これから募

集するので道内か道外からは分からないということ

でいいですか。 

○委員長（岡本康裕君） 企画政策班主幹、答弁。 

○企画政策班主幹（石川雅義君） ４番林委員の地

域おこし協力隊の活動費の内訳につきましてお答え

させていただきたいと思います。 

 家賃等助成の金額及び車両、寒冷地等の助成金額

の合計が７９万５,０００円ございますので、１５

０万円の活動費の中から７９万５,０００円を引き

まして、赴任費用、新規採用で来られる方につきま

しては、赴任費用助成の１０万円か２０万円かをさ

らに引かせていただきます。残ってくる部分が自己

研さん等の活動費に当たるといった形になってござ

います。 

 以上です。 

○委員長（岡本康裕君） ４番米澤委員。 

○４番（米澤義英君） 今の地域おこし協力隊で、

正確ではないのですが、国がこういった地域おこし

協力隊員に対して、上乗せ予算という形で増えた部

分があるような気がするのですが、これは、こう

いった予算の中に反映されているのか、もしくはど

ういうようなものが予算化されているのかお伺いい

たします。 

○委員長（岡本康裕君） 企画政策班主幹、答弁。 

○企画政策班主幹（石川雅義君） ４番米澤委員の

御質問にお答えさせていただきます。 

 国のほうで、次年度におきましては、報償費の部

分が、当町の会計年度任用職員も同じですけれど

も、勤勉手当の分が上乗せされるということになっ

てございまして、そういったところを国のほうの予
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算でも補助していただけるということになってござ

います。１人当たり２８０万円の特別交付税であり

ましたところが３２０万円に上昇する予定となって

ございます。そういったところも考慮させていただ

きまして、当町の次年度の予算にも反映させていた

だいているところでございます。 

 以上です。 

○委員長（岡本康裕君） ４番米澤委員。 

○４番（米澤義英君） １０７ページの定住・移住

促進費という形になっております。移住体験事業等

の協力金という形で予算、１０万円計上されており

ますが、これは、特に体験事業等の内容というの

は、現段階では決まっていないという形でしょう

か。 

○委員長（岡本康裕君） 企画政策班主幹、答弁。 

○企画政策班主幹（石川雅義君） ４番米澤委員の

移住体験事業の協力金等の内容につきまして、御説

明させていただきます。 

 こちらにつきましては、昨年度、地域おこしの方

も採用させていただきまして、移住のほうの施策に

ついて反映させていただくということで、実際に移

住してこられた地域おこしの方々等とお話をしてき

ているところでございます。 

 その中で、次年度、令和６年度におきましては、

上富良野町で移住体験ツアーのようなもの、今まで

就業体験のような形もございますけれども、そう

いったものも含めて、また、これと上富良野町での

暮らしの部分を体験できるような、生活体験のよう

なところも検討しながら、令和６年度の事業内容と

していくように今考えているところでございます。 

 以上です。 

○委員長（岡本康裕君） ４番米澤委員。 

○４番（米澤義英君） いろいろな体験ツアーを組

みながら、移住してもらうようなきっかけづくりと

いう形の話がありました。 

 それで、この間も地方に出向いてＰＲイベントな

どをされておりますが、今回、旅費等の中には、そ

ういったＰＲイベントだとかの参加というのも含ま

れているのでしょうか。 

○委員長（岡本康裕君） 企画政策班主幹、答弁。 

○企画政策班主幹（石川雅義君） ４番米澤委員の

御質問にお答えさせていただきます。 

 令和６年度につきましても、東京、大阪で行われ

ます移住フェアのほうに参加する予定を考えており

まして、予算のほうにも計上させていただいている

ところでございます。 

 以上です。 

○委員長（岡本康裕君） ４番米澤委員。 

○４番（米澤義英君） ぜひ多様な取組の中で、少

しでも上富良野町に移住していただける方をぜひ増

やしていただく手法というのは、なかなか難しいで

すが、ぜひやっていただきたいと思います。 

 次に、１０７ページの広域連合の問題についてお

伺いいたします。 

 学校給食の問題では、事業計画の中には、今後の

学校給食センターというのがなかなか見受けられま

せん。古くなってきていまして、部分的には予算の

中に、調理場の床やエアコンとかを設置するとなっ

ておりますが、今後、物の考え方として、学校給食

センターというのは、どのような方向で展開されよ

うとしているのか、いつまでに改築、修繕などを

行って、その後、どこまでもたそうとしているの

か、維持しようとしているのかお伺いいたします。 

○委員長（岡本康裕君） 副町長、答弁。 

○副町長（佐藤雅喜君） ４番米澤委員の御質問に

お答えします。 

 質問するところはここしかないので、教育関係の

方がいらっしゃらないので私のほうから説明させて

いただきたいと思います。 

 給食センターにつきましては、先ほど広域連合

の、他の委員の御質問のときにあったように、広域

連合に入っていますけれども、基本的には上富良野

町の分は上富良野でという自賄いになっておりま

す。 

 この間の動きとしまして、広域連合の議会のほう

で、広域連合の新たな教育方針の中で、当面の間、

富良野のほうに一元化することというのは難しいか

ら、自賄いところは自賄いで頑張りましょうという

新たな部分が今回出たわけでございます。 

 といったことで、我々としても、広域連合をつ

くった当初は、児童生徒が減少する中で、富良野の

センターに一元化することが本当に合理的で、広域

的なものになるのではないかという方針の下でやっ

ていましたけれども、その間、南富良野町でも施設

がもたなかったのか、建て替えになりました。そう

いったことで、今、我々のほうでは、これからもと

にかく富良野のほうでは、まだ上富良野の分までは

面倒見れませんという方向がはっきりしたところで

すから、これからは、どういったスタイルがいいの

かというのはきちんと考えていかなければならない

と思っています。 

 それで、委員おっしゃるとおり、あれだけ老朽化

した施設ですから、そういったものをどういうスタ

イルで、まるきり全部建て替えるのか、どこまでの

改修でできるのか、できないのか、そういったこと

は一遍ちゃんと考えなければならないということで

す。 

 現在、上富良野だけでやっています。南富良野は
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南富良野だけでやっていますけれども、給食の配給

先といったものも、これから広域連合の中で考えな

がら、例えば三セクター方式でずっと行くという方

向がもし決まるのであれば、全部が全部富良野に

くっつけるのか、上富と南富とどこかくっつけるの

かとか、そういったこともしっかりと広域の中で話

し合っていくべきものだと思います。幾ら自賄いだ

からといっても、広域連合でやっていることですか

ら、単純に、うちで壊しますというのはちょっと難

しいと思います。 

 ただ、委員おっしゃるとおり、あの施設は大変古

いですから、そういったものは、緊張感といいます

か、緊急性といいますか、時間を少しでもかけない

で結論を出せるようにしっかりとした取組、議論、

調査を進めてまいりたいと思いますので、御理解を

賜りたいと思います。 

 現時点で具体的にいつまでというスケジュールが

しっかり決まっていませんけれども、今回の広域連

合の計画を受けて取り組んでまいりたいと思ってお

ります。 

○委員長（岡本康裕君） ４番米澤委員。 

○４番（米澤義英君） また教育委員会のほうで聞

きますが、広域連合で給食、ややこしくて、ここで

聞いて、さらに教育委員会に聞いたほうが流れとし

てはいいのではないかと思いまして、申し訳ありま

せん。質問させていただいたというような状況に

なっておりますので、御迷惑かけますが、よろしく

お願いいたします。 

 次に、１０９ページの庁舎施設の管理費の燃料

費、光熱費なのですが、ほぼ前年度と変わらないと

いう状況になっておりますが、積算単価というのは

どのように、今回、設定になっているのか。 

 各施設を見ましたら、利用量等によっては予算が

当然増えますから、積算単価によって設定されるの

かお伺いいたします。 

○委員長（岡本康裕君） 総務班主幹、答弁。 

○総務班主幹（谷 昌春君） ４番米澤委員の庁舎

の燃料費、光熱水費の積算単価についての御質問に

お答えいたします。 

 燃料費につきましては、庁舎につきましては灯油

と重油を使用しておりますが、灯油につきまして

は、ほかの公共施設と同じような単価を使うように

ということになっておりまして、灯油は１１１円、

Ａ重油につきましては１２７円ということで、これ

も公共施設の単価契約の中で決めていく数字になり

ますけれども、当初予算としては、統一した単価と

いうことで、１２７円ということで積算していると

ころです。 

 また、光熱水費につきましては、水道と電気とご

ざいますけれども、これにつきましては、過去の実

績等を見て計上しているところとなってございま

す。 

 以上です。 

○委員長（岡本康裕君） ほか、ございますでしょ

うか。 

 １１番北條委員。 

○１１番（北條隆男君） １１９ページの防災対策

費の中で、１２番の防災行政無線の装置等補修とあ

りますけれども、うちのほうでも鳴らないことが

あったのですけれども、この原因とかが分かって、

それを修理するお金なのですか、ちょっと教えてく

ださい。 

○委員長（岡本康裕君） 基地調整室長、答弁。 

○基地調整室長（斉藤 通君） １１番北條委員の

御質問についてお答えさせていただきたいと思いま

す。 

 こちらの委託料の防災無線の補修の関係なのです

けれども、こちらに料金については、あくまでも基

地局と中継局の年間を通しての保守になります。 

 北條委員の御質問のとおり、今、防災無線が鳴ら

ないという部分の現象が起きています。こちらにつ

いては修繕費のほうで見させていただいているとこ

ろであります。 

 原因については、いろいろな原因が結構あるので

すけれども、照明とか電化製品、ＬＥＤ照明だとか

テレビとか、そういったものから発生する電波、外

のほうで新たな障害物があったりして、電波なので

はっきりした原因も分からないところもあるのです

けれども、そういったものが主な原因となっている

ところです。 

 そちらについては、まずは職員が行って、受信レ

ベルを測って、位置を変えたりとかアンテナを伸ば

したりとか、そういったもので一応対応するのです

けれども、それで無理なものについては業者のほう

にお願いする形で、今、対応しているところであり

ます。 

○委員長（岡本康裕君） １１番北條委員。 

○１１番（北條隆男君） それで、工事請負のお金

なのですけれども、これも出ているのですけれど

も、新設とありますけれども、これは、１回終わっ

て新たに増えたところの話なのですか。 

○委員長（岡本康裕君） 基地調整室長、答弁。 

○基地調整室長（斉藤 通君） １１番北條委員の

御質問にお答えさせていただきます。 

 工事費については、新たに設置するのではなく

て、新築とか、新たに住まわれた方が設置するとき

に、ダイポールとか３素子については、職員では設

置が不可能なため、そのときに設置するための費用
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を計上させていただいております。 

○委員長（岡本康裕君） １１番北條委員。 

○１１番（北條隆男君） そうすると、これはこれ

から先の話であって、今までの部分は全部終了して

いるということでいいのですね。全部設置している

ということでいいのですね。 

○委員長（岡本康裕君） 総務課長、答弁。 

○総務課長（北川徳幸君） １１番北條委員の御質

問にお答えいたします。 

 設置についての契約期間が２月末日でした。その

分については全て設置しています。それから、３月

の補正予算でお認めいただいた１月以降の分につい

ては、その補正予算で対応させていただいておりま

す。６年度以降については、この予算の中で対応し

ていきたいと考えております。 

 以上でございます。 

○委員長（岡本康裕君） ほか、ございますでしょ

うか。 

 ９番島田委員。 

○９番（島田政志君） １０９ページ、１２番目の

江幌小学校施設補修とありますけれども、多分廃校

になっているところかと思いますが、どのような補

修をされるのか教えていただけますか。 

○委員長（岡本康裕君） 財政管理班主幹、答弁。 

○財政管理班主幹（上村正人君） ９番島田委員の

御質問にお答えさせていただきます。 

 今、委員お話しされたとおりで、旧江幌小学校は

閉校されておりまして、今、普通財産として管理を

しております。こちらのほうは普通財産として貸付

け等々もしておりますので、施設をいい状況で管理

するための保守委託として計上させていただいてい

るところであります。 

 以上です。 

○委員長（岡本康裕君） ９番島田委員。 

○９番（島田政志君） 旧清富小学校とか東中中学

校にも保守しなければいけないところがあるのでは

ないかと思うのですが、いかがでしょうか。 

○委員長（岡本康裕君） 財政管理班主幹、答弁。 

○財政管理班主幹（上村正人君） 島田委員の御質

問にお答えさせていただきます。 

 まず、旧清富小学校の話になりますが、旧清富小

学校は閉校しております。今は、多世代交流セン

ターといった別の施設に変わっておりまして、維持

管理されているところであります。 

 旧東中中学校については閉校しております。今、

普通財産として管理をしております。こちらのほ

う、普通財産としての貸付けの部分は、一般の管理

はしておりまして、機械の保守等々は行っていない

ような状況になっています。 

 以上です。 

○委員長（岡本康裕君） ９番島田委員。 

○９番（島田政志君） 東中中学校におきまして

は、射的というか、使っているところもありますけ

れども、電気設備だとか、時には暖房設備が必要に

なるかと思うのですけれども、その辺はいかがなの

ですか。 

○委員長（岡本康裕君） 財政管理班主幹、答弁。 

○財政管理班主幹（上村正人君） ９番島田委員の

御質問にお答えさせていただきます。 

 今使っていただいております団体のほうと事前に

お話をさせていただいておりまして、そういったよ

うな環境のほうについては、例えば電気、または暖

房等々の環境のほうについては、ないような状態で

使っていただくことを条件に貸付けをしているとこ

ろであります。 

 以上です。 

○委員長（岡本康裕君） 昼食休憩といたします。 

 再開は午後１時。 

────────────────── 

午後 ０時００分 休憩 

午後 ０時５８分 再開 

────────────────── 

○委員長（岡本康裕君） 少々早いですが、昼食休

憩前に引き続き、委員会を再開させていただきたい

と思います。 

 それでは、引き続き２款から。 

 ２番荒生委員。 

○２番（荒生博一君） １１９ページになります。

防災対策費全般に関して質問させていただきます。 

 要求資料のほうで資料２になりますが、令和６年

度の防災資機材整備計画の内容ということで、御丁

寧な資料のほうありがとうございます。 

 そこで、今般、能登半島の震災を受けて、被災さ

れた方の避難所生活を余儀なくされている中で、口

腔ケアが非常に重要であるということの見解が述べ

られました。というのも、やはり災害関連死の要因

になるような肺炎であるとか、そういった事象の例

に挙がるということで、例えば防災資機材の中で、

歯を表面から、要はブラッシングの代わりに汚れを

拭き取ったりとか、そういったものが資機材にあれ

ばということで拝見したのですけれども、まず、そ

もそも歯ブラシもないのですけれども、その辺、や

はり資機材の中で、この表にただ書かれていないけ

れば幸いですけれども、歯ブラシとかの用意はどの

ようになっているのでしょうか。 

○委員長（岡本康裕君） 総務課長、答弁。 

○総務課長（北川徳幸君） ２番荒生委員の防災の

備蓄品の関係の御質問についてお答えいたします。 
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 今現在、歯ブラシ等の口腔のための備蓄は今して

ございません。ただいま委員から意見がございまし

たので、それを含めて、今後、備蓄計画を適宜見直

していきたいと考えております。 

○委員長（岡本康裕君） ２番荒生委員。 

○２番（荒生博一君） ぜひ口腔関係のケアは必要

不可欠ですので、その中に御検討いただければと思

います。 

 続きまして、さきの一般質問でも、全国の自治

体、今般の能登半島の地震を受けて、新年度に、い

わゆる防災の強化に費用を増やしているという自治

体が全国で約６割見受けられるという中で、予算上

の措置としては、特に大きな額というのが見られな

かった中、前回質問で防災の総務課長、取説を見せ

ていただきましたけれども、早々に配布を行ってい

ただいていますが、６年度の頭に間に合うように５

年度中に作成されて、今ちょうど鋭意配布中という

ことで理解していますが、昨年、私、室長のほうに

質問差し上げたときにＪアラートの、北朝鮮のミサ

イル関係の有事があった場合、どのような避難行動

が必要かということで質問申し上げたところ、しっ

かりと町長も含めて、そういった事象に対応するよ

う検討してまいりたいということで御答弁いただい

ていましたけれども、現在配布されている防災ガイ

ドブックには、そのような避難経路とか、特にＪア

ラートに対応というわけではないのですけれども、

しっかりとした案内、周知はなされているのでしょ

うか。 

○委員長（岡本康裕君） 基地調整室長、答弁。 

○基地調整室長（斉藤 通君） ２番荒生委員の御

質問について答えさせていただきます。 

 質問の内容としては、ミサイル等の国民保護に関

わる訓練の関係だと思いますけれども、今現在、国

民保護の訓練については、国と道、各自治体という

訓練が全道各地で何件か行われています。その内容

については、避難経路とか、そういったものを考え

ているものではなくて、やはりミサイルが来たとき

にどこに避難したらいいとか、そういったもので、

一般的に机の下とか頑丈なところに避難してくださ

いというものが、ほとんど訓練の内容としてはそう

いったものが多くて、そういった部分については、

まだうちの町としても取り組めていないところであ

ります。 

 今後、取り組むとしたら、うちのほうには駐屯地

がある町ですし、演習場、弾薬庫がございますの

で、そういった部分も併せて、道とかの訓練をする

ときも、駐屯地とも綿密な確認というか打合せをし

ながら進めていきたいと思っております。今現在の

進み方としては、そういったところがまだちょっと

進んでいないところであります。 

○委員長（岡本康裕君） ２番荒生委員。 

○２番（荒生博一君） あれから１年たっていま

す。調整中ということは分かりますけれども、かね

てから申し上げているとおり、災害はいつ起こるか

分からないということで、そのためのガイドブック

です。しっかりと、特にお子さんなんかが登下校中

とかに、そのようなＪアラートが発令された場合、

本当にどこにどうしたらいいのかというのが現に分

からないのです。ですから、１年前と同じ答弁では

なくて、しっかりと前に進んでください。もう一度

御答弁願います。 

○委員長（岡本康裕君） 基地調整室長、答弁。 

○基地調整室長（斉藤 通君） ２番荒生委員の御

質問についてお答えさせていただきたいと思いま

す。 

 今後、駐屯地とも調整しながら、防災ガイドブッ

クとは別になるかもしれないですけれども、お知ら

せするものはお知らせして、皆さんと共通の認識を

させていただきたいと思います。 

○委員長（岡本康裕君） ２番荒生委員。 

○２番（荒生博一君） ぜひ早急に着手いただけれ

ばと思います。 

 令和６年度に関して、先ほど申し上げた口腔ケア

の備品とか含めた見直し等々が当然行われると思い

ますが、会議は何回開催予定になっていますか。 

○委員長（岡本康裕君） 基地調整室長、答弁。 

○基地調整室長（斉藤 通君） ２番荒生委員の御

質問の件だったのですけれども、防災会議の回数と

いうことだと思うのですけれども、今のところ防災

会議については、年１回の予定の予算を計上させて

いただいております。 

 能登半島地震に対しての対応等については、まだ

ちょっと見えないところもありますし、先日、新聞

報道でも出ていたかと思いますけれども、北海道の

ほうで崖崩れとかが起きて道路が閉鎖したとか、そ

ういった部分の対応とか、道でもお知らせしていた

だけるところもありますし、そういったところを参

考にしながら、今後、適宜、防災会議が必要であれ

ば防災会議を計画していきたいと思います。 

○委員長（岡本康裕君） ２番荒生委員。 

○２番（荒生博一君） 今般の予算にも、特段、会

議は１回分ということでの計上ですので、やはり

今、最低限そういった備えというのは必要だと言わ

れている中で、やはり関係機関と協力し、２回なり

３回でも結構です。実のある会議をしていただき、

防災資機材の備品計画も含めた中で、しっかりと備

えをしていただければと思っております。 

 最後にお伺いします。現在、保存年限、いわゆる
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期限が決まっている食品であるとか粉ミルクとか、

様々な物品がありますけれども、例えば食品に関し

ては、防災訓練を行っていただいた、協力いただい

た方に期限切れ間際のものを配布するということ

は、これまでの取組というのは存じ上げていますけ

れども、今般、物価高騰とか、困っている住民の方

も多くいらっしゃると思いますので、例えば、そう

いった訓練に御協力いただいた方々だけではなく、

いわゆる有効活用として、そういった困っている

方々への配布というのは検討に値すると思うのです

が、町長、どうでしょうか。 

○委員長（岡本康裕君） 総務課長、答弁。 

○総務課長（北川徳幸君） ただいま荒生委員から

ありました、まず、前段の防災会議の開催について

ですが、これについては、先ほど室長が言いました

ように、備蓄品の整備も含めて開催していきたいと

思います。併せまして、地域防災計画が相当年数が

たっていますので、令和７年度に向けまして、今、

改訂予定でありますので、その準備も進めさせてい

ただきたいと思います。 

 それで、備蓄品の期限切れになるようなもの、そ

の対応につきましては、生活困窮者がいいのか、ど

の方に配布するのがいいのかを含めて、ロスのない

ような形で処理していきたいと思いますので、御理

解願いたいと思います。 

○委員長（岡本康裕君） ３番湯川委員。 

○３番（湯川千悦子君） 今、荒生委員のおっ

しゃっていた資料２のところなのですけれども、３

ページの真ん中辺に、女性ライフセットというのが

あるのですけれども、この詳しい内容というのを教

えていただけますでしょうか。 

○委員長（岡本康裕君） 基地調整室長、答弁。 

○基地調整室長（斉藤 通君） ３番湯川委員の御

質問についてお答えさせていただきたいと思いま

す。 

 ライフセットというものは、女性に特化したも

の。中身としては、生理用品だったりとか、化粧品

というか、綿棒だったり、コットン、顔を拭いたり

といったものだったりとか、下着とか、そういった

ものがワンセット、避難生活のときに必要になるも

の、女性特有という言い方が正しいのか分からない

のですけれども、そういったものをワンセットにし

たものを用意しております。 

○委員長（岡本康裕君） ３番湯川委員。 

○３番（湯川千悦子君） ５０セットというのは、

どういうところの数の割り出し方なのでしょうか。 

○委員長（岡本康裕君） 基地調整室長、答弁。 

○基地調整室長（斉藤 通君） ３番湯川委員の御

質問にお答えさせていただきたいと思います。 

 基本的に、助成ライフセット以外にも備蓄品とし

ては用意している、生理用品だとかそういったもの

は御用意しております。ここの５０セットについて

は、特にこの人と特定しているわけではなくて、基

本的に、今の地域防災計画の中では、自分が持って

これるものは持ってきていただいて、避難していた

だくというのが基本となります。持ってきていただ

けなかった、どうしても家屋が崩壊したりとか、道

路が閉鎖していて自宅に戻れないとか、そういった

方のために、とりあえず５０セットということで御

用意させていただいているところでございます。 

○委員長（岡本康裕君） ５番金子委員。 

○５番（金子益三君） 同じく関連で、防災資機材

の予算のところなのですけれども、今１月１日に発

生しました能登半島地震でも段ボールベッドが非常

に活躍している反面、作る業者が限られていて、な

かなか間に合わないということが今現状で起きてい

て、２０セットというのが段ボールベッドなので

しょうか、まずお伺いいたします。段ボールベッド

が何個あるか教えてくれれば。 

○委員長（岡本康裕君） 暫時休憩いたします。 

────────────────── 

午後 １時１２分 休憩 

午後 １時１３分 再開 

────────────────── 

○議長（中澤良隆君） 暫時休憩を解きます。 

 総務課長、答弁。 

○総務課長（北川徳幸君） ５番金子委員の備蓄品

の関係で、段ボールベッドの関係なのですけれど

も、さきに出した資料には実は記載されていませ

ん。というのは、コロナウイルスの関連経費で買っ

たときに、備蓄品とは別に管理しておりますので、

今後については、全体的な備蓄の状況の資料に記載

したいと思いますが、参考にコロナで買った段ボー

ルベッドについては２５０台用意してございます。 

 以上です。 

○委員長（岡本康裕君） ５番金子委員。 

○５番（金子益三君） ということは、２５０台が

多いか少ないかはまだ分からない議論なのですけれ

ども、恐らく足りないのではないかと想定されるの

で、こういったものというのは、今、新型コロナ関

係の予算で買われたということなのですけれども、

今後においては、独自に防災対策費の２款の中で対

応するということで、今年度は全く考えていないと

いうことですか。 

○委員長（岡本康裕君） 基地調整室長、答弁。 

○基地調整室長（斉藤 通君） ５番金子委員の御

質問にお答えさせていただきます。 

 令和６年度の予算については、段ボールベッドに
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ついては購入予定はありません。 

 先ほど総務課長のほうからもお話しさせていただ

きましたけれども、令和７年度に地域防災計画のほ

うを見直したいという、７年度、８年度にかけて。

７年度で、今、避難所の生活といった部分の避難の

対象者人数については６,０００人を想定していま

す。それは平成２４年の人口に対してのものです。

平成２４年のときは１万２,０００人いましたの

で、今１万人ですので、地域防災計画を見直す中

で、備蓄量とかといったものも再度見直しして、備

蓄計画を立てていきたいと思いますので、よろしく

お願いいたします。 

○委員長（岡本康裕君） ５番金子委員。 

○５番（金子益三君） 避難所に行くときにベッド

なのか床なのかで感染症の危険だったりというもの

もあるので、ぜひそれは早急に手当てほしいのと併

せて、今回の能登半島でも近隣の県とか石川県で

持っているものを緊急に集めたということがあるの

です。そういう協定みたいなものというのは、上富

良野町はどこかとされているのですか。 

○委員長（岡本康裕君） 基地調整室長、答弁。 

○基地調整室長（斉藤 通君） ５番金子委員の御

質問にお答えさせていただきます。 

 近隣町村、能登半島地震のときでも広域的な避難

や、物資といった部分が図られたと思います。うち

の町については北海道と協定しておりまして、ほか

の市町村にあるものをこちらのほうに頂きたいと

か、そういった内容の協定は結んでいるところであ

ります。 

○委員長（岡本康裕君） ほか、ございますか。 

 ９番島田委員。 

○９番（島田政志君） １１９ページの防災対策な

のですけれども、緊急物資が東中中学校に保管され

ているのですけれども、避難場所が社協センターで

あるとか、かみんということですので、運送費とい

うのは見なくていいのですか。 

○委員長（岡本康裕君） 基地調整室長、答弁。 

○基地調整室長（斉藤 通君） ９番島田委員の御

質問に答えさせていただきたいと思います。 

 災害があったときの備蓄品の運送ということであ

りますけれども、こちらについては、やはり災害が

あってからの対応になりますので、予算としては特

に計上しておりません。実質運送するとなると、職

員、自衛隊の支援とか、そういった部分でいただい

た中で、移動してもらうという形となります。 

 ただ、今、備蓄品については、東中中学校だけで

はなくて、ほかのところにもなるべく分散して、近

いところからも、東中中学校以外にも、上小学校の

ほうに倉庫がございますので、そういったところか

ら、近いところから持ってくるという計画でおりま

すので、よろしくお願いいたします。 

○委員長（岡本康裕君） ８番中瀬委員。 

○８番（中瀬 実君） 私も防災関係でちょっとお

尋ねしたいと思います。 

 本来はあってはならないことなのですが、もし万

が一、何らかの地震とか何かがあったときに、避難

場所が決まります。そのときに、先ほどから皆さん

が質問されています備蓄品がどのような形で避難場

所に届けられるようになっているのかということを

まずお聞きしたい。 

○委員長（岡本康裕君） 基地調整室長、答弁。 

○基地調整室長（斉藤 通君） ８番中瀬委員の御

質問にお答えさせていただきたいと思います。 

 備蓄品の避難場所への輸送方法だったり保管状況

という御質問と捉えてよろしいのでしょうか。 

 保管状況については、うちのほうのデータで、こ

こに何があるというのは押さえております。そこに

避難された人数とかいった部分を把握しながら、職

員が一番最初は、避難所のところに食料品だったり

水だったりとか、必要な物資を持っていく計画であ

ります。 

○委員長（岡本康裕君） ８番中瀬委員。 

○８番（中瀬 実君） 備蓄品を運ぶ手はずは職員

の中で、こういった被害があって、避難所に持って

いくときに、誰と誰が一番先に、優先的に部品を

持っていくのだというのは決まっているのですか。 

○委員長（岡本康裕君） 基地調整室長、答弁。 

○基地調整室長（斉藤 通君） ８番中瀬委員の御

質問にお答えさせていただきます。 

 基本的に、災害が発生したときには、職員の初動

マニュアルのほうに、避難所の対策班がありますの

で、そちらのほうの職員が対応するような形で今計

画を持っております。 

○委員長（岡本康裕君） ８番中瀬委員。 

○８番（中瀬 実君） もう１点お尋ねしたいの

は、そういった避難所に、最近はペットが家族と同

じような形で飼われております。ペットを避難所に

受け入れてくれるような体制は、上富の今のこう

いった防災の関係では、受け入れ態勢ができている

のかどうかお尋ねします。 

○委員長（岡本康裕君） 基地調整室長、答弁。 

○基地調整室長（斉藤 通君） ８番中瀬委員の御

質問に答えさせていただきたいと思います。 

 ペットと同行して避難してきた場合の対応なので

すけれども、こちらについては、町の避難運営マ

ニュアルのほうに記載しておりまして、基本的に

は、避難した方については、飼い主以外のほかの方

もいますので、アレルギーとかを持った方もいます
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ので、避難所とは別な場所を確保するということが

マニュアルに書かれています。 

 そこの場所をどこに特定するかというのは、避難

者数といった状況を踏まえながら対応したいと思っ

ております。最近、屋外で飼われる人が少ないのか

もしれないですけれども、時と場合によっては、テ

ントを張って屋外でといった対応を図らなければい

けないのかと思っております。 

○委員長（岡本康裕君） ６番林委員。 

○６番（林 敬永君） １１７ページの職員福利厚

生費、一般管理費の中の１２節委託料、職員研修講

師派遣１００万円とございますけれども、ちょっと

中身を教えていただきたいと思います。 

○委員長（岡本康裕君） 総務班主幹、答弁。 

○総務班主幹（谷 昌春君） ６番林委員の福利厚

生費の職員研修講師派遣につきましての質問にお答

えさせていただきます。 

 職員研修につきましては、町の職員を対象とし

て、外部から講師を呼んで研修をしていただくとい

うことで予算を計上させていただいています。来年

度につきましては、まだこれから計画を立てるので

すけれども、例年、ストレスのメンタルヘルスの関

係だったり、今年度でありましたら、コンプライア

ンス研修とか接遇研修とかいろいろメニューがあり

ますので、その中から外部にお願いして研修するよ

うな費用となってございます。 

 以上です。 

○委員長（岡本康裕君） ６番林委員。 

○６番（林 敬永君） 分かりました。 

 同じところなのですけれども、ここで聞いていい

か分からなかったのですけれども、今現在、北海道

のほうに職員を１名、研修派遣されていると思いま

す。その方は、引き続き令和６年度も北海道のほう

にいらっしゃるのかどうか、まず一つお聞きいたし

たいと思います。 

○委員長（岡本康裕君） 総務班主幹、答弁。 

○総務班主幹（谷 昌春君） ６番林委員の北海道

派遣の職員の関係の御質問にお答えさせていただき

ます。 

 今行っている職員につきましては２年目というこ

とで、来年度につきましてはほかの職員を派遣する

予定となっております。 

 以上です。 

○委員長（岡本康裕君） ６番林委員。 

○６番（林 敬永君） そうすると、今行っている

職員は戻ってくるということですので、そこで、

引っ越し経費やなんかは、職員福利厚生費の中に

入っているのかどうか確認させてください。 

○委員長（岡本康裕君） 総務班主幹、答弁。 

○総務班主幹（谷 昌春君） ６番林委員の御質問

にお答えいたします。 

 北海道派遣に行って戻ってくる経費ですが、特別

旅費の中に赴任旅費というのがございまして、そこ

の中で、移転料、帰任旅費ということで計上してお

ります。 

 以上です。 

○委員長（岡本康裕君） ６番林委員。 

○６番（林 敬永君） ということは、新しく行か

れる人の赴任と、２計上されているということです

よね。参考までに、もう既に４月１日から配置先と

かは北海道はまだ決められていないのですか。もし

分かれば。 

○委員長（岡本康裕君） 総務課長、答弁。 

○総務課長（北川徳幸君） 林委員の御質問にお答

えいたします。 

 現段階では、配置先はまだ決まっていません。 

○委員長（岡本康裕君） ほか、ございますか。 

 ４番米澤委員。 

○４番（米澤義英君） １１５ページのふるさと納

税全般についてお伺いいたします。 

 非常にふるさと納税という形で、企画商品等に

よっては、大幅に納税が変わるという状況にありま

す。今年度は、何か新しい企画という形の中で、ふ

るさと納税等の工夫等というのですか、商品開発と

いうのは事業内容の中にあるのでしょうか、お伺い

いたします。 

○委員長（岡本康裕君） 企画政策班主幹、答弁。 

○企画政策班主幹（石川雅義君） ４番米澤委員の

ふるさと納税の件につきましてお答えさせていただ

きます。 

 令和６年度に向けてということでありますけれど

も、今現在、ポータルサイトが１８ございまして、

令和５年度中に１サイト、２月から一つのサイトを

増やしてございます。４月早々に向けましてもう１

サイト増やす予定で今進めておりますので、その部

分で、ふるさと納税の寄附向上に向けての取組をさ

せていただいているところであります。 

 また、返礼品の新たな開発というところで、昨年

度採用いたしました地域おこし協力隊のお力も活用

しながら、新しい返礼品をつくるような取組を考え

ているところでございます。 

 以上です。 

○委員長（岡本康裕君） １２番小林委員。 

○１２番（小林啓太君） 関連で、ふるさと納税事

業に関してお伺いします。要求資料３の委託料等の

内訳を見ると、モニター商品代金、商品配送料と

ポータルサイト管理業務等というところで、ポータ

ルサイト管理業務等というところにかなり経費がか
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かってきてしまっているという印象を受けまして、

計算したところ、おおむね全体の１２％が管理業務

等となっており、いろいろと差し引いていくと、町

で独自にプロモーションであったりとか、人件費で

あったりに使える分がおよそ４％ぐらいしか残ら

ず、数字だけを見ると、何とかポータルサイト管理

業務等のところを圧縮できたりとか、うまくやりく

りできると、より効果的な事業展開ができるのかな

と感じているのですが、ここの管理業務等に関し

て、新年度何か、これまでの経験を経て、新しく検

討したり改善したりしたことがあればお伺いしたい

と思います。 

○委員長（岡本康裕君） 企画商工観光課長、答

弁。 

○企画商工観光課長（狩野寿志君） １２番小林委

員の御質問にお答えさせていただきます。 

 これにつきましては、ポータルサイトと、今、石

川のほうから説明させていただきました１８社、今

年は２社、２０社ぐらい。個別に取扱いに対する何

％という契約となってございます。なかなか中身を

変えるとか、契約内容になっていますので、この金

額を変えるとか、中身を変えるというのは今のとこ

ろは考えていないところでございます。 

 以上です。 

○委員長（岡本康裕君） １２番小林委員。 

○１２番（小林啓太君） 委託しているものの内

訳、さらに詳しく見ると、恐らくポータルサイトの

利用料みたいなものに支払っている分と、あとは、

もろもろの情報掲載等を請け負ってもらっている業

者にお支払いしている分というのがあると思うので

すが、ここ数年である程度安定した実績も当町でふ

るさと納税を積むことができてきている中で、例え

ば一部この業務を賄いでやることによって、経費を

少し抑えたりだとか、そういった方向性は考えられ

なかったのかお伺いいたします。 

○委員長（岡本康裕君） 企画政策班主幹、答弁。 

○企画政策班主幹（石川雅義君） １２番小林委員

の御質問にお答えさせていただきます。 

 なかなか委託料の部分につきましては、昨年度の

国の制度改正のときに委託先ともお話しさせていた

だきましたけれども、委託料自体は下げることは難

しいというふうにいただいておりますので、新年度

につきましても、現状維持という形になろうかと

思っています。 

 そのほかの部分でいきますと、町のほうといたし

ましては、地域おこしの方を採用いたしまして、

今、ＳＮＳの運用等もしております。そちらのほう

でふるさと納税のＰＲの部分についてはさせていた

だいておりますので、そういったところの部分は、

今後も進めていくとともに、例えば広告料ですとか

を少し減らすということはできるかと思っておりま

すけれども、委託料の部分に関していいますと、自

賄いでといいますか、職員のほうで対応いたしまし

て、下げるというのはなかなか難しいのかと思って

いるところであります。 

 以上です。 

○委員長（岡本康裕君） １２番小林委員。 

○１２番（小林啓太君） ＰＲに関しては、まさに

ＳＮＳ等を活用しているのは確認しているところで

ありますが、この事業が上富良野町の関係人口の拡

大にもつながっている観点から、寄附していただい

た方とのその後のつながりであったりとか、そう

いったことも非常に重要になってくるのではないか

というような議論もあったかと思うのですが、その

点に関して、今年度考えていることがあればお伺い

いたします。 

○委員長（岡本康裕君） 企画商工観光課長、答

弁。 

○企画商工観光課長（狩野寿志君） １２番小林委

員の御質問にお答えいたします。 

 寄附をしていただいた方とやり取りというか、あ

とは、こちらのほうからＰＲするダイレクトメール

を送るとか、そういうものぐらいしかないのかと

思っております。 

 その人もお客さんですから、年間その方が使える

枠というのは決まっていますから、さらにというの

はなかなかうまくいかないので、また来年ふるさと

納税をしていただくときには、うちの町を使ってほ

しいぐらいのダイレクトメールを送って、関係を取

り戻していきたいということを考えているところで

ございます。 

 以上です。 

○委員長（岡本康裕君） １番佐藤委員。 

○１番（佐藤大輔君） 関連でお伺いいたします。

先ほどポータルサイトのチャンネルを１８から二つ

増やしていく予定だということでお伺いいたしまし

た。チャンネルを増やすことによって、ポータルサ

イトの管理業務委託料というのは上がるものなので

しょうか、その点をお伺いいたします。 

○委員長（岡本康裕君） 企画政策班主幹、答弁。 

○企画政策班主幹（石川雅義君） １番佐藤委員の

御質問にお答えさせていただきます。 

 寄附額、寄附を頂きました金額に応じまして、各

サイトに手数料という形でお支払いするということ

になってございますので、寄附がなければお支払い

することはないという形になってございます。 

 以上です。 

○委員長（岡本康裕君） １番佐藤委員。 
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○１番（佐藤大輔君） 確認ですけれども、要は、

気がついたらチャンネルが物すごく増えていたの

で、その中でもこのチャンネルはそんなに反響ない

というものがあったとしても、結局は歩合という

か、出た分でお支払いするので、チャンネルを増や

せば増やすほど有益であるという考えの下に、今回

１８から２０に増やすというイメージの下で管理業

務委託料を算出しているという理解でよろしいので

しょうか、お伺いいたします。 

○委員長（岡本康裕君） 企画政策班主幹、答弁。 

○企画政策班主幹（石川雅義君） １番佐藤委員の

御質問にお答えさせていただきます。 

 委託料につきましては、寄附額の見込み、４億円

程度というところでございまして、国の基準が５割

といったところもございますので、その５割の内に

収まるような形で算出してきているところでありま

す。委託料の部分につきましては、ポータルサイト

の数等々ではなくて、あくまでも寄附件数に応じた

形の部分で算出をしてきているところでございま

す。 

 以上です。 

○委員長（岡本康裕君） １２番小林委員。 

○１２番（小林啓太君） 答弁で確認したかったこ

とを聞きたいと思います。先ほど昨年の改正があっ

たときに、事業者のほうと手数料に関して交渉を

行ったが、交渉に関しては聞き入れてもらえなかっ

たということでしたが、その際に、ほかの業者等も

同時に併せて検討されたのかどうかお伺いいたしま

す。 

 掲載しているポータルサイトの手数料を下げる交

渉をして、それが駄目だったというのであれば、取

りつく島がないと思うのですが、間に入っていただ

く中間業者との交渉で下げてもらえなかったという

ことであれば、また違う同業の他社のほうにも交渉

する余地があったのかと考えたのですが、その辺り

はいかがでしょうか。 

○委員長（岡本康裕君） 企画政策班主幹、答弁。 

○企画政策班主幹（石川雅義君） １２番小林委員

の御質問にお答えさせていただきます。 

 中間業者との交渉につきましては、お話はしてお

りますけれども、委託料自体は下げることは難しい

と言われておりまして、中間事業者はほかにもござ

いますので、そういったところの資料等々は請求ま

たは直接アプローチもいただいている部分もござい

まして、そういったところは見てきているところで

ございます。 

 委託料の金額等々につきましては、ほかの中間事

業者も同じ程度といいますか、そういったところで

はあったところでございますので、そのほかのサー

ビス内容とかを含めた中で、今後検討していくべき

課題だと思ってございますので、今後検討してまい

りたいと思っております。 

 以上です。 

○委員長（岡本康裕君） ほか、ございますでしょ

うか。 

 ４番米澤委員。 

○４番（米澤義英君） ジオパーク全般についてお

伺いしたいのですが、今年度のジオパーク推進事業

の負担内容等を見ていましたが、その運営費に絞っ

てお伺いしたいのですが、サポートガイドやガイド

研修会、ツアー開発費という形が載っているのと、

商品開発等も計上されているかと思いますが、一連

の研修費用等々、ツアーガイドというのは、地域の

観光に結びつき、また、ジオパークそのものの名声

を高めるという点で非常に重要な位置づけだと思い

ますが、具体的にツアー開発という点では、どうい

うような企画内容にされようとしているのか、まだ

分からなければ分からない段階でよろしいですが、

当初予算ですから、いろいろとまだ分からない部分

もあるかと思いますが、お伺いいたします。 

○委員長（岡本康裕君） 企画商工観光課長、答

弁。 

○企画商工観光課長（狩野寿志君） ４番米澤委員

の御質問にお答えいたします。 

 ジオツアーの開発というところで、いろいろなジ

オサイトが町の中に、美瑛も含めましてあります。

いろいろなところを回っていくようなコース、それ

に伴う説明をするガイドの養成も含めまして、今

後、研究開発を進めていきたいという計画になって

いるところでございます。 

 以上です。 

○委員長（岡本康裕君） ４番米澤委員。 

○４番（米澤義英君） 一般的にはそういう言葉に

なるのだと思うのですが、分からないのだろうと思

いますので、それでいいです。具体的により効果の

あるというふうになるかならないかは別としても、

ジオパーク推進の町ですから、それなりの地域に、

広域でありますから、有効な観光資源が流れている

ものだとか、また、ジオ資源を見てもらって、そこ

で町のよさだとか地域の特性を知ってもらうという

点で非常に、僕は位置づけとして、こういうイメー

ジかと思って話していますが、こういったイメージ

の中でツアー開発だとか、見てもらって、歩いても

らって、食べてもらうというような流れをつくって

いかないと駄目なような気がしますので、この点お

伺いいたします。 

○委員長（岡本康裕君） 企画商工観光課長、答

弁。 
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○企画商工観光課長（狩野寿志君） ４番米澤委員

の御質問にお答えします。 

 やろうとしていたことが全部フォローされたよう

な感じもします。まさしく米澤委員おっしゃるとお

りで、ジオサイト、要するに歴史、地形とか、それ

が町の歴史になってございます。そういうのも残し

ていく、研究したりする。それがやがてツアーと

なって訪れていただき、まとまっていただき、そし

て上富良野の食べるもの、食べるものは全てジオ

フードとなりますので、食べてもらって町の歴史を

体感していただくとか、味わっていただくというこ

とが今後必要になるのかと思っています。 

 特に、特化したジオサイトを、十勝岳と泥流から

復興したというテーマもございます。いろいろなこ

とを考えていきながら観光とかジオツアーとか、そ

れぞれの人につなげていきたいと考えているところ

でございますので、御理解賜りたいと思います。 

 以上です。 

○委員長（岡本康裕君） ４番米澤委員。 

○４番（米澤義英君） この中で、ジオ備品購入と

いう形でなっておりまして、解説板という形で計上

されております。これは、具体的に展望デッキに見

られるように、山だとか地質だとか、そういう形の

解説という形、同じではありませんけれども、そう

いうような感じのイメージとして、解説板という形

で何か所ぐらい、どういったところに設置されよう

としているのかお伺いいたします。 

○委員長（岡本康裕君） ジオパーク推進室長、答

弁。 

○ジオパーク推進室長（中村  君） ４番米澤委

員の御質問にお答えしますけれども、来年度計上し

ているのは２か所になりまして、一つがジェット

コースター、もう１か所が上富良野駅前の大きな看

板ということになりまして、もちろん地形・地質を

中心とした、ジオパークの解説もいたしますけれど

も、併せて町の観光のＰＲもできるような看板を計

画しております。 

○委員長（岡本康裕君） 企画商工観光課長、答

弁。 

○企画商工観光課長（狩野寿志君） ただいま中村

室長からも御説明ありましたが、過去にあった看板

がございまして、富良野・美瑛観光連携で作りまし

た看板、かなり古くなっておりまして、ない施設が

あったりとか、あるものがなかったりとか、そうい

うものも含めて今回改修して、今おっしゃったよう

に、ジオサイトもあり、観光施設もありの地域とい

いますか、看板といいますか、そういうものを更新

していきたいと思っているところでございます。 

 以上です。 

○委員長（岡本康裕君） ５番金子委員。 

○５番（金子益三君） 関連で、さきの一般質問で

もお伺いしたところであるのですけれども、７年度

の全国大会に向けた準備というのは、今回の予算の

中には組み込まれていないのですか。 

○委員長（岡本康裕君） 企画商工観光課長、答

弁。 

○企画商工観光課長（狩野寿志君） ５番金子委員

の御質問にお答えします。 

 全国大会、今年は青森の下北ジオパークでありま

すけれども、そこに何名か職員とかいろいろな方を

派遣しまして、全国大会の内容を見てもらったりと

いうのを考えております。それに併せまして、全国

大会の最後の閉会式というのがあるのですけれど

も、そのときに、来年度のジオパークの映像という

のが流れる、５分から１０分ぐらいかけて。その映

像をつくらなければならないので、映像をつくる金

額として、全国大会用の映像のお金を６年度予算で

計上させていただいているところでございます。 

 以上です。 

○委員長（岡本康裕君） １番佐藤委員。 

○１番（佐藤大輔君） 関連でお伺いいたします。

私もジオガイドとして、昨年本州から来られました

お客様をヌッカクシ火口まで御案内いたしました。

そういう意味では、ツアー造成というのは非常に進

んでいると実感しております。 

 ただ一方で、産業部門のほう、私の手の届かない

ところというか、当初からジオ野菜だとかジオ商品

開発に関して、いまいち進捗が見えないので、現在

の進捗状況をお伺いできればと思います。 

○委員長（岡本康裕君） ジオパーク推進室長、答

弁。 

○ジオパーク推進室長（中村有吾君） １番佐藤委

員の御質問にお答えしますけれども、実は来週、産

業部会の方の作業部会を予定しておりまして、その

中で次の新しい商品についての議論をいたしまし

て、来年度、商品化という予定になってございま

す。 

 以上です。 

○委員長（岡本康裕君） ２番荒生委員。 

○２番（荒生博一君） 関連でお伺いいたします。

隣のガイドからも今、話ありましたけれども、同僚

議員も言っていました、来年度、全国大会の開催に

際して、もし仮に十勝岳ジオパークに多くの方が訪

れていただくという場合に、前にも質問したのです

けれども、ジオガイドの充足率、多分今般２人ぐら

い新しい方がジオガイドに認定されたということで

聞き及んでおりますが、現在何人いて、また、７年

の全国大会に向けて、当然この６年度内にさらに人
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数を追加しなければいけないということを非常に危

惧しております。その辺のビジョンに関してお伺い

します。 

○委員長（岡本康裕君） ジオパーク推進室長、答

弁。 

○ジオパーク推進室長（中村有吾君） ２番荒生委

員の御質問にお答えしますけれども、細かい数字は

忘れましたけれども、現在２０名ほどのガイドが予

定されておりまして、全国大会のときに何人必要な

のかということですけれども、ガイドの仕事は、ジ

オパークツアーを行うということで、ツアー自体は

恐らく基本コース、５コースぐらい行うことになる

と思いますので、そういう意味では、十分に足りて

いるかと思います。 

 ただ、全国から恐らく６００人とか７００人とか

という規模で人が集まってまいりますので、ガイ

ド、サポーター、そして町の職員と地域の方の協力

があって初めて成り立つ大会ですので、そういった

意味では、ガイド、職員だけでなく、より多くの皆

さんの協力を仰いで大会を成功に導いていきたいと

思います。 

 以上です。 

○委員長（岡本康裕君） ２番荒生委員。 

○２番（荒生博一君） ガイドの充足率云々は、ほ

ぼ、４コース、５コースのコースには対応できると

いうことですが、本年度は予定どおり育成のプログ

ラムとかといった諸事業は継続的に行われるという

認識でよろしいでしょうか。 

○委員長（岡本康裕君） ジオパーク推進室長、答

弁。 

○ジオパーク推進室長（中村有吾君） ２番荒生委

員の御質問にお答えしますけれども、ガイド養成、

サポーター養成は常に行っておりまして、やはりよ

り多くの人にアピールしていく、そのための人材を

育てていくというのは、ジオパーク推進協議会とし

てもメインの業務の一つと捉えておりますので、積

極的にガイド、サポーターを養成していきたいと考

えております。 

 以上です。 

○委員長（岡本康裕君） ほか、ございますか。 

 ４番米澤委員。 

○４番（米澤義英君） １１９ページの防災対策に

ついてお伺いいたします。 

 それぞれの各避難所に、備蓄用品というのが必ず

そろっているということではないような気がするの

ですが、現在、各避難所で備蓄用品が十分ではない

にしても、あるところ、ないところというのはどう

いう状況になっていますか。 

○委員長（岡本康裕君） 基地調整室長、答弁。 

○基地調整室長（斉藤 通君） ４番米澤委員の御

質問にお答えします。 

 今、備蓄品については、避難所というよりは、避

難者数に対して御用意しているところです。避難者

数については６,０００人ということで想定した中

の食料品だったりとか、その他備蓄品を用意してい

るところです。 

 各避難所のところに発電機とかといったものにつ

いて、足りないところについては、各避難所の数だ

けは御用意しているところであります。足りないと

ころは、災害の規模だとかといった部分で、避難者

数も相当偏るのかと思っております。今のところ避

難所によって何が足りない、足りるというところは

把握していないところであります。 

○委員長（岡本康裕君） ４番米澤委員。 

○４番（米澤義英君） 同僚議員等にも回答されて

いるかと思います。確かに地域を見ましたら、一定

程度備蓄場所があったりして、ただ、そうとはい

え、各避難所に対する職員の支援だとか、マニュア

ルがあって、体制が取れるというふうに図上では

なっております。 

 ただ、今回の能登半島地震等々、また、東日本大

震災等を見ましたら、必ずしもそれがマニュアルど

おりにいかないという状況が見受けられます。そう

いうことを考えたときに、日頃からそういったもの

に対する訓練等をされることが必要だと思います。

町でもこの間、これ大分古いのですが、こういうも

ので避難施設等における運営の在り方等、冠水状況

に至った場合はどこにどういう配置をするのかとい

うことも一定度訓練もされております。こういう訓

練が日常的に今後されるのかと思いますが、こうい

う訓練等は今後されるのでしょうか。 

○委員長（岡本康裕君） 基地調整室長、答弁。 

○基地調整室長（斉藤 通君） ４番米澤委員の御

質問にお答えいたしたいと思います。 

 訓練予定のほうは、今のところ正直言って計画は

していないところであります。今回の能登半島地震

の被災を受けまして、先ほど各委員のほうから御質

問あったとおり、備品関係はどうなのかとか、避難

関係はどうだとか、そういった部分もありますの

で、正確には令和７年から地域防災計画を見直そう

と思いますけれども、その前の前段として、もう１

回再点検、備蓄品だったりとか、そういった体制が

うまく図れるのかといったものをもう一度見直しし

て、令和６年度中に見直しして、令和７年度の地域

防災計画のほうに反映させていただきたいと思いま

す。 

○委員長（岡本康裕君） ４番米澤委員。 

○４番（米澤義英君） 併せて、今回の住民会等で
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避難訓練しました。ただ、住民のそれぞれの意識等

もありまして、参加される方も、今回の能登地震の

被害もあって、参加してきた方も結構ありますが、

とりあえずそういうものも含めて、計画全般の見直

しというのが本当に必要だと思います。 

 併せてお伺いしたいのは、防災備品という形で明

記されておりますが、今後、細かいものは言いませ

んが、絶対足りないものというのがあるのです、こ

れを見ていたら。そういうものというのは、大まか

でいいのですが、これというものではない、いざと

なれば、どれだけ備蓄していたとしても、絶対供給

できない場合は不足という形になるのですけれど

も、今後、必要最小限備蓄しなければ、増やさなけ

ればならないものというのが、暖房関係だとかいろ

いろあると思うのですが、現状でどうお考えなのか

お伺いいたします。 

○委員長（岡本康裕君） 基地調整室長、答弁。 

○基地調整室長（斉藤 通君） ４番米澤委員の御

質問にお答えさせていただきたいと思います。 

 今こちらの資料のほうに計上しているのも、コロ

ナの関係だったりとか、全てがここに載っているわ

けではございません。例えば携帯の充電器とかと

いった部分も備蓄というか、御用意しているところ

であります。そういった部分をまとめて、どういっ

た場がいいのか、今、自分のほうで考えるのは、防

災  とかとった部分で、改めて付き合わせて、こ

ういった部分を町のほうで持っていていただきたい

というものがあれば、そういったものを見直しし

て、令和７年度の地域防災計画のほうに反映させた

り、６年度の予算については、地域づくり交付金と

いうメニューがありますので、なかなか変更するの

は難しいものでありますので、今後、見直しするも

のについて見直したいと思います。 

○委員長（岡本康裕君） ほか、ございますか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（岡本康裕君） なければ、歳出、１款議

会費から２款総務費までの質疑を終了いたします。 

 ここで、説明員が交代しますので少々お待ちくだ

さい。 

（説明員交代） 

○委員長（岡本康裕君） お待たせいたしました。 

 次に、１２８ページから１４５ページまでの３款

民生費の質疑に入ります。 

 ５番金子委員。 

○５番（金子益三君） １３１ページの福祉バス運

行に関わるところでお聞きしたいのですが、まず、

非常に喜ばれているものなのですけれども、今、２

５人という定員がそろわないと運行ができないとい

う状況にあるかと思うのです。確認いたします。 

○委員長（岡本康裕君） 福祉対策班主幹、答弁。 

○福祉対策班主幹（三好正浩君） ５番金子委員の

福祉バスの２５人という定員というか、条件につい

てのお話についてなのですが、地域によっては２５

人も当然そろわない地域もありますので、例えば本

当に小さい清富の住民会だったり、そういったとこ

ろについては５人しかいない場合もありますが、そ

れ以上、２５人でないと乗れないとなると全く使え

ないということになりますので、状況に応じて、少

人数でもお受けしているような状況でございます。 

 以上です。 

○委員長（岡本康裕君） １２番小林委員。 

○１２番（小林啓太君） １３３ページ、老人福祉

費の除雪サービス、配食サービスに関して、昨年度

が除雪３３２万３,０００円、配食が６１２万８,０

００円というのが、予算が結構この二つは変わって

いるところだと思うのですが、その理由をお伺いい

たします。 

○委員長（岡本康裕君） 高齢者支援班主幹、答

弁。 

○高齢者支援班主幹（飯村友香君） １２番小林委

員の御質問にお答えさせていただきます。 

 昨年度より配食サービスと除雪サービスの金額が

大きく変わっているところでございますけれども、

まず、配食サービスにつきましては、物価高騰等に

よりまして食材費が上がっているという部分で、主

食込みのもので、昨年が１食当たり４４０円でござ

いましたが、６年度につきましては４７０円という

ことで、１食当たり３０円の増となっております。 

 それに加えまして、近年、配食サービスの要望等

も増えているところで、今年度ですと２,０００食

というところで予算を見ていたのですけれども、次

年度につきましては４００食増加の２,４００食と

いうところで見ております。 

 おかずのみ、副食のみにつきましても、同じよう

に食材費のほうが上がっていまして、今年度は３８

０円のところが、１食当たり４１０円というところ

で、こちらのほうも３０円ほどアップしているよう

な状況となっております。 

 こちらも食数が、今年度につきましては４,７０

０食で見ていたところなのですけれども、次年度に

つきましては６,９００食というところで、２,２０

０食ほどの増となっているところです。 

 こちらは食材費のみになりますので、係る人件

費、調理費も上がっておりまして、１食当たり、今

年度でいきますと２５０円の調理費だったところ

が、２０円アップの、１食当たり２７０円というと

ころで、こちらは副食のみ、主食込み、どちらも２

７０円で、９,３００食という形で積算していると



― 37 ― 

ころでございます。 

 併せまして、今年度まではかかっていなかったの

ですけれども、委託先のほうで、本来業務もありま

すので、こちらの配食のほうがかなり近年増えてい

るというところで、調理師の時間外だとかが発生し

てきているという部分がありますので、こちらのほ

うも配食に関わる部分で発生した時間外というとこ

ろは、委託費のほうで見てほしいというところで、

委託先のほうから要望がありましたものですから、

今年度までなかったもので、管理運営費という形

で、２１食以上３０食未満の場合は１日１,４００

円掛ける人数、調理員何人当たりという形で、大体

１日当たり２人から３人分ほどを管理運営費として

見込んでいます。 

 今年度ですと３０食を超える日も複数回ありまし

たものですから、３０食を超えた場合につきまして

は４,２００円に人数、２人から３人にかかった日

にちという形で、管理運営費のほうがかなり、１７

０万円ほどアップしているような形で計上させてい

ただいています。 

 除雪のほうにつきましてですけれども、除雪の費

用につきましても、人件費のほうが上がっておりま

して、委託先のほうで、人件費が今年度ですと、１

時間当たり１,６５０円というところで積算してい

たのですけれども、この金額ではなかなか難しいと

いうところで、次年度は１,９８０円という要望が

ありましたので、この金額で見積もりしているとこ

ろでございます。 

 在宅福祉サービス全てなのですけれども、社会福

祉協議会のほうに委託しているのでございますが、

次年度につきましては、除雪サービス、配食サービ

ス、移送サービス共に、事務のほうを非常勤嘱託職

員１名を新規で雇いまして、事務に当たるというこ

とで、あと、サービスごとに係る割合に合わせまし

て、人件費のほうも新規で見積もっているところで

ございまして、その辺が今年度よりもアップしてい

る状況となっております。 

 以上です。 

○委員長（岡本康裕君） 委員会がヒートアップし

ておりますので、暑い方は上着を脱いでよろしいで

す。ここは２５.７度あります。 

 １番佐藤委員。 

○１番（佐藤大輔君） １４５ページの新子どもセ

ンター整備事業の中の東児童館解体についてお伺い

いたします。 

 今年の８月に完了するということで事前に説明を

受けておりますけれども、こちらの３,０００万円

何がしの費用の中にアスベスト絡みの経費が含まれ

ているか、そもそも東児童館というのはアスベスト

は無縁の施設なのか、その点お伺いいたします。 

○委員長（岡本康裕君） 保健福祉課長、答弁。 

○保健福祉課長（深山 悟君） １番佐藤委員の東

児童館解体に係る内訳につきましてお答えいたしま

す。 

 基本、アスベストにつきましては、今現在、建材

の中に入っているという部分で封印されているの

で、そのままの状態だったらアスベストは飛散しな

いということで利用させていただいています。 

 ただ、これは解体したときに、建材が破壊される

わけですから、そのときに飛散するということで、

そこは設計段階で調べて、飛散防止の部分の措置を

含んだ中で工事費のほうに含まれているということ

でございます。現在は封印された状態で使用してい

ると。壊したときには建材が破壊されますので、そ

こでは全て飛散すると。その防護措置につきまして

は、工事費に全部含めて積算しているということで

ございます。 

 以上です。 

○委員長（岡本康裕君） ２番荒生委員。 

○２番（荒生博一君） 関連に任されたので、全く

この工事とは別に、今回、新子どもセンター、いよ

いよ今月２７日にこけら落としが始まりまして、実

運営を６年度からされるということですが、施設そ

のものの施設管理費は予算のどこに計上されている

のですか。 

○委員長（岡本康裕君） 子どもセンター施設長、

答弁。 

○子どもセンター施設長（武山義枝君） ２番荒生

委員の御質問にお答えします。 

 子どもセンター施設管理費につきましては、予算

書の１４３ページの下のほうになりますけれども、

３、子どもセンター施設管理費のほうで、予算書の

ほうに計上されていただいております。 

 今年度までは東児童館と別々の建物でしたので、

東児童館のほうは東児童館のほうで燃料費とか光熱

水費を組んでいるのですけれども、今回、同じ施設

ということで、燃料費とか光熱水費、施設管理に関

わるような、児童とは別の消耗品については、こち

らの子どもセンター施設管理費のほうで計上してお

ります。 

 以上です。 

○委員長（岡本康裕君） ２番荒生委員。 

○２番（荒生博一君） それを聞こうと思ったので

すが、言われましたので。 

 １点、この後について確認します。一応外構工

事、東児童館の解体が８月ぐらいをめどに終了され

て、いよいよ駐車場整備とかといった全てが整うと

いうのは、時期的には年内を目途にしているのか確



― 38 ― 

認させてください。 

○委員長（岡本康裕君） 保健福祉課長、答弁。 

○保健福祉課長（深山 悟君） ２番荒生委員の工

期の関係の御質問にお答えします。 

 一応東児童館解体が８月目途、そして、外構整備

のほうが、同時進行していくのですけれども、東児

童館の部分の外構もございますので、全体的には１

２月目途ということで、建築サイドと打合せしてい

るところでございます。正式には、これから設計と

入札ということになりますので、そこで期日がはっ

きりしますけれども、年内で全て終わらせるという

予定で進めさせていただいています。 

○委員長（岡本康裕君） ２番荒生委員。 

○２番（荒生博一君） それを受け、確認します。

全てが整った際、セレモニーは予定されているので

しょうか。 

○委員長（岡本康裕君） 保健福祉課長、答弁。 

○保健福祉課長（深山 悟君） ２番荒生委員の御

質問にお答えします。 

 基本的に外構と解体工事でありますので、町民の

皆様がこの施設は使えるという部分がスタートとい

う捉え方をしていますので、今回、３月２７日にす

るセレモニー１回切りということで、全体が終わっ

た後のセレモニーは今のところ考えていないところ

でございます。 

○委員長（岡本康裕君） １１番北條委員。 

○１１番（北條隆男君） 東児童館の解体の後の外

構というのは、その上の外構整備７,３００万円に

入っているという考えですか。 

○委員長（岡本康裕君） 保健福祉課長、答弁。 

○保健福祉課長（深山 悟君） １１番北條委員の

御質問にお答えします。 

 東児童館の後の外構はどこに入っているのかとい

うことの御質問だと思いますけれども、予算書の中

の外構の中に、東児童館を解体した後の外構も入っ

ているということでございます。 

 内訳としては、建物の解体という工事の部分と、

駐車場とか東児童館の跡地の外構を含めて、全部で

外構という内訳で積算しているところでございま

す。 

○委員長（岡本康裕君） １１番北條委員。 

○１１番（北條隆男君） 外構で聞きたいのですけ

れども、今の現状では建物側に水が全部流れると思

うのですけれども、外構工事、あのままではないと

思うのですけれども、玄関まで下げるのですか、地

盤を。 

○委員長（岡本康裕君） 保健福祉課長、答弁。 

○保健福祉課長（深山 悟君） １１番北條委員の

御質問にお答えします。 

 今は、ちょうど自衛隊官舎のところから建物まで

砂利で、非常に傾斜がある部分がありますけれど

も、下げるという形で聞いているところでございま

す。今、玄関から十勝岳方面に斜面になっている

分、あれを下げるという形で聞いているところでご

ざいます。 

○委員長（岡本康裕君） １１番北條委員。 

○１１番（北條隆男君） 排水は、自衛隊官舎側の

道路側へ排水を持っていって、駐車場側を、玄関か

ら見ればちょっと勾配で、下りるという考え方でい

いのですか。 

○委員長（岡本康裕君） 保健福祉課長、答弁。 

○保健福祉課長（深山 悟君） 詳しいところまで

は分かりませんけれども、基本的に建物に入ってこ

ないように、位置的にいうと、実際には道路の周り

の排水溝という形で施工して、そちらのほうに流し

込むという形で聞いております。 

 ただ、心配しているのは、傾斜がひどいので、十

勝岳寄り道路のほうから正面玄関のほうに水が来る

のではないかという懸念だと思いますけれども、そ

の分は設計でフラットにして、そんなことのないよ

うな施工をする予定になっているところでございま

す。 

○委員長（岡本康裕君） １１番北條委員。 

○１１番（北條隆男君） そうなると道路と建物

側、駐車場側になるところを何かで囲うとか、何も

しないでそのまま、のり面をつくって終わりという

ことですか。 

○委員長（岡本康裕君） 保健福祉課長、答弁。 

○保健福祉課長（深山 悟君） 今ある程度の傾斜

があるので、のり面の部分と排水の部分という形の

確認だと思いますけれども、今、図面を持ってきて

いないので、しっかりしたものを確認していないの

ですけれども、そこはしっかり設計のほうに委託し

ていますので、駐車場の雨水の排水、あと、道路か

ら入り込むような排水は防止するような形で外構の

ほうは設計しているということで、御理解願いたい

と思います。 

○委員長（岡本康裕君） １１番北條委員。 

○１１番（北條隆男君） 私の聞いているのは、そ

れも含めてなのですけれども、子どもセンターの駐

車場側から道路へ直接出られるようにしてしまう

と、子どもたちの集まるところだから、その辺はど

うなのかと思って、その辺の仕切りのところを聞い

たのです、確認のために。道路と、言っている意

味、分かるかな。 

○委員長（岡本康裕君） 保健福祉課長、答弁。 

○保健福祉課長（深山 悟君） １１番北條委員の

御質問にお答えします。 
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 今までの東児童館のようにフェンスがあるかどう

かという確認ですね。一応フェンスは……。東児童

館の遊具を置くところにはフェンスは置きますけれ

ども、駐車場側のほうまでの設置は考えていないと

ころでございます。冬の関係がございますので、建

物の周り、今、砂利になっているようなエリアにつ

いてはフェンスはありませんけれども、東児童館跡

につきましては、遊具等々を置く部分がございます

ので、そちらのほうには、図面上はフェンスがある

ことを記憶しているところでございます。今、手持

ちの資料を持ってきていませんので、申し訳ござい

ません。 

○委員長（岡本康裕君） １番佐藤委員。 

○１番（佐藤大輔君） 確認させてください。解体

についてのアスベストの件なのですけれども、前

回、旧子どもセンター解体するときに、補正対応し

たような記憶があったのですが、そういった経験を

踏まえて、アスベストのレベルによって、恐らく養

生の難易度が上がって工事費が上がるということで

の補正だったと思うのです。要は、そういったこと

も経験として踏まえた上での今回、予算を組んでい

らっしゃって、アスベスト対応の補正は基本的には

ないと考えてもよろしいかどうかお伺いします。 

○委員長（岡本康裕君） 保健福祉課長、答弁。 

○保健福祉課長（深山 悟君） １番佐藤委員の御

質問にお答えします。 

 昨年、設計で補正するときに、旧老人センターの

ほうを調査したのと同じように、東児童館のほうも

実際に含まれているのかどうか全部調べて、今回の

新年度予算に対応した設計になっておりますので、

御心配することはないということで、御理解願いた

いと思います。設計段階で片方が出ましたので、片

方も全部調べて、トータル経費で設計しているとい

うことで、御理解願いたいと思います。 

○委員長（岡本康裕君） １１番北條委員。 

○１１番（北條隆男君） ということは、アスベス

トが入っているのか、入っていないのか。 

○委員長（岡本康裕君） 保健福祉課長、答弁。 

○保健福祉課長（深山 悟君） １１番北條委員の

御質問にお答えします。 

 アスベストは建材の中に含まれているということ

が部材の関係の調査で分かりましたので、今現在

は、建材がそのままの状態でありますので飛散はし

ないのですけれども、解体するときに、壊すわけで

すから、そのときに中に含まれているアスベストが

飛散するということで、その対応経費を見積もった

中で工事費に含めているということで御理解願いた

い。今は製品になっている段階だから飛散はしな

い。解体するとき建材を割るときに飛散するという

ことで、それを防止するための措置というところの

予算計上をしているところでございます。 

○委員長（岡本康裕君） １１番北條委員。 

○１１番（北條隆男君） 確認なのだけれども、と

いうことは、きちっと囲って、アスベスト対応で解

体をやるという考えでいいのですか。それで３,０

００万円かかるという話なのですか。 

○委員長（岡本康裕君） 保健福祉課長、答弁。 

○保健福祉課長（深山 悟君） 北條委員おっしゃ

るとおり、防護措置をして工事をする工事費を積算

しているところでございます。 

○委員長（岡本康裕君） ほか、ございますか。 

 ７番茶谷委員。 

○７番（茶谷朋弘君） １３９ページの１８、負担

金、補助及び交付金のところで、小さい額なのです

けれども、今年度から保育所等における性被害防止

対策に関わる設備等支援事業補助７万５,０００円

とあるのですが、どのようなものに使われている

か、お願いします。 

○委員長（岡本康裕君） 子育て支援班主幹、答

弁。 

○子育て支援班主幹（末永由枝君） ７番茶谷委員

の御質問にお答えします。 

 保育所等における性被害防止対策に係る設備等支

援事業補助につきましては、保育所等における性被

害、例えば保育士などによるお子様への性被害のこ

とが最近問題になりまして、テレビ等でも報じられ

ているとおりでございまして、国が設置しました補

助金によりまして、この金額を計上しているところ

です。 

 内容につきましては、性被害を防止するためのカ

メラの設置やパーティションなどの設置に用いる金

額となっております。 

 こちらの条件が、性被害防止対策に係る設備等支

援事業補助の上限の金額が１０万円となっておりま

して、国庫の補助が２分の１の５万円を上限として

おり、道の補助が４分の１の２万５,０００円を上

限としているところで、現在、１施設から申請の希

望がありますので、その金額を計上させていただい

ております。 

○委員長（岡本康裕君） ほか、ございますか。 

 １２番小林委員。 

○１２番（小林啓太君） １４１ページ、子ども・

子育て支援事業費に係るところで質問します。１２

番委託料のこども計画策定３７４万円とあります

が、令和５年度においては、こども計画策定及び計

画アンケート調査５５０万円というものが計上され

ていました。このアンケートを受けて、今回、計画

策定ということなのかと推察しますが、昨年度行っ
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たアンケート調査を受けて、今年度何か新たに予算

に反映されたり、事業に反映されているようなこと

があればお伺いしたいと思います。 

○委員長（岡本康裕君） 保健福祉課長、答弁。 

○保健福祉課長（深山 悟君） １２番小林委員の

こども計画策定に係る御質問にお答えします。 

 アンケートにつきましては、貧困に係るアンケー

トについては、既に７月ぐらいに実施しているので

すけれども、もう一つのこども計画策定に伴うアン

ケートについては、こども大綱というものが国から

示されて、実施するという計画でいました。１０月

に示されるものが、実際に自治体のほうに公表を受

けたのが１月でございまして、今現在、鋭意努力

で、学校等々の協力を得てやっている最中でござい

ます。 

 二つのアンケートの結果を受けて、それを令和６

年度に策定委員会のほう、子ども・子育て会議にな

りますけれども、そちらのほうでお示しして、その

アンケートをどういうふうに反映させて策定してい

くかというのはこれからなりますので、まだ片方の

アンケートの分析しかやっておりませんので、今お

答えできるものは特に持ち合わせていないというこ

とで、基本的には、アンケートの意見とか結果を反

映させた計画になるということで、御理解願いたい

と思います。 

 以上です。 

○委員長（岡本康裕君） １２番小林委員。 

○１２番（小林啓太君） ただいまのところに関し

ましては理解しました。 

 同じ項目の１９番扶助費の出産子育て応援給付金

７００万円というのはどういうものなのかお伺いい

たします。 

○委員長（岡本康裕君） 子育て支援班主幹、答

弁。 

○子育て支援班主幹（末永由枝君） １２番小林委

員の御質問にお答えします。 

 扶助費の出産子育て応援給付金につきましては、

出生届を出されたときに５万円、出産をされたとき

に５万円で、１人当たりの出産につきまして１０万

円の補助を行っているところでございます。 

 こちらにつきましては、令和４年度から実施され

ている事業になります。４年度と５年度の上期につ

きましては、４年度の予算で、補正でつけていただ

いておりまして、５年度の下期、１０月以降の予算

につきましては、本年度補正予算で上げさせていた

だきました。令和６年度につきましては、国のほう

で継続して事業を行っていくということで、当初予

算に上げさせていただいているところです。 

 対象の人数につきましては、おおよそ７０名を予

定しているところです。 

 以上です。 

○委員長（岡本康裕君） ほか、ございますでしょ

うか。 

 ４番米澤委員。 

○４番（米澤義英君） １２９ページの社会福祉協

議会補助という形になっておりますが、近年、聞き

ましたら社会福祉協議会の事務局長がお辞めになる

という話も聞いておりますが、それの代わりに、事

実なのかどうなのかちょっと分からないのですが、

対応できるような職員の方というのがいるかどう

か、お伺いしておきたいと思います。 

○委員長（岡本康裕君） 保健福祉課長、答弁。 

○保健福祉課長（深山 悟君） ４番米澤委員の社

会福祉協議会の事務局体制についての御質問にお答

えします。 

 事務局長が今年度いっぱいで辞めるという話は、

同じ施設にいるから聞いているところでございま

す。次の新しい事務局長については、まだ町のほう

では報告を受けていないという状態でございます。 

 以上です。 

○委員長（岡本康裕君） ４番米澤委員。 

○４番（米澤義英君） 福祉協議会は町と一体のも

のかと思います。法人格ですから、別な性格を持ち

合わせているということは当然なのですが、これか

らの町の訪問介護や副食の配食サービスとかいろい

ろ担っている協議会でありますから、こういった事

態というのは、福祉協議会から何らかの対応があれ

ば対応するという形でしょうか。 

○委員長（岡本康裕君） 保健福祉課長、答弁。 

○保健福祉課長（深山 悟君） ４番米澤委員の御

質問にお答えいたします。 

 基本的に、地域の福祉に係る事業というものにつ

きましては、町と社会福祉協議会が両輪で走って、

福祉のほうにつなげていくということで、委託と受

託の関係もございますし、細かい住民からのニーズ

といったものも、月１回の養成会という事務局の会

議の中で情報共有していきながら、あと、現状の事

業の課題、今年度においては、令和６年度の予算に

向けた課題というものも、綿密に意見交換をして組

み立てているところでございます。 

 今、米澤委員の言っているのは、事務局体制の部

分で、何か声があったときに町がどうかできるかと

いう御質問ということで理解してよろしいでしょう

か。 

 人的配置については、保健福祉サイドとしては、

人事という権能は持っておりませんので、保健福祉

課のほうでお答えすることはできないということ

で、御理解していただきたいと思います。職員派遣
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ということであれば、人事の部署という形になりま

すので、そちらのほうの判断ということで、保健福

祉課としては、福祉事業に関するいろいろな事業関

係についての部分は、いろいろと社会福祉協議会と

セットにしておりますけれども、町職員を配置する

というお願いがあったらという形の……。（「何ら

かの対応をお願いしたいという」と呼ぶ者あり）今

のはなかったことにしてください。 

 人事の関係につきましては、保健福祉課のほうで

は権能はないのでお答えできないということで、御

理解願いたいと思います。 

○委員長（岡本康裕君） 町長、答弁。 

○町長（斉藤 繁君） ４番米澤委員の御質問につ

いて、社会福祉協議会関連の御質問について、私の

ほうからもお答えしたいと思っております。 

 委員おっしゃるとおり、課長も答弁いたしまし

た、社会福祉協議会と町とは、法人格別ですが、両

輪となって事業委託、受託の契約でしっかりと、町

民が受益者でありますので、しっかり福祉サービス

を進めていける体制がベストかと思っております。 

 今の事務局長絡みのことは、全部が全部承知して

いるわけではございませんが、役場としてもできる

ことがあるのかないのか、今後の相談があるのかな

いかも含めてですが、まず、一番念頭に置かなけれ

ばならないことは、住民が受けるサービスをどんな

ことがあってもしっかりと確保しなければいけませ

んので、町としても今は事業として任せております

が、それがどうのこうのとなるのであれば、それは

しっかりサービスが提供できるように確保しなけれ

ばならないという町の責任はありますので、その辺

はしっかりと念頭に置いて、今後も対応していくつ

もりです。 

 以上です。 

○委員長（岡本康裕君） ４番米澤委員。 

○４番（米澤義英君） 確かに法人のことですか

ら、法人で協議会があって、そういったところで運

営方針を決めるというのが前提かと思います。 

 ただ、町長がおっしゃるように、車の両輪という

ことを考えれば、立ち行かなくなるということは

あってはならないと思いますが、そういうことも含

めて、状況を町として掌握するという部分では、そ

こら辺については必要な部分だと思いますが、確認

いたします。 

○委員長（岡本康裕君） 町長、答弁。 

○町長（斉藤 繁君） ４番米澤委員の御質問にお

答えしたいと思います。 

 町としても情報収集はしっかりと、町民の方の

サービスに係っておりますので、これからも努めて

まいりたいと思っております。 

 以上です。 

○委員長（岡本康裕君） ４番米澤委員。 

○４番（米澤義英君） 次に、１３３ページの委託

料の配食だとか除雪だとかのサービスがあります。

今回、諸事情で利用料が引き上がるという話だった

のですが、利用者負担というのは、当然増えるとい

う形になるのですか、確認いたします。 

○委員長（岡本康裕君） 保健福祉課長、答弁。 

○保健福祉課長（深山 悟君） ４番米澤委員の委

託料の地域支援事業のサービスの全般的なことでお

答えいたします。 

 今回、町が支出する、委託業者に払う経費につい

ては、人件費、物価高騰分ということで応分の負担

するということで組み立てました。 

 実際の利用者の負担については、こういった御時

世でございますので、まだ検討課題ということで、

据置きということで、利用料は上げないということ

で組んでいるところでございます。 

 ただ、これだけ去年の数字と、先ほども質問あり

ましたけれども、人件費、いろいろな材料費とかが

上がっていますので、課題という認識はしておりま

す。 

 以上です。 

○委員長（岡本康裕君） ４番米澤委員。 

○４番（米澤義英君） ぜひ利用者負担がないよう

にしていただきたいと思います。経過措置というこ

とで、新年度に至っては、その対象にはなっていな

いということなのですが、当然推測されることは、

基礎的な人件費や材料等が上がれば、当然どこかに

はね返らなければ、負担してもらわなければならな

いという状況がありますが、利用している方の生活

状況を見ますと、多くは所得の少ない方かと思いま

すので、引き続きこの部分では、町が引き上げ部分

は吸収するような方向で、引き続き検討すべきだと

思いますが、答弁を求めます。 

○委員長（岡本康裕君） 保健福祉課長、答弁。 

○保健福祉課長（深山 悟君） ４番米澤委員の御

質問にお答えします。 

 実際の利用料につきましては、ほかのいろいろな

サービスの負担というものもありますので、ここだ

けが高いとか、ここだけは低いとか、そういうよう

なバランスというものも比較しながら、今後研究し

ていきたいということでございます。 

 基本、支出のほうは上がっている、収入を据え置

いているという分、こちらがほかのいろいろな制

度、福祉サービス、たくさん制度がありますけれど

も、全体のバランスはどうなのかということで研究

してまいりたいと思います。 

○委員長（岡本康裕君） 暫時休憩といたします。 
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 再開は４５分。 

────────────────── 

午後 ２時３１分 休憩 

午後 ２時４５分 再開 

────────────────── 

○委員長（岡本康裕君） それでは、再開させてい

ただきます。 

 ６番林委員。 

○６番（林 敬永君） １２９ページの社会福祉協

議会の補助金の２,５１２万３,０００円についてお

伺いさせていただきます。 

 事前資料要求の２０ページに補助の内容の内訳を

記載していただいております。この中で、職員給与

費、補助金の額が２,２３９万４,０００円と、事業

概要で、内訳で、事務局長０.５、地域福祉運営３.

０等々を記載されて、事務局職員が６名いるという

現行の体制に対して、事務局長の部分は０.５を補

助するということでよろしいでしょうか。 

○委員長（岡本康裕君） 福祉対策班主幹、答弁。 

○福祉対策班主幹（三好正浩君） ６番林委員の社

会福祉協議会の人件費についての補助割合について

の御質問かと思いますが、事務局長の人件費につき

ましては、法人の補助金からいうと５０％の補助金

となっておりますが、人件費、５０％のうちの残り

の５０％につきましては、ここではないのですけれ

ども、介護保険特別会計のほうで、権利擁護セン

ターの２５％の人件費を見ておりますので、実際に

社会福祉協議会の法人のほうで自己負担となるとこ

ろは２５％というところの数字となっています。 

 以上です。 

○委員長（岡本康裕君） ６番林委員。 

○６番（林 敬永君） ちょっと古くて申し訳ない

のですけれども、昨年、決算審査の中で、令和４年

度の中では、社会福祉協議会の補助金が２,２０８

万５,０００円の補助ということで、今回２,５００

万円で、約３００万円増えておりましたので、たし

か令和４年度は町職員が派遣されていたので、１０

０分の１００補助というか、事務局長経費を支給し

ないで、今回増えた理由というのが、そういうこと

なのかという思いで聞いたのですけれども、町職員

の配置は今現在は考えていないということですか

ら、基本的には、部外者を雇用して補助をルールど

おりされるということでよろしいでしょうか。 

○委員長（岡本康裕君） 福祉対策班主幹、答弁。 

○福祉対策班主幹（三好正浩君） ６番林委員の御

質問にお答えします。 

 今現在、先ほどもお答えしましたとおり、まだそ

の辺の方向性については全て確定したわけではござ

いませんが、基本的には、法人のほうから人件費に

ついては５０％ということで、事務局長配置という

こと前提で予算組みをしておりますので、それが決

まったということではないということで、御理解い

ただければと思います。 

○委員長（岡本康裕君） ほか、ございますか。 

 ４番米澤委員。 

○４番（米澤義英君） １３５ページの発達支援事

業についてお伺いいたします。各種の発達に関わる

子ども支援という形で、非常に重要な事業がされて

いるかと思います。 

 そこで、お伺いしたいのですが、委託料の巡回支

援専門員整備という状況になっておりますが、これ

は何人で、どういう内容なのかお伺いいたします。 

○委員長（岡本康裕君） 子どもセンター施設長、

答弁。 

○子どもセンター施設長（武山義枝君） ４番米澤

委員の御質問にお答えします。 

 巡回支援専門員整備事業につきましては、５年度

におきましては６回ほど、北海道療育園から専門の

スタッフ、言語聴覚士、作業療法士を派遣いただき

まして、保育所や発達支援センターと、子どもや親

が集まる施設等を巡回していただき、施設のスタッ

フや親に対して、障がいの早期発見、早期対応のた

めの助言等をいただいている支援事業となっており

ます。 

 来年度につきましては、７回の希望を療育園のほ

うにしているところですが、療育園のほうで各市町

村の希望数を勘案して回数が決まる予定なので、今

７回希望で７回分の予算を見積もりますけれども、

療育園からお返事が来てから回数については決定す

ると思いますが、作業療法士、言語聴覚士の報酬、

旅費等の部分の増となっております。 

 以上です。 

○委員長（岡本康裕君） ４番米澤委員。 

○４番（米澤義英君） そうしますと、保育所等々

などを訪問しながら、発達に関わる子ども、あるい

は保護者の支援も当然行っているかと思いますが、

非常に重要な役割で、子どもに悩んで、なかなかど

うしたらいいか分からないというようなときに、こ

ういう支援員の方と相談しながら、気づきが生まれ

るという状況が非常に重要かと思いますが、そう

いった部分での気づきで、また、保護者の方も子ど

もも次の目標に、言葉はうまく表現できないのです

が、いろいろ疑問や悩みを少しでも改善できるよう

な環境をつくるということも大切かと思いますが、

確認いたします。 

○委員長（岡本康裕君） 子どもセンター施設長、

答弁。 

○子どもセンター施設長（武山義枝君） ４番米澤
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委員の御質問にお答えします。 

 発達支援センターのほうにも専門職が常駐してい

まして、子どもや保護者に対して指導や助言などを

行っておりますけれども、北海道療育園等の専門的

な施設から、スタッフの別な視点での指導や助言等

をいただくことは、うちの施設のスタッフも保護者

の方もとても参考になりますし、また、早期療育の

ために生かしているところもあると思いますので、

この事業については本当に重要な役割をしていると

ころだと思います。 

 以上です。 

○委員長（岡本康裕君） ４番米澤委員。 

○４番（米澤義英君） 地域福祉の取組という形

で、地域福祉計画全般になるのかと思いますが、こ

こに、ヤングケアラーがいると回答した人が２.１

％いらっしゃるということで、少ないように見受け

られるのですが、いわゆる生活困窮から来るものな

ど様々かと思いますが、こういう状況、実態という

のは、実際ここにあると判断してよろしいのでしょ

うか。 

○委員長（岡本康裕君） 保健福祉課長、答弁。 

○保健福祉課長（深山 悟君） ４番米澤委員のヤ

ングケアラーの関係の御質問にお答えいたします。 

 地域福祉計画のアンケートを取ったときには、ア

ンケート結果も載せているところで、実際には、回

答としては、いるという実数が上がってきているの

は事実で、把握しているところでございます。た

だ、私ども保健福祉課のほうでは、ヤングケアラー

自体は、子育て支援班、高齢者支援班、地域福祉対

策班、それぞれいろいろな部分で絡むという事案で

ございまして、現場のほうでは、残念ながら町民か

らそういった声は聞いていないという形でございま

す。 

 ただ、アンケートという数字で把握できたという

のは、今回の地域福祉計画策定の一つの糧かと思っ

ているので、現場では目にすることはないけれど

も、実際にアンケートをすると、いるというような

認識があると。ここを今どうするかというのは、こ

れからの話なのですけれども、事実は、このとおり

ということでございます。 

○委員長（岡本康裕君） ６番林委員。 

○６番（林 敬永君） １３１ページの高齢者事業

団育成費の補助金なのですが、事前資料要求の２１

ページでその内訳を確認するところ、人件費が１０

０万円ということなのですけれども、今回、子ども

センターが新しくできます。今、かみんで間借りし

ている、間借りという言葉が正しいのかあれなので

すけれども、その点はどうなるのか教えていただけ

ればと思います。 

○委員長（岡本康裕君） 保健福祉課長、答弁。 

○保健福祉課長（深山 悟君） ６番林委員の高齢

者事業団の事務所関係についての御質問にお答えし

ます。 

 高齢者事業団につきましては、町立病院の新築に

伴う子どもセンターの解体に伴って、かみんのほう

に今、許可を与えて一部使用としているという状態

でございます。こちらのほうも向こうの役員とかと

いろいろ協議した結果、現状維持ということで、今

の状態をそのまま継続していくということで、かみ

んのほうに一部使用許可を与えて、事業を運営して

いくということで、継続することとなっておりま

す。 

 老人福祉センター、子どもセンターになったとき

に間借りしていたので、新しく子どもセンターが新

築されて、そちらのほうにどうなのかという話…

…。 

○委員長（岡本康裕君） 暫時休憩。 

────────────────── 

午後 ２時５７分 休憩 

午後 ２時５７分 再開 

────────────────── 

○委員長（岡本康裕君） 休憩を解きます。 

 保健福祉課長、答弁。 

○保健福祉課長（深山 悟君） あそこに引っ越し

た部分については、今、林委員が言ったのがきっか

けでございます。実際に今あそこを一部使用許可し

ている状態をそのまま継続ということでございま

す。これにつきましては、高齢者事業団とも協議し

た結果、今あの場所が、実際の利用について、かみ

ん事業者のほうから支障があるという声も上がって

いない部分と、実際に使用許可を与えている高齢者

事業団のほうからも、この事務所を継続させてほし

いということがありますので、実際には、高齢者の

生きがいづくりということで、保健福祉課とも事業

でリンクする部分もございますので、皆さん、今の

状態を継続するということで、協議した結果でござ

います。 

○委員長（岡本康裕君） ６番林委員。 

○６番（林 敬永君） 支障がないと町民から聞い

たと、私、去年使ったとき支障はあったのです。あ

そこの横の、畳だったか椅子だったか、そこを使っ

たとき、現に隣に事務所の人たちがいたら、話す言

葉も、相手の言葉も聞こえてきて、本来の目的とは

違っていた。ただ、一時的な対応だからということ

で、そういうことだねとは言ったのですけれども、

いつまで一時的では駄目なのではないでしょうか。

ちょっと予算からは離れてくるのかな。 

○委員長（岡本康裕君） 保健福祉課長、答弁。 
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○保健福祉課長（深山 悟君） ６番林委員の御質

問にお答えします。 

 今そのまま継続しておりますけれども、毎年、高

齢者事業団のほうと協議していきながら、あの場所

を継続していくのか、それともかみん、部屋は

ちょっとスペースは少ないですけれども、子ども・

子育て支援班が今子どもセンターのほうに行く部分

もございますので、あの中に一部エリアを決めてい

くのか、それは今後、高齢者事業団の意向もありま

すので、協議していきたいという形で考えていると

ころでございます。 

○委員長（岡本康裕君） ２番荒生委員。 

○２番（荒生博一君） 同じ資料の１９の、そもそ

も事務局長の４１２万６,６８２円、これは、例え

ば他の役場ＯＢですと、商工会や振興公社、あと、

会計年度任用職員とかというような、全体的な給与

体系の中のバランスとして適正な額なのでしょう

か。 

○委員長（岡本康裕君） 保健福祉課長、答弁。 

○保健福祉課長（深山 悟君） ２番荒生委員の御

質問にお答えします。 

 町のほうでは高齢者事業団に対する運営費補助と

いう部分で、その補助要綱は持っていて、そのルー

ルどおり２分の１を補助しているということで、本

俸につきましては、高齢者事業団の意思決定でござ

いますので、町として、これが高い、安いというよ

うなことは持ち合わせていないということで、御理

解願いたいと思います。 

○委員長（岡本康裕君） ほか、ございませんで

しょうか。 

 ８番中瀬委員。 

○８番（中瀬 実君） 私も高齢者事業団の関係で

お聞きをしたいと思いますが、人件費補助している

部分は理解しましたけれども、今現在の高齢者事業

団の登録会員数というのは何人ぐらいいるのです

か。 

○委員長（岡本康裕君） 高齢者支援班主幹、答

弁。 

○高齢者支援班主幹（飯村友香君） ８番中瀬委員

の質問にお答えさせていただきます。 

 ２月末現在で、高齢者事業団の会員ですけれど

も、男性２４名、女性５名、合計で２９名の登録と

なっております。平均年齢ですけれども、７７歳と

いう状況となっております。 

 以上です。 

○委員長（岡本康裕君） ８番中瀬委員。 

○８番（中瀬 実君） 昨年度から見たら人数は増

えているのですか。 

○委員長（岡本康裕君） 高齢者支援班主幹、答

弁。 

○高齢者支援班主幹（飯村友香君） ８番中瀬委員

の御質問にお答えさせていただきます。 

 昨年度の２月末現在で３１名でしたので、若干

減っているような状況となっております。こちらに

つきましては、町としましては、新聞広告に入れる

チラシの印刷のほうをお手伝いさせていただいたり

ですとか、防災無線等で新規会員募集、広報等に載

せているような形でございますけれども、なかなか

新規会員の登録に結びつかないような現状となって

いるところでございます。 

 当初、高齢者事業団ができた３０数年前とは違い

まして、働ける元気な方ですと、６０歳過ぎても企

業で働いていて、定期的に給料を頂いているという

方がいらっしゃいますので、定年退職してから高齢

者事業団にというところでつながらないような現状

となっているところでございます。 

○委員長（岡本康裕君） ８番中瀬委員。 

○８番（中瀬 実君） 確かに高齢者事業団につい

ては、昔とは違って、ある程度職場で長く働けると

いう条件が重なって、高齢者事業団になかなか入っ

てこられないという事情は分かります。ですが、高

齢者事業団での仕事の中身といったものが、私も新

聞広告で事業団で募集しているのは見ました。仕事

の中身を意外と分かっていないというか、例えば、

丸々１日の働かなかったら駄目だとか、そういった

詳しい中身等々については、今いる会員の中でうま

く、口伝えで会員募集をするとか、そういった方法

を取らないとなかなか、自分から率先して会員にな

るというのか、そういうのは難しいのではないとい

う気がするのですが、会員の中でお互いに会員同士

が誰かを募集するような形を取っているのですか。 

○委員長（岡本康裕君） 高齢者支援班主幹。 

○高齢者支援班主幹（飯村友香君） ８番中瀬委員

の御質問にお答えさせていただきます。 

 町のほうで支援しているところにつきましては、

先ほども答えさせていただいたとおり、広報ですと

か、新聞折り込みのチラシの印刷の支援というとこ

ろなのですけれども、現在、会員として現状登録さ

れている方、お知り合いだとかに声かけしながら、

新規の会員の方を募集していると聞いているのです

けれども、なかなか新規会員の登録に至らないとい

うところも会員の方は聞いている現状です。 

○委員長（岡本康裕君） ８番中瀬委員。 

○８番（中瀬 実君） コロナのときもそうだった

のですが、いわゆる仕事の中身が、例えば草刈りと

かいろいろ仕事の中身はあるのでしょうけれども、

昔は農作業の関係もあったのですが、年齢が皆さん

上がってきたということで農作業の関係はなくなり
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ましたよね。それはそれで仕方のないことなのです

が、結果的には、事業団に仕事を依頼する案件とい

うのは減ってはいないですよね。需要に応えられな

いということなのでしょうか。それとも今の人数で

何とかなるという状況なのでしょうか。 

○委員長（岡本康裕君） 保健福祉課長、答弁。 

○保健福祉課長（深山 悟君） ８番中瀬委員の御

質問にお答えします。 

 高齢者事業の実際には会員数、年齢、作業の質と

いう部分でいろいろと検討した経過でございまし

て、今現在は、高齢と会員数の関係で、農作業では

なくて軽作業、要は草取りとか除雪サービスとかと

いったような形に変革しているということでござい

ます。これにつきましては、事業団のほうでも中で

協議して、実際に体力的な問題がございますので、

年々、ハードな重作業のところは事業として実施で

きなくなってきたという形で聞いているところでご

ざいます。 

 新しい作業につきましては、数年前にほかのシル

バー財団とか、沿線の高齢者事業団のほうに視察に

行って、自分たちで何か、自分の体力的とか人数的

なものでできる仕事はないか視察に行ったところで

ございますけれども、いろいろあったのですけれど

も、本事業団のほうでは、ほかでやっているような

事業を実際には実施なかったという形でございま

す。 

 例えば富良野のほうでは、ホテルの清掃業務と

いったものを事業団で請け負っているというのも視

察しましたし、先進事例のほうもいろいろ調査しま

したけれども、事業団のほうで今の現状の作業に落

ち着いたという結果でございます。 

○委員長（岡本康裕君） ほか、ございますでしょ

うか。 

 ４番米澤委員。 

○４番（米澤義英君） １３９ページの保育事業費

のところで、給付費等についてお伺いいたします。 

 これを見ますと、特別支援教育・保育事業補助が

前年度は６００万円あったとかと思いますが、２０

６万４,０００円という形になっております。こう

いった極端な減額要素というのは、どういう事情な

のかお伺いいたします。 

○委員長（岡本康裕君） 子育て支援班主幹、答

弁。 

○子育て支援班主幹（末永由枝君） ４番米澤委員

の御質問にお答えいたします。 

 特別支援教育・保育事業補助につきましては、特

別支援が必要なお子様に保育士を加配する事業につ

きまして補助を行っているもので、対象になる児が

１年生になるなど、園を退園することによって児が

減っていることによって、今回は予算のほうを減ら

しているところです。 

○委員長（岡本康裕君） ４番米澤委員。 

○４番（米澤義英君） 保育全般についてお伺いし

たいのですが、町では、借り上げ、雇用の補助だと

かを出しているという状況が見受けられます。非常

に現場の保育園に至っては大事なのだということ

で、有り難いと、助かっていますということの話で

あります。 

 ところで、それでお伺いしたいのですが、今後、

国の政策の中で、全ての子どもを受け入れるという

ような政策も出てきました。今年度からかどうか分

かりませんが、ただ、そうなりますと、今でも現状

で保育士が足りないということになった場合、それ

が受け入れられるような体制というのは、かなり厳

しいのではないかと思いますが、この点についてお

伺いいたします。 

○委員長（岡本康裕君） 保健福祉課長、答弁。 

○保健福祉課長（深山 悟君） ４番米澤委員の今

後の保育体制の関係についての御質問にお答えしま

す。 

 今、国のほうでも、こども誰でも通園制度、実際

に保育士の人数と園児の比率の問題だと思います。

これにつきましては、保育士の職種だけではなく

て、専門職については確保がなかなか厳しいという

状態は、保育所のほうからも実際にその声は聞いて

いるところでございます。今後、国のほうでどんど

ん制度改正していったときに、それを受け入れる実

際の保育士という部分の人数については、大変厳し

いものということの認識で、大きな課題だと思って

いるところでございます。 

○委員長（岡本康裕君） ４番米澤委員。 

○４番（米澤義英君） さらにお伺いいたします

が、今の保育士不足が、足りないことによって、現

場ではどのようなことが起きているのかというとな

のですが、いろいろ聞きましたら、受け入れたいと

思っていても園児を受け入れることができないと。

上富良野町では、近年、毎年そうなのですが、転入

転出があって、途中から保育児の受け入れをお願い

したいのだけれどもという話も来るのだけれども、

ただ、事情が事情で、なかなか受け入れることがで

きないのだというような状況が聞かれます。こうい

う実態というのは、行政としてどのように把握され

ておりますか。 

○委員長（岡本康裕君） 保健福祉課長、答弁。 

○保健福祉課長（深山 悟君） ４番米澤委員の御

質問にお答えします。 

 今現在、認定こども園、４園のほうと協議した結

果、４月１日時点の状況については、保護者の希望
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どおり受け入れるという状態で聞いているところで

ございます。 

 ただ、それ以降、本町においては転出入が多く

て、４月２日以降に入園を希望しているという部分

については、ぎりぎりというような声を聞いている

ところでございます。ただ、実際に支援の必要な子

どもがいたり、ゼロ歳児の近い園児がいたりする

と、どうしても人数がプラスアルファないとなかな

か園が回らないという状態ということの想定は聞い

ているところでございます。ですから、園のほうで

もできれば加配したり、実際にシフトを回すとき

に、基準よりも多めに保育士を確保しなければいけ

ないという状態の課題は聞いているところで、その

確保がなかなか厳しいという状態で聞いています。 

 今、たらればの話ですから、４月２日の部分につ

いては、見込みでは言えないのですけれども、町と

して把握しているのは、４月１日時点では、保護者

の意向どおり全て受け入れるという状態で聞いてい

ます。ただ、それ以降の転出入による園児の移動に

ついては、その都度協議になる可能性が高いのかと

いう認識でございます。 

○委員長（岡本康裕君） ４番米澤委員。 

○４番（米澤義英君） 聞けば聞くほど深刻なので

す。借り上げ補助という形で、仮に加算を受けて対

処しようと思っていても、保育士が足りないから、

結局その分、支援に必要な子どものほうに回らなけ

ればならないと。だけれども、そうすると借り上げ

の補助というのは、一般の子どもには、必要だけれ

ども回らないと。その分があれば、特別支援の子ど

もたちに回さざるを得ないのだという問題。 

 もう一つは、町の借り上げ補助の基準というのも

見直さなければならないと思っていますが、まず、

現状、こういう問題があるというのは御存じでしょ

うか。特別支援のほうに回さざるを得ない。 

○委員長（岡本康裕君） 保健福祉課長、答弁。 

○保健福祉課長（深山 悟君） ４番米澤委員の御

質問にお答えいたします。 

 保育士不足によって加配が、本来、保育給付費で

給付を受けられる給付費が、保育士の人数の関係で

受けられない状態があるのかという部分について

は、把握しているところでございます。 

○委員長（岡本康裕君） ４番米澤委員。 

○４番（米澤義英君） 全体としていろいろと障害

が出てきているということなのですが、借り上げの

補助と加算補助ということで、基準額は全額出てい

る内容になっていますか、町のほうで。いわゆる

０.５とか１とか、そういう基準で支給されている

と思いますが。 

○委員長（岡本康裕君） 暫時休憩といたします。 

────────────────── 

午後 ３時１６分 休憩 

午後 ３時１８分 再開 

────────────────── 

○委員長（岡本康裕君） 休憩を解きます。 

 保健福祉課長、答弁。 

○保健福祉課長（深山 悟君） ４番米澤委員の教

育・保育給付費全般の部分の御質問にお答えしま

す。 

 先ほど質問で、２点だと思うのですけれども、雇

い上げの関係につきましては、認定こども園のほう

から申請のあったものについては満度、１００％出

ているということで、かかった分の賃金相当分につ

いては補助しているということで、御理解願いたい

と思います。 

 あと、教育・保育給付費で、簡単に言うと保育料

という形なのですけれども、そちらについては、園

児の１号、２号、３号の種類別の人数、それと、実

際に保育士の人数、常に変動要素があって、加配が

取れているか取れていないかという質問について

は、加配がしっかり受けられている月もあります

し、受けられない月もあるということで、月々で状

況によって変わっているというもので給付している

ところでございます。どれだけになっているのかと

いうのは、今その数字は持っていないのですけれど

も、ほぼ取れないことはないのですけれども、状態

によって、出入りの状況によっては、加配を受けら

れる部分が加配を受けられない月もあったという事

実はあるということで、御理解願いたいと思いま

す。 

○委員長（岡本康裕君） ４番米澤委員。 

○４番（米澤義英君） 当然保育士、児童の人員に

よって変わるということになっています。 

 そうしますと、言われているのは、他の自治体で

は、保育士確保のために自治体自身がきちっと準備

金、他の自治体から上富良野の保育士になりたいと

いうことで異動する場合、そこに対する準備金とい

う形で支援する自治体が、旭川市もそうなのです

が、している自治体が最近増えてきているのです。

やはり上富良野町も、保育園というのは町の大事な

資源でありますから、そこが園児を受け入れられな

いということになれば、今でも課題があります。も

う既に、この後についてはなかなか難しいというこ

とで、受けるのが困難になることもありますという

話もされている話なのです。 

 そういうことも含めて、自治体としても、こう

いった部分に対する準備金体制、保育士を少しでも

上富良野に来てもらって、その園が子どもを受け入

れるような体制をつくっていかなければ駄目だと思
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うのです。その点、町長、どのようにお考えでしょ

うか。 

○委員長（岡本康裕君） 保健福祉課長、答弁。 

○保健福祉課長（深山 悟君） ４番米澤委員の今

後の保育環境についての御質問に私のほうからお答

えします。 

 現場のほうでは、先ほどるる米澤委員のほうから

課題として出されたものは、現場としても大きな課

題として受け止めているところでございます。 

 私ども保健福祉課サイドにおきましては、基本、

待機児童を出さない。保護者が望む保育環境、これ

が一番望ましいと考えておりますので、今後、町村

ではなかなかないのですけれども、市のほうでは、

先ほど米澤委員が言った保育士不足のいろいろな課

題を解消するような制度もできておりますので、そ

ういったものは研修していきながら、実際に認定こ

ども園のほうと協議しなければいけない部分。 

 実際には、本当にこの町に来て保育士になってい

ただける方のニーズというものはなかなか分からな

いものでございますので、そういったものを研究し

ていきながら、この町で保育士になってくれること

につながるような制度を研究してまいりたいと思っ

ております。 

 以上です。 

○委員長（岡本康裕君） 町長、答弁。 

○町長（斉藤 繁君） ４番米澤委員の御質問にお

答えしたいと思います。 

 なかなか保育士に限らず、人材確保、保育所の問

題も、加配の問題とか、取れる取れないに関して

も、人材の確保が大きな問題かと思っております。 

 委員おっしゃることも十分理解しておりますの

で、今後に向けましては、しっかりと上富良野で働

いてくれるような方、エッセンシャルワーカーと言

われる部分をどう確保していくのかというのは大き

な問題だと思っておりますので、その辺は、調査・

研究はしっかりと進めてまいりたいと思っておりま

す。 

 以上です。 

○委員長（岡本康裕君） ４番米澤委員。 

○４番（米澤義英君） 本当に現場は大変です。今

言った保育基準で先生が配置されなければならない

と、園児がいなければ加算ももらえないと。かと

いって、保育士が入ってこないから、どうしても年

数の高い保育士で運営しなければならないと。そう

しますと、一定程度運営費が圧迫されるという話も

実際に出てきているのです。これは、保育における

国の加算だとか給付基準だとかというのを根本的に

見直さなければならないという問題も係ってきてい

るのだというところを、ぜひ町長、どこかへ陳情・

要望をぜひ訴えていただきたいと思うのです。町長

の熱い思いで答弁願います。 

○委員長（岡本康裕君） 町長、答弁。 

○町長（斉藤 繁君） ４番米澤委員の御質問にお

答えしたいと思います。 

 先日もこの問題について、富良野沿線で集まった

首長と、６区の代議士の方とその話題になりまし

て、こども誰でも保育、それは無理だよなんていう

現場の声はしっかり伝えさせていただきましたの

で、引き続き、機会があれば、その都度しっかりと

現場の、地域の声というのは届けていきたいと思っ

ております。 

 以上です。 

○委員長（岡本康裕君） ４番米澤委員。 

○４番（米澤義英君） 次に、お聞きしたいのです

が、扶助費の中で保育施設の主食助成という形に

なっております。主食助成ということで、これを見

ましたら、町民税の非課税世帯、認定こども園に通

う３歳から５歳児、３歳未満の１号認定の方も含む

ということで、生活保護は対象外という形になって

おります。 

 この部分について、認定こども園の食費実費負担

１,５００円助成しますという形に資料はなってい

るのですが、要するに、主食部分の補助対象を増や

して、もう少し主食部分の補助対象を第１子からに

するだとか、第２子からにするだとか、生活保護世

帯に限定することなく、見直しをする必要があるの

ではないかと今思っております。町でも一定部分助

成しながら、負担軽減に努めておりますが、今、国

のほうでも家庭庁という形で発足して、それに対応

した支援制度も出てくるかと思いますが、町独自で

も主食や副食に対する支援制度というのも拡充する

必要があるのではないかと思いますが、お伺いいた

します。 

○委員長（岡本康裕君） 町長、答弁。 

○町長（斉藤 繁君） ４番米澤委員の御質問にお

答えしたいと思います。 

 副食についての実費の軽減、免除等を含めてなの

ですが、低所得者以外にもという声ですが、町とい

たしましては、サービスを受ける方との負担のバラ

ンスというのは常に考えておりまして、確かにそれ

を副食を免除すれば子育て世帯の負担軽減にはなり

ますが、かといってどこまで軽減することができる

か、町としてバランスは常に取っていかなければな

りませんし、副食費については、給食費も絡みます

が、ある程度の負担を頂くのは仕方がないといいま

すか、食べ物ですので、食べた分は実費を負担して

いただくというのは、低所得者の方はもちろん軽減

しますが、それ以外については頂くという現行で問
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題はないかと考えております。 

 以上です。 

○委員長（岡本康裕君） ほか、ございませんか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（岡本康裕君） なければ、３款民生費の

質疑を終了いたします。 

 ここで、説明員が交代しますので少々お待ちくだ

さい。 

（説明員交代） 

○委員長（岡本康裕君） お待たせしました。 

 次に、１４６ページから１５９ページまでの４款

衛生費の質疑に入ります。 

 ５番金子委員。 

○５番（金子益三君） １４９ページのがん検診、

予防費についてお伺いいたします。 

 日本人の５大がんと呼ばれているものに対応して

いると思いますけれども、近年、上富良野町におい

ても膵臓がんに罹患されて、お亡くなりになる方が

非常に増えているのですけれども、特に、膵臓がん

は手遅れになりやすいですし、実は病後の生存率が

一番低いと言われているところでありますが、ここ

は、町の対応としてはどのように考えていらっしゃ

るでしょうか。 

○委員長（岡本康裕君） 健康づくり担当課長、答

弁。 

○健康づくり担当課長（星野 章君） ５番金子委

員の御質問にお答えします。 

 膵臓がんに関しましては、今うちでやっているが

ん検診に関しましては、国で科学的根拠、死亡率が

低いと認められているがん検診を行っておりまし

て、膵臓がんはその中に含まれておりません。膵臓

がんのほうにつきましては、特定健診でオプション

で今、腹部エコーを行っております。その中での発

見とかになるかと思います。 

 以上です。 

○委員長（岡本康裕君） ５番金子委員。 

○５番（金子益三君） ということで、オプション

で受診することは可能ということですか。 

○委員長（岡本康裕君） 健康づくり担当課長、答

弁。 

○健康づくり担当課長（星野 章君） 特定健診の

オプションとして対応することは可能です。 

 以上です。 

○委員長（岡本康裕君） ５番金子委員。 

○５番（金子益三君） 国で決めているところのも

ので今がん検をやっているということだったのです

けれども、具体的にリサーチしたのですけれども、

割りと上富良野に限らず、富良野沿線、膵臓がんで

亡くなられた方が非常に近年多いと聞いております

ので、こういったところの対応は、今後はオプショ

ンだけでしか対応しないということですか。 

○委員長（岡本康裕君） 健康づくり担当課長、答

弁。 

○健康づくり担当課長（星野 章君） 国のほうで

いろいろながん検診に関しては、テレビとかでも今

いろいろながん検診ができますというＰＲがされて

いるかと思うのです。国のほうで、有効性評価に基

づくがん検診ガイドラインというのがありまして、

そこで調査・研究を行っております。そこで、科学

的根拠があり、死亡率を減らすことができると認め

られたがん検診については、今後うちのほうでも５

種類以外にも検討していきたいと思っております。 

 以上です。 

○委員長（岡本康裕君） ６番林委員。 

○６番（林 敬永君） １５７ページですが、参考

に聞かせていただきたいのですが、簡易水道事業会

計助成費ということで６,６２４万７,０００円とい

うことで、負担金、補助と投資及び出資金というこ

とで細かく分かれているのですけれども、従前まで

は単純に、簡易水道事業会計への繰り出しという形

だったのですけれども、企業会計になると、このよ

うに一般会計からの出口をうたわなければいけない

のでしょうか。 

○委員長（岡本康裕君） 上下水道班主幹、答弁。 

○上下水道班主幹（廣瀨欣司君） ６番林委員の御

質問にお答えいたします。 

 委員も言われていますように、昨年度までは繰出

金としていましたが、法適用になる令和６年度の地

方公営企業法適用を踏まえまして、地方公営業法の

規定に基づく経費負担の原則というのがありまし

て、それに基づきまして、総務省の操出基準で算出

額を補助金と支出金、負担金、区分した額を負担す

るものとなっていることから、今回、別に分けて計

上してございます。 

 以上です。 

○委員長（岡本康裕君） ほか、ございますでしょ

うか。 

 ５番金子委員。 

○５番（金子益三君） １５３ページの新型コロナ

ウイルスワクチン接種に関わるところで、１８目、

新型コロナウイルス予防接種健康被害給付とありま

すが、差し支えなければ、何名いらっしゃって、ど

のような症状なのかお伺いいたします。 

○委員長（岡本康裕君） 健康づくり担当課長、答

弁。 

○健康づくり担当課長（星野 章君） ５番金子委

員の御質問にお答えします。 

 これに関しましては、昨年申請が上がった１件の
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給付の部分になります。具体的には言えないのです

けれども、接種部位の肩関節の炎症ということで、

今回、被害申請を上げまして、今まだ審査結果待ち

をしているところでございます。 

○委員長（岡本康裕君） １１番北條委員。 

○１１番（北條隆男君） １５５ページ、それか

ら、各会計予算説明書の火葬場の共同利用の件なの

ですけれども、説明書によりますと、負担額が１０

０％になっているのですけれども、中富良野は一切

持たないということですか。 

○委員長（岡本康裕君） 町民生活課長、答弁。 

○町民生活課長（山内智晴君） １１番北條委員の

御質問にお答えします。 

 基本的に、今回の改修に関する事業というのは、

原因者は当然上富良野なので、改修に関わる費用に

関しては、基本的にはうちで見るということで話は

進んでおります。 

 以上です。 

○委員長（岡本康裕君） １１番北條委員。 

○１１番（北條隆男君） ということは、電気設備

の工事も上富良野が全部負担するということです

か。 

○委員長（岡本康裕君） 町民生活課長、答弁。 

○町民生活課長（山内智晴君） １１番北條委員の

御質問にお答えします。 

 基本的には、今回の電気に関しましては、うちら

が行くことによって高圧に変えなければならないと

いうことで、うちが負担するということで話を進め

ております。そのほかの、例えば駐車場の街灯であ

るとか、そっちの部分はまだ何も話はしていませ

ん。そこは、１００％うちらが原因ということでは

ないので、それ以降の話はこれからの話になります

ので、御理解いただきたいと思います。 

○委員長（岡本康裕君） １１番北條委員。 

○１１番（北條隆男君） その電気工事の話は分

かったのですけれども、その先の話は、負担がある

程度決まらなければ、今ここで、はいやりますと

なったときに、その話が大体粗方見えなかったら、

先がなかなか決まっていかないのではないかと思う

のでます。負担割合を、お互いに。それは全然、こ

れからの見通しはまるきりないのですか。 

○委員長（岡本康裕君） 副町長、答弁。 

○副町長（佐藤雅喜君） １１番北條委員の御質問

にお答えします。 

 現在のところは、直接うちが原因となって、改修

を絶対しなければならないというものについては、

電気の部分だけということになってございます。で

すから、それ以降の運営費に関しては、今までもご

みやなんかでも、共同利用したときの一定のルール

がありますので、それに基づいて行うことになって

います。 

 今後は、修繕費ですとか、そういったものは入る

と。お互い、いろいろなことをやれば、我々だけで

はなくて、中富良野にとっても、そういった部分は

負担になるところですから、最低限、自分らが原因

者であるところの電気の、同時に２炉を動かせるだ

けの部分については、うちで１００％必ず見ますと

いうことでございます。 

 中富良野のほうも、どうせ金払うのだから何でも

いいということではなくて、きちんと財源について

は、中富良野のほうでも有利な起債ですとか、補助

事業とかいろいろ、持ち主は中富良野町ですから、

そちらのほうで一生懸命やっていただいて、少しで

も上富良野の負担を少なくするような事業の組立て

もしていただいておりますし、そういったところで

最低限の、絶対費用の部分については１００％見ま

すということでお話はついています。 

 今後、利用については、一定のルール、変な話、

一番分かりやすいので言えば、上富良野町が焼却ご

みを受け入れたりするときに、広域で一定程度の

ルールを持って、搬入量というのですか、利用の頻

度ですとか、そういったものに応じてやっているも

のがありますので、そういったものを基礎に、今後

いろいろと運用費やなんかは見ていきたいというこ

とでございます。とにかくスタートさせるために、

最低限必要な部分について、６年の設計、７年の工

事実施、電気を進めて一緒に取り組んでいくという

姿勢での合意でございます。 

○委員長（岡本康裕君） １１番北條委員。 

○１１番（北條隆男君） 内容は分かったのですけ

れども、後で休憩室をちょうすとか、増やしたいと

か、それから駐車場の問題もあるし、道路の問題、

あそこは道路は狭いですよね、物すごく。そういう

問題も出てきたときには、そのときに負担をお互い

で、五分五分にするのか、四分六にするのか、それ

は分からないけれども、そういう話合いは全然ない

ということですね、今のところは。 

○委員長（岡本康裕君） 副町長、答弁。 

○副町長（佐藤雅喜君） １１番北條委員の御質問

にお答えします。 

 先ほども申し上げましたように、これまでの経験

上、共同運用していくというもので、一定程度の割

合というのは見えているというか、予想がつくよう

なことでございます。北條委員おっしゃるとおり、

道路は、向こうの町の人もこっちの人も等しく通る

ところということになれば、あとは、利用頻度で、

二一で上富良野の利用のほうが多ければ、それに係

る費用はどうだと、財産は町道だということになれ
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ば、またいろいろと協議する内容は出ております。 

 ただ、何かやればお互いに負担が増えることです

から、とりあえずしっかり同時に稼働できる、そう

いう設備を整えるということになると思います。 

 今後も、うちのクリーンセンターもそうなのです

けれども、使っているうちに修繕とか改修というの

は、うちが入っただけでなくても、いろいろかかっ

てくる、使用すればということについても、そう

いったものもルールづくりをしっかりしていかなけ

ればならないことだと思います。い 

○委員長（岡本康裕君） １１番北條委員。 

○１１番（北條隆男君） それで、電気工事を再来

年度やるという場合、そのときには火葬場を休まな

くてはならないのです。そうなったときに、上富も

中富も、富良野とかに受け入れてもらうという考え

の下でこういう計画をして、それもどれぐらいの日

数というのも、全然その辺は考えていないのです

か。 

○委員長（岡本康裕君） 町民生活課長、答弁。 

○町民生活課長（山内智晴君） １１番北條委員の

御質問にお答えします。 

 まず、今回３５０万円、基本設計ということで、

今回この設計によって、どれぐらいお金がかかる

か、どれぐらい時間がかかるか、多分僕より北條委

員のほうが詳しいと思うのですけれども、高圧なの

で、キュービクルを置いてつなぐだけという、僕は

単純な発想ですけれども、それが何日かかるかとい

うのは僕は分からないのですけれども、そういう場

合において、どれぐらい日数が、向こうが休まなけ

ればならないというときも、上富はまだ稼働してお

りますので、上富で逆に受け入れるという形でや

る、また、富良野のほうが近ければ、富良野の火葬

場を使うという形で進む予定であります。 

 以上です。 

○委員長（岡本康裕君） ２番荒生委員。 

○２番（荒生博一君） 関連で伺います。３５０万

円の実施設計は了解しました。同両議員も話したと

おり、例えば上富良野から西山の場所を利用すると

いうと、まず入り口が分かりません。本当に通り過

ぎてしまうような小さな案内しかないということ

で、全体の予算を組むということに対して、今年度

は３５０万円という経費だけですけれども、例えば

令和７年には全体事業経費、道路、周知看板、休憩

所云々も含めて、両町間の協議がしっかりとなされ

なければ、令和８年の供用、たった２年しかないの

です。 

 ただ、炉を２炉使えるようにするというだけの工

事でしたら何も支障ないと思うのですけれども、利

用の利便性とか、そういったところで相当な配慮が

必要だと思うのですけれども、全体事業が示され

て、入り口で、まず２炉使用できるようにしますよ

うな計画というのが本来なされるべきだと思うので

す。その辺どうでしょうか。 

○委員長（岡本康裕君） 副町長、答弁。 

○副町長（佐藤雅喜君） ２番荒生委員の御質問に

お答えします。 

 確かに大きく全体をやりたいというのは、１回き

ちんと協議していますけれども、とりあえず、先ほ

ども申し上げましたように、最少の事業計画でもっ

て、まずしっかりと運転をして、本当にやむなくと

いうことになってというようなことでスタートを切

りたいという協議の中身でございます。お互いの負

担も含め、それから、やっていく中で、確かに、委

員皆さん行ったことがあるので、多分私も一緒に新

築の見学に行かせてもらったのですけれども、入り

口とかも狭いのです。ですから、そういった部分

も、本当にどこまでが必要なのか。もう１年、設計

中にまだ御相談する機会がありますので、そういっ

たこともしっかりと煮詰めていくことも、もう一度

担当レベルでもって再確認できるように取り組んで

みたいと思います。 

○委員長（岡本康裕君） ２番荒生委員。 

○２番（荒生博一君） 例えば供用開始時点では、

そういった周辺整備というのが間に合わず、そのと

き、例えば１年、２年かけて、最終的にここまでで

きるという計画がこの後示されるという認識でいい

のですか。 

○委員長（岡本康裕君） 副町長、答弁。 

○副町長（佐藤雅喜君） ２番荒生委員の御質問に

お答えします。 

 一定程度、先に分かるものについてはお示しする

こともできるかもしれません。ただ、例えば先ほど

北條委員がおっしゃった待合室の話なんかも、中富

良野町もコロナのせいで町の方の使い方が変わって

いるのです。そういったことで、ほとんどあそこを

使うことがなくなったというような形の下で、新た

にそこに一生懸命手をかけて広げたりというのは、

ちょっとまだ分からないというような状況でござい

ます。 

 うちの町も当然、昔はあそこでみんなお弁当を食

べていたのが、だんだんあれによって使わなくなっ

たりとか、今回、コロナやなんかの絡みもあって、

中富良野町も相当利用形態が変わってきているよう

です。そういったことも含めて、実際の利用の度合

い、まだお互いに把握し切れていないところがあり

ますから、お金があればフルセットで、できれば立

派なものにしたいという気持ちもあるのですけれど

も、そういったものは、様子を見ながら、本当に必
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要な部分をきちんと探り出すということで、やりな

がらでも新たに出てくるもの、出てこないものもあ

るのだということで、本当に必要最低限のところか

らスタートさせていただきたいという考えでござい

ます。 

○委員長（岡本康裕君） ２番荒生委員。 

○２番（荒生博一君） 再度確認しますが、８年の

供用開始時には、全て１００というコンプリートで

はなく、段階的に、両町間でのやり取りで改善を図

りながら運用したいという方向で間違いないでしょ

うか。 

○委員長（岡本康裕君） 副町長、答弁。 

○副町長（佐藤雅喜君） ２番荒生委員の御質問に

お答えします。 

 あらかじめ分かるものについては、頑張ってお示

しするようにしますけれども、今申し上げました利

用形態だとかといった部分で、中富良野町とまだま

だ相談する必要な部分がありますので、そういった

形で進めるということで、御確認いただればと思い

ます。 

○委員長（岡本康裕君） ほか、ございますでしょ

うか。 

 １２番小林委員。 

○１２番（小林啓太君） １５３ページ、母子保健

費に係る一番上から２段目、特定不妊治療費助成８

４万７,０００円に関してお伺いいたします。８４

万７,０００円の算定根拠をまずお伺いしたいと思

います。 

○委員長（岡本康裕君） 健康づくり担当課長、答

弁。 

○健康づくり担当課長（星野 章君） １２番小林

委員の御質問にお答えします。 

 これに関しましては、昨年補正予算で認めていた

だいた特定不妊治療の助成になるのですけれども、

５万円を上限として、１０分の７を補助するという

ことで、最大限３万５,０００円を単価として、２

０回分を掛けて、治療費の分と、先進に使った交通

費の助成の分を合わせまして８４万７,０００円と

なっております。 

 以上です。 

○委員長（岡本康裕君） １２番小林委員。 

○１２番（小林啓太君） 今お答えいただいた２０

件という根拠は、例えば今年度の実績などをベース

にしているのか、それとも他町や一般的な事例を

ベースに算定しているのかお伺いいたします。 

○委員長（岡本康裕君） 健康づくり担当課長、答

弁。 

○健康づくり担当課長（星野 章君） １２番小林

委員の御質問にお答えします。 

 昨年、この制度を実施するに当たり、道のほう

で、上富良野、今までの実績とかを踏まえてだと思

うのですけれども、道のほうで、上富良野町は大体

１５件予測されるだろうということで、一定の数値

を出していただいています。昨年は１５件の数値を

出していただいているのですけれども、いろいろ周

知しましたら、問い合わせが結構いらっしゃったも

のですから、そこにうちのほうで令和６年度は５件

足しまして、２０件という数値を算出しました。 

 以上です。 

○委員長（岡本康裕君） １２番小林委員。 

○１２番（小林啓太君） このような助成が使われ

ることは大変望ましいことだと思っております。た

だ、かねてから私もいろいろな場面で要望してきた

ように、今回この助成に該当するのは、先進医療を

適用したときのみの該当だと理解しております。 

 ただ、今回、今、町にも問い合わせがあったり、

道のほうから大体予測値で伝えられた件数などを含

めると、やはり町にそういう実態があるというの

は、この事業が昨年度始まってから、町としても認

識したところなのかと感じました。 

 これまでいろいろなところで質問、要望してきた

ときに、これまで相談の実績はないし、そういった

実態は把握できていないというのが、他町がやって

おります不妊治療というものに対する町としての助

成を行ってこなかった背景としてもあるのかと私自

身は思っておりましたが、今回このような実数も出

てきて、実際こういうことでお問い合わせもいただ

くようになってきたことで、今後、町として不妊治

療に取り組む御家庭に対して、町として独自のサ

ポートをしていく考えなどが、この６年度において

は検討されなかったのか、町長にお伺いいたしま

す。 

○委員長（岡本康裕君） 町長、答弁。 

○町長（斉藤 繁君） １２番小林委員の御質問に

お答えしたいと思います。 

 町独自のといいますか、予算に上げさせてもらっ

た以外のものも、他町村の事例なんかをいろいろ見

たり聞いたりさせていただきました。その結果とい

いますか、検討したかどうか、ほかの町の実態等は

いろいろ聞き及んでおります。 

 以上です。 

○委員長（岡本康裕君） １２番小林委員。 

○１２番（小林啓太君） 令和６年に向けて、ほか

の町の取組などは聞き及んだということでしたが、

上富良野町としては、今回予算に上がっている先進

医療に対応したもの以外は検討されなかったという

ことでよろしいでしょうか。 

○委員長（岡本康裕君） 町長、答弁。 
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○町長（斉藤 繁君） １２番小林委員の御質問に

お答えしたいと思います。 

 いろいろ他の市町村の状況等は聞き及びました

が、我が町としては、予算編成したこれで行こうと

いうことで決定いたしました。 

 以上です。 

○委員長（岡本康裕君） ２番荒生委員。 

○２番（荒生博一君） 予算書１５５ページ、ク

リーンセンターの管理費に係る部分で、予算の説明

資料の補足説明資料２番になりますが、一般廃棄物

最終処分場延命化検討ということで、計画期間が令

和６年度から１５年度ということで、もう一度説明

をお聞かせ願いたいのですが、この延命措置をする

ことによって、要は令和１２年３月３１日に埋立て

完了となる予定というのが、どれだけ延長になるの

かという、延長期間というのが記載されていないよ

うに思えるのだけれども、その辺もう一度確認させ

ていただいてよろしいでしょうか。 

○委員長（岡本康裕君） 町民生活課長、答弁。 

○町民生活課長（山内智晴君） ２番荒生委員の御

質問にお答えします。 

 今回の延命化検討業務と、その前のページの一般

廃棄物処理基本計画策定業務の二本立てで、今回、

最終処分場の延命化を図るということで、今回、施

設の改修を伴わない軽微な変更という形で延命化を

図る予定です。これも、測量して、最終的にどれだ

け埋立ての容量が減る、あと、不燃ごみを中富に

持って幾分の減量分とか、そういうものを全部計算

してのものなのですけれども、５年から７年、８年

ぐらいの計算になると思います。これは、つくらな

いとはっきり分からないですけれども、最低でもそ

れぐらいは、５年ぐらいは延命かけられると判断し

ております。最終的にどれぐらい延ばせるかという

のは、検討業務を行った結果で、最終的に量が確定

するということで、出るということで御理解いただ

きたいと思います。 

○委員長（岡本康裕君） ４番米澤委員。 

○４番（米澤義英君） これを見ていますと、事業

計画、実施計画書なのですが、令和６年度は１,６

００万円になっております。令和７年度もそうで

す。令和８年度は約２,０００万円という形になっ

ておりますが、あくまでもこれは、恐らくもう既に

耐用年数がどんどん切れてきて、部品そのものを造

らなければならないという状況ですから、どういっ

たところが損傷するのかというところを、もう既

に、現場の情報をつかんでいたら、もう分かってい

るような部分もあると、全部把握しているわけでは

ありませんが、いろいろな情報で分かってきまし

た。そういった事実というのは、なかなかここに反

映されにくい部分があると思いますが、実際壊れ

た、壊れそうだというものしか把握できていない状

況だけれども、しかし、それ以外に、もう耐用年数

が過ぎているという状況ですから、こことここは、

順次これから破損するということも当然織り込み済

みですね。 

○委員長（岡本康裕君） 町民生活課長、答弁。 

○町民生活課長（山内智晴君） ４番米澤委員の御

質問にお答えします。 

 現在、常に稼働している施設なので、ちょっと調

子が悪いというところも当然出てきているのですけ

れども、直接的な原因というのが、また全然違うと

ころにあったりするので、実際、ある程度の改修を

やったときに、ここもやっぱり駄目だというのは当

然出てくると思います。ただ、老朽化しているとい

うことで、一番は配管系とかベルトとか、そういう

ところは損耗しますので、確実に年数で減っていく

ということと、電気機械の部分もありますので、電

気機械の、それもヒューズとかがあるので、そちら

のほうは、現在しっかり動いていますが、いずれは

壊れる可能性はあるということで、一番は、焼却が

止まってしまうことがないように、常にすぐ交換で

きる部品を用意しながら対応を図っているというこ

とで、今回、当初に修繕費を上げさせていただいた

部分に関しましては、早急にやっていくのと、時間

が要するということで、今回、当初の、６年の修繕

費のほうは上げさせていただいております。 

 以上です。 

○委員長（岡本康裕君） ４番米澤委員。 

○４番（米澤義英君） 早急に、そういったことが

既に発生していて、修繕しなければならないという

のが分かってきている状況が見受けられますので、

すぐそういった状況に対応できるような、耳をそば

だてさせながら、早急に、本当に延命していかなけ

れば、壊れてしまってからではどうにもならない施

設ですから、その点、再度、もう一度詳細な実態調

査もしながら、対応していただきたいと思います

が、答弁を求めます。 

○委員長（岡本康裕君） 生活環境班主幹、答弁。 

○生活環境班主幹（濱村篤司君） ４番米澤委員の

クリーンセンターの改修、延命に係る質問について

御回答いたします。 

 現在、クリーンセンターのほうでは、長寿命化計

画が令和１１年度まで持っております。これも毎年

毎年施設の損耗度をメーカー、管理している業者、

町と三者で確認を行いまして、毎年損耗度によっ

て、次の年度に改修する場所を入れ替えして、見積

もりして予算の要求ということを行っております。 

 また、点検時点では発見できなかったものとか、
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今、課長からありましたように、突然壊れてしまう

場所などもあります。こういったところは補正予算

などで対応させていただき、施設のほうが止まるこ

とのないように適切な管理に努めてまいりたいと思

います。 

○委員長（岡本康裕君） ６番林委員。 

○６番（林 敬永君） １５５ページ、今、クリー

ンセンターの管理費関連ですけれども、一般廃棄物

最終処分場延命化検討業務ということで、測量費と

いうことでよろしいでしょうか、金額は。 

○委員長（岡本康裕君） 生活環境班主幹、答弁。 

○生活環境班主幹（濱村篤司君） ６番林委員の延

命化に関わる経費の質問についてお答えいたしま

す。 

 延命化業務としまして５６３万２,０００円を今

回計上しているところでありますが、その業務の内

容としましては、林委員おっしゃいましたように、

測量がまずあります。そのほかに、延命するに当た

りまして、どのような手法、かさ上げであったりと

か、ごみの埋め方など、こういったものの検討に関

わる経費、あと、国等へ申請をしていくに当たっ

て、計画の策定、この３本の柱の中で、業務の積算

をしております。 

○委員長（岡本康裕君） ６番林委員。 

○６番（林 敬永君） 積算内容は分かりました。

その中で、先ほど不燃ごみを中富良野に持っていく

というお話しをされていたのですけれども、不燃ご

み、今、クリーンセンターで処理できなくなるとい

うことなのでしょうか。 

○委員長（岡本康裕君） 町民生活課長、答弁。 

○町民生活課長（山内智晴君） ６番林委員の御質

問にお答えします。 

 今回、一般廃棄物のうち可燃ごみの部分を中富良

野町で受け入れるということで、その代替措置とし

て、中富良野町の最終処分場で不燃ごみを処理する

ということになっております。 

 ただ、うちの処分場は、あくまで一般収集した部

分のごみに関してでございますので、直接搬入や粗

大ごみに関しては、まだ再最終処分場のほう、当然

クリーンセンターのほうで処理ができますので、何

も使えなくなったという部分ではなく、中富との広

域処理の一環で、そういうふうになったということ

で御理解いただきたいと思います。 

○委員長（岡本康裕君） ６番林委員。 

○６番（林 敬永君） 不燃ごみを中富良野に持っ

ていく、中富良野の可燃ごみを上富良野で処分する

ことは、使用料を頂くのでいいと思うのですけれど

も、上富良野の不燃ごみ、収集したものを中富良野

に持っていく、その理屈、今聞いてもよく分からな

かったのですけれども、もう一度教えていただけま

すか。 

○委員長（岡本康裕君） 生活環境班主幹、答弁。 

○生活環境班主幹（濱村篤司君） ６番林委員の不

燃ごみの収集と埋立ての関係に関する質問について

お答えいたします。 

 今、上富良野町で出ている埋立てごみの量、ク

リーンセンターには毎年約８００立米程度、埋立て

が行われております。８００立米の約半分が家庭系

の収集したごみ、残り４００立米が直接クリーンセ

ンターに持ち込まれたものと事業系、業者が持って

きたものとなっております。このうち４００立米分

となる、一般家庭から収集されたものを中富良野町

に持っていくということになりますので、その分、

上富良野町のクリーンセンター、埋立処分場の延命

が図られるといったこととなります。 

○委員長（岡本康裕君） ６番林委員。 

○６番（林 敬永君） そうすると、今、延命計画

を図るということですから、その計画ができたら、

それは終わるということですか、中富良野のほうに

一般収集した不燃ごみを持っていくことは終わると

いう意味ですか、それともそのままずっと持ち続け

ていくということですか。 

○委員長（岡本康裕君） 生活環境班主幹、答弁。 

○生活環境班主幹（濱村篤司君） ６番林委員の質

問にお答えいたします。 

 まず、今ある上富良野町クリーンセンター、最終

処分場が運営されている間は２町で取り交わした協

定に基づいて、それぞれの施設で処分をしていくと

いうことになります。新しい施設ができた場合は、

この限りではないと考えております。 

○委員長（岡本康裕君） ６番林委員。 

○６番（林 敬永君） 新しい施設というのは、不

燃ごみは埋立てですよね。埋立ての用地整備を将来

していくということではないのですか。何か建物を

建てる予定を考えているのかどうか。 

○委員長（岡本康裕君） 町民生活課長、答弁。 

○町民生活課長（山内智晴君） ６番林委員の御質

問にお答えします。 

 ちょっと言葉が足りなかったかもしませんけれど

も、今ところ計画は特にありません。今ところ計画

があるのは、現在の最終処分場を延命化して使用し

ていくということで検討しております。中間処理施

設についても、現在の段階では、新設というのはま

だ手がけていませんが、現段階では、今、中富良野

町も最終処分場は全て埋立てしておりますので、そ

ちらのほうも施設、向こうも大分埋立地きんきんで

埋まっておりますので、お互いの施設が使える限り

の協定ということで、御理解をいただきたいと思い
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ます。  

○委員長（岡本康裕君） 暫時休憩といたします。 

────────────────── 

午後 ４時０６分 休憩 

午後 ４時０７分 再開 

────────────────── 

○委員長（岡本康裕君） 暫時休憩を解きます。 

 副町長、答弁。 

○副町長（佐藤雅喜君） ６番林委員の御質問にお

答えします。 

 基本的には、今の場所から全く新しい埋立地をつ

くるような計画ではないので、今の上富良野町の最

終処分場、それから中富良野町の最終処分場が、本

当に全くなくなるという話になれば別ですけれど

も、それが存在する限りは、これから一般収集する

燃えないごみについては中富良野町で受け入れても

らって、我が町の最終処分場、いろいろな方法をこ

れから検討するのですけれども、延命のためにかさ

上げだとか、土手をあれするとか、埋め方で延命す

るのと併せて、中富良野町に半分お願いすること

で、さらに５年を６年、７年、８年と延命したいと

いうことで中富良野町に、焼いてやるのだから、燃

えないものはお願いしますといって、中富良野町

も、焼いてくれるのだから受け入れますという話に

なったということで、お互い、中富良野町は、今ま

で埋めていた燃えるごみが減って、延命できるとい

うメリットもちゃんとあるので、それも４００立米

入ってしまうのですけれども、とはいえ、それ以上

の処理を上富良野町が燃えるごみでしますから、お

互いがウィン・ウィンになるために、燃えるごみは

上富良野、燃えないごみの一般収集は中富良野とい

うお約束をしたということでございますので、両方

の施設がある限りは、そのスタイルは変わらない

と。 

 今後の延命の計画にも、中富良野町に持っていく

分も加味して、何年もつのだと、何年余分に使える

のだという計画を立てるということで、御理解賜り

たいと思います。 

○委員長（岡本康裕君） ６番林委員。 

○６番（林 敬永君） 今のクリーンセンターは、

平成１１年につくって、そのときに町独自で将来処

理をすると、単独で。だから不燃の敷地も、用地自

体を広く買って、満杯になったところは、そこは覆

土して植林をして長く使っていくという計画でス

タートしていた。 

 それが今、そうではなくて、今のところがいっぱ

いになるのから、これから測量もして、今のクリー

ンセンターの敷地の中で新たな不燃物の最終処分場

の敷地整備をしたいと言っているのですか。そうで

はなくて、あくまでも中富良野町と一緒にこれから

共同でごみ処理をしていきたいと言っているのです

か。自分のところの不燃ごみは持っていく。そうす

ると、向こうに持っていけば、向こうに持っていっ

て処理するための処理料も新たに発生する。これは

どちらなのでしょうか、今言われているのは。 

○委員長（岡本康裕君） 副町長、答弁。 

○副町長（佐藤雅喜君） ６番林委員の御質問にお

答えします。 

 広域連合ではないのですけれども、ごみについて

は広域処理するということで、資源化のプラなんか

はもう既に中富良野町と協定して、生ごみは堆肥を

含め、そういったものの一環の中で、これまでも燃

えるごみについても南富良野町から受け入れたり、

広域でお互いに協力しましょうと、あまりあちこち

に施設をつくるのはもったいないのでというよう

な、広域連携の一環の中で、今回の中富良野町と

の、燃えるごみを受け入れますといったときには、

もう既に中富良野町から受け入れしているので、中

富良野町だけ高くしたりできないので、同じルール

でやっていくと広域で取り決めをしていることがあ

りますから、そういった形で受け入れていくという

ことの一環で、入れ放しではあれだから、中富良野

町も上富良野の延命に協力しますというようなこと

で、これまで全く単独でやっていたわけではなく

て、これまでも広域処理、みんなで協力し合って処

理しましょうという中の一環での､ごみの納め先、

埋める先、燃やす先が変わったということで、御理

解を賜りたいと思います。 

○委員長（岡本康裕君） １１番北條委員。 

○１１番（北條隆男君） 確認なのですけれども、

先ほど業者のごみも埋立てだか、不燃だかと言って

いませんでしたか。業者のごみは産業廃棄物だから

駄目だという確認、前から聞いているような気がし

たのですけれども。 

○委員長（岡本康裕君） 町民生活課長、答弁。 

○町民生活課長（山内智晴君） 北條委員の御質問

にお答えします。 

 事業系一般廃棄物、俗に言う事業系廃棄物ではな

くて、事業所から出る一般廃棄物のことです。すみ

ません。そういう意味です。町で出る普通の燃える

ごみとか、そういうのは一般廃棄物なので、事業を

やったことで生まれる産業廃棄物ではなく、本当の

一般廃棄物のうちの事業系ということで､事業系は

自分たちで処理する。 

○委員長（岡本康裕君） １１番北條委員。 

○１１番（北條隆男君） 先ほど業者の不燃ごみも

受け入れているという話していなかったですか。そ

の確認です。 
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○委員長（岡本康裕君） 町民生活課長、答弁。 

○町民生活課長（山内智晴君） １１番北條委員の

御質問にお答えします。 

 俗に言う､上富の収集業者、今２社、収集してい

るのですが、そちらは､一般家庭のごみステーショ

ンに出されたごみ等を回収して持っていくものに関

しましては、中富良野町に持っていきますけれど

も、直接搬入、自分のところの会社が直接クリーン

センターに持ち込むごみに関しましては、中富良野

町の最終処分場が直接搬入を認めていないので、そ

の部分に関しましては、引き続き上富良野町のク

リーンセンターで受け入れるということの回答でよ

ろしいでしょうか。 

○委員長（岡本康裕君） １１番北條委員。 

○１１番（北條隆男君） 産業廃棄物も受け入れて

いるということなのですか。 

○委員長（岡本康裕君） 暫時休憩といたします。 

────────────────── 

午後 ４時１４分 休憩 

午後 ４時１６分 再開 

────────────────── 

○委員長（岡本康裕君） 休憩を解きます。 

 ほか、ございますでしょうか。 

 １番佐藤委員。 

○１番（佐藤大輔君） １５７ページ中段の合併浄

化槽の設置整備等補助１,１９５万円につきまして

お伺いいたします。 

 事前に、令和６年度が最終年度で､１０基の設置

補助を予定しておりますというような説明を受けて

おりますが、事前にお伺いするのを忘れていて、令

和６年度を最終年度とした５年なり１０年という整

備計画があるという理解でよろしいでしょうか、お

伺いいたします。 

○委員長（岡本康裕君） 町民生活課長、答弁。 

○町民生活課長（山内智晴君） １番佐藤委員の御

質問にお答えします。 

 ずっと継続して行っておりますが、計画自体は５

年刻みということで、６年が最終年度ということに

なっております。 

 以上です。 

○委員長（岡本康裕君） １番佐藤委員。 

○１番（佐藤大輔君） 令和４年度の決算で見ると

６００万円ぐらい支出していたかと思うと、恐らく

５件ぐらいの補助があったのかと思っているのです

が、基本的に､大体町内で設置が進んで、そういっ

たニーズはもうないだろうという判断の下なのか、

あくまでも計画どおりなのか、その点お伺いいたし

ます。 

○委員長（岡本康裕君） 生活環境班主幹、答弁。 

○生活環境班主幹（濱村篤司君） １番佐藤委員か

らの合併処理浄化槽の整備の状況等に関する質問に

ついてお答えいたします。 

 令和５年度の整備も、今、時期が､雪が降って終

わりましたので、決算見込みとしては、７件整備し

ました。これで､令和５年度末の計画に対する整備

としては６８.２％の整備率となります。基数でい

くと３０７件、整備計画は４５０件。 

 令和６年度につきましては、今回予算を計上して

いるものは、合併処理浄化槽､５人をベースとし

て、１０基の整備を予定しております。これにより

７０.４％の整備率を見込んでいるところでござい

ます。 

 今年といいますか、ここ数年の推移を見ますと、

８割は新築住宅、残り２割が既存住宅、くみ取り式

から合併処理浄化槽へ転換といった形になっており

ます。今後も新築住宅、下水道処理区域外での新築

住宅は見込まれておりますので、ただ、大きく伸び

はないと思っておりますので、例年どおりの予算の

要求を行っているところでございます。 

○委員長（岡本康裕君） １番佐藤委員。 

○１番（佐藤大輔君） 確認なのですけれども、令

和６年度で最終で、令和７年度からは補助しないと

いうわけではなくて、また新たな計画が始まるとい

うことでよろしいでしょうか。 

○委員長（岡本康裕君） 町民生活課長、答弁。 

○町民生活課長（山内智晴君） １番佐藤委員の御

質問にお答えします。 

 先ほど言われたように、整備率というのは、当初

目標とした部分まで達しているのですが、引き続き

下水道供用区域以外に関しましては、新築はあると

思っております。ただ、それ以降、補助を行うか行

わないかという部分と、あと、計画を立てて国にお

金をもらうかという部分を来年度、６年度に検討し

て、継続するのであれば出すということで考えてお

ります。そんなに国の補助率が高くないので、その

部分の資料をつくってやるのか、町独自でやるの

か、やめるのかというのは、来年判断をさせていた

だきたいと思っております。 

○委員長（岡本康裕君） １番佐藤委員。 

○１番（佐藤大輔君） ちなみに、そういった情報

を得たときに、駆け込みで令和６年度でがさっと増

えたとき､補正対応するのかどうか確認の意味でお

伺いいたします。 

○委員長（岡本康裕君） 町民生活課長、答弁。 

○町民生活課長（山内智晴君） １番佐藤委員の御

質問にお答えします。 

 計画では、本来１３基まで対応できるようになっ

ております。５年間の計画と言ったのですけれど
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も、過去５年分の計画でも１３基に達していない部

分があるので、その部分に関しては、頭を下げて補

正をお願いしたいと考えております。 

○委員長（岡本康裕君） ６番林委員。 

○６番（林 敬永君） １５１ページの予防接種費

の中でお伺いいたしますが、事前要求資料３０ペー

ジに、令和６年度の乳幼児及び高齢者の予防接種の

自己負担割合ということで表を頂きました。その中

を見ておりますけれども、定期予防接種１０種類な

のか、１１種類なのか、ありますけれども、中に、

任意予防接種、おたふくとインフルエンザございま

すけれども、先般、一般質問で同僚議員も言われま

した帯状疱疹のワクチン接種をこの中に入れること

というのは検討できないのでしょうか、お聞きした

いと思います。 

○委員長（岡本康裕君） 町長、答弁。 

○町長（斉藤 繁君） ６番林委員の御質問にお答

えしたいと思います。 

 先ほどの一般質問でもお答えいたしました。帯状

疱疹につきましては任意の予防接種ということで、

帯状疱疹自体が伝染するわけではございませんの

で、公衆衛生上の必要性がまずないのです。それ

で、インフルエンザとおたふくと違って、これは蔓

延しますので、社会的利益というのがありますの

で、そういうことを考えて、価格の問題もありま

す。そういうことを勘案して、まだまだ検討中とい

うことです。 

 以上です。 

○委員長（岡本康裕君） ６番林委員。 

○６番（林 敬永君） 今、検討中ということで、

北海道においても令和４年１２月に、道議会におい

て国に対して要望書を出されたり、厚労省において

も既に定期接種の一部として、帯状疱疹ワクチンの

検討を始めておりますので、町長が言われている予

防は一番大切です。その中で、ぜひ町長には、引き

続き検討していただきたいと思います。 

○委員長（岡本康裕君） ほか、ございますか。 

 ４番米澤委員。 

○４番（米澤義英君） １４９ページの子どもの健

康診断等についてお伺いいたしますが、この間、町

としてもかみふっ子健診等を行いながら、肥満予防

だとかに努められてきました。それで、今後そうい

うものを含めて、今年度は重点的にどういうような

部分で健診等の受診率を引き上げようとしているの

か、また、課題等というのは、どういうものが課題

としてあるのか伺いたいと思います。 

○委員長（岡本康裕君） 健康づくり担当課長、答

弁。 

○健康づくり担当課長（星野 章君） ４番米澤委

員の御質問にお答えします。 

 すみません。確認させていただいてよろしいです

か。幼児健康診査ですとか、それともかみふっ子健

診になりますか。 

○４番（米澤義英君） かみふっ子健診は国保でし

たか。 

○健康づくり担当課長（星野 章君） 健康増進費

のほうになるのですけれども、両方。 

 幼児健康診査のほうは、健診としては、４か月、

１歳半、３歳と行っております。そのほかに７か

月、１０か月、乳児相談という形で行っているので

すけれども、こちらのほうに関しましては、ほぼ１

００％の受診率で、これ以上努力はないかと思いま

す。 

 かみふっ子健診につきましては、今、令和５年で

ちょっと下がって、７６.何％だったのですけれど

も、８０％を目指しております。学校長とかを通じ

まして、かみふっ子健診のＰＲですとか、かみふっ

子健診の結果をお返ししながら、学校とも協力しな

がら受診率、個別案内とかをしながら受診率を伸ば

そうとしているところであります。 

 課題ですけれども、乳幼児健診につきましては、

月例に見合った発達がなかなか難しいというか、月

齢にそぐわない子どもたちがちょっと増えてきてい

るというところで、いかにお母さんと子どもたちの

状況をしっかり確認しながら、家庭で発達を促すこ

とがどういうふうにしたらできるのだろうかという

ことをしっかりやっていきたいと思っております。 

 かみふっ子健診に関しましては、悪玉コレステ

ロールが高い子が増えております。もちろん小学校

５年生、中学校２年生でもメタボの子もいらっしゃ

います。その子たちと、小学校５年生、中学校２年

生に必要な活動ですとか食をどういうふうに、成長

発達に見合う活動だとか食をどういうふうに摂った

らいいのだろうかというところを、親子でしっかり

勉強する機会を通じながら解決に向かいたいと思っ

ております。 

 以上です。 

○委員長（岡本康裕君） ほか、ございますでしょ

うか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（岡本康裕君） なければ、歳出、４款衛

生費の質疑を終了いたします。 

 以上で、本日の日程は全部終了いたしました。 

 本日は、これにて散会いたします。 

  

午後 ４時２７分 散会  
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午前 ９時００分 開議  

（出席委員 １３名） 

─────────────────── 

○委員長（岡本康裕君） 御出席、誠に御苦労に存

じます。 

 ただいまの出席委員は１３名であり、定足数に達

しております。 

 これより、令和６年上富良野町議会予算特別委員

会、第２日目を開会いたします。 

 直ちに、本日の会議を開きます。 

 本日の審査日程について、事務局長から説明いた

させます。 

 事務局長。 

○事務局長（星野耕司君） 本日の審査日程につき

ましては、さきにお配りいたしました日程で進めさ

せていただきますようお願い申し上げます。 

 以上です。 

○委員長（岡本康裕君） １日目に引き続き、議案

第１号令和６年度上富良野町一般会計予算の歳入歳

出予算事項別明細書、６、歳出、１６０ページから

１６１ージの５款労働費、１７４ページから１８１

ページの７款商工費の質疑に入ります。 

 ４番米澤委員。 

○４番（米澤義英君） 商工観光という形でお伺い

いたします。１７５ページの負担金、交付金で、上

富良野の産業のにぎわい協議会負担という形になっ

ております。この事業等については、地域の産業振

興だとか地域のコミュニティという形で非常によい

かと思いますが、今年度は、この事業を使ってどう

いう内容の取組をされようとしているのか、この点

お伺いしておきたいと思います。 

○委員長（岡本康裕君） 商工観光班主幹、答弁。 

○商工観光班主幹（浦島啓司君） ４番米澤委員の

御質問にお答えいたします。 

 本年度の産業にぎわい協議会の取組といたしまし

ては、例年行っているものも大変多くなっておりま

すけれども、特に今年に関しまして、力を入れたい

ことに関しましては、地域発信事業ということで、

今回少し内訳のほうも増額させていただいておりま

すけれども、上富良野の特産品、様々なものがござ

いますが、これを町内外にしっかりと発信するとい

うことに注力していきたいということで、従来あり

ましたイベント、町内事業者、個人等が町外のイベ

ント等に町の特産品を持って参加するときに出店料

であったり送料であったりというところの一部補塡

するという制度がございました。なかなか利用実績

が上がったもので、これをしっかり制度化を含め

て、より多く活用していただけるような取組を、特

に力を入れて進めたいと考えております。 

 以上です。 

○委員長（岡本康裕君） ４番米澤委員。 

○４番（米澤義英君） この間の評価として、こう

いったにぎわいを行う協議会負担金という形で、一

定程度の成果だとか、そういう評価の下で、今回、

新たな取組という形になっているかと思いますが、

これ以外のところで何か新しい企画、例えば、いろ

いろ外から来てもらう方たちの発信の仕方だとか、

そういった工夫なんかもより細かくされるのかと思

いますが、この点を確認いたします。 

○委員長（岡本康裕君） 商工観光班主幹、答弁。 

○商工観光班主幹（浦島啓司君） 米澤委員の御質

問にお答えいたします。 

 もう一つ大きなコンテンツといたしまして、やは

り上富良野町のお酒、特にビール、上富良野産の

ホップと大麦を使ったビールというものが非常に特

色のある、町外の方にとっても、非常に訴求力のあ

るコンテンツとなっておりますことから、例年つ

くっております、かみふらのまるごとプレミアム

ビール、これをしっかり産量を確保して、町内の人

に味わってもらうのが実は一番の目的としてやって

いるのですが、一方、町外の観光客であったり、上

富良野ファンの方からのいろいろ要望も強いことも

ありますので、しっかりとその需要にも応えるとい

うことを取り組んでまいりたいと。 

 プラス、今年に関しましては、上富良野産のお

米、酒米を使ったお酒というのが、酒米で地域のお

酒というのは、恐らく初めての取組となろうかと思

いますけれども、町外の酒造ですけれども、これを

今回取り組んでいただいて、平成６年度初頭、来月

ぐらいにはそれができる予定になっておりますの

で、それも町民の方に楽しんでいただく、プラス、

町外の方を引き込むコンテンツとしてどんどん発信

してまいりたいと考えております。 

 以上です。 

○委員長（岡本康裕君） ほか、ございますでしょ

うか。 

 ７番茶谷委員。 

○７番（茶谷朋弘君） １７５ページの４、企業振

興対策費の中で、新規開業特産品開発事業補助で、

昨年度から比べると４０万円減になっているのです

が、それは、去年の予算に比べて使われていないか

ら減ということでよろしいのでしょうか。 

○委員長（岡本康裕君） 商工観光班主幹、答弁。 

○商工観光班主幹（浦島啓司君） ７番茶谷委員の

御質問にお答えいたします。 

 この新規開業につきましては、実は例年大変大き

な、たくさんの利用をいただいているところであり

まして、補正予算で追加させていただいている現状
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にございます。令和５年につきましても、同じよう

に、ほぼ倍増といったような形で増額させていただ

きました。 

 ただ、どうしても申請がそのときあるかないかと

いうのは、水物といいますか、そのとき蓋を開けて

みないと分からないということもありますので、当

面、受け入れるであろう金額を当初にて計上させて

いただいているところでございます。今回少しだ

け、４０万円減額になっているのは、実は補助項目

の中に、新規で開業する資金であったり、家賃補助

であったりというところがありまして、その中に雇

用助成というものが一つありました。これに関しま

しては、町内で起業したときに、雇用機会を創出し

た場合に、何人以上の正規職員の採用があったとき

に、その分を補塡しますというものがあったのです

が、実は、昨今の人材不足の中で、これに関しまし

ては、利用実績がなかったことと、今後も人材の取

り合いというのが正直なところでありますので、実

態としては、生産力、労働力というものを引っ張り

上げるということにしっかり注力しなければならな

いということで、新規開業と雇用の合わせた補助と

いうものでは、利用の見込みがないということで、

今回この４０万円については削除させていただい

て、新規開業のほうに注力するようにしておりま

す。 

 以上です。 

○委員長（岡本康裕君） ５番金子委員。 

○５番（金子益三君） 同じく関連で、新規開業、

特産品のところでお伺いします。非常に商工会でも

助かっているといいましょうか、人気のある事業だ

と。レギュレーション、企画といいましょうか、制

度の中で、基本的には新規開業であったり、新たな

メニューというところの導入に非常に助かっている

のですけども、もう少し幅出しができないかと思い

ます。この下に持続化補助があるのですけども、ど

うしても金額が差異がありますので、今行っている

事業から、まるきり新規の事業であったりとか、起

業される方への応援というのが基本的な目的でやっ

ているのが分かるのですけども、事業をリノベー

ションすることによって、企業の幅出しができるこ

とに対しての応援にもう少し使えるようにならない

か。 

 というのは、私、一般質問でも話させてもらった

のですけども、近年、国の事業承継だったりとか、

持続化に関しますほうがなかなか採択が、コロナ当

時に比べると非常に厳しくなっておりまして、なか

なか中小企業のほうをお願いしていっても、実際、

伴奏型でお願いしてもなかなかきちっと採択されな

いとか、満度に出ないというところが、近年非常に

顕著化しているので、こういう地方の中小零細企業

としては、町できちっとお支えしていただく、幅出

しが広くなることによって、廃業がなくなったりと

か、それから新たな展開に取り組むきっかけとなる

ことが多いと思うのですけども、そういうところの

幅出しというのは今後どうなのでしょうか、今年度

は。 

○委員長（岡本康裕君） 企画商工観光課長、答

弁。 

○企画商工観光課長（狩野寿志君） ５番金子委員

の御質問にお答えいたします。 

 委員、最初におっしゃったように新規開業、それ

から新商品の開発とかの補助、それから、商工会の

ほうで審査していただいています持続化補助、その

辺で補塡して、補いながらやっているところでござ

います。 

 現在のところ、今年で１２件ぐらいの申請があっ

て、いろいろなことをやっているところでございま

す。委員おっしゃる幅出しとか、職種とか業種に

よってもいろいろなものがあるのかなと思っており

ます。今後につきましては関係機関、特に商工会と

か、そういう方の意見も聞きながら、この制度の在

り方とかの形ももう一度検討する必要があるのかな

と思いますので、前向きに検討していきたいと思っ

ております。 

 以上です。 

○委員長（岡本康裕君） ７番茶谷委員。 

○７番（茶谷朋弘君） 実際に自分も間近で、商工

会にて、新規開業でこれを使ったという方から話を

聞いて、すごい助かっているという話を聞いている

のですが、実際に蓋を開けてみると数件になる、新

規開業で補助をもらったにもかかわらず、数年で閉

めてしまうお店が何件かあったりするのですが、補

助をあげた後の経営に関してのサポートみたいなも

のがあればいいなと思っているのですが、何かそう

いう考えはあったりするのでしょうか。 

○委員長（岡本康裕君） 商工観光班主幹、答弁。 

○商工観光班主幹（浦島啓司君） ７番茶谷委員の

御質問にお答えいたします。 

 確かに今回コロナの状況も挟んだということもあ

りまして、新規開業の補助金を過去に御利用された

事業者で、かなり経営に苦労、苦戦されている事業

者がいるということは聞き及んでおります。 

 ただ、新規開業に関しましては、一応その町の補

助側として、３か年の営業をしっかりやっているか

というところの追跡まではさせていただいておりま

す。その間の経営の安定化であったり、上向きで

あったりというところに関しましては、商工会の経

営指導であったり、もし金融機関の融資を受けてい
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れば、そちらの経営指導であったりというところに

委ねられているところでありまして、行政として

は、そこら辺の指導であったり、監督であったりと

いうところまでは及んでいないのが現状でありま

す。今後もそういった金融機関、商工会の役割に、

しっかりと町もサポートできるようにつないでいき

たいと考えております。 

 以上です。 

○委員長（岡本康裕君） ５番金子委員。 

○５番（金子益三君） 続けて聞こうと思って、

ちょっとぼっとしていたので。 

 町長にお願いしたいというか、確認したいのです

けれども、この事業は雇用の部分で４０万円減らし

たということは理解いたしました。実績にもなって

いるのですけれども、コロナ禍から少し回復傾向の

ある分野もあると思うのですけれども、そういった

ところでどんどん町の業者が、企業が元気に手を挙

げてきて、ちょっとこの予算では足りないとなった

ときに、そういった部分の追加の考え方というのは

あるのでしょうか。それとも、今年度はこれである

程度、打ち止めだというものなのか、その辺はどう

でしょうか。 

○委員長（岡本康裕君） 町長、答弁。 

○町長（斉藤 繁君） ５番金子委員の御質問にお

答えしたいと思います。 

 例年どおり応募が多い場合は補正で対応したい

と、そういう予定でおります。 

○委員長（岡本康裕君） ４番米澤委員。 

○４番（米澤義英君） 今のところでお伺いしたい

のですが、従来から望まれているところで、現状と

して、商工業がコロナの影響で非常に大変な状況に

置かれて、こういった新たな商品開発だとか、新た

な事業展開をするということで、非常にいいわけで

あります。 

 しかし、事業内容を見ましたら、いわゆる工業的

な要素という形で、いわゆる機械だとか、そういっ

たものを設備の中に入れなければならないだとか、

いわゆる商業よりも工業的要素というのか、そう

いったところの予算枠も増やしながら、もうちょっ

と事業枠の見直しというのも必要ではないかと思う

のです。 

 当然、飲食業でしたらサーバーだとか椅子だと

か、そういった購入が比較的多いのですが、ビール

業だとか、例えばワインをつくるだとか、いろいろ

な感じになりますと、分かりやすく言えば、そう

いった投資という面で、さらに投資が膨らむ要素が

あるという状況が上富良野でも見受けられます。 

 確かに他の補助だとか資金を借りれば対応できる

というのはあるのですよ。ただ、それにしたって利

息だとかいろいろなものがかかるわけですから、や

はりこういった部分で、多少なりとも、全部とは言

わないけれども、やはり枠を広げて支援をするとい

うことも必要ではないかと思って、この間のこう

いった支援事業なんかを見て感じているのですが、

そういった要素というのは、以前も申し上げました

が、今回は入っていないということで、早急にどう

のこのということではないにしても、やはり上富良

野が元気づいて、１人でも多くの事業者が新たな事

業を展開しようとしたときに、こういう大事な資金

を使いながら新たな事業展開できるということは本

当にいいことで、町の産業も活性化すると思います

ので、この点、答弁を求めたいと思います。 

○委員長（岡本康裕君） 商工観光班主幹、答弁。 

○商工観光班主幹（浦島啓司君） ４番米澤委員の

御質問にお答えいたします。 

 御指摘のとおり、上富良野町の個人事業者であっ

たり小規模事業者であったりという、出店、起業の

ほかに、大きな工業が参入してくると、非常に町の

経済にも大きな発展に寄与されるということが分

かっておりますので、ぜひそれについては進めたい

と考えておりまして、企業振興措置条例の中で認定

された一定規模の業態であったり、雇用形態であっ

たりといったところに、固定資産税の軽減であった

り、雇用助成であったりといった振興策に関しては

御用意しているところでございます。 

 一方、去年で利子補給の最終年となってしまいま

したことで、令和６年については予算化はされてい

ないといった現状にあります。これには、全く工業

であったり、そういった企業の立地、誘致に関し

て、なかなか呼び込めていないという実態もありま

すので、引き続き企業立地、誘致に関しては力を入

れてまいりたいと考えてございます。 

 以上です。 

○委員長（岡本康裕君） ７番茶谷委員。 

○７番（茶谷朋弘君） 先ほどの新規開業の補助金

の件に関してなのですが、空き店舗の有効活用も町

としてうたっていると思うのですが、先日、上富良

野高校の生徒たちとお話する機会があったときに、

上富良野の商店街の話をすると、高校生から上富良

野に商店街はあるのかと、商店街を知らないという

話を耳にするのですが、新規開業で空き店舗を利用

する方もいますし、そうではない、町から外れた場

所で開業する方もいらっしゃると思うのですが、新

規開業の補助金に併せて、町の商店街の空き店舗を

再利用するのに上乗せの補助金みたいなものがもし

あれば、商店街活性化につながるのかと思うのです

が、今後そういう可能性みたいな、予算化みたいな

のはあるのでしょうか。 
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○委員長（岡本康裕君） 企画商工観光課長、答

弁。 

○企画商工観光課長（狩野寿志君） ７番茶谷委員

の御質問にお答えします。 

 過去からも空き店舗の活用とか、空き店舗の運用

とかというのは課題に上がっているところでござい

ます。今後におきましても、空き店舗の活用に関し

まして、今回の新規開業の補助ですとか、そういう

ものを活用して、融資もありますし、そういうもの

を活用していただきながら、空き店舗を活用してい

ただくよう。また、制度とかというのは今後、研究

していかなければならない、いろいろな関係機関、

商工会とも研究していきたい、検討していきたいと

考えております。 

 以上です。 

○委員長（岡本康裕君） ８番中瀬委員。 

○８番（中瀬 実君） １７７ページの道道吹上上

富良野線のラベンダー等の管理についてお伺いした

いと思います。 

 この道路については、道路脇にラベンダーが植え

られていて、昔は道１００選にも選ばれたような道

路でありますけれども、最近のラベンダーの管理に

関しては、十分に行われていないのではないかとい

う気がするのですが、予算的にも若干増えています

けれども、そういった管理の状態は、手入れの関係

はどういうふうな形となっているのか、これからど

ういうふうにしていこうとしているのか、その辺の

ところをお伺いしたいと思います。 

○委員長（岡本康裕君） 建築施設班主幹、答弁。 

○建築施設班主幹（高松 徹君） ８番中瀬委員の

御質問にお答えいたします。 

 道道吹上線のラベンダー管理につきましては、こ

れまで上富良野町の高齢者事業団のほうで管理をお

願いして、除草や剪定、それから刈り取り等のお願

いしているところであります。ラベンダー自体は、

植栽は北海道のほうで、工事に併せて行いまして、

その後の維持管理については、町と北海道で協定を

結び、町が行うことの中で、これまで町が進めてき

ているところです。 

 実際の委託費の算定につきましては、前年度に事

業団の方と協議を行いまして、町が求める作業内容

について、どれだけの予算を持ってできるかという

ことは、協議の上、これでできるということで答え

ていただいたもので予算を計上しておりますし、作

業中につきましても、町のほうでも適宜巡回を行い

まして、作業内容の確認をしております。確かに実

態を見ますと、作業によるものというよりも、ラベ

ンダーそのものの、植えてから年月がたっているも

のもあります。長いものは１０年を越えようとして

いるものはありますので、その中で少し弱ってきて

いるもの、活力がなくなってきているものがあるか

なというものがありまして、それらが少し、何と言

いましょうか、景観を少し阻害している部分もある

のかなという気持ちは持っておりますけれども、管

理の作業自体につきましては、うちが求めている作

業を事業団のほうでも行っていると町では確認して

おります。 

 以上です。 

○委員長（岡本康裕君） ８番中瀬委員。 

○８番（中瀬 実君） 管理はあまり十分行き渡っ

ていないというのは、誰しも見ているところだと思

います。 

 それと、基本的に、まるきり枯れてしまったとい

うか、除雪の関係でなったのか分かりませんけれど

も、まるきりないところがあります。そういったと

ころについては、これは、道の管轄で植栽する、お

金が出なければ植栽はできないということなので

しょうか。 

○委員長（岡本康裕君） 建設水道課長、答弁。 

○建設水道課長（菊地 敏君） ８番中瀬委員の管

理についての御質問にお答えさせていただきます。 

 確かに委員おっしゃいますように、ちょっと管理

が行き届いていないというか、古損、枯れている部

分もあって見栄えは悪いと思います。 

 あと、欠株だとかの場所につきましては、除雪の

作業で、ちょっと傷んで枯れてしまった部分だと

か、過去の冬季の降雨、冬の雨で凍上、凍害で枯れ

てしまった部分もございます。毎年、北海道のほう

に移植・補植を含めて要望をいたしているところで

すが、道のほうなかなかお金も、  が悪いよう

で、重ね重ね要望していますが、そのような状況と

なっている次第でございます。 

 以上です。 

○委員長（岡本康裕君） ８番中瀬委員。 

○８番（中瀬 実君） 基本的に、道からのお金が

なければ植栽、新しく植えることはできないとい

う、予算がないというようなことでしょうけれど

も、ある部分については、きちんと管理をすれば、

それなりに道路の、十勝岳のほうへ向かってくる観

光客にとっても癒やし効果もあるわけですし、上富

良野町のイメージアップにもつながるといったもの

であると思っています。 

 そんな中で、まるきり枯れてしまっているとこ

ろ、先ほど言いましたけど、除雪の関係か分かりま

せん。それが本当に見苦しい状態になっています。

だから、そういったところについては極力、何とか

植栽できるような予算をお願いするような形を取っ

てもらわなければ、まるきりあそこ、ないならない
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で、ずっとなくしてしまえばいい。ところどころ

ちょこっと残ってみたりとか、ああいうのは見苦し

いので、そこら辺のところはきちんと管理するとこ

ろは管理するようにしていただきたいと思っていま

す。 

○委員長（岡本康裕君） 建設水道課長、答弁。 

○建設水道課長（菊地 敏君） ８番中瀬委員のラ

ベンナに関しての御質問にお答えさせていただきま

す。 

 たしか今年の除雪作業におきましても、機械でラ

ベンナをちょっと傷めているのも確認しておりま

す。それを北海道のほうも認識していることから、

併せて、傷めた分は委託業者のほうに補修という

か、移植を求めると言っていましたので、さらに上

乗せした中で、また北海道に移植の要望を重ね重ね

していきたいと考えております。 

 以上です。 

○委員長（岡本康裕君） １番佐藤委員。 

○１番（佐藤大輔君） 関連でお聞きします。高齢

者事業団の方が大変熱い中、作業されている姿をよ

く拝見しておりますので、本当にお疲れさまだと

思っております。 

 以前にも聞きましたが、結局、道に要望しない

と、要は欠株がある部分は、全部抜いたほうがきれ

いではないかというふうに、見ていて思うのです

が、そういったことも、我々としては権能としては

持ち合わせていないということで、よろしいでしょ

うか、確認します。 

○委員長（岡本康裕君） 建設水道課長、答弁。 

○建設水道課長（菊地 敏君） 確かに、ないなら

ないでいいのかなという、１番佐藤委員の御質問に

お答えさせていただきますけど、やはり自分の記憶

の中でも、最盛期というか、一番よかった時期、恐

らく七、八年年前になろうかと思います。町から十

勝岳の方向へ観光客を呼び込む上で、一番いい時

期、７月、確かにきれいな、片側ずっとラベン

ダー、紫色が続いていたという記憶もございます。 

 やはり上富のメインストリートというか、観光通

路でもございますので、今のところは、引き続き補

植を含めて、権能はうちにはございませんけれど

も、そちらのほうは北海道のほうに要望してまいり

たいと思っております。 

○委員長（岡本康裕君） ４番米澤委員。 

○４番（米澤義英君） 商業全体でお伺いいたしま

すが、町長、日頃から企業誘致というようなことで

表現されております。今回の、この予算にあるかど

うか分かりませんけれども、普通旅費だとか特別旅

費だとか、この予算の中に計上されております。 

 こういう状況の中で、非常に雇用、働く場所がな

いというような、アンケートでも結構寄せられてい

る、各種のアンケートで寄せられております。そう

いう形で、やはり人を呼び込むという点でも、企業

誘致というのは、商工会の計画の中にも、そういっ

た方向での呼び込みをこれからはもうしていかなけ

ればならないという形の表現も使われております

が、今年度に至っては、どのような働きかけをされ

ようとしているのか、予算には直接出てきておりま

せんが、お伺いいたします。 

○委員長（岡本康裕君） 商工観光班主幹、答弁。 

○商工観光班主幹（浦島啓司君） ４番米澤委員の

御質問にお答えいたします。 

 企業誘致に関しましては、これまでも同様、特別

旅費であったり、８節旅費の中で計上させていただ

きます旅費の範疇で企業訪問、新規のところもそう

なのですが、これまでに上富良野に企業立地してく

れた企業の本社であったりというところもありなが

ら、そのつながりを探ったり、もちろん新規の開拓

というところも含めて、町長なり担当なりというと

ころで働きかけをさせていただいております。 

 一方、企業振興の展開に関しましては、これまで

の大規模の工場立地といったところであったり、コ

ロナ禍を抜けて拍車がかかりましたリモートワーク

の推進といったところもありまして、企業立地に関

しましては、大規模の工場立地が必ずしも   で

はないというような時代、また、フェーズに入って

きているという認識もございますので、そういった

リモートワーク環境ですとか、そういったものも移

住・定住といったような施策と連携して、商工から

の取組、働きかけをしながら進めてまいりたいと考

えてございます。 

 以上です。 

○委員長（岡本康裕君） 町長、答弁。 

○町長（斉藤 繁君） ４番米澤委員の御質問に対

して私の方からも、今年度の取組といいますか、例

年の取組について御説明させていただきたいと思い

ます。 

 企業誘致は、新しい企業をがんと持ってくるとい

うのはなかなか難しいところなのですが、既存の企

業も含めて、今、上富にある企業も含めて、いろい

ろ関係を築いていって、新規に工場を拡張したり、

事業を拡大していくことも含めて、企業誘致という

ことで、企業の方には日頃から、東京に行ったとき

に、何かのついでとかも含めて、いろいろコンタク

トを取って情報交換しているところです。 

 そんな中で、新しいワイナリーもできますし、

ビールなんかも、まるごととか、いろいろな展開が

あります。ポークにしてもそうですし、今回、日本

酒も新しく、酒米でできますけれども、酒蔵ができ
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るわけではありませんが、いろいろな関係の中でい

ろいろなことが発展していくのかなと考えておりま

すので、今年も引き続き、企業誘致ができればベス

トなのですが、業務の拡大等を含めて、いろいろ企

業と会って情報交換していきたいと考えておりま

す。 

 以上です。 

○委員長（岡本康裕君） ４番米澤委員。 

○４番（米澤義英君） 企業誘致といっても、本当

に相手があることですから、なかなか厳しい状況が

あります。地理的条件が整っていなければ、なかな

か進出に向かないという状況があります。 

 それで、お伺いしたいのですが、そうすると、何

が大事になってくるかということなのですが、今、

ワインだとかお酒、ビール等があります。そういう

地元の産業、農産物に依拠したもの、そういった産

物で新たな商品開発してみたいと、上富良野に来

て、やはりそういう企業を積極的に呼び込む、単純

な話ではありませんけれども、そうして、やはり上

富良野町に雇用を増やす、あるいは小さい企業だけ

れども、上富良野の農産物などを生かしながら、そ

ういった新たな産業を興したい、地元の方もそうな

んですが、そういったところに対する積極的な新規

開発や特産品の開発などを含めた補助制度の充実と

いうものが、さらに必要になってきているのだと思

うのですけれども、こういったところについて再

度、町長に確認いたしたいと思います。 

○委員長（岡本康裕君） 副町長、答弁。 

○副町長（佐藤雅喜君） ４番米澤委員の御質問に

お答えいたします。 

 特に新規開業とか企業誘致のことで御質問いただ

きました。確かにこういった形で、新規開業事業、

上限１５０万円ですけれども、やることによって、

例年補正をお願いするぐらい、新たに開業したいと

いう意欲を持った方々がいらっしゃって、大変有効

に使えているのかなと思います。 

 ただ一方、たったの１５０万円というような事業

規模の方もいらっしゃるのは事実でございますの

で、そういったところに、例えば我々、大きな企業

だから１億円出せる、２億円出せるというようなお

金がないわけですから、米澤委員おっしゃったよう

に、いろんな意味で、規制緩和とか税の免除、控除

とか、そういった、実際に小さい事業所であれば、

一定程度の金額でかなり助かるということもありま

すけれども、そういった部分で、いろいろな規制が

あるところをいろいろ融通するような、協力ですと

か、それから、例えば遊休の町有財産を有効に活用

してもらうことを進めて、何か事業なりといったも

のを展開してもらうとか、そういった部分、少ない

財源の中で、全てを補助金ということではなくて、

いろんな部分で協力できることを、お話合いをしな

がらやっていくというのも大事なことなのかと思っ

ています。 

 それから、前の委員から御質問あったように、変

な話ですけれども、今、商業区域となっているとこ

ろが、表通りなのに普通の住宅が建ってしまってい

るような状況でございますから、そういった部分

で、その地域だけに固めようとしても、いろいろな

ところにお店を出すというようなことも、そういっ

た部分もいろいろ考慮すれば、例えば用途の部分で

もいろいろな変化が起きてきているのかということ

でございますから、そういったニーズや需要に合わ

せてきちんと対応してあげるということも、行政と

して、お金だけでなくて、一生懸命やっていかなけ

ればならないことだと思っていますので、いろいろ

な企業の方、それから事業の方が御相談に来たとき

には、そういったものをできるだけ、活発な経済活

動を後押しできるような協力というものもしっかり

考えてまいりたいと思っております。 

○委員長（岡本康裕君） ４番米澤委員。 

○４番（米澤義英君） ぜひそういう支援を多面的

に行いながら、上富良野に新たな、小さいけれど

も、新たな企業という形に来てもらう支援策が今大

事だと思います。 

 商工業でさらに訴えたいのは、何回も質問してい

るのですが、引き続き商工業の運営というのは厳し

い状況になっています。何度も申し上げましたが、

賃金を上げようと思ってもなかなか売上がついてこ

ない、売上が多少伸びたとしても、仕入原価等が高

くなって、思うような賃上げもできないと思ってい

るけれども、なかなかできないというような状況が

見受けられます。 

 今年度の予算の中には、そういった中小を支援す

る予算ではあるのですが、こういった物価高騰や賃

上げに対応するような予算というのは組まれていな

いような気がするのですが、こういった部分の支援

も含めた予算が計上されることも必要ではないかと

思いますが、この点、どのようにお考えでしょう

か。 

○委員長（岡本康裕君） 企画商工観光課長、答

弁。 

○企画商工観光課長（狩野寿志君） ４番米澤委員

の御質問にお答えいたします。 

 これまでコロナとか、そういう臨時創生交付金の

中で、コロナのときには対応させていただいたとこ

ろは何点がございました。今回の予算につきまして

は、特にハード面の事業の補助金ですとか、あと、

運転資金融資の関係については、予算として計上し
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てお願いしているところでございます。 

 委員をおっしゃったような中身につきましては、

町としていませんが、今後の中でいろいろ関係機関

とも協議していきながら、そういうのも進めていく

ことを検討していきたいと考えております。 

 以上です。 

○委員長（岡本康裕君） ５番金子委員。 

○５番（金子益三君） ちょっと教えてください。

１７９ページです。観光諸行事で実施計画のローリ

ングのものを見ますと、今年度、国、道の支出金が

４００万円ほど入っておりまして、８００万円と

なっているのかと思って、その下のほうを見ます

と、観光交流で観光振興計画事業の中のラベンダー

ライトアップで、※上富良野十勝岳観光協会補助に

３,５００万円という形になって、これは違うもの

なのか、まず確認したいのですけれども。 

○委員長（岡本康裕君） 商工観光班主幹、答弁。 

○商工観光班主幹（浦島啓司君） ５番金子委員の

御質問にお答えいたします。 

 観光諸行事負担のほうにつきましては、デジタル

田園都市構想の交付金を受納した上で、ラベンダー

フェスタの開催費用ということで計上しております

のと、観光協会のほうに計上しておりますのは、ラ

ベンダーライトアップ部分の運営であったり、設置

であったり、企画であったりというところも含めた

委託料的な負担としての支出がありますので、同じ

といえば同じでしょうし、一体となったものとして

運営しております。 

 以上です。 

○委員長（岡本康裕君） ５番金子委員。 

○５番（金子益三君） デジタル田園都市の中の部

分のものを観光協会に渡して、それで、３５０万円

の中でライトアップを運営するということ、同じ４

００万円の中身が、別々で合わせて７５０万円とい

うことではないですよね。 

○委員長（岡本康裕君） 商工観光班主幹、答弁。 

○商工観光班主幹（浦島啓司君） 別々にそれぞれ

金額については計上して、それを費用にかけると。

交付金につきましては、補助率が２分の１ですの

で、８００万円の２分の１、８００万円の、４００

万円というところで計上してございます。（「だか

ら、同じということですよね」と呼ぶ者あり） 

○委員長（岡本康裕君） 財政管理班主幹、答弁。 

○財政管理班主幹（上村正人君） 財源の話にもな

るかと思いますので、私の方からも少しお話しさせ

ていただきます。 

 今のお話からいきますと、ラベンダーフェスタの

ライトアップ事業の部分に、ラベンダーの里上富良

野ふるさと応援基金を４８０万円を入れておりま

す。今、商工観光班主幹のほうからお話のあった財

源と合わせて事業運営をしているような形になって

おります。 

○委員長（岡本康裕君） ５番金子委員。 

○５番（金子益三君） 聞き方が悪かっただけだと

思う。この３５０万円というのは、４００万円のう

ちの３５０万円なのか、別物なのかを聞いたので

す。実際、イベントの中にデジタル観光田園都市補

助が 400 万円入るのですよね、８００万円の２分の

１の４００万円が入るのですよね。その４００万円

のうちの３５０万円がライトアップに使うというこ

と。違うのですね、全く別なのですか。 

○委員長（岡本康裕君） 企画商工観光課長、答

弁。 

○企画商工観光課長（狩野寿志君） ５番金子委員

の御質問にお答えいたします。 

 ８００万円というのは、ラベンダーまつり６００

万円、北の大文字１００万円、雪まつり１００万円

を   て８００万円です。そのうちの４００万円

をデジタル田園都市創生交付金のほうから充当して

いるという形になってございます。残り３５０万円

というのは、また別で、ライトアップ事業として、

別にデジタルの交付金を入れているという形になっ

ていますので、別ということで。 

○委員長（岡本康裕君） 暫時休憩といたします。 

────────────────── 

午前 ９時４２分 休憩 

午前 ９時４２分 再開 

────────────────── 

○委員長（岡本康裕君） 暫時休憩を解きます。 

 ５番金子委員。 

○５番（金子益三君） 今のお金の流れは理解いた

しました。別な質問してもいいですか。 

 その二つ前で、１７５ページのロケサポートセン

ター運営に関わるところでちょっと教えていただき

たいのですけれども、何年か前からロケサポを企画

商工観光班の中で設定して、いわゆるいろんなロ

ケ、上富良野観光のロケだったり、衣装   とい

うところの一元化をここで行っていて、私も何回か

お世話になったことあるのですけれども、これ今年

度までなんのすか、半額の補助が来るというのが。

それもこれ見させていただきますと、１０５万円ほ

ど国から補助があって運営して、翌年以降は補助が

なくなって半額ぐらいの運営になっていくというよ

うなことなのですが、まず１点、そこは補助金は今

年度で終わりということですか。 

○委員長（岡本康裕君） 商工観光班主幹、答弁。 

○商工観光班主幹（浦島啓司君） ５番金子委員の

御質問にお答えいたします。 
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 計画の中では、令和７年から補助金が入らないと

いうことになっておりますが、実はこれは、ここま

で、令和６年の予算を計上しているところに関しま

しては、ロケサポート推進員の中で、ごめんなさ

い、ロケツーリズムです。ロケサポートの根幹にな

るロケツーリズムの、これを国交省、観光庁が推進

していたものの実行隊でありますロケツーリズム協

議会といった組織で、これまで人脈形成であった

り、権利処理の知見であったりというところの習得

に注力して、この３年、４年間やってきたものがご

ざいます。これに関しましては、ロケサポート協議

会の正会員として、年間５５万円の負担金を払いな

がら、参加させていただいているところなのですけ

れども、ここまでかなり多くの知見を得られたこ

と、映像業界にもある程度の人脈形成できたという

こともありまして、一つの成果はあったのかなとい

うところで、区切りにするのであれば、令和６年で

あろうなということから、計画上、実は決定したわ

けではないのですけれども、計画上は、この６年で

協議会を卒業して、その後は自力運営といいます

か、上富良野町なり、観光部門に関わる事業者です

とか、そういったものを巻き込んで、そういったロ

ケサポートについては継続していきたいという考え

から、実務的な金額の計上だけ、計画書のほうには

記載しているところです。 

 以上です。 

○委員長（岡本康裕君） ５番金子委員。 

○５番（金子益三君） 本当にこの間、今まで観

光、富良野から美瑛の中で埋もれていた上富良野町

も、いろいろな部分でメディアに、いい意味でさら

されるというか、上富良野を宣伝するものの媒体に

メディアを使えるようになってきて、そういった知

見を積み重ねてこられたのだと思います。 

 逆を言うと、今後もそういうところっていうの

は、パイプを非常に深く持っておかなければならな

いですし、あの業界の人というのは割りと、いつで

も新しいものを探してますし、逆に言うと、パイプ

が深くなると横のつながりがすごく多くなって、特

にプロデューサー系の人というのは新しい企画を探

してますから、何か特化したおもしろい観光地だっ

たり景勝地だったり、人だったり建物だったり、メ

ニューだったりがあると、どんどん加わってきてる

業界なんです。 

 なので、ぜひここは手厚い対策費というのが望ま

れますし、そのことで観光客が町に入ってきていた

だき、お金も回るし、経済も回る原因になると思う

ので、ぜひそれはやってほしいんですけれども、具

体的に、今まで知見を積んでいたりとか、分野の人

たちとのパイプをつないでいくことにお金を使った

のですけども、実際にロケに来る各メディアのプロ

デューサーだったり、ディレクターだったり、あと

ロケハン、シナハンの人が来ると思うのですけど、

そういったところの直接支援っていうのは、ここは

使えないっていうことなのですか。 

○委員長（岡本康裕君） 商工観光班主幹、答弁。 

○商工観光班主幹（浦島啓司君） ５番金子委員の

御質問にお答えいたします。 

 ロケハンであったり撮影であったりというところ

に来たスタッフなり演者であったりというところ

に、これまでどおり、アテンドであったり、そう

いったロケの直接的な支援というところには、引き

続き力を入れていきたいと思っている一方で、直接

的な支援、実は関東を中心に、首都圏から地続きで

ロケを呼び込めるようなところに関しましては、実

はその選択肢、何県に行こうか何県に行こうかとい

うところの選択肢の中で、うちにはこの補助金があ

りますよ、ロケに来てくれたら旅費をあげますよ、

いわゆるあご・あし・まくらと言われているような

食費であったり旅費であったり宿泊であったりとい

うところを直接負担しますというところを義捐に、

ロケを呼び込むという手法は、これは非常に有効な

ものとして確立しております。 

 一方で、北海道みたいな海を越えなければならな

いところというのは、逆に上富良野なり北海道で撮

影するというところまでが決まった事業者しかほぼ

来ないというのが現状にございますので、実はそこ

での直接的な金銭的な給付の効果というのは非常に

難しいといったものも実は現状としてとしてあるも

のですから、今のところはちょっとまだ。 

○委員長（岡本康裕君） ５番金子委員。 

○５番（金子益三君） 予算もかかることですし、

特に地続きの関東圏ならあるのですけれども。 

 実は、ちょっとおもしろい事例がありまして、首

都圏からかなり離れたところの、場所まで正式に思

い出せないので言わないですけれども、ＡＤさんい

らっしゃいという企画があるんです、町がやってい

ます。ＡＤを呼ぶと必ずそこで企画をつくってくれ

て、そういったところの、お金は出せないのですけ

ども、インセンティブとして、宿泊はちょっと出し

ますとか、ＡＤさんのお弁当は町で持ちますという

ことで、そうすることによって物すごくメディアを

呼んで大成功している事例があるのです。そういっ

たことも参考にしながら、せっかく築いていただい

て、知見も増やして人脈もつくったのであれば、閉

ざすことなく、ちょっとしたインセンティブで大

分、あちの業界の人たちは受ける気持ちが変わりま

すから、ぜひここは、せっかく構築されたものがあ

りますので、ぜひそこは、さらに粘度を上げるとい
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うか、ブラッシュアップするというかで、やったほ

うがかなり効果的なものになると思いますけれど

も、今後そういった動きがありますか。 

○委員長（岡本康裕君） 商工観光班主幹、答弁。 

○商工観光班主幹（浦島啓司君） 金子委員の御質

問にお答えいたします。 

 先ほどの私の答弁を自ら否定しまうようで、

ちょっと気が引けるのですが、実はロケの呼び込み

で、一番今実績を上げているのが佐賀県といったよ

うな情報もございます。そういった海を越えてのロ

ケ誘致に関しましても、手法によっては、おっしゃ

るとおりいろいろなインセンティブをすることで、

呼び込みにつながるということも現状としてござい

ますので、そういったこともぜひ研究しながら進ん

でいきたいと考えております。 

 以上です。 

○委員長（岡本康裕君） ほか、ございますでしょ

うか。 

 １番佐藤委員。 

○１番（佐藤大輔君） １７７ページ、広域観光事

業費の一番下の富良野美瑛広域観光推進協議会負担

１４０万円につきましてお伺いいたします。 

 こちらの協議会の中の動きとして、令和６年の動

きとして、我々の目に見えるような何か取組だった

り事業というものがあれば、伺いいたします。 

○委員長（岡本康裕君） 企画商工観光課長、答

弁。 

○企画商工観光課長（狩野寿志君） １番佐藤委員

の御質問にお答えいたします。 

 現在、作業部会のほうで新たな事業とかが進んで

いるところでございますが、今考えているのがアド

ベンチャーワールド、それらの企画を今もんでいる

ところでございまして、要するにインバウンドの取

り込みしようというようなことで、今、計画をして

いるところでございます。引き続き自転車を通じた

イベントで、そういうのも継続しているところでご

ざいます。 

 以上です。 

○委員長（岡本康裕君） １番佐藤委員。 

○１番（佐藤大輔君） 私、２年前に富良野美瑛の

ナシュナルサイクルルートの造成の会議に、途中か

ら参加させてもらいました。サイクリングガイドを

持っているところで、引っ張られて行ったのですけ

れども、そもそも東京かどこから来たコンサルが、

中間ぐらいまで出来上がったものに対して意見をお

願いしますみたいな、見たときに、もうこれ絶対無

理だろうというような、要は我々サイクリストから

したら、ちょっとこれは厳しいだろうというもの

で、結局それは不採択になったという経緯があっ

て、今、再度また再チャレンジしているという状況

にありますが、なかなか、結局のところまた現場の

人間を最初から入れるような形を取らなかったり、

ちょっと私はこの協議会に対して不信感を持ってい

るのですけれども、改めて、この協議会に所属して

いるメリットというものがあれば、もしやめるデメ

リットがあれば、併せてお伺いいたします。 

○委員長（岡本康裕君） 企画商工観光課長、答

弁。 

○企画商工観光課長（狩野寿志君） １番佐藤委員

の御質問にお答えします。 

 富良野美瑛広域観光推進協議会ということで、富

良野、中富良野、上富良野、美瑛を含んで、その中

での、最初はインバウンドの取り込みですとか、ま

た、広域でやる広告、宣伝をまとまってやるのがい

いのではないかということで、そういう協議会が発

足してきたわけでございます。 

 特に、佐藤委員の申した自転車についても、何年

か前のルート、道路にペイントして、あれもだんだ

ん薄れてきまして、今の、事業というわけではない

のですけれども、それの再度のペイントの仕方をや

ろうかとか、そういう形で、また広域で中で進んで

やっていこうということでやっております。 

 メリット、デメリットは多々あるのですけれど

も、私としては、広域で進んでいこうと、広域でな

ければできないことという、宣伝効果とかそういう

のもございますので、これからも協議会と地域内の

観光推進に向けて頑張っていきたいと思っておりま

す。 

 以上です。 

○委員長（岡本康裕君） ほか、ございますでしょ

うか。 

 １２番小林委員。 

○１２番（小林啓太君） 同様の１１７ページで、

上富良野十勝岳観光協会運営費に関してお伺いしま

す。こちらの協会運営費補助３,０２０万８,０００

円は、昨年の２,６２１万９,０００円から大体４０

０万円ほど上がっている数字になりますが、この上

がった要因をお伺いいたします。 

○委員長（岡本康裕君） 商工観光班主幹、答弁。 

○商工観光班主幹（浦島啓司君） １２番小林委員

の御質問にお答えいたします。 

 内訳の中で細かな増減があるところですが、一番

大きなところといたしましては、今回企画している

のが町の観光パンフレットといいますか、町の魅力

を伝えるもう一つの手段として、地球の歩き方とい

う、これは世界旅行をメインとした情報媒体といい

ますか、旅行本として全国の書店で扱われているも

のになるのですが、これは本来、ヨーロッパ、アメ
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リカですとかといったような、海外旅行に関する地

域、地域の歩き方について、深い取材に基づいて、

そこを掘り下げていくというような内容なのです

が、最近、国内版というのをつくり始めたというと

ころでありまして、ぜひ、これの上富良野版のパン

フレット版ということになろうかと思いますが、そ

れをぜひつくって、上富良野の魅力をしっかり、今

まで観光パンフレットは外に広くばって、上富良野

に来ていただくというような、ハッチ型のものと

なっておりますが、上富良野に着地したときに手に

取って、満喫していただけるというようなもの、も

ちろん上富良野の観光協会でつくっている既存のパ

ンフレットにもそういう機能はあるのですが、そこ

を地球の歩き方というブランドを生かした、付加価

値を一つ大きくつけて、まだ地域単体でのそういっ

た制作というものは、例はあまり少ないといったと

ころで、ちょっと早い取組としてやってほしいとい

うところで、観光協会のほうで、地球の歩き方上富

良野版を制作する費用として４００万円計上してい

るところでございます。これに関しましては、基金

を活用した予算計上ということで、今のところの予

定でございます。 

 以上です。 

○委員長（岡本康裕君） １２番小林委員。 

○１２番（小林啓太君） こちらの事前に要求した

資料のナンバー９の上富良野十勝岳観光協会運営費

補助の内容で、昨年のものと見比べたとき、どこで

４００万円の差額が出ているのかというのを見てい

たときに、大きく変わっているのが、真ん中下の誘

致事業の事業費のところが大きく変わっているのか

と確認していたのですが、今、御答弁あった部分に

関しては、ここの部分での計上という理解でよろし

いでしょうか。 

○委員長（岡本康裕君） 商工観光班主幹、答弁。 

○商工観光班主幹（浦島啓司君） １２番小林委員

の御質問にお答えいたします。 

 そのとおり、事業費の誘致事業費の中の小項目、

事業費の中の１,３８０万８,０００円の中にその金

額が計上されています。大変失礼いたしました。経

費区分のところで、記載について、新しいものだっ

たものですから漏れてりますけれども、この金額の

中に計上してございます。 

○委員長（岡本康裕君） ほか、ございますでしょ

うか。 

 ４番米澤委員。 

○４番（米澤義英君） 観光の面についてお伺いい

たします。このページを見ましたら、観光予算とい

う形で、一部観光諸行事等がありますが、全般的に

お伺いしたいのですが、今、町の観光振興計画案と

いう形で策定されていたという状況の中で、ジオ

ツーリズムと結びつけた、そういった観光、ジオ

パークに結びつけた観光や、あるいは地元の資源を

生かした観光開発という形の、恐らく小さな枠だと

思いますが、こういった取組というのは、新年度予

算の中では、予算規模としてはなかなか見えてきて

おりませんが、何かそういった方向での展開という

か、遊客に対する予算というのは今回見えません

が、町としてはどのように今年度は考えられている

のか、お伺いいたします。 

○委員長（岡本康裕君） 企画商工観光課長、答

弁。 

○企画商工観光課長（狩野寿志君） ４番米澤委員

の御質問にお答えいたします。 

 本町の観光というのは十勝岳、自然景観で、ジオ

が織りなす歴史ですとか地形、そういうものを織り

込んだサステナブルツーリズムみたいな、そういう

形で観光に訪れる方が大変非常に多くございます。 

 その中で予算には特に載せていませんが、そのほ

かに観光庁の補助ですとか、そういうのも活用して

いきながら、そういうお客さんを取り込んでいく。

冬場のインバウンドの方の、スキー客の方とか、そ

ういうことを取り込んでいくような、そういうよう

なことで事業を進めていきたいと。観光客を誘致し

ていきたいと考えているところでございます。 

 以上です。 

○委員長（岡本康裕君） ４番米澤委員。 

○４番（米澤義英君） 部分的には、一部実施され

ている事業所等もあるかと思いますが、やはりまだ

まだ未発展な部分があると思います。課題として、

今でもなかなか、部分的には改善されているのです

が、やはり本格的にこういったものを実施するとい

う場合、今の職員体制で、あれもこれもという形

で、恐らくできない部分もあるのではないかと僕は

見ているのです。そういったものを含めて改善しな

いと、立派に皆さん方、資質がありますから、ない

とは言っていませんから、申し訳ないです。そうい

うものを含めて、やはり体制強化していかないと、

こういったものに少しでも結びつけるような方向性

というのは大事だと思うのですが、そこら辺どのよ

うにお考えでしょうか。 

○委員長（岡本康裕君） 副町長、答弁。 

○副町長（佐藤雅喜君） ４番米澤委員の、大変心

配していただいた御質問でございます。確かに、役

場だけに限らず、地域も本当に担い手といいます

か、人が少ない中でいろいろな観光諸行事といった

ものについても、一生懸命取り組んで、盛り上げよ

うとしていただいているところでございます。役場

に限らず、こういった観光、特ににぎやかさの部分
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においては、マンパワーというものは大変貴重なも

のであると認識しておりますので、少ない中でも、

商工会の皆様、観光協会の皆様、それから事業を

行っている皆様と、どのような協力をして、効率的

に諸行事、イベント等を執り行うのがいいのか、そ

ういった経済団体の皆様とも、いろいろと知恵を出

し合いながら、話し合いながら、何とかそういった

にぎわいをつくり出していくようなものに努めてい

くしかないのかなと考えてございます。 

○委員長（岡本康裕君） ４番米澤委員。 

○４番（米澤義英君） 観光諸行事の中で、ラベン

ダーフェスタで、昨年実施されましたキッチンカー

などを呼び込んで、いろいろな諸行事が行われまし

た。また同時に、地元の食材を提供するということ

で、原則、そういった食材を提供するような事業者

でなければ出店が厳しいというような、一部声も聞

かれましたが、ちょっと誤解だったら失礼なのです

が、去年はそういう話があったのですが、今回は、

地元の出店業者が自由に出店できるような環境とい

うのも必要かと思いますが、事業者によっては、そ

ういった入手の手立てができないという事業者もい

るかもしれませんし、条件が合えば誰もが出店でき

るような環境を、キッチンカーと合わせてつくるべ

きだと思いますが、お伺いいたします。 

○委員長（岡本康裕君） 商工観光班主幹、答弁。 

○商工観光班主幹（浦島啓司君） ４番米澤委員の

御質問にお答えいたします。 

 昨年、令和５年のラベンダーフェスタに関しまし

ては、初めての、お客さんフルに入れたイベントと

いうこともありまして、一つ取組としては、町内事

業者であって、なおかつ、通常、飲食であったり、

そういったサービスの事業展開をされている方で、

なおかつ上富良野の食材を何かしら活用した上で御

出店いただきたいというのが一つの、一番大きな条

件としての設定でございました。 

 確かにそういった条件をつければつけるほど出店

のハードルは上がってくるのですけれども、昨年に

関しましては町内事業者も半分以上出ていただきま

して、それを補完する形で近隣のキッチンカーで

あったり、福祉事業所であったりというところに出

店いただいて、２万人の入り込みのお湯袋を満たす

ことに何とかつながったのかと考えてございます。 

 令和６年につきましては、一つのコンセプトとし

て、上富良野のラベンダーを見に来るというのはも

ちろんあるんのすけれども、特産品、特に上富良

野、その時期でしたらお肉であったり、ビールで

あったりという食を楽しんでいただくということ

は、一つの大きなコンセプトとして設定したいと考

えておりますので、メインとしては、ぜひそれに力

を入れた事業者に展開していただきたいといったこ

と。 

 一方、様々な事業者が気軽に出店できるというと

ころも、２段階ではないですけれども、そういった

ことで、ぜひ門戸は広げられるように、何とか実行

委員会、運営委員会の中でも討論してまいりたいと

思います。 

 以上です。 

○委員長（岡本康裕君） １番佐藤委員。 

○１番（佐藤大輔君） １７９ページの、今、観光

諸行事負担の少し上に展望台整備とあります。こ

れ、深山峠地区管理費の展望台整備ということで、

思い出の富良野の道路向かいの、八景のあるテラス

のような、あれが展望台、どのものを言っているの

か、お伺いいたします。 

○委員長（岡本康裕君） 建築施設班主幹、答弁。 

○建築施設班主幹（高松 徹君） １番佐藤委員の

御質問にお答えいたします。 

 こちらにあります展望台は、トリックアートのあ

る一帯。開発局が持っています駐車帯のそばにあり

ます展望台、深山峠コミュニティ広場と呼んでおり

ますけれども、あちらの展望台となります。 

○委員長（岡本康裕君） １番佐藤委員。 

○１番（佐藤大輔君） 予算説明資料では、解体実

施設計とありますが、解体しても更地にするという

計画ということでよろしいでしょうか。 

○委員長（岡本康裕君） 建築施設班主幹、答弁。 

○建築施設班主幹（高松 徹君） １番佐藤委員の

御質問にお答えいたします。 

 あちらの展望台は、昭和６２年建設ということ

で、既に３６年ほど経過しておりまして、建設当

時、あそこからの眺望というのは大変よろしかった

と思うのですけれども、年がたつと周りの環境も変

わりまして、眺望にも変化はあります。そういう部

分と、昨年もコンクリートの軀体が一部劣化して剥

がれてくるような、建物そのものの劣化もありまし

たので、将来の眺望も考えたときに、展望台という

機能というのは、この先、アップさせることは難し

いのではないかということで、解体という判断に至

りまして、令和６年の予算で解体の実施設計委託の

費用を計上しております。 

 以上です。 

○委員長（岡本康裕君） １２番小林委員。 

○１２番（小林啓太君） 同じ１７９ページの観光

事業費、十勝岳温泉地区振興対策費の委託料、登山

コース、冬季スキーコース整備に関してお伺いしま

す。こちらの予算も令和５年に比べると若干上がっ

ているかと思いますが、個人的には、すごく歓迎さ

れるべきことだと思っているのですが、上がった要



― 95 ― 

因をお伺いいたします。 

○委員長（岡本康裕君） 商工観光班主幹、答弁。 

○商工観光班主幹（浦島啓司君） １２番小林委員

の御質問にお答えいたします。 

 コース整備に関する委託料に関しましては、町で

使っている労務単価を参考に計算して、実際、何々

に幾らかかるというものではないのですが、お渡し

する金額として、町の人件費単価を用いておりまし

て、それの上昇によります委託料の増額となってご

ざいます。 

 以上です。 

○委員長（岡本康裕君） １２番小林委員。 

○１２番（小林啓太君） こちらは主に山岳会の

方々がされている委託に関してだと思うのですが、

以前、私も登山道整備にもちょっと参加したりした

ことがあったときにいろいろ話を、かなり大変な作

業ではあるのに、ほぼボランティア、または手弁当

でやっている実態をお伺いして、そのときにも、今

後、大きいお金ではなくても、ちょっと手伝ってく

れた方に対して、例えば町内で使えるような商品券

などをお渡しできたりすれば、もう少しこの組織に

とっても、そういうサポートをしてくれる人を呼び

込むのにもいいのではないかみたいな雑談もしてい

て、かねてから注目している予算ではあるのです

が、そういった登山道整備をお任せする山岳会に対

しても、もう少し負担を軽減できるような、そう

いった方向性というのは、この労務単価が上がった

こと以外に、方向性に関しては、協議や検討した経

緯はあるのかお伺いいたします。 

○委員長（岡本康裕君） 企画商工観光課長、答

弁。 

○企画商工観光課長（狩野寿志君） １２番小林委

員の御質問にお答えいたします。 

 小林委員の御質問とおり山岳会の方の中で整備を

させていただいております。この経費につきまして

も、町で持っている単価をもって、人員数を計算し

まして、山岳会と協議をしていきながら、この金額

を定めているところでございます。 

 委員がおっしゃいましたお食事代みたいなものと

か、そういうのも山岳会のほうで協議していきなが

ら、本当に整備するお金に充てるのか、お弁当代と

いいますか、そういうものに充てていいのかとか、

そういうのも協議していきながら、一応協議して、

これでいいという形で承諾をいただいて、予算計上

させていただいているところでございますので、今

後、山岳会のほうとも協議をしていきながら、進め

ていきたいと考えております。 

○委員長（岡本康裕君） ２番荒生委員。 

○２番（荒生博一君） １８１ページになります。

吹上温泉保養センターのヒートポンプの部品更新に

関してお伺いしますが、昨年初めてこの科目が出

て、昨年、備荒資金組合の利子分ということで、多

分予算額は８,０００円ぐらいだったと思います

が、いよいよ令和６年度から４９０万円、６年、７

年、８年の実計では、それぞれ同額を計算しており

ます。 

 たしか平成２２年がヒートポンプを設置した年で

あると記憶していますが、１４年目、経年劣化に伴

う部員交換ということですが、ちょっと入り口でお

尋ねしたのですが、幾らの費用で何本入れてあるの

か確認させてください。資料なかったら後でもいい

です。 

○委員長（岡本康裕君） 企画商工観光課長、答

弁。 

○企画商工観光課長（狩野寿志君） ２番荒生委員

の御質問にお答えします。 

 ２２年にやったのは間違いない。ボアホール方式

なのかＳＥ方式なのかもちょっとまだ頭の中に入っ

ていない状態になっております。昨年、備荒資金組

合のほうで工事を実施いたしまして、今回予算に載

せていますのは、その返済分、５年間かけて返済す

る分のお金を計算させていただいているところでご

ざいます。 

 系統的には７系統、給湯３系統の暖房４系統、そ

れらをそれぞれにサーモスタット、珪藻板でお湯と

暖房を使い分けながら運転をしているところでござ

います。井水を持ち上げて、その中でヒートポンプ

で温度変化しまして、それぞれに送っているという

ような設備になっているところです。 

 本数が何本打ったかというのが、今、資料がなく

て、後ほど調べさせていただきたいと思います。 

 以上です。 

○委員長（岡本康裕君） ２番荒生委員。 

○２番（荒生博一君） と申しますのも、当町で令

和７年６月竣工の病院もヒートポンプを同様に使う

ということで、ランニングコストの部分とかで参考

になるのかなということで聞かせていただきまし

た。一応、後ほど本数に関しては。（「打った本数

で」と呼ぶ者あり）打った本数、確認させてくださ

い。 

○委員長（岡本康裕君） 企画商工観光課長、答

弁。 

○企画商工観光課長（狩野寿志君） 申し訳ござい

ませんでした。私のほうで分からなかったものです

から。 

 ヒートポンプというのは、あそこは駆け流しのお

湯が流れていますので、そのお湯の温度と、その差

でもってヒートポンプを起こしてやっているという
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ことですので、井水とかボアホールで穴を掘ってい

ないというところでした。 

 以上です。 

○委員長（岡本康裕君） ほか、ございませんか。 

 ４番米澤委員。 

○４番（米澤義英君） １７９ページの保養セン

ターテラス改修という形で１３０万円予算が計上さ

れております。これは今年度だけの予算という形に

なっておりますが、その他、浴室の中を見ますと、

こちらの水と、上から滝のように流れる打たせ船と

いうか、その間に寝そべつて入る浴槽があるのです

が、ああいったところも全然手つかずという形に

なっていて、ここに今回出てきて、使わないのだっ

たら使わないということで、しなければならないと

思うのですが、ただ、お客さんとして、あのままで

置いておくということになると、印象的に非常に悪

い印象も与えるのではないかと思います。恐らくか

なり費用等もかさむのかと思うのですけれども、併

せて、そういった部分の改修等もまだまだ、建って

から大分年数が経過しておりますので、そのことに

ついてどのようにお考えなのか、その部分について

お伺いいたします。 

○委員長（岡本康裕君） 企画商工観光課長、答

弁。 

○企画商工観光課長（狩野寿志君） ４番米澤委員

の御質問をお答えします。 

 今回、予算に載せていますのが、屋上テラスの部

分の手すりが雪の雪庇によって流れ込むものですか

ら、その補修、それと防水のトップコートの補修の

工事費を見ております。 

 今、米澤委員おっしゃいました寝風呂のところの

タイル風呂だと思うのですけれども、そこが剥がれ

て非常に使いづらくなっているというところでござ

います。 

 白銀荘、委員おっしゃるとおり、補修等も進めて

いきながら、管理運営をしているところでございま

す。中につきましては、再度点検等をいたしまし

て、それをやってしまうと当然お風呂はストップに

なってしまうというか、使えなくなってしまうこと

もありますし、営業ですとかも見極めていきながら

修繕の方ほう進めていきたいと考えているところで

ございますので、御理解賜りたいと思います。 

 以上です。 

○委員長（岡本康裕君） ほか、ございませんか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（岡本康裕君） なければ、歳出、５款労

働費、７款商工費の質疑を終了いたします。 

 ここで、説明員が交代しますが、休憩を入れま

す。 

 再開、１０時半。よろしくお願いいたします。 

────────────────── 

午前１０時１６分 休憩 

午前１０時３０分 再開 

────────────────── 

○委員長（岡本康裕君） 休憩前に引き続き、委員

会を再開いたします。 

 それでは、次に、１６２ページから１７３ページ

までの６款農林業費の質疑に入ります。 

 ９番島田委員。 

○９番（島田政志君） それでは、１６５ページの

農業振興費の中の、今回の目玉と思いますけれど

も、特産農産物についての支援ということで、具体

的にどのようなことなのか教えていただきたいと思

います。 

○委員長（岡本康裕君） 農業振興課長、答弁。 

○農業振興課長（安川伸治君） ９番島田委員の御

質問にお答えさせていただきます。 

 農業振興一般管理費の農産特産物支援についてで

ございますが、こちらのほう、地域おこし協力隊に

よりまして、特産農産物の支援業務を行うものでご

ざいます。 

 町の町花でございますラベンダー、それからホッ

プ、アオジソ、メロン等の特産農産物の生産を支援

していただくということで、地域おこし協力隊を活

用するものでございます。昨年開始しました事業で

ございまして、昨年は３名の方が採用されて、年度

の途中でございますが、９月に１名、１０月に２

名、令和６年度につきましては、新たに２名を追加

する予定でございます。その予算としましては、合

計しまして２,６００万円の計上となっておりま

す。 

○委員長（岡本康裕君） ８番中瀬委員。 

○８番（中瀬 実君） 関連でお伺いします。特産

農産物支援ということで、協力隊を使って特産農産

物を振興していくということでありますけれども、

今説明があったラベンダー、ホップ、アオジソ、メ

ロン、これらの作物について支援をしていくという

ことでしょうけれども、お伺いしたいのは、ホッ

プ、アオジソ、メロンについては、これは一般的な

なりわいとして、作物として作られているのだと思

います。 

 ただ、ラベンダーについては、ラベンダーをなり

わいにしている農家はどのぐらいいるのでしょう

か。 

○委員長（岡本康裕君） 農業振興課長、答弁。 

○農業振興課長（安川伸治君） ８番中瀬委員の御

質問にお答えさせていただきます。 

 現在、ラベンダーを生産されている農業者は現在
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２件ございます。場所は、日新地区と静修地区であ

ります。 

 以上でございます。 

○委員長（岡本康裕君） ８番中瀬委員。 

○８番（中瀬 実君） ラベンダーの苗を立てて、

苗を育てているという理解でよろしいでしょうか。

今言われた２件。日新地区ともう一つの地域。 

○委員長（岡本康裕君） 農業振興課長、答弁。 

○農業振興課長（安川伸治君） ８番中瀬委員のラ

ベンダーに関する御質問にお答えします。 

 ラベンダーの生産については、苗を立てまして、

接ぎ木という形で生産する方法を取っております。

実質的に、今まで生産されている方は東中にいらっ

しゃいましたけれども、２件いたのですけれども、

３１年くらいにやめられまして、もう１件は静修と

いうことでありますけれども、その方は、始めたの

が令和元年に新規就農された方が新たにラベンダー

を生産しているところであります。 

 以上でございます。 

○委員長（岡本康裕君） ８番中瀬委員。 

○８番（中瀬 実君） 令和３年度のときにもらっ

た資料によると、作付面積は、ラベンダーは１.７

ヘクタールということですけれども、この面積が、

今現在、増えているのか現状維持なのか、お伺いし

ます。 

○委員長（岡本康裕君） 農業振興課長、答弁。 

○農業振興課長（安川伸治君） ８番中瀬委員のラ

ベンダーに関する御質問にお答えします。 

 ラベンダーにつきましては、今、中瀬委員のお手

元の資料から、生産の面積についての変更はないと

いうことでございます。 

○委員長（岡本康裕君） ８番中瀬委員。 

○８番（中瀬 実君） 特産品でありますから、一

般の我々農家の人がやっている作物とはまた違う作

物でありますので、ある程度のてこ入れは必要なの

だと思っています。これらの作物がこれ以上減少し

ないように、協力隊を使いながらやっていくことは

いいことだと思っていますが、これだけの作物をき

ちっとこれからも維持していくためには、作付面積

が減少するということは、これはまずいことなの

で、少なくても少しでも面積が増えるような、最低

でも現状維持できるような対策をこれからも取って

いっていただきたいと思っております。その件はそ

れでいいのです。 

 次、１６５ページです。こちらは、農業後継者対

策についてお伺いします。昨年度まではアグリパー

トナー推進設置負担金というのが６６万９,０００

円予算化しています。今年は全くありません。これ

については、いわゆる富良野農協ですけれども、富

良野農協の中にアグリパートナーの職員を配置して

いるわけですが、上富良野町としては、農協のアグ

リパートナーの人に対しての補助はしないというこ

とですか。 

○委員長（岡本康裕君） 農業委員会事務局、答

弁。 

○農業委員会事務局（林下里志君） ８番中瀬委員

の御質問にお答えいたします。 

 アグリパートナーの推進員の負担金の関係でござ

いますけれども、委員をおっしゃるとおり、令和５

年度までにつきましては、ＪＡとのアグリパート

ナーの相談業務の覚書を交わしておりまして、町の

アグリパートナーの推進業務を担っていただいてい

たところでございます。 

 ただ、ＪＡの相談員が令和５年度の年度中に亡く

なった以降、北エリア地区につきましては、農協の

相談員は、今現在も配置がされていないという状況

でございます。 

 この間、農協ともいろいろ協議をしてまいりまし

たけれども、相談員が不在ということもありまし

て、令和６年度の負担金の計上はしていないという

状況でございます。 

 ただ、アグリパートナーの対策事業につきまして

は、上富良野町のアグリパートナー協議会が中心と

なって、６年度につきましても継続して事業展開し

ていく予定でございます。 

 以上です。 

○委員長（岡本康裕君） ８番中瀬委員。 

○８番（中瀬 実君） 町の令和６年のいろいろな

計画の中に、農業後継者対策というのはうたわれて

いるわけです。当然のことながら、農業は基幹産業

だと言われています。今、少ない後継者、農業を継

ぐ人が少ない中で、その人たちが頑張ってこれから

も農業をやっていくためには、やはり伴侶を求めな

ければならない、求めたほうが経営的にもいろいろ

な点でもいいのだと思っています。それが、いわゆ

るてこ入れができなく、そういう対策が少しでも薄

れていくと、町の方向性とちょっと違ってくるので

はないかということと、それから、結果的には、農

業委員会でやっているアグリパートナー協議会、富

良野沿線で昔はやっていましたよね。それは今ない

ということですよね。となれば、やはり農業を守る

ためのそういう施策ができない、しないということ

は非常に残念なことだと思うのです。だから、そこ

ら辺のところは、やはり何らかの形で町としては、

農協の専門、担当者に対して助成はするべきだと私

は思っていますけれども、どうですか。 

○委員長（岡本康裕君） 農業委員会事務局、答

弁。 
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○農業委員会事務局（林下里志君） ８番中瀬委員

の御質問にお答えいたします。 

 農業後継者の担い手不足は、当然自分も理解して

いるところでございます。また、その対策について

は重要な問題だとも理解しているところでございま

す。 

 この間、農協ともいろいろ協議してきたところで

はありますけれども、ただ、相談員の配置について

は残念ながら行われなかったというところでござい

ます。 

 後継者対策の担い手につきましては、上富良野町

のアグリパートナー協議会中心に、これまで以上に

力を入れてやっていかなければならないという認識

でおりますけれども、ただ、農協とは、相談員はい

ないのですけれども、情報の連携は常に今後もやっ

ていくということで確認しておりますので、上富良

野町のアグリパートナー協議会中心となって、停滞

なく事業は取り組んでいこうという考えでおります

ので、御理解いただきたいと思います。また、農協

とも随時協議は図っていく予定でおりますので、御

理解いただきたいと思います。 

○委員長（岡本康裕君） ８番中瀬委員。 

○８番（中瀬 実君） 上富良野に今現在農業委員

会の中にあるアグリパートナー協議会の中で、いわ

ゆる今、局長が言われた、今後も引き続きそういっ

たことで力を入れていきたいということだったので

すが、具体的に今年どういう行事、どういう予定を

立ておられるのかをお聞きしたいと思います。 

○委員長（岡本康裕君） 農業委員会事務局、答

弁。 

○農業委員会事務局（林下里志君） ８番中瀬委員

の御質問にお答えいたします。 

 上富良野町アグリパートナー協議会、令和５年度

の事業でございますけれども、イベント活動につき

ましては、農協の交流事業ということで、イベント

で年３回されました。上富良野町のアグリパート

ナー協議会の事業につきましては、イベント事業

も、これまで参加対象ということで、後継者対策の

事業としての取組が主だったところではありますけ

れども、最近、コロナ禍でなかなか参加者自体も、

女性の方、男性の方も含めて、なかなか集まりにく

いというような状況を農協からも聞いてございまし

た。 

 それで、上富良野町アグリパートナー協議会で

は、アグリマッチングアプリを補助対象といたしま

して、アグリマッチという農業に特化したマッチン

グアプリがございますので、今年の秋、１１月にア

グリマッチの会員登録の女性を募りますということ

で、ぜひともこれを御活用くださいということで、

会員の皆様に周知したところでございます。 

 また、家族交流会をコロナ禍でずっとやっており

ませんでしたけれども、令和５年度は、今年度は

久々に家族交流会を実施したところでございます。

主に上富良野町のアグリパートナー協議会の事業に

つきましては、家族交流会、アプリの活用というこ

とで、今年度は実施したところでございます。 

 以上です。 

○委員長（岡本康裕君） ８番中瀬委員。 

○８番（中瀬 実君） いろいろな手立てで、マッ

チングアプリでも何でもいいのですが、そういうこ

とをやっていただければいいと思っていますが、

ちょっとここで確認させていただきたいのは、いわ

ゆる上富良野町において、農業後継者、いわゆる

パートナーを求める人、現在、それは農業委員会と

して、何人ぐらいいると思っておられるのかを確認

したいと思います。 

○委員長（岡本康裕君） 農業委員会事務局、答

弁。 

○農業委員会事務局（林下里志君） ８番中瀬委員

の御質問にお答えします。 

 今、上富地区の対象の方は男性３１名、女性３名

の３４名、自分のところでは名簿で管理していると

ころでございます。 

 以上です。 

○委員長（岡本康裕君） ８番中瀬委員。 

○８番（中瀬 実君） それだけの方がおられるわ

けです。ということは、今言われた３４人全員がす

ぐ結婚できるということではないかもしれません。

だけれども、これだけの方がおられるということ

は、結婚される可能性のある方がいるということ

は、町の農業をこれから継いでもらうためには、や

はり町も農業委員会も真剣になって取り組んでもら

わなければならないと思うのです。人任せでやるの

は私は駄目だと思います。町がやはりそれなりの覚

悟を持って、富良野農協に、上富良野町も真剣に

なって後継者を探しているのだ。または、そういう

いろいろな、マッチングアプリでも何でもいいんで

すが、そういったところに、とにかくお金を少しは

かけていかなければ、黙って見ているだけでは、い

つまでたっても成果は上がらないと思います。です

から、これからも、今までも真剣にやっていると思

いますが、これからも特に力を入れていっていただ

きたいと思います。 

○委員長（岡本康裕君） 農業委員会事務局、答

弁。 

○農業委員会事務局（林下里志君） ８番中瀬委員

の御質問にお答えいたします。 

 上富良野町アグリパートナー協議会が中心となっ
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て、今後も引き続き力を入れて頑張っていきたいと

思ってございます。 

 以上です。 

○委員長（岡本康裕君） ほか、ございますでしょ

うか。 

 １０番井村委員。 

○１０番（井村悦丈君） ちょっとさき話の関連で

戻るのですけれども、地域おこし協力隊ですが、今

年度、２月の下旬から３月５日までで何名の応募が

あったか教えてください。 

○委員長（岡本康裕君） 農業振興課長、答弁。 

○農業振興課長（安川伸治君） １０番井村委員の

地域おこし協力隊の関係についての御質問にお答え

させていただきます。 

 ２名の定員ということで考えておりまして、募集

をかけましたところ、現在４名の方が応募されてい

るということで、今後、面接等を経まして、決定し

ていきたいと考えております。 

 以上です。 

○委員長（岡本康裕君） １０番井村委員。 

○１０番（井村悦丈君） ４名ということですけれ

ども、２名だけ選考するということですか、とりあ

えず。 

○委員長（岡本康裕君） 副町長、答弁。 

○副町長（佐藤雅喜君） １０番井村委員の御質問

にお答えしたいと思います。 

 昨年もそうでしたけれども、例えば御夫婦でい

らっしゃった事例とかがあった場合には柔軟に対応

した前例もございますけれども、受入れする農家の

方が、一遍にたくさん来られても大変な部分もあり

ますので、そういったことも含めながら、面接をし

た上で、その方の意欲とかを見た中で、一定程度柔

軟に対応することは必要かと思っていますけれど

も、原則として、今のところ２名ぐらいが、農家の

方の受入れ、去年から既に３名入っていますので、

いろいろ農家にお願いする、受入れ側のこともあり

ますから、一遍に大勢、４名来たから、本当は４名

採るのがいいのかもしれませんけれども、一定程

度、２名を基準に、あとは面接をした中で、そう

いった意欲ですとか、本人のやりたいことと我々が

求めていることがきちんとマッチしているのかと

いったことを見ながら判断していくことになると思

います。 

 以上でございます。 

○委員長（岡本康裕君） １番佐藤委員。 

○１番（佐藤大輔君） 関連でお伺いいたします。

現在、去年の秋に採用された３名の方、恐らく、僕

の記憶では、個人事業主として、彼らに町として業

務委託するような形態での任用、採用だったという

ことでよろしいでしょうか。確認させてください。 

○委員長（岡本康裕君） 農業振興課長、答弁。 

○農業振興課長（安川伸治君） １番佐藤委員の地

域おこし協力隊の御質問にお答えさせていただきま

す。 

 委員おっしゃられるとおり、個人事業主というこ

とで、業務を委託するという形の契約をして、活動

をしていただくという内容でございます。 

 以上です。 

○委員長（岡本康裕君） １番佐藤委員。 

○１番（佐藤大輔君） 本当に４名の応募があった

ということで、非常にいい波が来ていると思って、

大変うれしく思っております。担当職員、特に今３

名の方に対する、お世話をされている担当職員の方

が非常に親切だということで、隊員の方も喜んでお

られましたので、そういった体制づくりもできてい

るのだなというところで評価させてもらいます。 

 お聞きしたいのは、募集要項を見たときに、今申

し上げた個人事業主として、町が業務委託をすると

いうパターンと、協力団体と雇用契約を結ぶとい

う、二つを選べるような形になっておりましたが、

基本的には、同じように個人事業主として、業務委

託するような形をイメージしているのか、それは本

当に選べていくのか、その辺のところ、詳細分かれ

ばお伺いいたします。 

○委員長（岡本康裕君） 農業振興課長、答弁。 

○農業振興課長（安川伸治君） １番佐藤委員の御

質問にお答えさせていただきます。 

 地域おこし協力隊との雇用と業務の契約の関係で

すが、まず、事業者に行って活動していただくので

すが、そちらの方の雇用を契約してもらう方法が一

つと、その場合、地域おこし協力隊員は従業員とい

うような扱いになりますが、ただ、町のほうと契約

するのは、事業主の方と業務のほうの契約をさせて

いただいて、その方を雇用していただくという方法

になります。 

 もう１点は、今現在進めている個人事業主として

活動していただく中の活動場所が、協力していただ

ける事業者ということで、協力の団体となっている

ところでございます。 

○委員長（岡本康裕君） １番佐藤委員。 

○１番（佐藤大輔君） 今、任用されている協力隊

の方と直接お話しさせてもらったときに、非常に

ホップのほうに興味があるのだというようなこと

で、任期途中で、実際ホップのほうにかなり    

 いただいて、恐らく今、個人事業主としての契約

というのが非常に合致しているのかなと思うのです

けれども、仮に最初、入り口として、そもそも今は

現状でも、要はフラワーランドにお世話になってい
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るということを思えば、協力団体との雇用契約を結

んでいるような形に近いのですけれども、そういっ

たところで最初に任用されても、途中で個人事業主

になりたいというような、そこからかなりの自由度

を持たせることって可能なのか、現状、可能なのか

どうか、お伺いいたします。 

○委員長（岡本康裕君） 農業振興課長、答弁。 

○農業振興課長（安川伸治君） １番佐藤委員の御

質問にお答えいたします。 

 地域お越し協力隊との現在の業務の契約のほう

は、１年ごとで、協力隊の方、３年まで延長されま

すので、基本的には年度当初から契約した場合、３

回の業務契約になります。途中の場合は４回という

ことにもなりますけれども、先ほど言いました事業

主に雇用される形に契約が変更できるかというの

は、あくまでも町とその方の契約行為が切れた段階

で、どのような方法を、また新しく結ぶかというこ

とになりますので、そこは、一旦、期限があります

ので、そこでもう一度選択してもらうということも

可能ではないかと考えているところであります。 

○委員長（岡本康裕君） １番佐藤委員。 

○１番（佐藤大輔君） あくまでも協力隊は、本当

に人材ではないということは、当然御理解いただい

ているところかと思うのです。選ぶ権利は向こうに

あって、神上富良野町がブラック自治体になるのか

ならないのかというのは、非常に大事な部分だとい

うことも都度私もお伺いしたり、自分の思いとして

お伝えしてきたところであります。 

 もう１回確認なのですけれども、１年ごとで、要

は契約が切れるので、その間、雇用形態というの

は、例えばもっと自由度の高い個人事業主のほうに

シフトしたいのだというような要望があった場合

は、それは可能だということでよろしいでしょう

か、お伺いいたします。 

○委員長（岡本康裕君） 農業振興課長、答弁。 

○農業振興課長（安川伸治君） １番佐藤委員の御

質問にお答えします。 

 基本的には、町の会計の関係上、契約期間が通常

であれば４月１日から３月３１日ということで、１

年間の契約期間で、当初、契約の条件を、もちろん

契約先と内容を決めまして、契約する形になりま

す。 

 ただ、いろいろな諸事情により、本人の申出が

あった場合には、当然協議して、それが正当な理由

というのですか、ある程度合理的な理由が成り立つ

ようであれば、契約の条文の中には、双方協議して

契約を結ぶということになっておりますので、そう

いった方法になるかと思っております。 

○委員長（岡本康裕君） ９番島田委員。 

○９番（島田政志君） ページでいくと１６９ペー

ジに該当するのか、こちらの質問書の中では、３５

ページに相当するのですけれども、有害鳥獣対策と

いうことで、ヒグマ対策ということでうたっている

のですけれども、具体的に、ヒグマですので、どの

ような対策を打たれるのか教えていただければと。 

○委員長（岡本康裕君） 農業振興課長、答弁。 

○農業振興課長（安川伸治君） ９番島田委員のヒ

グマ対策に関する御質問にお答えさせていただきま

す。 

 皆さんご承知のとおり、昨年、市街地のほうにも

ヒグマが発生しまして、新聞報道等でも、道内、昨

年餌がちょっと不足したところで、相当、本町に限

らず、周辺は相当の熊の出没がありました。 

 そのような対策ということを、今年度は必要では

ないかということで、今現在、鳥獣害の対策につい

ては、費用としましては、中山間事業、集落協議会

で予算を組みまして、中山間事業については、国と

北海道と町が費用を出して行って、地域活動として

行う事業でございまして、そちらのほうの主体とな

る団体、集落協議会のほうから、鳥獣対策協議会、

町で構成しています猟友会、それからＪＡ、町とい

うことで構成しています鳥獣対策協議会の方で対策

を行っているところであります。 

 実務的には、猟友会のほうで行っているというこ

とになりますけれども、そのような形を取って、対

策を取っているところであります。 

 質問がありましたヒグマに関しては、そういった

各関係箇所と猟友会との協議をこれまでも進めてき

ておりまして、その中で、今年度いろいろ対策、駆

除等の活動した中で、必要なものということで、熊

の箱わなを１基、それから監視用のカメラ１台、そ

れから、従事する人間の対策用の熊撃退のスプレー

ということで、それらを予算のほうに計上させてい

ただいたところであります。 

○委員長（岡本康裕君） ９番島田委員。 

○９番（島田政志君） 今のは、熊が出たときに鉄

砲で撃つとか、網で捕まえるとかということだと思

うのですけれども、できることであれば、鹿柵と

言ったら変ですけれども、要するに人間の領域に

入ってこないような対策というのはいかがなもので

しょうか。 

○委員長（岡本康裕君） 農業振興課長、答弁。 

○農業振興課長（安川伸治君） ９番島田委員の御

質問にお答えさせていただきます。 

 もちろん電気柵等の、そういったものは、熊の侵

入には非常に有効なものでございますが、それら、

今、出没する場所も毎回違うというような状況で、

電気柵を町内全域に巡らせるというのは、現実的な
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方法ではないかと考えておりまして、今後、そう

いった出没する場所が頻繁な状況であったり、確実

性が高いということが分かりましたら、そういった

ものも検討していくことが必要かと考えておりま

す。 

 以上です。 

○委員長（岡本康裕君） ５番金子委員。 

○５番（金子益三君） 関連で、今の獣害のところ

なのですけれども、町内の部分については、おおむ

ね中山間を使うということで、鹿だったり鳥だった

り熊だったりということの対応をされている。 

 実際的には、猟友会分の補助というのは非常に小

さい数字で、中山間以外のところで出ているのです

けれども、今ここで聞いていいのかどうか分からな

いけれども、串内牧場が近年すごい鹿の被害で、

せっかく牧草をやってもふんが入って、サイレージ

が駄目になったりということで、今、広域のほうで

も話が出ていて、何を言わんかというと、南富良野

の場所なのだけれども、広域の全部の牛屋さんから

行っているということで、向こうのほうで、これは

全５市町村に関わる猟友会たちの協力を得ないと駄

目だよねみたいな話が出ているのですけれども、そ

ういったときというのは、中山間の部分でやってい

る猟友会のほうの負担金から回すことというのはで

きるのですか。 

○委員長（岡本康裕君） 農業振興課長、答弁。 

○農業振興課長（安川伸治君） ５番金子委員の御

質問にお答えさせていただきます。 

 串内牧場、広域連合での串内牧場の鹿被害という

ことでございますが、実は沿線の農政会議の中で、

そこを集中的に検討するというような会議を設置し

まして、私も串内牧場の現地に行って鹿の状況等を

確認させてもらいまして、それが被害が顕著になっ

たのが今年度からということで、串内牧場のほうで

も頭数のほうを確認しまして、外側が国有林であり

ますので、そういったところの協議ですとか、そこ

の対策する方法、柵をつけるがいいのか、それと

も、ただハンターで捕獲するのがいいのかという検

討をいろいろ進めていく中で、やはり費用がどうし

ても発生いたしますので、そういった費用の面もい

ろいろ国、北海道などと検討しております。 

 今、その中では、南富良野の猟友会以外の地区の

猟友会も参加するような形も検討の中に入ってきて

おりまして、そこに実際に移動する費用ですとか、

撃った後の処理する報酬等、その部分も話の中では

出ておりまして、ただ、それぞれ市町村で持ってい

る予算では、なかなか広域のところの活動の費用と

いうのは難しいのではないかという話がありまし

て、その辺もあった中で、今現在進めているのは、

北海道のほうの費用が、特別対策ということで、６

年度の予算措置がされている中で、そういった費用

を使えるのではないかということで、今のところ

は、それぞれの市町村の駆除費用ではなくて、そち

らのほうの予算を検討していくというような、そう

いった考えで今進んでいるところでございます。 

○委員長（岡本康裕君） ８番中瀬委員。 

○８番（中瀬 実君） 私も関連で、鳥獣被害の関

係でお伺いします。 

 ヒグマが今年、指定鳥獣に指定されましたよね。

例えば、指定鳥獣に指定されることによって、例え

ば捕獲の条件だとか、いろいろな何かが変わるとい

うことは事前に知らされているんですか。 

○委員長（岡本康裕君） 農業振興課長、答弁。 

○農業振興課長（安川伸治君） ８番中瀬委員の指

定有害鳥獣の指定の関係の御質問でございますが、

今、環境省のほうで、指定鳥獣害ということで検討

を進められておりまして、今の目標としては、４月

に指定するという予定で進んでいるところでありま

す。 

 具体的な、指定されたらどうなるのかというよう

な内容につきましては、いまだそういった対策の内

容については発表されておりませんが、現在、指定

されているものの中で、鹿、エゾシカも含まれます

が、そちらのほうが指定されておりまして、そちら

のほうの対策の、主なところでいきますと、費用面

で国のほうで交付金として、国から支援されるとい

う内容が大きなところでございまして、何が対象に

なるかですとか、どういう方法ですとか、詳細な内

容についてはまだ発表されていない状況でございま

す。 

○委員長（岡本康裕君） ８番中瀬委員。 

○８番（中瀬 実君） 上富良野町においても、有

害鳥獣被害というのはかなりの面積で、令和４年度

のときの資料によると、上富良野町でも約１００ヘ

クタールの、熊、鹿、アライグマの被害が出ており

ます。その被害というのは、我々農家にとっては非

常に打撃を受けているわけですが、これらの捕獲対

策としては、先ほど課長が言われたような、熊を捕

るためのおり、それから、猟銃をもって捕獲すると

か、いろいろな方法があると思うのですが、そんな

中で、上富良野町の猟友会の、いわゆる猟銃を持っ

ている人は、当時の資料では２１名ということに

なっています。今も、いわゆる猟銃の免許を持って

いる方は２１名より増えているんですか、それとも

減っているのですか。 

○委員長（岡本康裕君） 農業振興課長、答弁。 

○農業振興課長（安川伸治君） ８番中瀬委員の御

質問にお答えさせていただきます。 
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 今現在、猟友会に加盟されている方が２８名ほど

おります。１名のみ、わなだけの駆除ということ

で、それ以外の２７名の方は全て銃器の許可をも

らって活動しているという状況でございます。 

 以上です。 

○委員長（岡本康裕君） ８番中瀬委員。 

○８番（中瀬 実君） 猟銃の免許を持っている方

が若干増えているということで、それはいいことな

のでしょうが、問題は、猟銃を持っている人の数で

はなくて、猟銃を持っている方がどれだけ捕獲をし

ているかということだと思います。 

 現実に、私もいろいろなところの話を聞くと、実

際、鹿だとか熊だとかといったものに活躍されてい

る方というのは限定的だという話を聞いておりま

す。免許を取っても結果的には、免許の持ち腐れ、

実際問題、捕獲をしていない猟銃所有者がいるとい

う話を聞いております。 

 その辺のところは、せっかく町もこういう免許を

取るために助成金を出しています。ですから、でき

るだけ、そういう免許を取った方が捕獲をするよう

なことにうまくつながるようにということは、猟友

会のところにうまく、活躍してくださいというよう

なことはやっておられるでしょうか。 

○委員長（岡本康裕君） 農業振興課長、答弁。 

○農業振興課長（安川伸治君） ８番中瀬委員の猟

友会上富良野支部の関係でございますが、委員おっ

しゃられるとおり、猟友会に加入されている方は、

銃の免許を持っておられる方ですが、狩猟と鳥獣害

の駆除というのは違いまして、狩猟自体は、趣味で

銃を持つという方法で、取るということで、そう

いった区分けがなされることになるわけですけれど

も、実質、駆除のほうの活動をされている方が、限

定的というのが、固定化されているということが実

際にはございまして、猟友会の打合わせを年２回ほ

ど話をさせていただいていますけれども、その中で

も、やはり若い方に極力駆除の協力をお願いすると

いうことを、こちらのほうからお願いしておりま

す。 

 実際、駆除に対しましては、町のほうで２年間の

間、緊急事態を想定しまして、実施隊というものを

町から委嘱して、お願いしているところがございま

す。そこの方は、２０名が協力していただけるとい

うことで、ただ、委嘱を受けましても、実際、皆さ

ん、お仕事をされている方が、緊急事態で来てくだ

さいというのが、やはり難しい部分もございます

し、ふだんの駆除する活動についても、なかなか時

間を避けないというようなこともお聞きしておりま

すので、可能な限り、可能な時間というのですか、

御協力をお願いするというような方法を、今後にお

いても続けていくということで考えておりますの

で、御理解いただきたいと思います。 

○委員長（岡本康裕君） ほか、ございますか。 

 １０番井村委員。 

○１０番（井村悦丈君） ただいま鳥獣害のお話で

したけれども、猟友会のほうから補助金が足りない

というような申立てを聞いておりまして、熊出没時

の見回りとかに出た場合の費用弁償とか、また、最

近、弾も高くなってきている中で、あまり無駄に撃

てないし、後処理等とかも、地先の人の協力が欲し

いとか、いろいろ要望があるのですけれども、この

辺どうなのでしょうか、お伺いします。 

○委員長（岡本康裕君） 農業振興課長、答弁。 

○農業振興課長（安川伸治君） １０番井村委員の

御質問にお答えさせていただきます。 

 委員おっしゃられるとおり、猟友会の方からは、

そのような要望というのが令和５年にありまして、

今、物価高騰の影響を受けまして、特に弾の値段が

非常に上がっていて、しかも、弾は国産ではないの

で、輸入されているという関係で、非常に入手が難

しい部分もあるというような内容の要望を、問題点

をお聞かせいただいております。 

 また、出没した情報を基に、見回りというのは、

当然職員も行きますが、猟友会の方も協力いただい

て、パトロール等を進めております。しかし、パト

ロールに関しては、準備ということで、かなりの距

離を走っていただいているのですが、今のところ費

用としては出ていないということで、それが結果の

部分で、駆除費用ということでお支払いするという

ような方法になっているということでございます。 

 そういった中で、６年度につきましては、そう

いった猟友会の要望を受けまして、今まで、先ほど

言った中山間事業から猟友会に行く費用として、一

応単価のほうを設定しておりまして、鹿１頭当たり

６,０００円ということで、駆除費用を出していた

ものを、１,０００円値上げするということで、７,

０００円ということでお話ししているところであり

ます。 

 今後については、先ほど言ったパトロールですと

か、それから、特に処分費用の面もかなり苦慮され

ているということをお聞きしておりますので、今

後、実態等を調べまして、検討していきたいと考え

ているところであります。 

 以上です。 

○委員長（岡本康裕君） ほか、ございますでしょ

うか。 

 ９番島田委員。 

○９番（島田政志君） 猟銃の話というか、熊の話

ではないのですけれども、１６７ページの農地中間
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管理事業について、お願いしたいと思います。 

 農地法の変更というか、改正というか、改悪とい

うか、農地を売買するに当たっては、中間管理業者

を通さなければいけないということで、なぜなのか

と、私が思うには、デメリットは多いにしても、メ

リットは少ないのかなと。今年は１万２,０００円

ということなのですけれども、業者を使うことに

よってどういったコストが発生するのか、それも含

めてお願いしたいと思います。 

○委員長（岡本康裕君） 農業振興課長、答弁。 

○農業振興課長（安川伸治君） ９番島田委員の農

地中間管理事業の費用に関する御質問にお答えさせ

ていただきます。 

 今現在、町のほうで農地中間管理事業費というこ

とで計上させていただいているものは、この中間管

理事業というのが、北海道の農業公社、北海道の中

間管理機構、いわゆる農地バンクと言われているも

のでございまして、そちらのほうは北海道から指定

されている事業者になります。 

 そちらのほうで農地を取扱うときに、国の農地を

集積する、合理化させるという制度を活用した事業

を取り組んでいる事業所でございまして、ここに計

上されているものは、過去に、２８年度に賃貸とし

て、農地の貸し借りの中の事業を農業公社のほうで

実施したものでございまして、２８年度から１０年

間の賃貸契約ということで、その事業を使います

と、国のそういった事業費が、事務費というものが

市町村に出るわけなので、そういった部分の費用に

関して、事務費として、消耗品として計上している

ものであります。 

 島田委員の御質問された中間管理事業につきまし

ては、今、先ほど言った賃貸、売買のときに、農業

公社、農地の中間管理機構を使う事業に関しては、

今後、地域計画を策定するのと併せて、令和７年度

から農地中間管理機構を介して、そういった取引、

農地の移動がされるものでありますので、６年度に

関しては費用の計上はされておりません。よろしい

でしょうか。 

○委員長（岡本康裕君） ９番島田委員。 

○９番（島田政志君） 事情というか、よく分かり

ましたけれども、７年に向けて、当然次の予定は組

まなければいけないのでしょうけれども、先ほど

ちょっと触れましたけれども、メリットというか、

差し支えなければ教えていただきたいと思いますけ

れども。 

○委員長（岡本康裕君） 暫時休憩といたします。 

────────────────── 

午前１１時２０分 休憩 

午前１１時２０分 再開 

────────────────── 

○委員長（岡本康裕君） 休憩を解きます。 

 農業委員会事務局、答弁。 

○農業委員会事務局（林下里志君） ９番島田委員

の御質問にお答えいたします。 

 島田委員の、令和７年度からの条例改正の関係で

すけれども、農地法の農業経営基盤強化法が一部改

正となりました。それで、令和７年度からは、いわ

ゆる農地バンクに基づいて農地の利用権の設定がさ

れるというふうに法律が変わったわけでございま

す。 

 これまで、相対によって、あっせんで双方、Ａと

Ｂの方が集積計画を策定して利用権設定してござい

ましたけれども、今後においては、今、農業振興課

長おっしゃられたとおり、北海道農業公社が一度間

に入って、Ａと公社、公社とＢというふうに、農地

バンクのような形で、令和７年度から農地の利用権

の設定が、賃貸、売買がなされるというふうに法律

が変わったところでございます。 

 国におきましては、人・農地プランが始まったこ

とによって利用集積が、効率よく収積がなされたと

いうふうに国の方では統計を取っておりまして、そ

の関係で、今回、大きく農地法の改正がなされ、農

地バンク法、一括、このような形で農地の利用権が

設定されると、国の法律が変わったということで御

理解いただければと思います。 

 以上です。 

○委員長（岡本康裕君） ほか、ございませんか。 

 ２番荒生委員。 

○２番（荒生博一君） １６３ページになります。

農業委員会費、一般管理の中の委託料及び使用料及

び賃借料なのですけれども、今回、タブレット端末

のＭＤＭ利用料が、昨年の３万７,０００円より倍

近く増えておりますが、これは、タブレットが皆様

に配られた当時台数から何台か増えたという結果な

のでしょうか。 

○委員長（岡本康裕君） 農業委員会事務局、答

弁。 

○農業委員会事務局（林下里志君） ２番荒生委員

の御質問にお答えいたします。 

 使用料、賃借料のタブレット端末のＭＤＭ利用料

につきましては、これまで７台購入しておりました

ので、７台分の計上でございましたけれども、今

回、１７番備品購入費で新たに６台、追加で購入す

る予定ですので、その分、増えたということで御理

解いただければと思います。 

○委員長（岡本康裕君） ４番米澤委員。 

○４番（米澤義英君） １６５ページの農業後継者

対策という形で、それぞれ予算が、継承、新たな担
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い手、担い手サポートという形で補助が計上されて

います。これは、どういう基準の下で補助が出され

ているのか、何人対象になっているのか、お伺いい

たします。 

○委員長（岡本康裕君） 農業振興課長、答弁。 

○農業振興課長（安川伸治君） ４番米澤委員の後

継者対策の関係の御質問にお答えさせていただきま

す。 

 まず、経営継承発展支援事業補助の１００万円で

ございますが、こちらのほうは、農業後継者の方が

経営移譲、経営権を移動したときから２年間が条件

ということになります。もちろん国の制度を使う場

合、町の認定農業者ということも条件ということに

なります。対象となられる方は１名でございます。 

 この１００万円の財源でございますが、国が２分

の１で５０万円、それから町が残りの５０万円とい

うことでございます。 

 続きまして、新たな農業担い手支援等の支援補

助、３０４万円でございますが、こちらのほうは、

町独自の事業でございます。まず１点目が、修学の

学費の支援でございます。学費の対象となる学校に

ついては、富良野緑峰の専攻科、こちら農業の専攻

科になります。それから、道立の農業大学校という

ことになります。 

 富良野緑峰高校に、今現在３名が通われています

ので、この２年目の費用で、２年目については３０

万円の補助金額ということになります。９０万円。

それから、６年度から１名が入学されるということ

で１０万円、合わせて１００万円。それから、農業

大学校の方が、現在通われている方が１名おりま

す。農業大学校も２年間になりますので、２年目の

費用として、大学校の場合４０万円、それから、こ

の大学校に行く場合、寮の生活になりますので、寮

費として２０万円、上限額が２０万円となっており

ますので、それらの学費の合計としましては１６０

万円ということになっております。 

 それから、２点目が後継者の住宅に関する支援、

後継者、新規就農者も含めてなのですが、住宅に関

する支援については、月額の家賃の２分の１を最大

２年間の支援を行うものでございます。こちらのほ

うは上限額が２万円ということになっております。 

 また、賃貸ではなく、持ち家等がある場合の、住

宅の改造が必要なものがあれば、その整備費用とし

て上限額３０万円、１回限りということで支援を行

うものでございます。 

 ３点目が、経営開始前に研修を行う必要がありま

すことから、その研修の受入先の農家に対しまして

月額１０万円、研修期間は基本２年間になりますの

で、この期間で支援することになります。年間でい

きますと月額１０万円ですので１２０万円というこ

とになります。 

 以上、合計しますと３０４万円ということで予定

しているところでございます。 

 それから、次の担い手サポート奨励補助でござい

ます。担い手サポート奨励の予算が９６万円という

ことでございます。こちらも新規就農、それから後

継で、新しく農業者になられた方に対して、２年間

にわたりまして月額２万円、合計４８万円というこ

とで、昨年３名の方がなられまして、２年目という

ことで、合計９６万円ということになっているとこ

ろでございます。 

 以上です。 

○委員長（岡本康裕君） ４番米澤委員。 

○４番（米澤義英君） 農業後継者、農業大学だと

か、学ぶということに対する、家賃だとか、その他

という形になっておりますが、これは、金額的には

ずっと変わらないという状況なのですが、他の自治

体と比べて、実施している自治体も、されていない

自治体もあると思うのですが、現状では、上富良野

は一定程度、十分とは言えないけれども、現状でこ

の金額というのは、まだ十分だというような感じで

しょうか。もっと増やさなければならないというよ

うな要因というのはございませんか。 

○委員長（岡本康裕君） 農業振興課長、答弁。 

○農業振興課長（安川伸治君） ４番米澤委員の新

たな担い手育成支援の関係の御質問にお答えさせて

いただきます。 

 こちらの制度に関しては、近隣の町村等も実施し

ておりまして、そういった金額等の改正の情報につ

いては、沿線でいろんな情報を交換しながら、いろ

いろな状況の変化に応じて対応していくということ

も行っている状況でございまして、今後におきまし

ても、そういった情報を収集しまして、必要な手

当、それから、ある程度金額が固定されているもの

もありますので、そういった部分も今後検討してい

きながら、制度のほうを考えていきたいと思ってお

ります。 

 以上です。 

○委員長（岡本康裕君） ４番米澤委員。 

○４番（米澤義英君） いろいろな諸事情で、見直

しの条件があれば見直しをお願いしたいと思いま

す。 

 １６７ページの次世代の人材投資事業という形

で、これはどういう内容で、今年度は何名ぐらい該

当になっていますか。 

○委員長（岡本康裕君） 農業振興課長、答弁。 

○農業振興課長（安川伸治君） ４番米澤委員の御

質問にお答えさせていただきます。 
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 農業次世代人材投資事業の７８７万５,０００円

でございますが、こちらのほうは対象者が１名とい

うことでございます。この対象者の方、実は令和５

年度、今年に就農開始という予定でございました

が、もう少し、本人が研修したいということで、実

力をつけてから開始したいというような内容もござ

いまして、１年延期しまして、６年度から開始する

ものでございます。 

 こちらのほうの制度、全額国の費用ということの

補助事業になっております。内容としましては、経

営開始後２年間、年額１５０万円、３年間の支援を

受けられるという制度になっております。 

 今回の方は夫婦で営農を開始するということでご

ざいまして、この場合、１５０万円の１.５倍の加

算がされるようになっておりまして、２２５万円が

対象ということになります。 

 この制度と連動して、経営発展資金ということ

で、最大１,０００万円の資金の借入れを行えるこ

とになります。ただ、年額１５０万円もらっている

方の上限額が５００万円ということの限定がされま

す。ただ、先ほど言った１.５倍の加算はつきます

ので、７５０万円まで借りられるといった内容にな

ります。この７５０万円借入れしたうちの４分の３

が国からの補助金ということで、残りの４分の１が

自己資金ということで、借入れすることが前提にな

りますので、そういった制度でございます。それら

を合計しまして７８７万５,０００円という計算に

なっております。 

 以上です。 

○委員長（岡本康裕君） ４番米澤委員。 

○４番（米澤義英君） なかなか複雑な制度なので

すが、新たに継承したり、農業を行うという人たち

が対象という形になります。 

 ９年度の農業アンケートを見ましても、やはり農

業後継者の確保は非常に重要だというのが言われて

います。そういった状況の中で、次世代において

も、資金は借りられるけれども、利子だとかは当然

払わなければならないという状況になってきます。

その他の、やはり農機具を買うだとか、いろいろな

諸条件が農業者によって変わりますけれども、初期

投資というのは結構負担になってくるというのが聞

かれます。やはりアンケートでも言われているよう

に、初期投資の負担を抑えたりだとか、借入れに対

する一定の負担をしてもらいたいというような話も

聞かれるところです。 

 なかなかお金がなければそういう方向には行きま

せんが、将来、上富良野町で農業を担ってもらっ

て、新たなパートナーも見つけてもらうだとか、も

う既にそういう方もいらっしゃいますけれども、そ

ういう方向でしっかりと支えるということが必要だ

と思っております。 

 ＪＡの青年部のアンケートの中にも、新規就農者

への支援をぜひ行ってほしいだとか、細かく言いま

せんが、そういったところの支援に期待している方

がたくさんいるという状況がありますので、そうい

う実情も踏まえて、今後、町として、今、制度とし

てはありますけれども、さらにどういうものが必要

なのかということを検討する段階にあるのだと思い

ますが、この点、町長、どのようにお考えでしょう

か。 

○委員長（岡本康裕君） 町長、答弁。 

○町長（斉藤 繁君） ４番米澤委員の御質問にお

答えしたいと思います。 

 町の基幹産業であります農業の後継者というのは

非常に重要です。持続的に町の農業がちゃんと発

展、継続していけるようにということは、後継者は

必須でございます。 

 そんな中で、町もいろいろ、大規模な農家の方は

初期投資もかかりますので、いきなり新規に農家を

やるということはなかなか難しいのですが、そんな

中でも、先ほどの特産品なんかの、園芸なんかは初

期投資も少なくて、収入もそれなりに確保できると

いうことで、現在のところ町はそういうところに力

を貸していっております。 

 大規模のほうは、なかなか町の力で借入れ担保し

たりというのは、利子補給とかは考えられますが、

どちらかというと国の政策、農政に負うところが大

きいのかなと考えております。 

 いろいろ農業といっても大きいものから小さいも

の、作物もいろいろあって、これをというのは、一

つというのは、一つだけではなく、いろんなことを

考えながら、いろいろな方策を組み合わせながら、

町としてできることを考えていかなければなりませ

ん。特産品、園芸を中心に誰でも、地域おこし協力

隊みたいな人からでも始められる、自分の親が農家

でなくて、後継ぎではなくても始められるようなと

ころから、今の大きな一般作をしているところの子

弟まで含めて、町としてできることは、いろいろ情

報収集等も含めて、今後もしっかりと続けていきた

いと考えております。 

 以上です。 

○委員長（岡本康裕君） ほか、ございませんか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（岡本康裕君） なければ、歳出、６款農

林業費の質疑を終了いたします。 

 ここで、説明員が交代しますので少々お待ちくだ

さい。 

（説明員交代） 
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○委員長（岡本康裕君） お待たせしました。 

 次に、１８２ページから１９５ページまでの８款

土木費の質疑に入ります。 

 ４番米澤委員。 

○４番（米澤義英君） １９３ページの町営住宅の

修繕等についてお伺いいたします。近年、老朽化し

て逐次対応しているということは十分分かっており

ます。西町公住だとか、古い公営住宅になればなど

ほど修繕が増えるという状況にあります。 

 お伺いしたいのですが、この修繕料そのものが昨

年より、若干なのですが、減っているという形が見

受けられると思いますが、今年度は、大体これはど

のぐらいの予想で修繕料というのは計上されている

のか、お伺いいたします。 

○委員長（岡本康裕君） 町民生活課長、答弁。 

○町民生活課長（山内智晴君） ４番米澤委員の御

質問にお答えします。 

 今回配付しました事前要求資料の１５の積算の部

分が、今回、修繕料として計上させていただいてお

ります。そのほかに、１４節の工事請負費の中で、

西町団地の屋根の塗装ということで、こちらのほう

も併せて、修繕費ではなく工事費として計上させて

いただいております。 

 以上です。 

○委員長（岡本康裕君） ４番米澤委員。 

○４番（米澤義英君） 西町の場合でしたら特にそ

うなのですが、やはり高齢の方が多いのです。自力

で物を動かしたりだとかできないような状況が見受

けられていまして、そういった面で、動かしていた

だければ悪いところも直したいのだけれどもという

ような話があります。それを行政に求めるというの

は本当に酷なのですが、そういう声があるというこ

とで、やはりそういった修繕に対応するということ

もう含めて、必要かなと思いますが、この点お伺い

いたします。 

○委員長（岡本康裕君） 町民生活課長、答弁。 

○町民生活課長（山内智晴君） ４番米澤委員の御

質問にお答えします。 

 こちらのほう、大家としてやるべきことはやらな

ければならないのかと考えておりますが、物を動か

したりするとか、生活の上で必要な部分に関して

は、ちょっと僕、詳しくはないのですけれども、福

祉の部分でサポートがあるし、そのほか、業として

なされている方もいらっしゃいますので、その範疇

でやっていただきたいということが、こちらの希望

というか、考えております。 

 以上です。 

○委員長（岡本康裕君） ４番米澤委員。 

○４番（米澤義英君） １９３ページの工事請負費

の西町団地の屋根塗装という形になっておりまし

て、これも内容なのですが、大体これはいつ頃から

着工されようとしているのか、お伺いいたします。 

○委員長（岡本康裕君） 町民生活課長、答弁。 

○町民生活課長（山内智晴君） ４番米澤委員の御

質問にお答えします。 

 塗装なので、まず、乾いている時期というか、す

ぐ４月に発注はできないと考えております。 

 業種の方の仕事の都合とか、普通の建設業の発注

状況も見ながら、請け負いする業者がきちっとでき

て、雪が降る前に完了しなければならないというこ

とで、入札が終わった時点で開始したいと思いま

す。開始時期はまだ決定しておりません。御理解い

ただきたいと思います。 

○委員長（岡本康裕君） ４番米澤委員。 

○４番（米澤義英君） 公営住宅、特に泉町南団地

の件で、もう既に出来上がっています施設につい

て、間仕切りがないので直接風が吹き抜けるという

状況になりまして、出入り口についても直接風が当

たるという形になって、外と中の寒暖差で、中が非

常にドアのところが氷になったりだとか、水滴がつ

いて垂れてくるというような状況なのです。そうい

う状況のところが、風向きだとか建物の向き方に

よって若干違うと思うのですが、特に、直接当たる

というようなところについては、相当そういった現

象が見受けられますが、こういったところに対する

改善策というのは、取れる条件があるかと思います

が、まず、現場を見てもらって、どのようになって

いるのかということが必要だと思いますが、新たに

ドアをつけるだとか、そういうことが必要なのかど

んなのか、恐らく基準では、そういったところまで

想定していませんから、なかなかそうならない部分

があるかと思いますが、この改善等についても考え

る必要があるかと思いますが、伺います。 

○委員長（岡本康裕君） 町民生活課長、答弁。 

○町民生活課長（山内智晴君） ４番米澤委員の泉

町南団地の件につきまして回答させていただきたい

と思います。 

 住宅が根本的に、修繕をすれば解決する問題であ

れば、一応また、専門家ではないので、建築のほう

と相談しながら対応したいと思いますが、結露等の

対応であるということであれば、結露対策の部分

で、こういうふうにしたらいいですよというアドバ

イスとかをしながら、対応させていただきたいと思

いますので、個々の住宅の状況によって違うと思い

ますので、そちらのほうは対応させていただきたい

と思いますので、まずは、すぐできる対策があるか

どうかというところで、判断させていただきたいと

思います。 
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 以上です。 

○委員長（岡本康裕君） ９番島田委員。 

○９番（島田政志君） １９３ページ、団地内の除

雪ということで４００万円ほど計上されておりま

す。あとは、西町とか扇町のほうでは空いていると

ころがありまして、夏の草刈りは、どこを見れば予

算が見られるのか、教えていただきたいと思います

が。 

○委員長（岡本康裕君） 町民生活課長、答弁。 

○町民生活課長（山内智晴君） ９番島田委員の御

質問にお答えしたいと思います。 

 予算のどこに入っているかということでしょう

か。 

 まず、草刈りに関しましては、団地内環境整備と

いう部分の中で対応させていただいております。基

本的に、入居者がいるところに関しましては、基本

的には入居者のほうで対応ということで、空き家に

関しまして、そのままにしておくと救急車等の対応

が困るという部分もありますので、空き家に関しま

しては除雪を大家としての責任としてやらせていた

だいております。それに併せまして、団地内に雪が

たまると、排雪、除雪の妨げになりますので、必要

に応じて排雪を行うということで、団地内の除排雪

という形で計上させていただいております。 

 以上です。 

○委員長（岡本康裕君） １１番北條委員。 

○１１番（北條隆男君） 公営住宅の修繕で伺いた

いのですけれども、クッキングヒーター修理台３

件、２５万円というのは、新しく取り替えた費用で

すか、温水器もそうなのですけれども、４９万５,

０００円といったら、新しくした値段なのですか。 

○委員長（岡本康裕君） 北條委員、何ページでし

たか。 

○１１番（北條隆男君） １９３ページ。今の聞い

たのは資料です。修繕。 

○委員長（岡本康裕君） 資料に対する質問は受け

付けません。 

○１１番（北條隆男君） この修繕の中の、資料の

中のことを言っているのです。町営住宅管理費の中

の修繕の中の、資料１５番の中のことを聞いている

のです。駄目なのですか。 

○委員長（岡本康裕君） 資料で見たらそうだけれ

どもということですよね。予算書の内容は……。 

○１１番（北條隆男君） その前に、関連で聞こう

と思ったのだけれども、ちょっと遅れたもので。駄

目なのですか。 

○委員長（岡本康裕君） 町民生活課長、答弁。 

○町民生活課長（山内智晴君） １１番北條委員の

御質問にお答えします。 

 こちらのクッキングヒーター修理及び電気温水器

の修理につきましては、基本的には、修繕が可能で

あれば修繕をしたいということなのですが、昨今の

故障状況を見ますと、取り替えしなければならない

という部分が多くなっているような、部品がないと

いう部分もあるのですけども、それで、その分の経

費としてこの金額を計上させていただいておりま

す。 

○委員長（岡本康裕君） １１番北條委員。 

○１１番（北條隆男君） それでなのですけども、

電気だからこれだけの値段だと思うのです。ガスと

か灯油を考えたら、こういう値段にならないと思う

のだけれども、これからずっとだから、それはどこ

かで考えるとかという考えはないのかなと。 

○委員長（岡本康裕君） 暫時休憩といたします。 

────────────────── 

午前１１時５３分 休憩 

午前１１時５３分 再開 

────────────────── 

○委員長（岡本康裕君） 休憩を解きます。 

 町民生活課長、答弁。 

○町民生活課長（山内智晴君） １１番北條委員の

御質問にお答えします。 

 団地内の構造につきましては、特に、東町、泉町

団地につきましては、同じ建物の仕様となっており

ます。基本的に、東町に関しましてはガスの取り口

がないという部分と、泉町のほうに関しましては、

灯油に対応していないという部分がありますので、

基本的に大規模な修繕となってしまいますので、現

段階では、確かに修繕費がかかるというのは、言わ

れているとおりだと思いますが、こちらの部分に見

合った公営住宅の改修工事は、現段階ではまだ予定

しておりませんので、次期の改修時期に専門分野と

相談しながら検討させていただきたいと思います。

現段階では修繕を繰り返しながらやっていかなけれ

ばならないという考えでおります。 

 以上です。 

○委員長（岡本康裕君） ５番金子委員。 

○５番（金子益三君） 電気温水器のこと、私も専

門家ではないので詳しいことは分からないのですけ

れども、近年、入れ替えるとき、省エネのエコ何と

かというのがありますよね、ガスを混じるとかでは

なく、電気そのものでヒートポンプを使って、電気

代が安くなる。当然工事費とか、そのもの自体は高

価になると思うのですけれども、そういうものへの

入れ替えというのは想定されているのですか、それ

とも、今あるものの後継機、要は、ただ電気でお湯

を沸かすだけ。３４０リッターなのか、２７０リッ

ターなのか、入居者の状況によって違うと思うので
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すけれども、それを考えていらっしゃるのか、それ

ともエコ何とかという、ちょっとグレードが高い、

省エネの温水器を考えているのかだけ教えてくださ

い。 

○委員長（岡本康裕君） 町民生活課長、答弁。 

○町民生活課長（山内智晴君） ５番金子委員の御

質問にお答えします。 

 入れ替えというか、壊れたものを修繕していくと

いう形なので、まず、１戸当たり電気温水器が壊れ

たら修理するという形で考えております。サイズ等

もありますので、基本的には後継機、同じサイズで

住宅に入るもの以外は、今のところ替える予定はご

ざいません。近年のゼロカーボンもありますので、

できるだけそうしたいと思うのですけれども、１棟

全部替えるという形になってしまいますので、現段

階では、今あるものを修繕して対応したいと考えて

おります。 

 以上です。 

○委員長（岡本康裕君） ５番金子委員。 

○５番（金子益三君） うちもよく壊れるので分か

るのですけれども、ヒーターだけ替えるのだった

ら、五、六万円で替わるのですよ。基盤が替わる

と、もしかしたら基盤を替えるとなると、側ごと全

部替えなければならなくなるから、替わるのですけ

れども、今言ったエコ何とかは、外に室外機がつい

て、中のタンクの容量だとかはそんなに変わらない

んです、中の入っている大きさは、概には変わらな

いのですけれども、そういうものにしていくと、今

言ったゼロカーボンだったりとか、入居者の負担も

恐らく少なくなると思のです。イニシャルコストは

高いですけれども、そういうもの。丸ごと入れ替え

るというのも、壊れたら直すというのは、壊れ方の

次元があると思うのですけれども、そういうとき

に、丸々入れ替えなければならないのであれば、そ

ういう省エネ家電に切り替えるということも考えな

いのかなと思うのですけれども、そこをお願いしま

す。 

○委員長（岡本康裕君） 暫時休憩といたします。 

────────────────── 

午前１１時５７分 休憩 

午前１１時５７分 再開 

────────────────── 

○委員長（岡本康裕君） 休憩を解きます。 

 町民生活課長、答弁。 

○町民生活課長（山内智晴君） ５番金子委員の御

質問にお答えします。 

 まず、今ある電気温水器をいいものに替えると、

グレードも上がってしまいますので、グレードが上

がると家賃に反映していかなければならないこと。

私の隣の人、あんなにいいのをつけているのに、私

のところもならないのかという、近所での不均衡が

発生する部分もございますので、現段階では今のグ

レードを維持しながら、修繕を繰り返すということ

で、御理解をいただきたいと思います。 

 全体的に、この棟だけというのはいかないです。

この団地の部分を全部取り替えるということであれ

ば、不平等もなくなってあれなのですけれども、現

段階では、そこまで投資するのは、財政的にまだ計

算上に入っていませんので、今後、公営住宅の長寿

命化の中で、次の改定の時期もございますので、そ

の辺も併せて、検討事項としてさせていただきたい

と思います。 

○委員長（岡本康裕君） 昼食休憩といたします。 

 再開は午後１時。 

────────────────── 

午前１１時５８分 休憩 

午後 １時００分 再開 

────────────────── 

○委員長（岡本康裕君） 休憩前に引き続き、委員

会を再開いたしたいと思います。 

 気温が上昇してきましたので、暑い方は上着を脱

がれても結構です。 

 それでは、質疑に入りたいと思います。 

 ２番荒生委員。 

○２番（荒生博一君） １８７ページになります。

橋梁長寿命化修繕事業に関してお伺いいたします

が、令和５年度に頂いた３年間のローリングの実施

計画、そして、今般、６年、７年、８年の３年間の

計画を拝見させていただくと、例えば、６年度予定

されていた若草橋とか、修繕の対象から外れている

のですが、まず、当然計画期間内に、様々な要因で

対象箇所が変わるとかということがあるのですけれ

ども、基本的に、近接目視があって、修繕が必要な

部分においては実計、そして修繕というような運び

になると思うのですけれども、まず、令和６年度予

定の対象の橋が変わった要因というのは何か、聞か

せていただきます。 

○委員長（岡本康裕君） 土木建設班主幹、答弁。 

○土木建設班主幹（辻 秀人君） ２番荒生委員の

御質問にお答えしたいと思います。 

 まず、６年度の工事の内容といいますか、修繕の

内容ですけれども、令和５年の実施状況の執行残に

よりまして、前倒し、事業の促進ということで、６

年に想定しました若草橋の工事を実施しまして、６

年につきましては、そのほかの橋梁、控えておりま

す４橋の工事を修繕するということで予定しており

ます。 

 以上です。 
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○委員長（岡本康裕君） ２番荒生委員。 

○２番（荒生博一君） 実計で書かれている予算額

というのも、時に億を超えているようなものに関し

ては、年度が改まった６年、例えば８,０００万円

下がったというのは、その執行残の前倒しとか、そ

ういった部分で、順が入れ替わってということでの

捉えでよろしいでしょうか。 

○委員長（岡本康裕君） 土木建設班主幹、答弁。 

○土木建設班主幹（辻 秀人君） ２番荒生委員の

御質問にお答えしたいと思います。 

 基本的には、橋梁点検の近接目視点検のデータを

基に修繕計画を組みまして、基本的には、そういっ

た計画に基づいて実施しておりますけれども、た

だ、国の補助金の執行状況、不用額が発生しないよ

うに、そういった指導もございますので、令和５年

の執行状況によりまして、前倒しで実施、今回のよ

うな事例は発生するような形になります。 

 以上です。 

○委員長（岡本康裕君） ２番荒生委員。 

○２番（荒生博一君） 昭和４０年代以降、橋なん

かも一斉に、インフラの整備ということでなされて

いる中で、計画的に修繕をしていくということは非

常に重要だと思うのですけれども、令和６年を迎え

た中で、今、町が管理する橋梁の、大体、パーセン

テージでどれぐらい、要は修繕というのが完了され

ているのか、最後、確認させてください。 

○委員長（岡本康裕君） 土木建設班主幹、答弁。 

○土木建設班主幹（辻 秀人君） ２番荒生委員の

御質問にお答えしたいと思います。 

 町で管理しております橋梁というのが１１２橋ご

ざいます。令和５年現在で１２橋の修繕が完了して

いるところですので、１０％ほどの修繕が完了して

いるところです。 

○委員長（岡本康裕君） 建設水道課長、答弁。 

○建設水道課長（菊地 敏君） ２番荒生委員の橋

梁長寿命化に関しての御質問にお答えします。 

 確かに、全橋１１２橋という中で、全部が全部補

修の対象ではございません。３６橋が修繕の対象の

橋梁でありますので、今、主幹のほうから申された

ように１２橋なので、修繕率は、３０％程度の修繕

が終わっているところでございます。 

 以上です。 

○委員長（岡本康裕君） ほか、ございますか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（岡本康裕君） なければ、歳出、８款土

木費の質疑を終了いたします。 

 ここで、説明員が交代しますので少々お待ちくだ

さい。 

 １５分まで休憩といたします。 

────────────────── 

午後 １時０４分 休憩 

午後 １時１２分 再開 

────────────────── 

○委員長（岡本康裕君） それでは、そろいました

ので、休憩を解いて、委員会を再開させていただき

ます。 

 次に、１９６ページから２３１ページまでの９款

教育費の質疑に入ります。 

 １１番北條委員。 

○１１番（北條隆男君） ２２９ページのＢ＆Ｇの

海洋センターの、１４番の工事請負なのですけれど

も、ＬＥＤは昨年やらなかったのでしたか。 

○委員長（岡本康裕君） 教育振興課長、答弁。 

○教育振興課長（谷口裕二君） １１番北條委員の

Ｂ＆Ｇに関する御質問にお答えさせていただきま

す。 

 ＬＥＤ関係の工事に関しましては、昨年もＢ＆Ｇ

の助成事業に申請をしていたところでございました

が、昨年、Ｂ＆Ｇの助成を受けられませんでしたこ

とから、事業の取り下げさせていただきまして、改

めて令和６年度に事業費を計上させていただいたと

ころでございます。 

○委員長（岡本康裕君） １１番北條委員。 

○１１番（北條隆男君） １年で２７万５,０００

円、値段、物価が上がったということですか、値段

でいうと。そういうことなのですよね。 

 それともう１点、鉄骨の塗装工事、去年はやった

んですよね、タッチアップするとかっていって。傷

んでいるところだけやるとかと言っていましたよ

ね。 

○委員長（岡本康裕君） 教育振興課長、答弁。 

○教育振興課長（谷口裕二君） １１番北條委員

の、同じくＢ＆Ｇの工事関係のお答えさせていただ

きたいと思います。 

 鉄骨塗装の関係につきましても、昨年度、予算計

上させていただきましたが、事業期間の中で、いろ

いろと工法なども少し検討させていただいた中で、

全体的に鉄骨塗装をすることがよいという判断をい

たしまして、改めて令和６年度に予算計上をさせて

いただいたところでございます。 

○委員長（岡本康裕君） １１番北條委員。 

○１１番（北條隆男君） ということは、今回は全

部塗装するという話ですか、この金額からいきます

と。 

○委員長（岡本康裕君） 教育振興課長、答弁。 

○教育振興課長（谷口裕二君） １１番北條委員の

御質問にお答えさせていただきます。 

 鉄骨塗装につきましては、全面の塗装ということ
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で、今、計画をしております。 

○委員長（岡本康裕君） １１番北條委員。 

○１１番（北條隆男君） 前回は、屋根だけはシー

トをやったということでいいのですね、そういうこ

とで。 

○委員長（岡本康裕君） 教育振興課長、答弁。 

○教育振興課長（谷口裕二君） １１番北條委員の

御質問にお答えさせていただきます。 

 令和５年度につきましては、上屋シートの部分の

購入関係ということで、整備をさせていただきまし

たので、令和５年度につきましては、それを除いた

部分の予定しています工事を計画させていただいて

おります。 

○委員長（岡本康裕君） ７番茶谷委員。 

○７番（茶谷朋弘君） ２１７ページの一番下のと

ころなのですけれども、青少年海外派遣人材育成事

業補助で、昨年度より金額が上がっているのです

が、これは人数増のためなのか、物価高騰の、経費

の高騰なのかお聞かせ願います。 

○委員長（岡本康裕君） 教育振興課長、答弁。 

○教育振興課長（谷口裕二君） ７番茶谷委員の青

少年海外派遣関係の御質問にお答えさせていただき

ます。 

 今年度、事業費を９６万円ほど増額させていただ

いておりますが、これにつきましては、派遣人員

を、昨年６名でしたが、今年度は８名ということで

計画させていただきまして、増額させていただいた

ところです。 

○委員長（岡本康裕君） ７番茶谷委員。 

○７番（茶谷朋弘君） 率直な疑問なのですけれど

も、以前、アメリカのほうに行っていたとありまし

たが、姉妹都市はカナダであるのにオーストラリア

を選択するのは、金額の問題なのか、それ以外に理

由があればお聞かせ願います。 

○委員長（岡本康裕君） 教育振興課長、答弁。 

○教育振興課長（谷口裕二君） ただいまの茶谷委

員の海外派遣の関係の御質問にお答えさせていただ

きます。 

 毎年度、この事業につきましては、実行委員会を

組織させていただきまして、実行委員会の中で海岸

派遣先の方を選考していただいているところでござ

いますが、その中にアメリカ、昨年はイギリス、

オーストラリアという３カ国程度の中で、事業費含

めて検討いただいているところでございまして、昨

年度につきましては、オーストラリアを選考いただ

いたところでございます。 

 その選考の中で、主なその選考の理由としまして

は、旅行費用、事業費の方が、その中でも低額とい

うことの部分が少し選考の理由にはなってございま

す。 

○委員長（岡本康裕君） 姉妹都市提携を結んでい

るのに、なぜカナダに行かないのかという。 

 教育振興課長、答弁。 

○教育振興課長（谷口裕二君） ７番茶谷委員の質

問の中で、漏れがありましたので追加で御説明しま

す。 

 今現在、青少年海外派遣人材育成の渡航につきま

しては、このような事業を取扱いします事業者の旅

行プランに基づいて、今現在、昨年でいきますと、

オーストラリアに１０日ほどの研修事業ということ

で、人材派遣しているところでございますが、友好

都市を結んでおりますカナダの部分の、アルバータ

州カムローズの関係の事業につきましては、現在、

向こうとの連絡調整できるような方々も今現在不在

ということもありまして、そういった観点で、今現

在そちらのほうへの派遣は今、取りやめしておりま

して、新しい形で、現在、青少年海外派遣人材育成

事業ということで、平成３１年から新たな形で取組

をさせていただいております。 

○委員長（岡本康裕君） ８番中瀬委員。 

○８番（中瀬 実君） ２２１ページの分館管理費

の関係でお伺いします。 

 そもそも分館の管理費につきでは、経費負担基準

というのがあって、それで、地元が負担する部分

と、それから町が負担する部分と分かれていたはず

です。それで、教育長が代わった方針が変わったの

か分かりませんが、以前は駄目と言ったのが全てよ

くなってきています。これは基準の見直しがあった

のか、教育長の裁量でやっているのか、そこをお願

いします。 

○委員長（岡本康裕君） 教育振興課長、答弁。 

○教育振興課長（谷口裕二君） ８番中瀬委員の分

館管理に関わります御質問にお答えさせていただき

ます。 

 分館管理の部分につましては、委員おっしゃると

おり、施設設置する町の部分と、管理をお願いして

おります住民会関係の部分でそれぞれ応分の負担を

しながら、維持管理をしていただいているところで

ございますが、そういう中でも、修繕を含めて、都

度協議をさせていただきながら、その部分は町のほ

うとしても当たっておりますけれども、特段、取扱

いで大きく変更したものはございません。その都度

住民会等の要望、協議等に基づく中で、町でできる

分については対応させていただいているところでご

ざいます。 

○委員長（岡本康裕君） ８番中瀬委員。 

○８番（中瀬 実君） 本来であれば、ストーブの

場合は修理、修繕というのはいいとして、新たに入
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れ替える場合は地元が入れ替えてくださいという話

だったはずなのです。私が分館をやっていた当時

は。ところが最近、今年度の予算等を見ると、地域

は言いませんが、ストーブの更新とか、そういった

ものは予算化されています。ですから、いわゆる町

の負担、それから地域の負担という割合の見直しが

あったのかなかったのか、それはたまたまそういう

ふうになったのか、そこら辺をお願いいたします。 

○委員長（岡本康裕君） 教育振興課長、答弁。 

○教育振興課長（谷口裕二君） ８番中瀬委員の分

館管理の関係の御質問にお答えさせていただきま

す。 

 今お話ありましたように、設備、備品とかの更新

につきましても、特に取扱いを変えたという部分で

はございません。令和６年度に予定します分館のス

トーブ更新等につきましても、もともと設置当時か

ら備えつけされている、建物に附随する備品という

ことで、経年劣化等もありましたことから、今年

度、二つ会館のストーブを更新することで、今、予

定しているところでございます。 

○委員長（岡本康裕君） ８番中瀬委員。 

○８番（中瀬 実君） 今後についても、規制を緩

めるというわけではないかもしれませんが、ある程

度地域の公民分館の運営というのは結構大変な状態

になっています。利用したからと特別お金が入るわ

けではありません。管理は管理でしなければならな

い。そういった中で、ストーブなんかは当然冬場は

絶対なければならない。それから前にも言ったトイ

レの関係も、水洗化とかいろいろなこともあって、

何とかしてほしいということもあって、その点につ

いてもある程度改善はしてもらっていますから、今

後においても、そういった地域の要望にできるだけ

添っていただけるようにやっていただきたいと思い

ます。 

○委員長（岡本康裕君） 教育長、答弁。 

○教育長（鈴木真弓君） ８番中瀬委員の御質問に

お答えさせていただきます。 

 決して教育長が代わったから政策が大きく変わっ

たことはまずございません。これまでも分館の維持

保全につきましては、地域の役員の皆様、地域の実

態、町の行政の予算の範囲内において、都度協議を

させていただいたと認識しております。 

 今、中瀬委員御質問のとおり、今後におきまして

も、施設におきまして、分館活動は大変重要な施設

でありますので、地域の皆様が活動を継続できます

よう、その活動に支障のない形で、地域と話合いを

しながら、施設の維持管理に努めてまいりますの

で、御理解をいただきたいと思います。 

 以上です。 

○委員長（岡本康裕君） ２番荒生委員。 

○２番（荒生博一君） ２２５ページになります。

負担金、補助及び交付金ということで、今回、郷土

を探る誌発行補助ということで、昨年までたしか５

万円だったと思われますが、今般、令和６年度にお

いては１５万円という補助がなされております。こ

れは、今年度に限りですか、確認します。 

○委員長（岡本康裕君） 教育振興課長、答弁。 

○教育振興課長（谷口裕二君） ２番荒生委員の郷

土を探る誌発行関係の御質問にお答えさせていただ

きます。 

 こちらの発行補助につきましては、郷土を探る誌

を発行しております会の方からも、昨今の発行に係

ります印刷経費等も増嵩しているというようなお話

もお聞きしている中で、補助要綱に基づいて補助は

するのですけれども、補助対象経費等が今、増額に

なるような見込みでありますことから、補助要綱に

基づいた経費ということで、今回１５万円に増額し

て計上させていただいているところでございます。 

○委員長（岡本康裕君） ２番荒生委員。 

○２番（荒生博一君） 今後も継続的に、４５万円

で発刊が終わって、４１万円以降になりますが、こ

のような形で毎年１５万円前後の補助をなさるとい

う考えで間違いないです。 

○委員長（岡本康裕君） 教育振興課長、答弁。 

○教育振興課長（谷口裕二君） ２番荒生委員の御

質問にお答えさせていただきます。 

 あくまでここら辺の補助につきましては、補助要

綱に基づく分の経費ということで、定額でこれを補

助するわけではございませんので、それぞれ対象経

費に基づく補助割合に基づいて、予算の範囲内で交

付させていただくものでございますので、この金額

を固定するというものではございますので、御理解

いただきたいと思います。 

○委員長（岡本康裕君） ５番金子委員。 

○５番（金子益三君） ２２３ページの郷土館の管

理の中で、委託料ということで、床地図作成が今回

上がっております。これは床地図だけなのですか、

それとも床面も一緒に合わせてということなのです

か。 

○委員長（岡本康裕君） 社会教育班主幹、答弁。 

○社会教育班主幹（村上弘記君） ５番金子委員の

質問にお答えいたします。 

 床地図作成ということでございますが、こちらは

床地図だけの作成ということになりまして、床、張

るところがＰタイルになってございますので、そち

らの回改修については、同じく２２３ページの１０

節の修繕料の中に含めて計上しております。 

 以上です。 



― 112 ― 

○委員長（岡本康裕君） ５番金子委員。 

○５番（金子益三君） 翌ページにあります２２６

ページの郷土館展示パネルというのは、ジオのほう

とは違って、郷土館の展示のパネルですか。 

○委員長（岡本康裕君） 社会教育班主幹、答弁。 

○社会教育班主幹（村上弘記君） ５番金子委員の

御質問にお答えいたします。 

 こちらのパネルにつきましては、今、改修する部

屋の、１階の右側の展示室のパネルでございますけ

れども、今回、令和５年度はリニューアルというこ

とで、手作りのパネルで１回改修をしてございます

が、拠点施設のほうに視察に行きまして、アルミパ

ネルで印刷したものに変更する形で、展示の充実を

図ってまいりたいということで考えております。一

応、パネル６枚ほど作る予定をしております。 

○委員長（岡本康裕君） ５番金子委員。 

○５番（金子益三君） ２款のほうでも展示パネル

があったと思うのですけれども、それとは全く違う

ものなのですか。 

○委員長（岡本康裕君） 社会教育班主幹、答弁。 

○社会教育班主幹（村上弘記君） こちらのほうに

ついては、郷土館のほうに展示するパネルをリ

ニューアルするということでございます。 

○委員長（岡本康裕君） ５番金子委員。 

○５番（金子益三君） 予算にないので、駄目だっ

たらいいのですけれども、前に作ったジオラマとか

は活用しないのですか。 

○委員長（岡本康裕君） 教育振興課長、答弁。 

○教育振興課長（谷口裕二君） ５番金子委員の郷

土館の展示関係に関する御質問にお答えさせていた

だきます。 

 今、委員が言いますジオラマというのは、過去に

作られていた大きいジオラマのことかと思いますけ

れども、現在そちらのほうについては、管理する

方々の部分もあるかと思いますし、郷土館の展示ス

ペースの関係もございますので、今現在、その部分

も常設するような考えは持ち合わせておりません。 

○委員長（岡本康裕君） ２番荒生委員。 

○２番（荒生博一君） 関連で伺います。今般、郷

土館の改修事業ということで予算が計算されている

中で、この冬の留守番の土日祝のボランティアの方

からの強い要望があったのでお話しますが、多分石

油ストーブ３台ぐらいしかない中、今、委託で午

前、それから午後ということで、それぞれ別の人を

土日祝の郷土館の、一応こちらはジオの受入れ施設

という一面で、もちろん郷土館としての役割も果た

しているのですけれども、留守番されていますけれ

ども、特に午前中、全然温まらないそうです。 

 今般の補足説明資料の改修事業を見ても、ストー

ブに関しての明記というのはないのですが、今年

度、令和６年に関しては、そういった予算は考えら

れていないのか確認します。 

○委員長（岡本康裕君） 教育振興課長、答弁。 

○教育振興課長（谷口裕二君） ２番荒生委員の郷

土館の冬季の管理に関わる御質問にお答えさせてい

ただきます。 

 令和５年度で、今回、改修と併せて冬季の臨時開

館ということで、暖房設備も設備させていただいた

ところでございます。令和５年度につきましては、

一応、臨時開館ということで、土日、祝日の限定の

開館をさせていただいたところでございますが、そ

の日の開館に応じまして設備しました暖房等もたい

ているところではございますが、なかなか温まりが

十分ではないというのは承知しているところでござ

いまして、令和６年度に向けましても、今現在、同

様の土日関係の臨時の開館を今、予定してございま

すが、暖房につきましても、今現在の中で、また、

様子を見ていきたいということで、今現在、それに

関わります予算の方は計上していないところでござ

います。 

○委員長（岡本康裕君） ２番荒生委員。 

○２番（荒生博一君） 多分６年度中もこのような

スタンスで、冬場に関しては、土日祝ということ

は、今、課長のほうからの答弁のとおりかと思われ

ますが、一方で、この郷土館、御存じのとおりジオ

パークの拠点施設という役割も果たしております。 

 また、来年には全国大会がこのエリアになった場

合、かなりの多くの方が訪れるということが予想さ

れる中、スタンスとしては、５年、６年という２か

年の事業ではなく、引き続き改修が必要な場合に関

しては、都度、７年度以降も考えたいということで

御答弁いただいております。早期に受入態勢を整え

る必要があると考えますが、次年度以降もしっかり

とそういった予算づけはなされるのでしょうか、確

認します。 

○委員長（岡本康裕君） 教育長、答弁。 

○教育長（鈴木真弓君） ２番荒生委員の郷土館の

施設整備についての御質問にお答えさせていただき

ます。 

 執行方針でも申し述べましたが、郷土館につきま

しては、昨年は、令和５年、６年、２か年で何とか

整備計画を立てているという状況でお話をさせてい

ただきましたが、６年度の予算に対しましては、ま

ずは１階の十勝岳ジオパークの展示室をさらに充実

させた展示に重きを置き、なおかつ左側における事

務所と、展示の収蔵室になっている部分、会館に

入ってからのトイレ側についてまだ修繕が、計画と

してはまだ半ばになっております。この関係につき
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ましては、６年度予算ではなくて、７年度に向け

て、４６年経過している建物ですから、今、委員か

ら質問いただいたように、暖房をつけたにしても、

やはり２階に抜けていくことも私どもも実感とし

て、寒さについては体感しておりますので、これも

含めまして、暖房だけではなくて、あそこは資料を

保存する湿度も大事な施設でございますので、その

辺につきましては、館の施設維持並びに運営につい

て、私たち資料と併せて研究をして、改修計画を７

年度にも計画を検討していきたいと考えております

ので、まず着実に１年１年進めていくということ

で、御理解を賜りたいと存じます。 

 以上です。 

○委員長（岡本康裕君） ２番荒生委員。 

○２番（荒生博一君） 継続的に、お手洗い等々の

課題も十分御承知をおきかと思いますので、しっか

りと受入れがなされることを期待します。 

 また一方で、留守番の方からお聞きしますと、特

に冬場は、日誌を書くときに、ゼロ、ゼロ、ゼロ、

これは集客に向けたＰＲ不足なのか、一方、ボトム

アップとかねてから言われているジオパークの事業

に関しては、住民会とか町民の皆さんにさらなる周

知があれば、たまにイレギュラーで、大町の住民会

の方がまとまって来ていただいたりとかということ

で、本当に留守番の方もモチベーションが上がっ

て、５説明するところ１０話したということで、や

はりそれが留守番の方のモチベーション維持という

ところにもつながりますので、さらなる集客に向け

たＰＲ。 

 一方、謝金に関して、これはここで介入すること

かどうかは別ですけれども、午前、午後、いずれに

しても１回、半日で７００円というのも、今般の御

時世に見合わないようなことで受け止めておりま

す。そういった面でも、多角に御検討いただき、御

配慮いただくようお願いします。 

○委員長（岡本康裕君） 教育長、答弁。 

○教育長（鈴木真弓君） ２番荒生委員からの郷土

館の管理運営につきましての御質問にお答えさせて

いただきます。 

 郷土館並びに、冬期間閉めております開拓記念館

も含めまして、町にとっての郷土を知る重要な施設

だと考えております。十勝岳ジオパークの拠点施設

ともなることから、今年から臨時的に土日、祝日、

１１月から３月まで現在開けておりますが、今現

在、本当に３２日間の２月末現在の開館日のうち、

実質来ていただいた日数につきましては、約１９日

間だけは来館者はいましたが、やはり残りゼロ日と

カウントした日数も多くあります。これにつきまし

ては、本当に私どもも、まず土日、祝日が開いてい

ることが、町民の皆様、あともしかしたらガイドツ

アーの皆様だとか、冬場ですから、冬場とても天候

の悪いときに、こういう施設も開いて、見られると

いうところの周知、ＰＲについては、これは本当に

きちっと充実していかなければならない案件だと思

いますし、また来た方が、来てよかったと思える施

設の内容に、まずすべきことが最初の課題だと思っ

ておりますので、これを６年度中には、皆様に来て

いただいて、学べる施設にしていくように進めてま

いりたいと考えております。 

 以上です。 

○委員長（岡本康裕君） ４番米澤委員。 

○４番（米澤義英君） 今のところでお伺いいたし

ます。非常に来館者が少ないということで、ただ、

日中伺っても、職員はいませんという張り札がか

かっているのです。呼べば来るのですよ。ただ、来

た方にすれば、ちょっとこれはあんまり相手にされ

ていないのかなという印象に受け止められる場合も

あります。根本的にここを本当に見直そうとするの

であれば、そういった職員の配置等も含めた中で

の、根本的なところを見直さなければならないと

思っておりますが、この点、確認いたします。 

○委員長（岡本康裕君） 教育長、答弁。 

○教育長（鈴木真弓君） ４番米澤委員の郷土館の

職員体制についての御質問にお答えさせていただき

ます。 

 現在、職員につきましては、兼務発令ということ

で、公民館、図書館並びに郷土館、開拓記念館を一

手に４施設を職員に担わせていただいております。

正職員１名、図書館には会計年度任用職員と施設管

理業務員を置いておりますが、土日はボランティア

が常駐しておりますが、平日につきましては、常駐

している職員がいないということで、大変来た方に

は印象が悪いのではという御質問に対しましては、

そのようにお思いになられる方がいらっしゃるとし

たら、それは町としての顔としても、大変いい印象

にはならないと私も認識いたします。 

 そういうことで、私も今年、執行方針にも、６年

度について述べさせていただきましたが、やはり町

の、十勝岳ジオパークはもちろんですが、郷土館、

開拓記念館を、町の郷土、歴史を学ぶ拠点施設とし

て整備していくためにも、職員の配置はもちろんで

すが、やはり皆様に、いつでもどこでも誰もが来て

もらえるような施設にしていくことが望ましい施設

だと思いますので、専門職の確保も含めまして、今

後、職員の体制につきましては最重要課題だと認識

しておりますので、これについて検討を進めていき

たいと思っております。 

 以上です。 
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○委員長（岡本康裕君） ４番米澤委員。 

○４番（米澤義英君） ２２３ページの報償費のと

ころで、日曜日、祝日開館ということでの謝金とい

う形になっておりますが、これは何名の方という形

になっているのか、１日勤務した場合どういう金額

なのか、お伺いいたします。 

○委員長（岡本康裕君） 社会教育班主査、答弁。 

○社会教育班主査（佐藤根祥太君） ４番米澤委員

の御質問にお答えいたします。 

 現在、郷土館、令和６年度の謝金の内訳としまし

ては、祝日と、それから冬期間の土日の開館を合わ

せて８６日間を予定しております。半日勤務いたし

まして７００円という形になっておりますので、１

日当たり１,４００円という形の８６日を掛けた形

の数字になっております。 

 以上です。 

○委員長（岡本康裕君） ４番米澤委員。 

○４番（米澤義英君） 日曜、祝日という形になっ

ておりますが、半日勤務で７００円という形になっ

ておりますが、もう少し単価を引上げてはどうかと

思います。勤務されている方は大変苦労なさって、

いろいろと勤務もされております。行ったら寂しそ

うな感じがする場合もあるのですが、いずれにして

もこういう人たちが、幾らボランティアという形で

あったとしても、もう少し時給というか、１日の謝

金を引き上げるべきだと思いますが、お伺いいたし

ます。 

○委員長（岡本康裕君） 教育振興課長、答弁。 

○教育振興課長（谷口裕二君） ４番米澤委員の郷

土館に関わります謝金の御質問にお答えさせていた

だきたいと思います。 

 単価につきましては、今、担当のほうから御説明

申し上げました半日従事していただく場合で、１回

７００円という単価設定をさせていただいておりま

すが、そこら辺の部分につきましては、うちの郷土

館に限らず、町全体の中で結構ボランティア的に従

事いただいているようなケースも多々ありますの

で、そこら辺のケースなどもしっかり研究させてい

ただきながら、今後の課題とさせていただきたいと

思います。 

○委員長（岡本康裕君） １２番小林委員。 

○１２番（小林啓太君） 関連で、今の郷土館の主

にジオに係るところの運営に関して、今の議論を聞

いておりますと、これからさらに施設や人材配備を

充実させて、より集客を促していくのか、そういう

方向性と、冬はやってみたもののさほど効果がない

ので、もしかしたら試験的な冬期間の営業を経て、

冬期間は閉めることにするなど、どこかで線引きし

て、判断しなければならないと思うのですが、令和

６年度においては、冬期、大体これぐらい来れば、

さらなる暖房であったり設備投資に見合う数字にな

るだろうなど、そういった定量的な目標等は立てて

いるのか、お伺いいたします。 

○委員長（岡本康裕君） 教育長、答弁。 

○教育長（鈴木真弓君） １２番小林委員の今後の

郷土館の運営の見込みに対する御質問にお答えさせ

ていただきます。 

 まず、郷土館につきましては、十勝岳ジオパーク

の拠点とするということが、２年前に決定し、それ

に向けて、今まだ準備途中でございます。令和６年

につきましても、先ほど教育振興課長から答弁させ

ていただきましたように、令和６年、まず今年、土

日、祝日、そして来年、６年度につきましても、ま

だ整備半ばでございますので、まだ土日、祝日を今

のところオープンさせていこうと思っていますが、

これが何百人になったから、ずっと通常で開けるの

か、閉めるのかという御質問があったと思うのです

が、基本的には、十勝岳ジオパークの拠点施設と

なった以上は、やはりこれは通年で全ての開館を対

応することが、まず基本だと私は考えております。 

 ただ、その中で、拠点施設を皆さんが見ていただ

ける施設にどうやってすべきか、ここをきちっと町

としては施策をもって展示の内容を、一度展示した

らそれでずっと行くのではなくて、やはり展示の見

直しや、もしかしたらいろいろな体験ブース、イベ

ント、そういうものを、やはり皆様に来てもらっ

て、あそこで楽しんでもらえるような施設にしてい

かなければ、なかなか集客というのは難しい施設だ

とは考えております。 

 それで、大きな施設ではないものですから、大変

活動は制限されると思いますが、大変重要な施設、

町としても思っていますので、それをいろいろと工

夫しながら、その施設については、これからも皆様

に見てもらえる施設を目指して、会館運営に努めて

いく方向が私は一番望ましいと考えております。 

 ただ、望ましい方向だとしたからといって、数字

では実際どうなのだというときには、やはりそこは

皆様と議論をしていかなければいけない内容だと思

いますし、うちの町では文化財保護委員会が、き

ちっと諮問委員会として持っておりますので、そち

らとも十分情報を共有しながら、意見をお伺いしな

がら今後の運営に努めてまいりたいと考えておりま

す。 

 以上です。 

○委員長（岡本康裕君） ５番金子委員。 

○５番（金子益三君） 関連になります。であるな

ら、まさに卵が先か鶏が先かの議論になると思うの

ですけれども、本来拠点施設であって、通年３６５
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日の稼働が望ましいというのであれば、例えば増築

するなり何なりするということも考えていかなけれ

ばならないですし、そもそもが有償ボランティアの

人に管理をしてもらうのではなくて、きちっとジオ

担当の学術員もいるわけですし、それに見合う地域

企業人の人も来て、いろいろやっているわけですか

ら、本来であれば正職員が入る、もしくは地域おこ

し協力隊にお願いするのか、もしくは会計年度任用

職員がいいのか、それに見合うためのハードをしっ

かりと計画的に整備をして、前も話しましたけれど

も、トイレだって直さなければならないし、今言っ

た暖房の空調も直さなければならないでしょうし、

入って右側だけの狭いスペースだけでジオを拠点と

してやるのではなくて、例えばもうちょっと増床す

る、もしくは隣接している公民館をうまく活用する

とか、計画的なものをきちっとつくっていきなが

ら、十勝岳ジオパークがＪＧＮに認定されています

し、３年に１回更新していかなければならないので

あれば、まず、本当はそこから始めていかないと、

今、５年、６年で計画的に部屋を直しますとか、ス

トーブを入れますとか、床に地図を置きますとか、

そういう小さいことだけではなくて、もう少し全体

を見通した中で、今の郷土館のスペースだけでは限

られているのであれば、それがきちっと年次的に

ローリングを組んでいくような形で、十勝岳ジオ

パークの拠点施設として、人をどういうふうに配置

をしていくとか、そこが今見えてない段階になって

いるので、その計画性というのをしっかりと早い段

階で議会のほうに示していただかなくては、協力で

きるものも協力できないと思うのです。その辺の根

本的な基本的な考えは、ぜひ理事者同士でしっかり

と打合わせをしていただいて、早い段階で我々議会

に示していただかないと、全国大会もありますし、

片やお隣の町の美宙に至っては、天文台を開けてい

るときは夜の８時半過ぎまで、通常であっても１９

時まで開演をしております。 

 それに対して、同じ拠点施設の位置づけである上

富良野の郷土館、今のままであればとても拠点施設

と呼べるだけのインフラの整備もされていません

し、人員配置もなっていないので、そこをまずき

ちっと整理する計画が今年度に出ていないのですけ

れども、それはどういうふうに、教育長の説明はわ

かります、年次計画でやっていきたいというのは。

だけれども、それが具現化されていないのが、予算

化されていないのですけれども、それはどうでしょ

う。 

○委員長（岡本康裕君） 副町長、答弁。 

○副町長（佐藤雅喜君） ５番金子委員の御質問に

お答えさせていただきます。 

 教育委員会というよりは、今、ジオパーク全般の

計画のことで御質問いただいた部分もあったので、

ずうずうしく手を上げてしまいましたけれども、申

し訳ありません。 

 委員おっしゃるとおり、全国大会のお話もありま

したけれども、委員の皆様にも御指摘いただきまし

たように、７年度には再調査、再認定のための調査

が来ます。ですからジオパークのほうとしては、当

然評価を受けていますので、美宙も相当展示、駄目

出しされていますから、直さなければならない部分

もあるのです。それから、我が町においては、大変

評価が高くて、うちの方が逆に言うと、三つのテー

マのうちの泥流というものにちゃんと郷土館自体が

特化していますから、物すごく、見た目はぼろちく

てみっともないのですけれども、先生の評価は、展

示の評価は郷土館のほうが上なのです。確かにぼろ

ちいところから、我々も当然直したいのですけれど

も、今回、手作り感満載だった展示、議員の皆さ

ん、１回行政調査で来ていただいたときに、ちょっ

と寂しいよね、みっともないよねという御指摘をい

ただきまして、再度協議会メンバーでもって、鹿追

ですとかを回った中で、こういうふうにすれば小学

校５年生の子も読みやすいなと、そういうようなこ

とを取り入れた、フルセットで入れてしまうとどう

しても説明ぽくなって、今のパネルのようなものに

なっているので、今回、予算、上程させていただい

たような、展示を見やすくして、顕微鏡のような、

体験できるようなものも取り入れて、床地図も入れ

てということで、まずは、７年度に向けては展示内

容をきちんとしたものをつくるということでござい

ます。 

 その後、しっかりとした建物や、さっき言ってい

ましたトイレとか、便利さといいますか、使い勝手

の部分をやるということは、協議会の中の年間スケ

ジュールの中では、美宙は美宙でそういうようなこ

とを取り決めているところです。 

 あとは、教育長おっしゃるとおり、お金だとか人

だとかという部分をどういうふうに確保するのか、

当然、ジオパークをやったら補助金が来るというも

のでないので、そういったものを見極めながらやっ

ていかなければならないということと。あと、人の

配置、教育執行方針にもありましたけれども、郷土

館に専門的な方をどういうふうにして配置できるの

かによって大分状況が変わります。ですから、そう

いった部分も含めて、もう１年しっかりと、人材の

確保も含めて検討した上で、ジオパークの協議会の

中でもタイムスケジュールは、６年で、７年の前半

のうちには調査に堪えられるぐらいのきちんとした

ハードの、展示物の整理をしましょうということは
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決まっておりますけれども、肝心要の人材のとこ

ろ、委員おっしゃるとおりですので、そういった専

門的な知識を有する方を入れれば、定数にも影響と

かもありますから、町全体に影響を及ぼすことでも

ありますので、もう１年かけて、定数も含め、しっ

かりと考えて配置をしていきたいと考えております

ので、本当に示すものないというお叱りはごもっと

もだと思いますけれども、そういった段取りといい

ますか、理想とちょっとかけ離れた状態で、一生懸

命、今、運営せざる得ない状況であるということ

で、御理解賜りたいと思います。 

○委員長（岡本康裕君） ４番米澤委員。 

○４番（米澤義英君） 先ほど言い忘れたのです

が、郷土館は入り口が階段になっていて、やっぱり

聞こえてくるのです、もうちょっと考えてくれない

のかなというような声があります。そういう小さな

ところから出発するということも、内装と併せて、

トイレだとかの改修と併せてするのでしたら、そう

いうものもぜひやるべきだと思います。 

 やはり集客という点では、去年、ジオパークの体

験的なものがありまして、いろいろな子ども、お母

さん、お父さんがたくさん来られて、ああいう企画

をすると比較的、夜という形で、ジオパークの話で

すからあれなのですが。ですから、郷土館において

も、そういった昔のことをいろいろ郷土のことを体

験してもらうだとか、そういう企画も一緒に織り交

ぜながら段階的に集客というか、町のことを知って

もらう、歴史を知ってもらう、ジオのことを知も

知ってらうというような、合わせ技というのが必要

だと思いますが、答弁を求めます。 

○委員長（岡本康裕君） 教育振興課長、答弁。 

○教育振興課長（谷口裕二君） ４番米澤委員の郷

土館に関わる御質問にお答えさせていただきます。 

 郷土館の玄関先の関係、階段になっている部分も

課題と捉えておりまして、どういう形で、バリアフ

リー的な部分に対応できるかというのは引き続き検

討してまいりたいと考えております。 

 また、集客の関係の部分につきましては、郷土館

事業、また、十勝岳ジオパークの事業を絡めなが

ら、なるべく人が集客できる、また、館のほうに来

ていただけるようなイベントなどもしっかり企画し

てまいりたいと思いますので、そこら辺で御理解い

ただければと思います。 

○委員長（岡本康裕君） ４番米澤委員。 

○４番（米澤義英君） 図書館運営、２２１ページ

から２２３ページになります。お伺いいたします。

今回、地域おこし協力隊という形で、図書司書で

しょうか、そういう方を配置するという形になりま

した。配置するという状況に至った経緯というの

が、以前からありましたので、もう一度確認いたし

ます。 

○委員長（岡本康裕君） 教育長、答弁。 

○教育長（鈴木真弓君） ４番米澤委員の図書館司

書の配置に関する御質問にお答えいたします。 

 まず、図書館司書につきましては、実は私、長い

間役場の職員の経験がありますが、私が就職する前

に正職員として図書館司書が配置されていた、当時

公民館図書室のときにはあったのですが、それ以

後、実は１人たりとも図書館司書を置いた経過がな

い町として、本当に今の図書館を開築したときも、

図書館司書補までは置けたのですが、図書館司書ま

で養成は至らず、実は図書館司書のいない図書館と

して現在運営してきたところでございます。 

 その中で、私が教育長に就任し、一番課題だと

思ったのは、町の子どもたち、成人、青年、高齢者

の方に、いかにに図書を通じた文化、教養を地域と

して維持していくか、特に本屋が町の中からなくな

るなど、本当に町としては継承を行政がしっかりと

この課題に向き合っていかなければならない。なお

かつ学校図書館との連携、今まで無資格の方が、本

当にそれぞれのスキルによって支援をしていただい

た経過はありますが、やはりここは図書館司書とし

ての専門的な見識と経験と知識を生かしたまちづく

りに、図書館を基盤に施策を進めていかなければな

らないということで、図書館司書を配置させていた

だきたいというふうに、理事者との間でも協議を進

めてきた経過がございました。 

 その中で、実は昨年度、会計年度で実は募集をし

たところなのですが、会計年度職員の応募の中では

応募はございませんでした。それで今年、令和５年

度では、補正予算で減額するということに至ったわ

けなのですが、どういう形なら人材を活用できるの

かということで、町職員としての採用もあるのです

が、先ほどちょっと別の案件で副町長が御答弁され

ていましたが、やはり町の中には定数条例がありま

すので、まず、定数条例に直接まだ関わらない状態

で、地域おこし協力隊であれば全国から専門の知識

を持った方が、うちの町にぜひ来ていただけるので

はないかというノウハウから、今回公募に至ったわ

けでございます。 

 その中では、本当に皆様、意欲のある人材の方が

応募いただきまして、今回そのような形から選考さ

せていただいた経過がありますので、この方が上富

良野町に移住され、その経験値を町民の方ととも

に、ぜひ知識をまちづくりに生かしていただければ

と思っています。 

 今現在、私が聞き及んでいるところによります

と、かなり郷土歴史にもきちっと精通した方だと聞
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いていますので、図書の提供だけではなくて、町の

歴史にも、ここは寄与していただけるのではないか

ということで、その人材については活用していきた

いと考えております。 

 以上です。 

○委員長（岡本康裕君） ４番米澤委員。 

○４番（米澤義英君） いろいろと精通された方と

いう形の話でありました。仮に職員採用という形

で、図書館司書という方が、採用しようとしてもな

かなか見つからないという条件があるという話も聞

いているのですが、仮に採用試験を受けて、募集し

た場合、応募してくる可能性というか、採用される

かどうかは相手次第なのですが、少ないのでしょう

か、全体的に。 

○委員長（岡本康裕君） 教育長、答弁。 

○教育長（鈴木真弓君） ４番米澤委員の、町の職

員として応募した経過はうちの町ではこれまでもあ

りませんでしたので、今後においては、職員として

応募するような形になれば、またそのときには町村

会の職員採用試験のほうへの公募掲示となりますの

で、それについてはまた、どのような応募者が採用

の  があるのかというのは、そのときに実態とし

ては分かるかと思いますが、富良野圏域、上川管内

でも、図書館として図書館司書がないのはうちの町

だけだという指導も受けておりますので、今このよ

うな形で、まず、司書の資格を有する職員を配置す

るところから準備したいと思っています。 

○委員長（岡本康裕君） ４番米澤委員。 

○４番（米澤義英君） そうしますと、将来的には

きちっとした職員の位置づけの採用の仕方を、採用

試験がありますから、今の方がどうのこうのという

のではありません。正式に採用するという前提も必

要になってくると思いますが、お伺いいたします。 

○委員長（岡本康裕君） 教育長、答弁。 

○教育長（鈴木真弓君） ４番米澤委員の図書館司

書の今後の職員としての任用についての御質問にお

答えさせていただきます。 

 私、図書館司書、先ほどいう郷土館でいうと学芸

員、このような専門職は、ある程度の大学等の専門

職の資格を得て、受講して資格を取って、各地域の

教育並びにまちづくりに寄与されている優秀な人材

だと私は認識しております。そういう方たちをぜひ

うちの町にも任用していただき、その力を思う存分

発揮していただくことで、私はうちの町の子どもた

ちから高齢者の方までが全て、大変たおやかな教育

の環境につながるというふうに考えておりますの

で、ただ、これは職員の採用につきましては、今後

の定数の管理にも関わることでございますので、こ

れについては十分、町の中で協議していく案件だと

考えております。 

 以上です。 

○委員長（岡本康裕君） ４番米澤委員。 

○４番（米澤義英君） 併せて、学校も読書の推進

だとか、いろいろ図書もあります。 

 ただ、この間、聞いてまして、整理するような本

の内容だとか、もっと読みたい内容の、子ども合っ

た区分けだとか整理の仕方がなかなか難しいと。何

日間か派遣していただいて、学校図書という形の中

で、生徒に合ったような本の配置だとか、そういう

ものも含めた、そういう人たちがもっと充実すれ

ば、図書に子どもたちが興味を持ち、また、専門の

教科に対して、書に対しても、やはり読みたい本が

読めるような環境づくりが必要だということで、全

体計画の中にも、図書の運営計画の中にも書かれて

おりますが、こういった点で、先ほどちらっとおっ

しゃいましたが、改善される部分が出てくるのかと

思いますが、期待している部分がありますが、この

点について、教育長の見解を求めます。 

○委員長（岡本康裕君） 教育長、答弁。 

○教育長（鈴木真弓君） ４番米澤委員の学校との

連携、支援についてでございますが、これまでも十

分、うちの図書館に勤めるスタッフが各学校に赴き

まして、学校図書の担当の先生と、図書室のレアア

ウトから、子どもたちへの声かけ、それについては

本当に御尽力いただいていると考えております。 

 ただ、さらにここに図書館司書が配置されること

によって、学校図書を担当している先生方が、お忙

しい中で学校運営もされておりますので、そこに、

司書としての資格を持った見分から、いかに子ども

たちへの声かけ、図書を手渡しするか、本は子ども

が選んで、借りるのが図書館ではないのです。その

子がどういうものに興味を見せて、それからどうい

うふうに広げていくか、深めていくか、これがいか

に資料として、書籍の持つ力をいかんなく発揮する

のが図書館司書の役割でございますので、それは図

書館でもあり、学校図書館でもあり、それをうちの

スタッフにも十分その辺を理解していただきなが

ら、力をつけていくことが私が期待するところでご

ざいます。 

 以上です。 

○委員長（岡本康裕君） １番佐藤委員。 

○１番（佐藤大輔君） 昨日、副町長からこの件に

関してはこの場で聞いてもいいという、地域おこし

協力隊が絡みますけれども、聞いてもいいというお

墨つきをいただいていますので、絡むといっても、

あっさり絡みますが。 

 今回、図書館司書としての資格がある方が、本当

に運よく、富良野・美瑛という地域性があって、選
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んでいただいて本当に有り難いことだと思っており

ます。 

 結局３年たつと職員として本当に採用するのか、

それが理想的ですけれども、なかなかそれがどうな

るか分からないという状況で、３年たつとその方が

いなくなるということを思ったときに、例えば図書

館司書補という資格を、この際、例えば今勤務され

ている会計年度任用職員であったりとか、もともと

図書館司書補の資格を持っている方だったりとかを

会計年度任用職員で採用するなどして、たしか、そ

の方が２年、図書館司書の下で働けば、図書館司書

の資格を有するようなところまでステップアップで

きるような仕組みだったと思いますし、図書館司書

の資格取るのは、たしか道内では駄目で、本州のほ

う数少ない大学であるけれども、本当に１か月間ぐ

らいの短期間で図書館司書の資格が取れるような、

たしか仕組みだったと思うので、要は今回採用する

図書館司書の存在を、今後安定的に図書館司書、司

書補という、要は有識者、そういった方を安定的に

配置するというところにつなげていけるのかなと

思ったの、その辺の見解をお伺いいたします。 

○委員長（岡本康裕君） 教育長、答弁。 

○教育長（鈴木真弓君） １番佐藤委員の御質問に

お答えさせていただきます。 

 図書館司書、また図書館司書補となる方たちが、

人材としてうちの町内に養成していくこと、そうい

う司書の資格を持った方が、もしかしたらうちの町

に転入、既に在住されている方がいらっしゃれば、

ぜひ町に力を貸していただきたいと思っています。

毎年、会計年度で図書館勤務をされる方を実は公募

しているのですが、今のところそのような資格を

持った方はいらっしゃらないのですけれども、今現

在勤めている方で、学んで司書の資格を取りたいと

いうことも、一つの手法としてもありますし、そう

いう方たちを育成していくことも町としては重要な

役割だと考えております。 

 町としましては、本当に今１名の任用できたから

それで終わりということではなくて、やはり町内に

４校、高校も含めますと５校の教育施設がございま

すので、そこと連携して、子どもの読書ばかりでは

なくて、皆様の読書環境につなげていくことは町の

課題だと思っておりますので、今、佐藤委員から御

質問いただいた内容も十分検討すべき内容だと私は

認知してまいりたいと思います。 

 以上です。 

○委員長（岡本康裕君） ９番島田委員。 

○９番（島田政志君） 教員住宅の話、よろしいで

すか。１９９ページの教員住宅の件なのですけれど

も、今、教育委員会のほうで管理されているという

か、ここに載っている予算書の戸数は何戸になりま

すか。 

○委員長（岡本康裕君） 教育振興課長、答弁。 

○教育振興課長（谷口裕二君） ９番島田委員の教

職員住宅の関係の御質問にお答えさせていただきま

す。 

 今現在、教育委員会で管理している戸数につきま

しては１５戸でございます。 

○委員長（岡本康裕君） ９番島田委員。 

○９番（島田政志君） 私も浄化槽を使っているの

ですけども、年に３回の点検と１回のくみ取りで約

１０万円ぐらいかかるのですけれども、５万７,０

００円の予算ではちょっと足りないのではないかと

思うのですが、いかがでしょうか。 

○委員長（岡本康裕君） 教育振興課長、答弁。 

○教育振興課長（谷口裕二君） ９番島田委員の教

職員住宅の関係の御質問にお答えさせていただきま

す。 

 今現在、教職員住宅の中で浄化槽関係は東中地区

にあります住宅の管理でございますが、実績等も踏

まえて、必要な経費を計上させていただいておりま

すので、この分で管理できるものと考えておりま

す。 

○委員長（岡本康裕君） ９番島田委員。 

○９番（島田政志君） トータル１５戸ということ

であれば、今回の修繕費が数戸のことなのかもしれ

ないのですけれども、保険料とかそういうことも勘

案すると、もう少し考えられたというか、見直され

た方がよろしいのではないかと思いますが、いかが

でしょうか。 

○委員長（岡本康裕君） 教育振興課長、答弁。 

○教育振興課長（谷口裕二君） ９番島田委員の教

職員住宅の関係の御質問にお答えさせていただきま

すけれども、今現在、東中地域の部分で管理させて

いただいている浄化槽の対象になる部分につきまし

ては、１棟２戸ということで管理をさせていただい

ているところでございます。 

○委員長（岡本康裕君） 暫時休憩といたします。 

────────────────── 

午後 ２時１１分 休憩 

午後 ２時１２分 再開 

────────────────── 

○委員長（岡本康裕君） 休憩を解きます。 

 ９番島田委員、質問の内容をもう一度お願いいた

したいと思います。 

○９番（島田政志君） 浄化槽の件は、１棟２戸分

ということですけれども、２戸分だとするとあれな

のかと。 

 保険料なのですけれども、私も家の保険に入って
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おりますけれども、掛け捨てでも約２万円ぐらいか

かるんですけれども、１５戸あったら、黙って計算

しても３０万円ぐらいにはなるかと思うのですが、

５万７,０００円ということで大丈夫でしょうか。 

○委員長（岡本康裕君） 教育振興課長、答弁。 

○教育振興課長（谷口裕二君） ９番島田委員の教

員住宅の管理の関係でございますが、保険料につき

ましても、今現在管理している１５戸分につきまし

ては、町のほうで一括して管理しております保険関

係の部分でしっかり積算して、必要額ということで

計上させていただいているところでございます。 

○委員長（岡本康裕君） ５番金子委員。 

○５番（金子益三君） ２１５ページの放課後子ど

も教室事業から、次の放課後児童健全育成化事業並

びに、関連があるので、スポーツ振興の指導者等に

関わるところで、大変この間も上富良野町の児童生

徒の健全育成のために汗を流していただきまして、

また、いち早く取り組んでいただいているところに

感謝と敬意を払うところでございます。 

 そこで、改めてお伺いしたいのが、昨年、日本版

ＤＢＳ法という、御存知ないですか。御存知でない

と話ができないのだけれども。 

○委員長（岡本康裕君） 暫時休憩します。 

────────────────── 

午後 ２時１４分 休憩 

午後 ２時１４分 再開 

────────────────── 

○委員長（岡本康裕君） 休憩を解きます。 

 ５番金子委員。 

○５番（金子益三君） 今までもそういった方はも

ちろんいらっしゃらないですし、これからもいらっ

しゃらないということが前提で、性善説でもちろん

考えるのですけれども、ただ、そういったことがゼ

ロではないので、あってはいけないことだと思うの

ですけれども、そういったものの対策費というもの

は、こういったところには盛り込まないのか、基本

的な考え方というのは、教育委員会としてどのよう

にお考えなのでしょうか。 

○委員長（岡本康裕君） 暫時休憩といたします。 

────────────────── 

午後 ２時１５分 休憩 

午後 ２時１５分 再開 

────────────────── 

○教育振興課長（谷口裕二君） 休憩を解きます。 

 教育長、答弁。 

○教育長（鈴木真弓） ５番金子委員からの、うち

の町の子どもたちに関わる指導者としての情報の確

認についてなのですが、まず、学校教育としまして

は、北海道教育委員会で任用する職員については、

既にそれについては全て調査済みで、町のほうに人

事等の配置も併せて実施させていただいておりま

す。 

 なお、町の直接任用する職員につきましては、町

職員については、私ども理事者が面談しますし、会

計年度については、うちの課長職、主幹職が履歴書

並びに、そこには全て記載ができるようになってお

りまして、それを必ず直接面談をして、きちっと任

用に至っております。そこで虚偽の申告並びにそれ

を受けたものを照会という形は、今現在、町として

は予算化はしておりませんが、一応、きちっとそれ

については事実確認を取った上での任用というふう

に進めているところでございます。 

○委員長（岡本康裕君） ５番金子委員。 

○５番（金子益三君） たまたま今般、認定こども

園におきまして、そういった園児たちの性被害防止

のための施設整備の申請が上がったということが

あったものですから、学校関係において、あっては

いけないことですから、ないことが一番いいのです

けれども、昨今、いろいろこういったものもありま

すから、どこでどうなっているかわからないのがあ

るので、そういった対応が町として考えられている

のかなということをお伺いしたかったものですか

ら、もう一度お伺いいたします。 

○委員長（岡本康裕君） 教育振興課長、答弁。 

○教育振興課長（谷口裕二君） ５番金子委員の御

質問にお答えさせていただきたいと思います。 

 教育委員会としましても、これらの部分につきま

しては、引き続き研究等をしながら、必要な部分が

ありましたら、その部分はしっかり対応してまいり

たいと思います。 

○委員長（岡本康裕君） ほか、ございますか。 

 ４番米澤委員。 

○４番（米澤義英君） ２０１ページの特別支援教

育事業費の中で、委託料で訪問看護派遣という形に

なって、恐らく医療的なケアの必要な方なのか、よ

くわ分かりませんが、この内容等についてお伺いい

たします。 

○委員長（岡本康裕君） 学校教育班主幹、答弁。 

○学校教育班主幹（長谷川京史君） ４番米澤委員

の御質問にお答えいたします。 

 特別支援に係る訪問看護の委託につきましては、

令和５年度から入学されました医療ケアの必要な児

童１名に対応するための看護師の派遣についての委

託の事業となっております。 

○委員長（岡本康裕君） ４番米澤委員。 

○４番（米澤義英君） これは、内訳というのは、

どういうような積算の根拠となっておりますか。 

○委員長（岡本康裕君） 学校教育班主幹、答弁。 
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○学校教育班主幹（長谷川京史君） ４番米澤委員

の御質問にお答えいたします。 

 こちらの訪問看護の事業につきましては、１名の

お子さんが次年度に２年生になられるということ

で、今現在も胃ろうの状況となっておりますので、

そちらのケアに来ていただいているのですが、来て

いただく時間につきましては、給食の時間、給食介

助等の時間となっております。 

 また、積算の単価なのですが、こちらは訪問看護

ステーションに委託をしておりますので、そちらで

定められている積算をしているところであります。 

○委員長（岡本康裕君） ４番米澤委員。 

○４番（米澤義英君） 給食ということですから、

勉強その他、帰宅、あるいはそういったところに関

わることなく、あくまでも給食ということでしょう

か。 

○委員長（岡本康裕君） 学校教育班主幹、答弁。 

○学校教育班主幹（長谷川京史君） ４番米澤委員

の御質問にお答えいたします。 

 こちらの訪問看護の委託につきましては、給食及

び給食終了までの時間となっておりますので、帰宅

等については対象の時間のほうには入っておりませ

ん。 

○委員長（岡本康裕君） ４番米澤委員。 

○４番（米澤義英君） そうしますと、この事業は

どのように、特別支援の教員の方たちが対処されて

いるのかと思いますが、どのような事業の対応をさ

れているのか、概略でいいですか。 

○委員長（岡本康裕君） 学校教育班主幹、答弁。 

○学校教育班主幹（長谷川京史君） ４番米澤委員

の御質問にお答えいたします。 

 こちらの病児ケアのお子さんにつきましては、現

在、特別支援学級の方に在籍しておりまして、そこ

に在籍しているお子さんが１名ということなので、

学校で先生が１名配置されているほか、特別支援の

助手ということで１名加配をさせていただきまし

て、２名体制で指導を学校のほうで行っているとこ

ろです。 

 事業については、このお子さん、胃ろう等だけで

はなくて、知的な障がい等もございますので、まず

は体を動かすとか、身体の成長のほうも集中的に

行っておりますので、学校の中でさまざまな運動で

すとか、コミュニケーションというのを中心に指導

しているところであります。 

○委員長（岡本康裕君） ４番米澤委員。 

○４番（米澤義英君） そうしますと、保護者は特

に関わりなく、帰宅時か行き帰り、そこの辺に関わ

るだけということで、日中の学校で過ごしている間

は、給食時は訪問看護、あとは特別支援の教員の方

が関わるという形でよろしいですか。 

○委員長（岡本康裕君） 学校教育班主幹、答弁。 

○学校教育班主幹（長谷川京史君） ４番米澤委員

の御質問にお答えいたします。 

 こちらのお子さんにつきましては、学校内での生

活につきましては、学校の教諭及び給食時間につい

ては、訪問看護の委託ということで行っております

ので、保護者の方は、送迎等の関わりのみとなって

おります。 

○委員長（岡本康裕君） 教育長、答弁。 

○教育長（鈴木真弓君） ４番米澤委員のただいま

の医療的ケアに対する教育委員会での対応について

の御質問にお答えさせていただきます。 

 この方は、修学前から医療的ケアということで、

保健師のほうで対応していただいた事業を、学校教

育、義務教育になっても上富良野町に親子で住み、

通学していただいているケースとなっております。

それにつきましては、もう既に、今３年終えまし

て、４年目に入ろうかと思いますが、大変園にいた

ときから見たら、学校という大きな施設で学ぶこと

になり、階段も上り下り、子どもにとって、子ども

のいる空間の中でこの子が育つということで、大変

親子さんからも、本当に子どもが成長を学べると。

一番、主幹の方からも話しましたが、食べる量が

しっかりと食べられるようになったというのは、や

はりほかのお子さんが給食を食べる様子を見なが

ら、自分はお母様が用意した食事、経管栄養で、流

動食なものですから、それの介助に訪問看護師が入

るのですが、やはり皆さんが楽しそうに食べる給食

を見ながら、自分も食事を摂ることが、実は家にい

てもきっちり食事が摂れるようになったというお声

もいただいております。大変体力もついて、学校を

お休みすることなく、毎日元気で通っていただいて

いるということで、学校のほうも安心して、このお

子様の特徴というか、疾病もありますが、きちっと

学校で学べる環境を継続させていただいておりま

す。 

 以上です。 

○委員長（岡本康裕君） ４番米澤委員。 

○４番（米澤義英君） 同じページの教育支援セン

ター管理という形になっております。この件につい

ては、不登校対応だとか、いろいろな状況に対応さ

れいるという状況になっております。今年度に至っ

ては、何人ぐらいが今年度はこの支援の対象になる

のか、それに対して今年度はどういう教育方針で、

こういう子どもたちを支援されようとしているの

か、大枠でもよろしいですが、お伺いしておきたい

と思います。 

○委員長（岡本康裕君） 教育支援担当主幹、答
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弁。 

○教育支援担当主幹（松田 剛君） ４番米澤委員

の御質問にお答えいたします。 

 現在２０名の登録をいただいておりまして、２０

名登録といっても、毎日２０名がやってくるわけで

はないので、大体皆さん、週１回ぐらいの利用の方

が多いかと思います。中には毎日のように顔を出し

てくれる子もいらっしゃいます。トータルでいう

と、午前に１人から４人、また全然別の子が午後に

１人から４人というのが、月から金まで続いている

ような状況です。 

 今年度、今日も卒業式がありましたけれども、支

援センターに通っているような子たちが学校に戻っ

て式に参加する姿も見られていて、それぞれのお子

さんの中で、支援センターを使いながら、御自身の

成長というか、それぞれの成長につながっているよ

うな実感は持っております。 

 引き続きこのような形で、また新しい子たちが

入ってきている状況ですので、丁寧なケアをしてい

こうと考えております。 

 以上です。 

○委員長（岡本康裕君） ４番米澤委員。 

○４番（米澤義英君） 次にお伺いしたいのは、そ

うやって来られる方はよろしいかと思います。恐ら

く、全くそういったところにも接触がない、あるい

は学校についても接触がないという子どももいらっ

しゃるのかなと思いますが、現状としては、そうい

う子どもが何人ぐらいいて、学校との連携は、絶え

ずこちらとも連携を取っているという話は聞きます

が、どういう対応を今後、何人ぐらい入れて、今年

はどういう対応をされるのか、お伺いいたします。 

○委員長（岡本康裕君） 教育支援担当主幹、答

弁。 

○教育支援担当主幹（松田 剛君） ４番米澤委員

の御質問にお答えいたします。 

 順次、生活をしている中で、だんだん学校を休ん

でいって、しばらく１か月ぐらい学校に来ていない

というような状態になって、そのような状態になっ

てきたところで、私のほうが学校の先生方と話しな

がら、どのようにお考えなのかを確かめながら、声

をかけてもよろしいでしょうかという形で、親御さ

んとお話しさせていただいたり、もしくは学校の先

生方とケース会議を行ったりとか、そのケースごと

に対応させていただいている状態です。 

 今現在、本当にこの時点で私がちょっと気にかけ

ているお子さんもいらっしゃることはいらっしゃる

んですけれども、ここ最近、お母さんとつながった

りとか、あと、支援センターに登録しているけれど

も、しばらく顔を出していない子で気になる子がい

るのですけれども、いつ連絡をするかというのもす

ごく重要な要素なので、タイミングを上手に見計ら

いながら、こちらのほうからアクションをかけよう

と狙っているような、そんな形でそれぞれに対応し

ているような状況です。 

 以上です。 

○委員長（岡本康裕君） 予算に特化した委員会で

すので、予算絡みでよろしくお願い申し上げます。 

 ４番米澤委員。 

○４番（米澤義英君） そうしますと、現状でアド

バイザー、相談員等の予算が計上されております。

恐らくここの予算、人員配置という点で、十分対応

できるような予算、あるいは人員配置になっている

のかと思いますが、現状としてはいかがでしょう

か。 

○委員長（岡本康裕君） 教育振興課長、答弁。 

○教育振興課長（谷口裕二君） ４番米澤委員の教

育支援センターの体制に関わる部分でございます

が、今現在、松田担当主幹を初め、アドバイザー、

支援相談員等を含めまして、４名体制で現在、セン

ターを運営させていただいておりますが、それぞれ

有資格の方々の配置が今回できております中で、現

在の登録関係の利用人数なども、十分、今現在対応

しているところでございまして、併せて、それぞれ

学校等に出向いての相談等にも、現在それぞれ対応

させていただいているところでございますので、現

状としては、この体制を引き続き継続して運営して

いきたいと考えているところでございます。 

○委員長（岡本康裕君） ４番米澤委員。 

○４番（米澤義英君） 次にお伺いしたいのは、２

１９ページの公民館上屋防水改修という形になって

おります。この件について、相当年数がたっており

ますから、必要最小限の予算という形で、計画的に

改修されているかと思いますが、相当雨漏り的な要

素があって、こういった状況になっているのかと思

いますが、現状について、併せてお伺いいたしま

す。 

○委員長（岡本康裕君） 社会教育班主幹、答弁。 

○社会教育班主幹（村上弘記君） ４番米澤委員の

御質問にお答えいたします。 

 公民館の屋上防水につきましては、平成１６年度

に、今の図書館が入っているフロア、渡り廊下、大

ホールの方、平成１６年度に全て屋上防水を行って

おります。 

 来年度、令和６年度に予定しておりますのは、い

わゆる公民館というところで、図書室ですとか、教

育支援センターが入っている部分のみの屋上防水と

いうことで、とりあえず年次的なものということ

で、令和６年度については、そのような形で改修を
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進めていきたいということでありまして、現状、点

検のほうに随時ドレン周りとか、そういったものに

ついては、漏水が見られたりとかというのは、通常

の所然修繕の中で行ってきておりますが、２０年

たっておりますので、そういった形で計画的な修繕

ということで、令和６年については公民館部分を改

修工事していきたいということで予算計上しており

ます。 

 以上です。 

○委員長（岡本康裕君） ４番米澤委員。 

○４番（米澤義英君） 公民館全般的な問題につい

てお伺いいたします。特に実施計画等については、

公民館の全体像が載っていない、読み落としている

のかもしれませんが、避難所にもなっております

し、耐久性という点でも耐えられない施設になって

いるかと思いますが、今後こういったもの等につい

ては、長期的な改修に基づいて維持管理されるとい

う方向は示されておりますが、具体的に今後どこま

でこういう状況でもたせて、どの時点で、新しくす

るかどうか分かりませんけれども、維持管理してど

こまで、限界まで何年ぐらいもたせようとしている

のか、お伺いいたします。 

○委員長（岡本康裕君） 教育振興課長、答弁。 

○教育振興課長（谷口裕二君） ４番米澤委員の公

民館に関わります御質問にお答えしたいと思いま

す。 

 公民館につきましては、もう既に建築から四十数

年たっているということで、町の施設の中でもかな

り、一番に近いぐらい、大分古くなっている施設で

ございますが、現状、今年度も予算計上させていた

だいておりますが、日頃の維持管理のメンテナンス

などをしっかり行いながら、当面はしっかり公民館

としての施設管理を進めていきたいと考えでござい

ますが、長期的な部分で、いつ頃までこの公民館を

という部分は、次の計画も含めてですけれども、ま

だ持ち合わせてはおりませんことから、当面はこの

ような維持管理などを行いながら、利用に供してい

きたいと考えているところでございます。 

○委員長（岡本康裕君） ４番米澤委員。 

○４番（米澤義英君） 次に、２２９ページの海洋

センターについてお伺いたします。昨年度も質問さ

せていただきましたが、プールでお父さんで、子ど

もが女の子さん、逆もあります。そうしますと、着

替えなどをするときに非常に大変なのだというの

で、何回か頼んで対応してもらったのだけれども、

何回も何回も対応していないので、ちょっと気まず

い思いをしているというような話もされていまし

た。そういう意味では、分かりやすく、ここで着替

えができますというような、中でそういった対応も

必要ではないかと思いますが、トイレの話もありま

す。お伺いいたします。 

○委員長（岡本康裕君） 教育振興課長、答弁。 

○教育振興課長（谷口裕二君） ４番米澤委員の  

に関わる御質問にお答えさせていただきたいと思い

ます。 

 １点目、着替えの関係でございますが、委員から

もお話いただいた中で、管理する側としても、受付

等に関わります職員等に、そこら辺を配慮をするよ

うな部分でお話もさせていただいておりますので、

利用上何かあれば申出いただければと思っていると

ころでございますが、委員からお話ありますとお

り、より分かりやすく丁寧な対応というのも必要か

と考えておりますので、今年度の運営の中で、その

辺は工夫していきたいと考えております。 

 また、トイレの洋式化につきましても課題だと認

識しているところでございますので、今後の実施計

画等の中で検討してまいりたいと考えております。 

○委員長（岡本康裕君） ４番米澤委員。 

○４番（米澤義英君） 手短にいたします。 

 昨年、学校給食センター内におけるパワハラが

あったのではないかというような質問をさせていた

だきました。この問題で、内部で調査されたのかど

うなのか、この点をお伺いしておきたいと思いま

す。どのように調査されたのか、お伺いいたしま

す。 

○委員長（岡本康裕君） 暫時休憩といたします。 

────────────────── 

午後 ２時３７分 休憩 

午後 ２時３７分 再開 

────────────────── 

○委員長（岡本康裕君） 休憩を解きます。 

 ほか、ございますか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（岡本康裕君） なければ、歳出、９款教

育費の質疑を終了いたします。 

 ここで、説明員が交代しますので少々お待ちくだ

さい。 

（説明員交代） 

○委員長（岡本康裕君） お待たせしました。 

 次に、２３２ページの１０款公債費から２４４

ページの地方債に関する調書までの質疑を行いま

す。ございませんか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（岡本康裕君） なければ、歳出、１０款

公債費から地方債に関する調書までの質疑を終了い

たします。 

 これをもって、議案第１号令和６年度上富良野町

一般会計予算の質疑を終了いたします。 



― 123 ― 

 以上で、本日の日程は全部終了いたしました。 

 本日は、これにて散会いたします。 

午後 ２時４０分 散会  

 

 

 

 



― 124 ― 

 

 

   上記会議の経過は、議会事務局の調製したものであるが、その内容の 

 

  正確なることを証するため、ここに署名する。 

 

 

     令和６年３月１２日 

 

 

予算特別委員長    岡 本 康 裕 
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令和６年上富良野町議会予算特別委員会会議録（第３号） 

 

令和６年３月１３日（水曜日） 午前９時００分開議  

─────────────────────────────────────────────── 

○委員会付託案件 

議案第 ２号 令和６年度上富良野町国民健康保険特別会計予算 

議案第 ３号 令和６年度上富良野町後期高齢者医療特別会計予算 

議案第 ４号 令和６年度上富良野町介護保険特別会計予算 

議案第 ５号 令和６年度上富良野町ラベンダーハイツ事業特別会計予算 

議案第 ６号 令和６年度上富良野町水道事業会計予算 

議案第 ７号 令和６年度上富良野町簡易水道事業特別会計予算 

議案第 ８号 令和６年度上富良野町公共下水道事業特別会計予算 

議案第 ９号 令和６年度上富良野町病院事業会計予算 

─────────────────────────────────────────────── 

○出席委員（１３名） 

   委 員 長  岡 本 康 裕 君   副 委 員 長       小 林 啓 太 君 

   委   員  佐 藤 大 輔 君   委   員  荒 生 博 一 君 

   委   員  湯 川 千悦子 君   委   員  米 澤 義 英 君 

   委   員  金 子 益 三 君   委   員  林   敬 永 君 
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─────────────────────────────────────────────── 

○欠席委員（０名） 

─────────────────────────────────────────────── 

○地方自治法第１２１条による説明員の職氏名 
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 総 務 課 長         北 川 徳 幸 君     Ｉ Ｔ ・ 組 織 機 構 担 当 課 長         宮 下 正 美 君 
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 局 長         星 野 耕 司 君     次 長         飯 村 明 史 君          

 主 事         進   梨 夏 君 
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午前 ９時００分 開議  

（出席委員 １３名） 

─────────────────── 

○委員長（岡本康裕君） 御出席、誠に御苦労に存

じます。 

 ただいまの出席委員は１３名であり、定足数に達

しております。 

 これより、令和６年上富良野町議会予算特別委員

会、第３日目を開会いたします。 

 直ちに、本日の会議を開きます。 

 本日の審査日程について、事務局長から説明いた

させます。 

 事務局長。 

○事務局長（星野耕司君） 本日の審査日程につき

ましては、さきにお配りしました日程で進めていた

だきますようお願い申し上げます。 

○委員長（岡本康裕君） これより、議案第２号令

和６年度上富良野町国民健康保険特別会計予算を議

題といたします。 

 提案者より補足説明があれば、発言を許可しま

す。 

 町民生活課長。 

○町民生活課長（山内智晴君） 国民健康保険特別

会計の本年度の概要を簡単に説明させていただきた

いと思います。 

 令和６年度の国民健康保険特別会計の予算につき

ましては、被保険者の高齢化に伴い、高期高齢者医

療への移行により減少傾向となります。約１,３０

０世帯、２,１００人の被保険者を対象として予算

編成を行っております。 

 全体予算につきましては、前年対比０.４％減と

なっておりますが、平成３０年の国民健康保険制度

改革により、国民健康保険の財政運営主体が北海道

となっており、予算の一部は北海道の算出に基づく

ものとなっておりますので御了承を願います。 

 今後、新型コロナウイルスの５類への移行に伴う

受診の増加や、高度医療の治療があることから給付

金の変動も予想されております。 

 そのような中、財政負担及び被保険者の負担軽減

のため、医療費適正化を推進するため、令和６年度

から第３期データヘルス計画を作成し、引き続き生

活習慣予防や重度化要望の推進に取組み、特定健

診、特定保健指導を実施してまいります。 

 以上です。 

○委員長（岡本康裕君） ただいまの件について、

何かあれば承りますが、特にございませんでしょう

か。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（岡本康裕君） それでは、これより、歳

入歳出一括して、８ページから１０ページ及び２４

６ページから２８６ページまでの予算全般の質疑に

入ります。 

 ４番米澤委員。 

○４番（米澤義英君） ２６９ページの高額療養費

という形で設定されておりますが、大体見込みとし

て、算定基礎となっているのは、どういう疾患か分

かりませんが、おおむね糖尿だとか心臓病だとかい

ろいろあるかと思いますが、どういう算定基礎に

なっているか、お伺いいたします。 

○委員長（岡本康裕君） 総合窓口班主幹、答弁。

○総合窓口班主幹（高橋静香君） ４番米澤委員の

質問にお答えします。 

 現在の見込みでは、１位が新生物がん、腫瘍。第

２位としましては、骨、筋肉の病気。３番として、

循環器系動脈等の疾患の要因があると考えておりま

す。 

○委員長（岡本康裕君） ほか、ございますでしょ

うか。 

 ４番米澤委員。 

○４番（米澤義英君） ２７５ページの委託料とい

うことで、毎回聞いて申し訳ありませんが、今、担

当の町民生活課長がおっしゃいましたように、特定

疾患や、いろいろなメタルボリックだとか、そう

いった要素を少なくとも改善し、医療費に直接反映

しないように、当然町民の皆さん方が健康であると

いうことを前提とした予算計上になっているかと思

います。 

 それで、町の計画を見ましても、特定受診率は７

０％という形で進められております。しかし、年代

によっては下回るという状況がこの中でも指摘され

ております。 

 そこで、お伺いしたいのは、この資料を読みまし

ても、若年層の健康診断ということで、非常に受診

率が低下している部分があるという形の中で、そう

いった部分をしっかりフォローしながら、健康改善

に結びつけていくというような方針が示されており

ますが、この点の若年層に対する受診率の向上とい

う点で、大体何歳ぐらいを起点にして、こういった

ところを引き上げようとしているのか、４０歳とか

５０歳だとか、そこら辺が一番受診率が低下してい

るということなので、そういったものを引き上げる

ためにどういうような、こちらのほうから訴えをさ

れようとしているのか、お伺いいたします。 

○委員長（岡本康裕君） 健康づくり担当課長、答

弁。 

○健康づくり担当課長（星野 章君） ４番米澤委

員の御質問にお答えします。 

 特定健診においては、まだ令和５年度の数字は確
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定はしていませんが、受診率的には４０代、５０代

の受診が低い状態です。特に４０代の受診が低いと

いうことで、本当は令和５年度、４０代、５０代の

受診率を上げようということで、個々に訪問しまし

て、受診していない理由とかを確認、把握をしよう

かと思っているのですけれども、いろいろ諸事情が

ありまして、今年度できなかったものですから、令

和６年度に関しましては、受診層の低い４０代、５

０代を中心に、個別の訪問で状況を確認したいと

思っております。 

 それと併せまして、国保であれば、４０歳になり

ましたら特定健診を受けられるということで、その

前に若年者健診というので、２０歳から３９歳まで

行っているのですけれども、できるだけ４０歳に近

い３５歳以上、３５歳から３９歳の間の層の受診も

進めながら、４０歳の初回受診に結びつけたいと考

えております。 

 以上です。 

○委員長（岡本康裕君） ６番林委員。 

○６番（林 敬永君） 今のことでちょっと、関連

なのですけれども、今回、計画更新されているとき

に、特定健診の目標を立てていますよね。その目標

というのは、既に到達している今現状があると思う

のですけれども、３年間の目標自体を上げないの

は、何か理由があるのですか。 

○委員長（岡本康裕君） 健康づくり担当課長、答

弁。 

○健康づくり担当課長（星野 章君） ６番林委員

の御質問にお答えします。 

 実は７０％いくのもかなり大変な受診勧奨を行わ

なければならないという状況で、今、とりあえず７

０％いけば、自分たちの目標達成というところで、

それを維持していきたいというところが私たちの目

標としておりますので、それ以上上げるというの

は、健診は必要ないと思っている方も多々いらっ

しゃいますので、残りの３割の受診を伸ばしていく

というのは本当に大変な状況なものですから、７０

％を維持できればいいなということで、受診率を上

げていないという状況です。 

○委員長（岡本康裕君） ６番林委員。 

○６番（林 敬永君） 分かりました。確かに、健

診というのはなかなか、体調が悪くなる以外は行か

ないという気持ちも分かるので。 

 ただ、予防というのが、一番医療費が増加しない

こと、それは保険料にも反映するので、ぜひ担当課

としては、引き続き受診率維持なのか、向上なの

か、努力していただくようお願いしたいと思いま

す。 

○委員長（岡本康裕君） ほか、ございますでしょ

うか。 

 ４番米澤委員。 

○４番（米澤義英君） その上で、この数値を見ま

すと非常に、保険指導等が、達成７０％本当に大変

だということになっていると思います。やはり受診

率が低下するということになった場合、指導がなか

なか行き届かなくなったということになった場合

に、年代によって恐らく受診率も下がる可能性とい

うのが見受けられるのです。 

 それで、今までもされてきているのですが、保健

師のスキルを上げるというものも含めて、今もされ

ているのですけれども、なかなか厳しい状況に置か

れているけれども、そういった受診者との結びつき

だとか、いろいろなものも含めて、受診に結びつき

ような方策をしていくということが、今回の指導目

標の中にもあるかと思いますが、その点は、今年

度、前段でちらっとお話もありましたけれども、保

健師の指導の内容を精査する、あるいは指導する対

象者を絞って、どうするのかというところもしっか

りと踏まえながら、指導だとか予防に結びつけると

いうのが大事になってきていると思いますが、今年

度はどういう方向で行きますか。 

○委員長（岡本康裕君） 健康推進班主任保健師、

答弁。 

○健康推進班主任保健師（菊池寿子君） ４番米澤

委員の御質問にお答えします。 

 第３期データヘルス計画及び第４期特定健診実施

計画策定におきまして、中身を丁寧に見ていただい

ていることを感謝申し上げます。ありがとうござい

ます。 

 やはり住民の方が自分のために健診を受けるとい

うことは、時間を割いて、お金を使って来ていただ

く、それだけの価値を生み出す私たちの保健指導の

スキル、保健指導の質の向上はとてもというか、最

も大事だと考えております。 

 ただ、こちら側の体制的なものとか、保健師の入

れ替わりだったりとか、地区が変わったりすること

もあり、長年自分の担当地区という、顔、名前だけ

ではなくて、米澤さんだなとか、地区担当の方と住

民の方の信頼関係の中で保健指導は実施できている

かと思っております。 

 幸いに令和６年度、新人保健師の体制がちょっと

整いつつあります。そこら辺は、新人教育という形

で丁寧に行いながら保健指導の質を高めて、住民の

皆さんの健診の価値、保健指導の価値ということに

結びつけられたらいいかなと考えております。よろ

しいですか。終わりです。 

○委員長（岡本康裕君） ４番米澤委員。 

○４番（米澤義英君） 非常にいろいろと健診の終



― 124 ― 

わった後も指導も受けております。それで、大変栄

養指導だとかいったところが分かりやすく説明もさ

れています。それで、こういう指導をする上では、

当然栄養士の確保だとか、人の確保だとかというの

が非常に重要視されていると思いますが、ここの予

算の中には、当然栄養士、一般事務職員の確保とい

う形で予算も計上されておりますが、そういった人

の確保、予算、ここら辺では十分とはいかないけれ

ども、足りない部分だとか、そういった部分がない

のかどうなのか、恐らく十分だということで、上げ

てこられたのだと思いますが、その点お伺いいたし

ます。 

○委員長（岡本康裕君） 町民生活課長、答弁。 

○町民生活課長（山内智晴君） ４番米澤委員の御

質問にお答えします。 

 栄養士、有資格者の部分に関しましては、現段階

では網羅されているということで把握しておりま

す。 

 以上です。 

○委員長（岡本康裕君） ８番中瀬委員。 

○８番（中瀬 実君） 関連ですが、この特定健診

の関係については、上富良野町の受診率の７０％と

いうのは素晴らしいと私は思っております。他町村

は４０％とか５０％いかないような、そういった市

町村もある中で、この７０％をキープしているとい

うことは、非常に皆さん頑張っておられると私は

思っています。私も一時、健診を受けたときに引っ

かかりまして、早くこういったものの対処したほう

がいいということを言われて、今現在おれるのも、

こういった形で指導を受けたから今健康でいられる

ということでありますので、皆さん、これからも特

に頑張ってやってください。エールです。 

○委員長（岡本康裕君） エールをいただきまし

た。頑張ってください。町民のために。よろしくお

願いいたします。 

 お褒めをいただいたところで、ほか、ございます

でしょうか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（岡本康裕君） なければ、議案第２号令

和６年度上富良野町国民健康保険特別会計予算の質

疑を終了いたします。 

 次に、議案第３号令和６年度上富良野町後期高齢

者医療特別会計予算を議題といたします。 

 提案者より補足説明があれば、発言を許可しま

す。 

 町民生活課長。 

○町民生活課長（山内智晴君） 引き続きまして、

後期高齢者医療特別会計の概要について御説明をさ

せていただきます。 

 令和６年度の後期高齢者医療特別会計の予算につ

きましては、被保険者の高齢化に伴い、２,０７０

人の被保険者を対象とし、予算編成を行っておりま

す。全体予算としましては、先ほど説明しました高

齢化に伴いまして、前年対比５.５％の増となって

おります。 

 主に、高齢者保健事業と介護養護一体化事業を中

心の柱として取り組んで実施してまいります。 

 なお、後期高齢者医療につきましては、北海道後

期高齢者医療広域連合が主になっているため、予算

につきまして、主に広域連合が算定しているもので

ございますので、御了承を願いたいと思います。 

○委員長（岡本康裕君） それでは、歳入歳出を一

括して、１１ページから１２ページ及び２８８ペー

ジから３０８ページまでの予算全般の質疑に入りま

す。ございませんか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（岡本康裕君） なければ、議案第３号令

和６年度上富良野町後期高齢者医療特別会計予算の

質疑を終了いたします。 

 ここで、説明員が交代しますので少々お待ちくだ

さい。 

（説明員交代） 

○委員長（岡本康裕君） 次に、議案第４号令和６

年度上富良野町介護保険特別会計予算を議題といた

します。 

 提案者より補足説明があれば、発言を許可しま

す。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（岡本康裕君） なければ、これより、歳

入歳出を一括して、１４ページから１５ページ及び

３１０ページから３５２ページまでの予算全般の質

疑に入ります。 

 ９番島田委員。 

○９番（島田政志君） ３１３ページの介護保険料

について質問させていただきます。 

 まず、これに至って、どういう状況にあるべきか

ということで、皆さん御存知のとおり、こういう数

字を算出するときには、標準偏差で出されるのがあ

れなのですけれども、令和５年の納付状況という

か、人数と階級を書いたものがあります。 

 上富良野町は、何が言いたいかというと、ここに

低所得者が非常に多い。これは令和５年もそうです

けれども、令和６年もそのとおりなのです。ここへ

来て何がどうなっているかというと、今度、掛け金

の問題で、第４段階の掛け金が、令和５年は、年額

で５万３,０００円。令和６年は５万８,３００円に

なります。ここで、５,３００円の差異が出てきま

す。ところが平均で２,４００円と。町長のほうに
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……。 

 今、１ページ目を見ていただきますと、第４段階

で５,３００円の差異があると。今回の値上げは、

平均で２,４００円だと。第４段階にいる方は決し

て裕福ではないんです。裕福ではないのに５,３０

０円。第６段階においても、２,９００円というこ

とで。ここで乗数を、私の提案といいますか、問題

点に対する提案といいますか。 

 まず一つは、第１段階の０.２８５の乗数から０.

２９にしていただくと、１万８,８００円というこ

とで１００円アップになります。今、このままだと

マイナス３００円のままになってしまいます。 

 次、第４段階におきましては、乗数の０.９を０.

８４５にしていただければ１,８００円のアップで

済むということで、こういう形で提案できたらと思

うのですけれども、これについてどうお考えか、お

願いいたします。 

○委員長（岡本康裕君） 保健福祉課長、答弁。 

○保健福祉課長（深山 悟君） ９番島田委員の御

質問にお答えします。 

 介護保険料につきましては、１日目の介護保険条

例の一部改正を上程した議案につきまして、既に御

議決いただいているということでありまして、この

介護保険料の段階別の負担割合等につきましては、

今お答えすべきことではないと思っておりますの

で、御了承を願います。 

○委員長（岡本康裕君） ９番島田委員。 

○９番（島田政志君） それでは、質問ということ

で、第４段階の５,３００円のアップについては、

どのようにお考えでしょうか。 

○委員長（岡本康裕君） 保健福祉課長、答弁。 

○保健福祉課長（深山 悟君） 乗率につきまして

は、１日目の議案説明で申し上げましたとおり、国

の乗率に準拠して、上富良野町でもその制度を準用

して、乗率をそれぞれの段階で掛けたつくりにして

いるところでございます。 

 以上です。 

○委員長（岡本康裕君） ９番島田委員。 

○９番（島田政志君） 今、私が質問しているの

は、課長のほうでこの数字について、国の条例で

なっているというのは前回聞いているから十分に分

かっているのですけれども、課長自身として、この

数字が大きいのか小さいのか、そういうことをお伺

いしているのですけれども。 

○委員長（岡本康裕君） 暫時休憩といたします。 

────────────────── 

午前 ９時２５分 休憩 

午前 ９時４０分 再開 

────────────────── 

○委員長（岡本康裕君） 休憩を解いて、委員会を

再開いたします。 

 ４番米澤委員。 

○４番（米澤義英君） ３３５ページの介護サービ

ス給付費という形で計上されております。この給付

に至っては、介護保険料の算定の基礎にもなってい

るかと思います。算定の基礎資料を見ますと、６

年、７年、８年という形で、若干その年度によって

上下がありますが、ほぼそんなに大きな変動がない

と見受けられますが、担当の課長等によりますと、

こういったコロナの影響等を勘案した場合の、当然

生身の人間ですから、当然いろいろな負担だとか、

病気だとかという形の中で出てくるかと思います

が、この算定の基礎というのは、現状を踏まえた妥

当な数字なのかどうなのか、その根拠等についてお

伺いいたします。 

○委員長（岡本康裕君） 高齢者支援班主幹、答

弁。 

○高齢者支援班主幹（飯村友香君） ４番米澤委員

の御質問にお答えさせていただきます。 

 算定の根拠ですけれども、今回、この３か年の経

過ですとか、コロナでこの３か年、ちょっと利用が

減っている部分とかもありましたので、コロナ禍前

の平均的な給付額だとかを勘案しまして、今後の高

齢者人口の伸びですとかを算定した中で、今回の算

定としております。 

 以上です。 

○委員長（岡本康裕君） ４番米澤委員。 

○４番（米澤義英君） 併せて、町長にお伺いした

いのですが、当然こういう算定基礎の予算の中で、

保険料等が設定されました。しかし、こういった３

か年の動向を見ますと、そう大幅な変動がないとい

う、伸びがない。確かに不確的要素があったとして

も、やはり基金だとか、一般会計からの繰入れを活

用しながら、保険料全体の要素を若干引き下げるこ

とも可能ではないかというふ思うのですが、この

点、町長、どのようにお考えなのか、お伺いいたし

ます。 

○委員長（岡本康裕君） 町長、答弁。 

○町長（斉藤 繁君） ４番米澤委員の御質問にお

答えしたいと思います。 

 保険料の見通し、サービスの見通しから、保険料

算定についての御質問かと思います。保険料を設定

するに当たり、委員おっしゃるとおり、介護保険の

基金からの投入は、先般、さきに説明したとおり投

入いたしますが、繰り返しになりますが、一般会計

からのさらなる投入というのは考えてございませ

ん。 

 以上です。 
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○委員長（岡本康裕君） ４番米澤委員。 

○４番（米澤義英君） この物価高騰という状況の

中で、加入者の方々が大変な負担を求められるとい

う状況になっておりますので、条例では反対しまし

たし、その旨を言いましたので、詳細には言いませ

んが、ぜひ改善が必要だと思います。 

 次にお伺いしたいのは、事業所における介護の、

いわゆる特に拘束介護だとかいろいろなことが今話

題になっております。行政で指導できる範囲だと

か、限られた部分もありますが、こういった逐次そ

ういった状況を町としても把握できる体制というの

は、新年度においてもあるのかどうなのか、町がで

きる範囲の中でしかないんだと思いますが、そう

いった点について、今年度の内容というのはどうい

うふうになっておりますか。 

○委員長（岡本康裕君） 保健福祉課長、答弁。 

○保健福祉課長（深山 悟君） ４番米澤委員の各

事業所における事故防止の関係の質問だと思いま

す。その関係でお答えします。 

 町としましては、各施設の定例の会議というもの

があったりとか、監査というものが法的に定まって

おります。あと、不幸にも転んでけがしたとか、そ

ういったことも全て事故報告がルールで定められて

おりまして、その都度、町の方では必要に応じて、

事故のないように、動画等、新聞報道である拘束と

か云々は当然ないのですけれども、そういったこと

を適宜指導しているという状況で、今後も継続して

いくということでございます。 

○委員長（岡本康裕君） ４番米澤委員。 

○４番（米澤義英君） 介護全体でお伺いしたいの

ですが、いわゆる今年度から訪問介護等の介護報酬

等の基準が若干下がるという話が出てきておりま

す。そうしますと、特に訪問介護等の部分が、大き

く変動する部分が出てくるかと思いますが、その部

分というのは、今年度から反映されるかと思います

が、分かる範囲で、影響等、訪問介護等をいろいろ

調べましたら、訪問介護は特に引き下がるというこ

との話が出ております。身体介護、生活援助に至っ

ても、２０分未満だとか、細かく言いません。４０

円下がるということになりますと、小規模事業所、

あるいは訪問の介護職員が大変不足するという状況

もあるかと思いますが、そういう影響というのは出

る可能性があると思いますが、分かる範囲でよろし

いです。 

○委員長（岡本康裕君） 暫時休憩といたします。 

────────────────── 

午前 ９時４７分 休憩 

午前 ９時４７分 再開 

────────────────── 

○委員長（岡本康裕君） 休憩を解きます。 

 保健福祉課長、答弁。 

○保健福祉課長（深山 悟君） ４番米澤委員の訪

問介護の報酬というか、給付費の関係の御質問にお

答えします。 

 国から事業所直に払われている部分でありまし

て、この会計を通らないということで、詳細は

ちょっと把握できかねるところでございますけれど

も、やはり事業所の収入が減少するということなの

で、影響は出るものと推測しております。 

 これから、介護保険事業のほうでも定期的に会議

等がありますので、各事業所から実際の状況という

ものを把握していきたいと思っているところでござ

います。 

 以上です。 

○委員長（岡本康裕君） ５番金子委員。 

○５番（金子益三君） ３３９ページの任意事業に

関わるところでちょっと教えていただきたいのです

けれども、日頃、上富の介護事業というか、高齢者

班の皆さん本当にお疲れさまでございます。ケアマ

ネの方を含めて、いろいろな現場でお会いしますけ

ど、本当にきめ細かいサービス、感謝するところで

ございます、初めに。 

 ちょっと伺いたいのが、認知症予防のカフェをや

られたりしておりまして、見守り事業も行われてい

るのですけれども、現在、登録者数は何名ほどい

らっしゃるのでしょうか。 

○委員長（岡本康裕君） 暫時休憩といたします。 

────────────────── 

午前 ９時４９分 休憩 

午前 ９時４９分 再開 

────────────────── 

○委員長（岡本康裕君） 休憩を解きます。 

 生活支援担当主幹、答弁。 

○生活支援担当主幹（加藤靖之君） ５番金子委員

の御質問にお答えいたします。 

 現在、見守り高齢者の徘回ネットワーク事業を実

施しておりまして、登録者数ですが、令和６年３月

現在で 1０名の方が登録されております。この方に

ＧＰＳの貸出ですとか、あるいは登録して、捜索を

協力するといったような事業の内容になっておりま

す。 

 以上になります。 

○委員長（岡本康裕君） ５番金子委員。 

○５番（金子益三君） 併せまして、細かい基準が

ありましたよね、捜しに行くタイミングとか。申し

訳ないのですけども、その１０名の方に対するケア

のやり方というのを教えてもらっていいですか。 

○委員長（岡本康裕君） 生活支援担当主幹、答
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弁。 

○生活支援担当主幹（加藤靖之君） ５番金子委員

の御質問にお答えします。 

 細かな基準なのですが、自宅で介護されている方

の支援ということが大きな目的になります。自宅の

介護者については、いつ自宅を出ていってしまうか

という見守り、いつも気を張っていたりですとか、

そういったところの協力になってきます。 

 一つに、認知症であること、また、認知症の徘回

のおそれのある方、そういった方を事前登録してい

ただいて、日頃思い入れのある場所ですとか、そう

いったことも聞き取りの中に入れております。それ

で、そのときに御家族の方には、今日の朝の服装は

どうだったかといったような家族への協力もありま

す。 

 そういった中で、今の捜索ネットワークの事業を

しておりますけれども、特に細かな条件というのは

なくて、御家族の方がそういったことで困っている

事情があれば登録を受付けしている状態です。 

 あと、出動に関しましては、年に２回ネットワー

ク会議を開いておりまして、警察、消防、あと、行

政機関と一緒にこちらの名簿について申合せをして

おります。登録いただいた方の名簿で、皆さん、ケ

アマネジャーも入って、最近の様子を持ち合わせた

りですとか、そういった事前の準備をしているとこ

ろです。 

 もし通報が入りましたら、その方のいなくなった

時刻や場所を確認して、初動捜査から始まって、必

要があれば警察、消防と徐々に捜索範囲を広げてい

くという手順になっております。 

 以上です。 

○委員長（岡本康裕君） ５番金子委員。 

○５番（金子益三君） ということは、この予算

は、捜す人の登録の謝金ということではないという

ことで理解してよろしいですか。ＧＰＡだったり、

事業そのものだったり、ネットワークの会議だった

りということの予算立てで。今後も、あくまでも民

生員の方もいらっしゃいますし、それこそ町内会の

方もいらっしゃるし、いろいろ隣近所の方で助け合

うというところの精神で続けていくということで理

解してほしいですか。 

○委員長（岡本康裕君） 生活支援担当主幹、答

弁。 

○生活支援担当主幹（加藤靖之君） ５番金子委員

の御質問でお答えします。 

 そのとおりでございます。 

○委員長（岡本康裕君） ９番島田委員。 

○９番（島田政志君） ３２５ページの基金の繰入

れの件なのすが、今回３,０００万円入れると残り

２,２００万円ということでよろしいでしょうか。 

○委員長（岡本康裕君） 保健福祉課長、答弁。 

○保健福祉課長（深山 悟君） ９番島田委員の御

質問にお答えします。 

 一応、基金から繰入れを３,０００万円入れると

いうことでございますので、るる申し上げましたと

おり、５,２００万円程度基金があると見積もりを

取っていますので、あと２,２００万円程度残って

いるということでございます。 

 以上です。 

○委員長（岡本康裕君） ９番島田委員。 

○９番（島田政志君） そうすると、３年後の話に

なるのですけれども、３年後には基金が、このまま

物価上昇とかいろいろなことが勘案されると、基金

がなくなってしまうと思うのですが、そうすると、

その足りなくなった部分はみんな受益者負担という

ことになりますでしょうか。 

○委員長（岡本康裕君） 保健福祉課長、答弁。 

○保健福祉課長（深山 悟君） 今後の見込みなの

ですけれども、基本的には基金を支消して、とりあ

えず今この３年間、第９期におきましては、３年間

で２,０００万円を支消して何とか維持できるとい

う部分と、あと、余力としましては、いろいろ給付

が伸びるという部分とか収入が減少するということ

もいろいろ加味しまして、３,０００万円あります

ので、一応この５,２００万円の中で、この３年間

運営できるということで計画を持っているというこ

とです。 

 もしなくなった場合につきましては、一時借入れ

という形でお金を借りてその年度を乗り越えていく

という形になります。基本は、借金でございますの

で、もし一時借入れで市中銀行からお金を借りた場

合においては、そこは、最終的には第１０期で保険

料をまた、再算定がありますので、そちらのほうで

再計算をして、そして保険者の皆様に負担いただく

ことがいいのか、それとも１０期の３年間何とか行

けるかという部分の読み込みをしながら、対処する

というような形になると想定しています。 

 以上です。 

○委員長（岡本康裕君） ９番島田委員。 

○９番（島田政志君） 他町村の話をするとちょっ

と申し訳ないのですけれども、他町村では、そうい

うふうに足りなくなったときに一般会計のほうから

入れられるということも聞いておりましたけれど

も、それについてはどんなものでしょうか。町長、

いかがなものかと。 

○委員長（岡本康裕君） 保健福祉課長、答弁。 

○保健福祉課長（深山 悟君） ９番島田委員の質

問にお答えします。 
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 基本、一般会計からの繰入れを出しているという

ところの話もありますけれども、基本は、いろいろ

担当者の会議ありまして、そちらのほうでるる事例

とかも聞き及んでいるところでございます。基本的

には、条例のときに申し上げました、保険機能でご

ざいますので、あくまでも公費負担の５０％と、保

険者負担の５０％ということで成り立たせる会計で

ございますので、もし足りなくなった場合において

は、市中銀行から借入れして運営していくという考

えでいるということでございます。 

 他市町村の自治体も、たらればの話は担当者とし

ていたします。そのときに、今回こういうふうに設

定したのだけれども、もし赤字になったらどうする

のかという話も事務レベルではしているところ、基

本、制度融資を受けて運営していくというところも

あるということで、御承知おき願いしたいと思いま

す。 

○委員長（岡本康裕君） 町長、答弁。 

○町長（斉藤 繁君） ９番島田委員の御質問に私

のほうからもお答えしたいと思います。 

 先ほど担当課長が申したとおりなのですが、保険

事業ということで、特別会計とはいえ、他の事業と

はちょっと違って、保険事業、国保も同じなのです

が、被保険者、介護では公費が半分、残りが被保険

者ということで折半して、その中で保険料を集めて

運営するということは、国保なんかも、保険事業で

はそうなのですが、一般会計を投入するということ

は、被保険者以外が払った原資、税金とかも当然投

入するということになりますので、そうすると結構

問題があるのではないかと推測しますし、実際問題

あると思いますので、そういう意味では、先ほども

述べましたとおり、一般会計からの繰入れは、法定

で決められている部分等はいろいろありますけれど

も、保険料を下げるための一般会計からの投入は考

えていないというのが回答になります。 

 以上です。 

○委員長（岡本康裕君） ８番中瀬委員。 

○８番（中瀬 実君） ３３５ページの住宅改修費

の関係でちょっと確認をさせていただきたいと思い

ます。この改修費については、いわゆる段差の解消

とか手すりだとか、上限２０万円でありましたが、

そういった関係の住宅改修費なのでしょうか、確認

させてください。 

○委員長（岡本康裕君） 高齢者支援班主幹、答

弁。 

○高齢者支援班主幹（飯村友香君） ８番中瀬委員

の御質問にお答えさせていただきます。 

 こちらの住宅改修費、委員おっしゃるとおり、手

すりの設置ですとか段差の解消ですとか、住宅の改

修に関わる、上限２０万円の中で改修するものにな

ります。 

 以上です。 

○委員長（岡本康裕君） 中瀬委員。 

○８番（中瀬 実君） 昨年度から見れば１６０万

円ほどの住宅改修費の予算が減っております。今、

我々のような高齢者が増えてきております。在宅で

介護をする方がある程度増えてきております。そん

な中で、やはり自宅で介護できるのであれば、その

ほうが、いわゆる施設とかそういったところに入ら

なくても済む人が増えるとすれば、そういった住宅

改修費を使ってでも、少しでも長く自宅で介護でき

れば一番理想的だと思っています。 

 そこで、問題は、去年から見たら１６０万円ほど

減っているということは、ある程度そういった要望

は減るだろうという見込みで、こういう金額が減ら

されているのか確認します。 

○委員長（岡本康裕君） 高齢者支援班主幹、答

弁。 

○高齢者支援班主幹（飯村友香君） ８番中瀬委員

の御質問にお答えさせていただきます。 

 今回１６０万円ほど減っているということですけ

れども、３年間の実績と直近、令和４年度の実績と

５年度の上半期の実績を見まして、そこまで住宅改

修費が伸びていませんでしたので、今回この金額で

予算のほうを積算させていただきました。 

 ただ、今後、６年度に入りまして、住宅改修費、

申請がかなり伸びてきて、予算が足りないというこ

とになりましたら、年度途中で補正をさせていただ

いて、対応させていただきますので、予算が足りな

くなったから申請を受付けないというものではござ

いませんので。 

 以上です。 

○委員長（岡本康裕君） ８番中瀬委員。 

○８番（中瀬 実君） そういうことであれば、予

算がなくなったから終わりだというのでないあれ

ば、適宜対応していただいて、少しで家で不便のな

いような形の対応を取っていただきたいと思いま

す。 

○委員長（岡本康裕君） ほか、ございますでしょ

うか。 

 ４番米澤委員。 

○４番（米澤義英君） ３４１ページの委託料で、

生活支援体制整備という形になっておりますが、こ

れはどの事業所に委託されて、どういう内容なの

か、お伺いしておきたいと思います。 

○委員長（岡本康裕君） 生活支援担当主幹、答

弁。 

○生活支援担当主幹（加藤靖之君） ４番米澤委員
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の御質問にお答えいたします。 

 まず、委託事業所なのですが、委託先は社会福祉

協議会になっております。 

 内容につきましては、お助けサポーター制度とい

いまして、有償ボランティアの仕組みづくりや、そ

れに係るマッチング機能というところで、事業の委

託をしているところです。 

 以上です。 

○委員長（岡本康裕君） ４番米澤委員。 

○４番（米澤義英君） 予算と人のマッチングとい

う点では、比較的スムーズに、何人か登録されてい

る方もいらっしゃると思いますが、現状についてお

伺いいたします。 

○委員長（岡本康裕君） 生活支援担当主幹、答

弁。 

○生活支援担当主幹（加藤靖之君） ４番米澤委員

の御質問にお答えいたします。 

 現在、登録者数、サポートする側の人数なのです

が、４６名になっております。昨年度、４月１日か

ら１２月３１日までのマッチングした件数につきま

しては６１件ということで、内容につきましては、

ホームヘルパーが法的できない草むしりですとか、

仏壇の掃除、あるいは電球の取り替え、そういった

ような生活支援を有償ボランティアでマッチングし

て、高齢者の暮らしを支えるといった仕組みになっ

ております。 

 以上です。 

○委員長（岡本康裕君） ４番米澤委員。 

○４番（米澤義英君） この予算で、現行で登録だ

とかマッチングという形の中で、大変な部分もあっ

たにしても、現行予算で十分対応できるということ

になりますか。 

○委員長（岡本康裕君） 生活支援担当主幹、答

弁。 

○生活支援担当主幹（加藤靖之君） 今の予算、人

件費、活動費、その他の予算が入っております。 

 それで、現在、ボランティアコーディネーターの

人件費一部と、生活支援コーディネーターの人件費

一部が入っておりまして、今、十分に活動できてい

る状況と把握しております。 

 以上です。 

○委員長（岡本康裕君） ６番林委員。 

○６番（林 敬永君） ３５０ページの給与費明細

を拝見していたのですけれども、本年度、職員の数

９名ということで、２名増になっているのですけれ

ども、事業費の方でどこで増えているかちょっと分

からないので教えていただけますか。 

○委員長（岡本康裕君） 保健福祉課長、答弁。 

○保健福祉課長（深山 悟君） ６番林委員の御質

問にお答えします。 

 ９名の部分の、どこに反映されているかという部

分で。（「７人だったのが９人で、２人増えたとこ

ろだけ教えてもらえれば」と呼ぶ者あり） 

 予算でどこに配分されているか。３３０ページの

一般管理費の給与費に反映されているということで

ございます。 

 あと、来年度の見込みとしまして、２人の部分、

１名は今後、令和６年度に採用予定するという部分

も加味してカウントしているというところで、御承

知おき願いしたいと思います。実質は、今１名増え

ているところで、去年から比較して１名は増えてい

るのですけれども、残り１名については、令和５年

度から募集かけているのですけれども、その分が

入っているということで、御了承願いたいと思いま

す。 

○委員長（岡本康裕君） 暫時休憩。 

────────────────── 

午前１０時０７分 休憩 

午前１０時０８分 再開 

────────────────── 

○委員長（岡本康裕君） 休憩を解きます。 

 ほか、ございますでしょうか。 

 ４番米澤委員。 

○４番（米澤義英君） ３３７ページの１８節の高

額事業サービスで、通所と訪問事業という形になっ

ておりますが、こういった事業等の内容等というの

はどういう内容になっていますか。 

 高額事業サービス費負担という形になっているの

で、費用の負担なのか何の負担なのか分からない。 

○委員長（岡本康裕君） 暫時休憩。 

────────────────── 

午前１０時０９分 休憩 

午前１０時１０分 再開 

────────────────── 

○委員長（岡本康裕君） 休憩を解きます。 

 地域包括支援センター主任介護士支援専門員、答

弁。 

○地域包括支援センター主任介護士支援専門員（佐

藤智恵美君） ４番米澤委員からいただきました御

質問にお答えいたします。 

 通所型サービスと訪問型サービスということで、

事業の内容ということでよろしいでしょうか。 

（「事業内容も含めて、単なる費用の負担なのか、

高額利用した分の、そこら辺が分かればいいと思い

ます。」と呼ぶ者あり）分かりました。 

○委員長（岡本康裕君） 休憩します。 

────────────────── 

午前１０時１０分 休憩 
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午前１０時１２分 再開 

────────────────── 

○委員長（岡本康裕君） 休憩を解きます。 

 ４番米澤委員。 

○４番（米澤義英君） サービスという形になって

おります。前年度もほぼ同額ということで、あまり

変わりはないのかなと思っております。短期入所だ

とか訪問介護という形の中で、自己負担がオーバー

した分に対する費用負担の一部を補助するという形

になっているかと思いますが、この支給基準という

のは、所得制限がないのか、あるのか、非課税世帯

だとか、そういう内容になっているのか、お伺いい

たします。 

○委員長（岡本康裕君） 高齢者支援班主幹、答

弁。 

○高齢者支援班主幹（飯村友香君） ４番米澤委員

の御質問にお答えさせていただきます。 

 保険給付外の上乗せサービスの給付でございます

けれども、こちらのほう、在宅で介護が必要な方

が、介護者が急な入院だとかで介護ができないよう

な状況になったときに、緊急的にショートステイと

かヘルパーを使う事業になっております。 

 緊急なものですから、介護認定を受けている方で

すと、介護度によりまして、月の支給量は決まって

くるのですけれども、その支給量の中で超えてしま

う分については、こちらの方の上乗せサービスのほ

う負担するというような形で、利用者に不便のない

ようにサービスが使えるようにというところで、町

独自のサービスとなっております。 

 以上です。 

○委員長（岡本康裕君） ４番米澤委員。 

○４番（米澤義英君） そのほかに、利用者の方々

から、こういったサービスに対して上乗せがあった

りだとか、そういうような声というのは実態として

あるのかどうなのか、お伺いいたします。 

○委員長（岡本康裕君） 生活支援担当主幹、答

弁。 

○生活支援担当主幹（加藤靖之君） ４番米澤委員

の質問にお答えします。 

 そういった声は、今のところ上がっておりません

で、また、実績のほうもほぼなく、準備的な予算に

なっております。 

 ただ、家族がもう１日２日長くしてほしいですと

か、介護点数の中では賄えない部分をこういった予

備で取っている予算になります。 

 以上になります。 

○委員長（岡本康裕君） ４番米澤委員。 

○４番（米澤義英君） 全体的にお伺いしたいので

すが、介護の状況を見ていますと、高齢者が高齢者

を見るだとか、非常に虚弱な方が母親や親、もしく

は子どもを見るという状況になっております。それ

で、そういったところの支援というのが非常に重要

になってきている部分があるのかと思います。そう

いった部分の体制と、まだまだ介護の相談について

は、アンケートを見ましたら、どこに相談していい

か分からないという方が約５割あるという、非常に

大きな問題ではないにしても、重要な課題提起され

ているのではないかと思いますが、今年度に至って

は、そういう方たちに対する包括からの支援に対す

る支援の在り方というのは、今年度はどういう目標

を持って支援されようとしているのか、お伺いいた

します。 

○委員長（岡本康裕君） 生活支援担当主幹、答

弁。 

○生活支援担当主幹（加藤靖之君） ４番米澤委員

の御質問にお答えします。 

 介護を受けたくても、相談先が分からないという

方に関しましては、今のところインターネットや、

普及啓発予防として、地域の住人会や老人会に出向

いて体操、運動をしたりという機会にパンフレット

を配ったりなどして、じかに普及啓発しておりま

す。 

 今年度の目標につきましては、できる限り御自宅

や地域に出向いていって、そうした介護を受けたい

という声を拾えるように、目標を立ててやっており

ます。 

 以上です。 

○委員長（岡本康裕君） 保健福祉課長、答弁。 

○保健福祉課長（深山 悟君） ４番米澤委員の御

質問に、今の答弁の補足説明を申し上げます。 

 毎年６月から中心に民生児童委員のほうにも協力

を得て、前回、３,３００人の高齢者実態調査とい

うもので年１回、対面が基本なのですけれども、今

はこういった状況なものですから、電話とかでも実

際に調査、手法はいろいろと臨機応変になっていま

すけれども、そこで１年１年高齢者の実態を調査し

まして、そこで数字も与えますので、気になった方

がいればこちらのほうからお声がけするとか、民生

委員からお声がけして、そこで接点を持ちまして、

介護保険が必要な部分については、制度及びサービ

ス等を説明していくということにつなげていってい

る実態でございます。 

 以上でございます。 

○委員長（岡本康裕君） 先ほどの米澤委員の高額

総合事業サービスの説明をいただきます。よろしく

お願いいたします。 

 地域包括支援センター主任介護士支援専門員、答

弁。 
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○地域包括支援センター主任介護士支援専門員（佐

藤智恵美君） 先ほどは失礼いたしました。 

 ４番米澤委員の先ほどの御質問にお答えさせてい

ただきます。 

 こちらの事業そのものは、介護予防事業、緩和型

の通所サービスと訪問型サービスということで位置

づけておりまして、平成２９年から事業展開してき

ております。 

 通所型については、定期的に外出、送迎つきです

けれども、外出していただくことで、交流、運動す

ることで要介護状態になることを予防しましょうと

いう目的を掲げて、上富良野町ではラベンダーハイ

ツとあさひ郷のデイサービスセンターかみん、２か

所でそれぞれ週１回やっている事業になります。 

 訪問型サービスにつきましても、社会福祉協議会

の訪問介護事業所に、総合事業緩和型として、主に

は身体介護を除く生活支援というところの支援が主

に事業を行って、自立を高めていただくような支援

をさせていただいています。 

 一番最初の高額総合事業サービス費の負担という

ことにつきましては、総合事業にも支給限度額とい

うものがありまして、一月５,０３２単位、その中

で私たちケアマネジャーは、報酬単価でやりくり、

マネジメントをするわけですが、まれに５,０３２

単位を超える特段の事情がある場合については、こ

ちらの予算をもって負担するという事業になってお

ります。 

 以上です。 

○委員長（岡本康裕君） ほか、ございますでしょ

うか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（岡本康裕君） なければ、議案第４号令

和６年度上富良野町介護保険特別会計予算の質疑を

終了いたします。 

 休憩といたします。 

 再開は３５分。 

────────────────── 

午前１０時３０分 休憩 

午前１０時３５分 再開 

────────────────── 

○委員長（岡本康裕君） それでは、休憩を解き、

委員会を再開させていただきます。 

 次に、議案第５号令和６年度上富良野町ラベン

ダーハイツ事業特別会計予算を議題といたします。 

 提案者より補足説明があれば、発言を許可しま

す。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（岡本康裕君） なければ、これより、歳

入歳出を一括して、１７ページから１８ページ、３

５４ページから３９２ページの予算全般の質疑に入

ります。ございませんか。 

 ４番米澤委員。 

○４番（米澤義英君） ３７３ページであります

が、修繕料という形で、１０節一般管理費の中であ

りますが、修繕料というのはどういう中身になって

いるのか、内容になっているのか、お伺いしておき

たいと思います。 

○委員長（岡本康裕君） ラベンダーハイツ次長、

答弁。 

○ラベンダーハイツ次長（    君） ４番米澤

委員の御質問にお答えしたいと思います。 

 令和６年度の予算の修繕につきましては、床暖パ

ネルの自動制御盤の修理が３２３万４,０００円と

なっております。それ以外については、施設の維持

修繕費に充てられております。 

 以上です。 

○委員長（岡本康裕君） ４番米澤委員。 

○４番（米澤義英君） 実施計画なんかを見ました

ら、計画的に修繕という形があるかと思いますが、

当面施設、老朽化してきておりますので、その都度

対応が迫られるものがあると思います。 

 既に、これ以外に修繕しなければならないという

ような現状もあるかと思いますが、そこは、現状で

はないと判断してよろしいですか。 

○委員長（岡本康裕君） ラベンダーハイツ所長、

答弁。 

○ラベンダーハイツ所長（鎌田理恵君） ４番米澤

委員の御質問にお答えしたいと思います。 

 昨年、予算特別委員会の中で御意見をいただきま

して、様々施設の中の点検をしてきたところでござ

います。その内容の中で改修が必要なものにつきま

しては、一般会計からの繰入れの中に入れさせても

らっておりますが、施設改修分ということで１００

万円と、あと、暖房操作ユニット及びサーモ交換と

いうことで３２４万円ほど入れさせてもらって、こ

れは計画的に実施する予定にしてございます。 

 あと、先ほどお話ししました一般管理費の中の修

繕費につきましては、日々起こる故障等について、

常に対応していかなければなりませんので、そちら

の方で費用を計上させてもらっています。 

 以上です。 

○委員長（岡本康裕君） ４番米澤委員。 

○４番（米澤義英君） 事業計画を見ますと、令和

７年度でショートステイの屋根の塗装という形で、

令和８年度は屋上の防水改修ほかという形になって

おりますが、逐次こういった計画的な予算計上をさ

れておりますが、給排水関係というのは現状では大

丈夫でしょうか。 
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○委員長（岡本康裕君） ラベンダーハイツ所長、

答弁。 

○ラベンダーハイツ所長（鎌田理恵君） ４番米澤

委員の御質問にお答えします。旧 

 給排水関係も点検をさせていただいております。

確かに４０年たっている建物の給排水なので、様々

故障もございますが、１０年の中で施設のほうを整

備していくという、この１０年の中で方向性を定め

ていくというような中で、その１０年間の中、対応

できる状況なのかどうか、そうなったときに大がか

りな入替えだとかというようなことというのは、今

の現状ではふさわしくないのかなということで、業

者等とも様々相談をしまして、故障が出たところに

ついて逐次修理をしていくというようなことで、対

応していくのがいいのではないかということで、助

言もいただいたりしましたので、そのように現状で

は考えております。 

 以上です。 

○委員長（岡本康裕君） ４番米澤委員。 

○４番（米澤義英君） 相当施設も老朽化している

という状況になって、いろいろ課題もあります、今

後のラベンダーハイツの運営、在り方という課題も

あるかと思いますが、当然そういったところも視野

に入れた改修計画という形を１０年スパンで、その

時々の状況を見ながら実施するという形になってい

ますが、町長にお伺いいたしますが、今後１０年を

区切りとして、今後のラベンダーハイツの在り方全

般について、何らかの方向性というのを見出そうと

しているのかどうなのか、この点をお伺いしておき

たいと思います。 

○委員長（岡本康裕君） 町長、答弁。 

○町長（斉藤 繁君） ４番米澤委員の御質問にお

答えしたいと思います。 

 今後のラベンダーハイツの在り方につきまして

は、施設が老朽化しておりますので、それ以外にも

高齢者の推移、サービスを必要とする方の推移等々

を勘案しながら、早急にまとめて決めていきたいと

思っております。 

 以上です。 

○委員長（岡本康裕君） ４番米澤委員。 

○４番（米澤義英君） 次に、全体についてお伺い

いたします。 

 ショートにしてもデイサービスにしても、ラベン

ダーハイツの介護というのは、非常に職員の確保が

重要になってきているかと思います。今年度に至っ

ては、介護をされる介護士の確保の状況というのは

どのような状況になっておりますか。 

○委員長（岡本康裕君） ラベンダーハイツ所長、

答弁。 

○ラベンダーハイツ所長（鎌田理恵君） ４番米澤

委員の御質問にお答えしたいと思います。 

 現状では、既に令和６年度に採用する会計年度任

用職員の手続も全て終わっておりまして、その職員

も含めて、計画を持っている利用者数を受入れられ

る介護士につきましては、体制になってございま

す。 

 以上です。 

○委員長（岡本康裕君） ４番米澤委員。 

○４番（米澤義英君） そうしますと、特別養護老

人ホームの平均の利用者目標というのが４８.５

人、ショートは月平均５名という形になっているか

と思います。その時々によって、インフルだとか風

邪だとかによって変わるかと思いますが、ショート

については、今年度、よほどのことがない限り、人

の確保も十分できているということでありますか

ら、この目標というのは、ほぼ何もなければ、この

目標に向かって進める条件があると考えていいの

か、１０人ぐらいが利用できるわけですから、お伺

いいたします。 

○委員長（岡本康裕君） ラベンダーハイツ所長、

答弁。 

○ラベンダーハイツ所長（鎌田理恵君） ４番米澤

委員の御質問にお答えします。 

 体制的には整っておりますが、ショートステイと

いうのは居宅サービスの一つで、ケアマネジャーの

ケアプランの中に位置づけられたサービスというこ

とで、利用者とケアマネジャーのほうで、このサー

ビスが必要だというときに、初めてサービスの利用

につながってくるといったような、大変ちょっと水

物でもあるサービスでもありますので、体制はまず

整えてはあるのですけれども、あと、利用者を目標

とする５人をしっかり受入れられるように、こちら

のほうも、ケアマネジャー、あと地域の方々にＰＲ

をしながら、何とか利用目標を達成したいと考えて

おります。 

 以上です。 

○委員長（岡本康裕君） ４番米澤委員。 

○４番（米澤義英君） ラベンダーハイツについて

も、掲げた目標という形で、対応できる人員体制と

いうことで確認してよろしいですか。 

○委員長（岡本康裕君） ラベンダーハイツ所長、

答弁。 

○ラベンダーハイツ所長（鎌田理恵君） ４番米澤

の御質問にお答えします。 

 おっしゃられるとおりです。 

○委員長（岡本康裕君） ４番米澤委員。 

○４番（米澤義英君） ３７７ページ、デイサービ

スの件であります。デイサービスを利用して、現状
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では、デイサービスの人員というのは何人、実績と

いうか、利用の状況というか、今年度はどのように

お考えなのか、お伺いいたします。 

○委員長（岡本康裕君） ラベンダーハイツ所長、

答弁。 

○ラベンダーハイツ所長（鎌田理恵君） ４番米澤

委員の御質問にお答えします。 

 デイサービスの利用者の目標ということでよろし

かったでしょうか。そちらのほうは、目標として

は、１８人ということで目標を持っております。今

までの委員会等でも説明させていただいたのです

が、今年度につきましては、デイサービスのほう

は、利用のほうが比較的目標に近い数字で推移して

ございます。 

 ただ、これも先ほどお話ししたショートステイと

同じように、居宅サービスの一つで、ケアプランの

中に入って、利用者が求めることで、初めて利用に

つながってくるといったようなものになりますの

で、しっかり地域のケアマネジャー、あと、地域の

皆さんにサービスのほうをＰＲしながら、利用目標

を維持していきたいと考えております。 

 以上です。 

○委員長（岡本康裕君） ４番米澤委員。 

○４番（米澤義英君） デイサービスを利用されて

いる方が、この間利用されていて、変化が恐らく生

まれてきているのだと思いますが、仲間とよく話し

をするようになったとか、そういった状況というの

は、現場で対応されている方が一番分かると思うの

ですが、非常に喜んで行かれている方もいるかと思

いますが、どういうような、これを行うことによっ

て、本人の変わりが生まれてきたのかというか、そ

こをちょっとお聞きしたいと思います。 

○委員長（岡本康裕君） ラベンダーハイツ次長、

答弁。 

○ラベンダーハイツ次長（    君） ４番米澤

委員の質問にお答えいたします。 

 デイサービスの利用者の利用している効果という

か、そのような点ということで、御質問にお答えさ

せていただきます。 

 ふだんどうしても在宅にいらっしゃいますと、人

との関わりが少ない状況の中で生活をしておられま

すが、週に決められた回数、デイサービスセンター

のほうに赴くことによりまして、旧知のお友達、あ

とは、以前から知り合ったけれども、なかなかお会

いできなかった方と再会をするようになりまして、

そこから会話のほうが膨らみまして、毎週来て懐か

しいお話をされて帰るという方がたくさん出てきて

いるのも効果かなと思います。 

 あと、やはりデイサービスの目的は、大半の方が

自宅での入浴が困難な方が多く通っていらっしゃい

ますので、定期に施設に通って入浴ができるという

ことは、利用者にとっては非常に満足いただいてい

る点でありまして、入浴のために休みなく通うとい

うお声も聞かれております。 

 以上です。 

○委員長（岡本康裕君） ほか、ございますでしょ

うか。 

 １２番小林委員。 

○１２番（小林啓太君） １３７ページ、一般管理

費に係るところになると思うのですが、さきに行わ

れた全員協議会等でもラベンダーハイツの経営状態

などについてたくさん議論がありました。 

 ふだんから、当然限られた資源の中で様々な工夫

をした上で経営されていることは重々承知している

のですが、一方で、この先、長期的に経営を改善す

ることだったりとか、あとは建て替え等も１０年ス

パンではあるものの、意識した場合に、積極的に、

今後どういうふうにラベンダーハイツがあるべき

か、どうしていくべきかなど、そういった、例えば

協議会をつくって会議を進めていくなど、前向きな

予算を取って調査・研究等を進めていくことも必要

になってくるのかと個人的には思っておりますが、

そういった予算は６年度には組み込まれているの

か、お伺いいたします。 

○委員長（岡本康裕君） ラベンダーハイツ所長、

答弁。 

○ラベンダーハイツ所長（鎌田理恵君） １２番小

林委員の御質問にお答えをします。 

 今の御質問は、将来に向けて何か経営改善を、建

て直していく、よくしていくための、それを目的と

した予算が組み込まれているかどうかという御質問

でよかったでしょうか。 

 特別そういうような内容での予算というのは、今

回の中には組み込んではございませんが、施設の在

り方等の、保険者も含めた打合せ等は既に継続して

行っているのですが、そういったソフト的な検討は

次年度、６年度も継続していく必要があると思って

おりますし、今回の令和６年度の法改正の中で、業

務の効率化ということを、施設それぞれで委員会を

立ち上げて検討していくことが求められています。

そういったことを内部でも委員会を立ち上げて、業

務の効率化、介護負担の軽減もありますし、あと、

経営の安定化ということもあると思うのですけれど

も、そういったことを、まず職員の中でもしっかり

認識をして、やれることを考えていくということ

が、まずは６年度の一つの整備かなと思って考えて

おります。 

 以上です。 
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○委員長（岡本康裕君） 町長、答弁。 

○町長（斉藤 繁君） １２番小林委員の御質問に

お答えしたいと思います。 

 将来について、ラベンダーハイツの将来像です

が、先ほどもうちょっと述べましたが、高齢者の

数、ラベンダーハイツのサービスを必要とする方と

いうのは、今後も、そんなに急激にいなくなるよう

なことはないと考えております。その上で、昨今の

状況というのは、非常に民間も含めて、この特別養

護老人ホームというのは厳しい状況にあることか

ら、やはりそういうニーズがある中で、町として

は、この施設はどういう形になるかというのは、ま

だまだこれから検討する余地はあると思いますが、

しっかりと支えていかなければならないかなと考え

ております。 

 その中で経営改善というのは、特にサービス料収

入のほうは、介護保険報酬ですので、なかなか国の

ほうでいろいろ決まったものがあって、これを増や

すというのはなかなか、利用者を増やすというのは

もちろんそうなのですが、報酬自体というのはなか

なかあれですが、歳出のほうも今ぎりぎりでやって

おりまして、こういう物価高騰の折、厳しい面があ

りますが、できるだけ小さなことからでも改善する

努力は今後も続けていかなければならないと思って

おります。 

 施設の在り方についても、今後どういうふうな、

大規模改修、全面改修等を含めて、今後、早急に、

施設が老朽化しておりますので、その辺は決めてい

かなければならないのかなと思っております。 

 あと、予算にはないのですが、民間の方も今非常

に厳しい状況で、民間の方で、相当知見を持ってい

る方も上川管内におりますので、そういう方にアド

バイス、見てもらって、そういう助言をいただくと

いうことは考えております。 

 以上です。 

○委員長（岡本康裕君） １２番小林委員。 

○１２番（小林啓太君） 今の町長の御答弁で、お

おむね方針というか、考え方に関しては理解させて

いただきました。 

 今回、こういう質問を予算委員会でしようかなと

思ったきっかけの一つとして、先日、近隣でこう

いった件に関する勉強会があった際に、そういった

全国の好事例などを紹介してくれる講師の方ともお

話した際に、今   やって、１０年後ぐらいには

建て替えの時期が来るかもしれないのですという話

をしていたときに、もうそろそろ話合いを始めない

と間に合いませんねという話だったりですとか。 

 あと、全国の好事例をお伺いしていても、今、介

護施設といっても、魅力的なまちづくりの一環とし

て、中心に据えてとまでは言わないですけれども、

ほかのいろいろ町で行っている行政サービスだった

りとか、あとは、例えば民間サービスと一緒に併設

されていたりとか、様々な事例がある中で、ラベン

ダーハイツ単体の問題としてではなく、やはりまち

づくりの一つとして考えるのであれば、今はラベン

ダーハイツの予算の話ですけれども、様々な分野を

またいで、こういう事業を考えて検討していくとい

うことも、もしかしたら必要になってくるのかなと

思ったときに、ぜひそういう好事例であったり、近

隣のところはもちろんのこと、道外であったりとか

を視察に行ったりとかする予算というのも、もしか

したら前向きな予算として確保してもいいのではな

いかなと感じた部分があるので、まだ１０年後とい

うことかもしれないのですけど、今ぐらいからどん

どんそういういろんな事例を見に行くような、そう

いう旅費的なところも確保してもいいのではないか

なと考えたのですが、その点、町長のお考えをお伺

いいたします。 

○委員長（岡本康裕君） 町長、答弁。 

○町長（斉藤 繁君） １２番小林委員の御質問に

お答えしたいと思います。 

 ラベンダーハイツの位置づけとしては、全く単体

として考えているわけではなく、やはりまちづくり

として、子ども・子育てのサービスがあれば、当然

高齢者のサービスもありますので、まちづくり、そ

ういう施設がないと、現役世代の我々も非常に困り

ますし、本人たちも非常に不安になると思いますの

で、そういうことから考えて、まちづくりの一部分

といいますか、構成していると認識しております。 

 好事例等をどんどん積極的に学んで、これからも

今後の在り方について研究・検討を重ねてまいりた

いと思っております。 

 以上です。 

○委員長（岡本康裕君） ４番米澤委員。 

○４番（米澤義英君） ３８１ページに介護従事者

の支度準備金助成という形で計上されております

が、内容についてお伺いいたします。 

○委員長（岡本康裕君） ラベンダーハイツ所長、

答弁。 

○ラベンダーハイツ所長（鎌田理恵君） ４番米澤

委員の御質問にお答えしたいと思います。 

 介護従事者支度準備金補助ということで記載させ

ていただいておりますが、こちらのほうについて

は、会計年度任用職員の介護士がラベンダーハイツ

のほうで従事していただくことになったときに、準

備の支度金ということでお支払いをしているものに

なってございます。 

 内容につきましては、勤務時間というか、フルタ
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イムなのかパートタイムなのかということで、

ちょっと費用のほうは差をつけてございますが、そ

ういったところで少しでも就労に結びつけるための

施策ということで設けているものです。 

 以上です。 

○委員長（岡本康裕君） ４番米澤委員。 

○４番（米澤義英君） 諸準備のためのいろいろ、

細かくいえばどういう内容になりますか。 

○委員長（岡本康裕君） ラベンダーハイツ所長、

答弁。 

○ラベンダーハイツ所長（鎌田理恵君） ４番米澤

委員の御質問にお答えします。 

 こちらのほうで想定しているのは、働くために必

要な消耗品といいますか、ユニフォームというの

か、介護ときに使うような被服ですとか、そういっ

たような身の回りのものを、そのお金をもって準備

に当たっていただければということで想定しており

ます。 

○委員長（岡本康裕君） ４番米澤委員。 

○４番（米澤義英君） 今年度の介護報酬の改定の

中に、恐らく若干、ラベンダーハイツ等においても

眠りスキャンだとか、ああいうものを利用した場合

だとか、その他いろいろあると思いますが、そうい

う場合、一定の報酬の加算があるという形になって

おりますが、今年度は、報酬の加算部分の適用とい

うのは、改定の中で、ラベンダーハイツ等にはどの

ようなものがありますか。 

○委員長（岡本康裕君） ラベンダーハイツ所長、

答弁。 

○ラベンダーハイツ所長（鎌田理恵君） ４番米澤

委員の御質問にお答えします。 

 今回の報酬改正の中で、眠りスキャンを使うこと

での何か加算等もというようなことも話の中にあっ

たと思うのですけれども、実際には、その見守りシ

ステムを使うことで、夜勤の職員の配置を０.１人

工減らしてもいいですとか、そういったようなこと

で、加算につながるようなものは、眠りスキャンの

ことではございませんでした。 

 令和６年度の収入の中で、新たな加算としては、

栄養士のマネジメントの加算のほうを算定している

費用計算になっております。今、ラベンダーハイツ

のほうで管理栄養士が配置されているのですけれど

も、その職員に個別の入所者、あと、デイサービス

の利用者に栄養の個別のアセスメントをして計画を

立ててということで加算をつけ、しっかり個別的な

アプローチをしていくように考えております。 

 その部分で、今までやっていた献立作成業務です

とか、そういったような部分は、委託の給食業者の

ほうと業務分担をしまして、それぞれ役割分担をし

た中で、給食業務、栄養の確保というのをしっかり

と対応していきたいと考えております。 

 加算について、新たにというのは、その部分のこ

とになっております。 

○委員長（岡本康裕君） ４番米澤委員。 

○４番（米澤義英君） 眠りスキャン導入という形

で０.５人減らせるということなのですが、必ずし

もそれが見守り全てということではないと思います

が、やはり人が大事だと思いますが、そこら辺はど

のようにお考えですか。 

○委員長（岡本康裕君） ラベンダーハイツ所長、

答弁。 

○ラベンダーハイツ所長（鎌田理恵君） ４番米澤

委員の御質問にお答えします。 

 私も全くそのとおりで、機械で代われるものでは

ないと思っておりますし、そういうことも含めて職

員とは日々話をしているのですけれども、機械はそ

れを教えてくれるというか、早く、今まで人が駆け

つけて、その状況を見てというのをやっていたこと

を、画像によって早く見つけるということにはなり

ますが、対応するのは人ですので、そこで人が減っ

てもできるというものではないと考えております。 

○委員長（岡本康裕君） ４番米澤委員。 

○４番（米澤義英君） 予算全般についてお伺いし

たいのですが、この間、本来でしたらきちっと収支

決算をして予算に臨むべきであったと思います。 

 ところが、収支決算において、きちっとした計画

が立ててはあったのでしょうけれども、いろんな要

因の中で、当然新年度予算に間に合わなくなってし

まったという、本来でしたらそういうものも含め

て、きちんとした中で、この予算が幾らですと、繰

越し、あるいは町の補塡する予算はこれですという

ことでなるはずであったのですけれども、非常に今

回のその点の予算を見ますと、なかなかきちっと精

査して、また、この予算を認められるような内容で

はない部分もあるのではないかと思っております。 

 本来でしたら、やはりもう既に５年度の予算の中

で赤字であればそれも補塡して、そして今年度の予

算に臨むということでありますが、この予算そのも

のがいびつになっていると私は思うのです。ですか

ら、この点について、町長はどのようにお考えなの

ですか。 

○委員長（岡本康裕君） 副町長、答弁。 

○副町長（佐藤雅喜君） ４番米澤委員の御質問に

お答えいたします。 

 先般の全員協議会で説明もさせていただきました

とおり、大変５年度の予算執行、それから、精算と

いいますか、実績をきちんと見極めることができな

かったこととか、あとはいろいろと入所者の方々の
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健康上の理由から大きく決算において不足が生じる

事態になったところでございます。 

 そういったことが、本来であれば、委員おっしゃ

るとおり、３月の通常の補正においてしっかりと見

通しを立てて、それに基づいたものが翌年度の予算

書の中にきちんと入るということが非常に正しいや

り方でございますけれども、今回、そういったこち

らのほうのミス、それから不慮の事態において大き

くスケジュール感も狂ってしまったこと、まずもっ

てお詫びしなければならないのかと思っておりま

す。 

 とはいえ、委員がおっしゃったとおり、５年度の

不足の部分については、５年度でしっかり精算をし

なければならないということもございますので、後

から上程というような形になってしまったことは、

大変こちらのほうの力不足があるのだと思っており

ますけれども、そういった部分で、一定程度見通し

の立ったところで、きちんと修正するということを

前提とした予算になっているということを、まず

もってお詫びしたいと思います。 

 あと、本当に今後上程される中でも御説明申し上

げますけれども、その後の処理やなんかについて

も、きちんと皆様と相談しながら執り進めてまいり

たいと考えているところですので、御理解を賜りた

いと思います。 

○委員長（岡本康裕君） 町長、答弁。 

○町長（斉藤 繁君） ４番米澤委員の御質問に私

のほうからもお答えさせていただきたいと思いま

す。 

 米澤委員おっしゃるとおり、会計の数字について

は、決算の数字については、大変御迷惑をおかけし

ております。特に収入については、不慮といいます

か、不可抗力の部分もありましたが、時期がずれ込

んだということについては、言い訳もできない状況

であります。大変申し訳ございません。 

 主な原因は、歳入でありますが、令和６年度にお

いても、支出、サービスの面においては、質、量と

も、これがいびつになるということはございません

ので、その辺りはしっかりとやっていきたいと思い

ますので、御理解を賜りたいと思います。 

 以上です。 

○委員長（岡本康裕君） ほか、ございますか。 

 ６番林委員。 

○６番（林 敬永君） ３７７ページのショートス

テイ事業についてお伺いいたしますが、先般、全員

協議会で配付されておりました資料３を拝見します

と、ショートステイは、１０年前、１日平均８名、

今は２名強ということでございます。コロナ禍も

あったかと思うのですけど、需要と供給のバランス

というのでしょうか、利用自体はなくなるというこ

とはないのでしょうか。求められている施設かどう

かというのが今後どのように考えているか、お聞か

せいただければと思います。 

○委員長（岡本康裕君） ラベンダーハイツ所長、

答弁。 

○ラベンダーハイツ所長（鎌田理恵君） ６番林委

員の御質問にお答えしたいと思います。 

 ショートステイの需要というか、今後どうなって

いくのかというところでありますが、特養と連動し

た、建物と職員が同じ空間を共有しているものです

から、特養の感染に大きく影響したというところ

は、今年度につきましては否めないかと思っており

ます。 

 ただ、３月に入ってからも相当数の新規契約の方

が入ってきていまして、常にそれについては対応し

て、緊急の受入れというのも２件ほどありました。

徘回があって、その日のうちに預けたい、家族が仕

事があったりして、預けたいという。居宅サービス

なので、ケアマネジャーがいて、ケアプランがあっ

てということで提供するサービスではあるのですけ

れども、それを飛び越えてというか、緊急的に対応

しなければならないということで、そういった措置

をとってもいいものではあるのですけれども、受け

入れる側にすると、いろいろな準備もできない中で

も、ただ本当に必要なものということで、そういっ

た利用も複数続いたりということで、受入れをさせ

てもらっております。相当な契約はしてきておりま

すので、このサービスが、需要が減るということは

全くないと思いますし、感染症の方が落ち着いてい

けば、伸びていくものかと思って考えているところ

です。 

○委員長（岡本康裕君） ほか、ございますでしょ

うか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（岡本康裕君） なければ、議案第５号令

和６年度上富良野町ラベンダーハイツ事業特別会計

予算の質疑を終了いたします。 

 ここで、説明員が交代しますので少々お待ちくだ

さい。 

（説明員交代） 

○委員長（岡本康裕君） 次に、議案第６号令和６

年度上富良野町水道事業会計予算を議題といたしま

す。 

 提案者より補足説明があれば、発言を許可いたし

ます。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（岡本康裕君） なければ、これより、歳

入歳出を一括して、１９ページから２０ページ及び
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３９４ページから４１２ページまでの予算全般の質

疑に入ります。 

 ４番米澤委員。 

○４番（米澤義英君） ４０５ページの修繕費の中

で、排水管修理という形、仕切り弁その他という形

になっておりますが、これは区域を決めてされるの

かと思いますが、大体どのような状況になるのか、

概要だけお伺いしたいと思います。 

○委員長（岡本康裕君） 上下水道班主幹、答弁。 

○上下水道班主幹（廣瀨欣司君） ４番米澤委員の

御質問にお答えします。 

 修繕費でございます。排水管修理と仕切り弁修理

と消火栓修理でございます。それぞれ、排水管修理

につきましては、漏水、場所がなかなか特定できま

せんので、前年度の同等の金額を計上させていただ

きます。仕切り弁の修理につきましては、３基とい

うことで、箇所がちょっとあるものですから、そこ

を直すということと、消火栓修理につきましては、

消火栓も時と場合によれば、いろいろな修理の方法

がありますので、おおよその金額を５０万円計上さ

せていただきまして、予算計上しています。 

 以上でございます。 

○委員長（岡本康裕君） ４番米澤委員。 

○４番（米澤義英君） 全て一斉に全部対応できる

というわけではないですね。排水管についても、消

火栓の修理についても、悪いところは、これから調

べて修理するということですね。 

○委員長（岡本康裕君） 上下水道班主幹、答弁。 

○上下水道班主幹（廣瀨欣司君） 今の御質問にお

答えいたします。 

 一応漏水については、どこか分からないのですけ

れども、あった場合はやっていくと。あと、仕切り

弁についてもやっていくということでございます。 

 以上でございます。 

○委員長（岡本康裕君） ４番米澤委員。 

○４番（米澤義英君） 今、能登半島地震という形

で、水道管の破損だとかがあります。町も耐震化に

備えた対応等というのもされているのかと思います

が、そういった排水管等の耐震化等、備える部分と

いうのは、現状どのようになっているのか、お伺い

したいと思います。 

○委員長（岡本康裕君） 建設水道課長、答弁。 

○建設水道課長（菊地 敏君） ４番米澤委員のた

だいまの能登半島に伴う町の水道管の状況について

お話しいたします。 

 町の水道管は大体４３キロほど入っております。

耐用年数４０年ということで、毎年１歳ずつ耐用年

数が近づいてくると思うのですけれども、現状のと

ころ大体耐震化の進捗率というのですか、約２５％

ということで、やるのは強度の強い管に次から次へ

と入れ替えていくという作業で行っている状況でご

ざいます。 

 以上です。 

○委員長（岡本康裕君） ほか、ございますか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（岡本康裕君） なければ、議案第６号令

和６年度上富良野町水道事業会計予算の質疑を終了

いたします。 

 次に、議案第７号令和６年度上富良野町簡易水道

事業特別会計予算を議題とします。 

 提案者より補足説明があれば、発言を許可しま

す。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（岡本康裕君） なければ、これより、歳

入歳出を一括して、２１ページから２２ページ及び

４１４ページから４２８ページまでの予算全般の質

疑に入ります。ありませんか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（岡本康裕君） なければ、議案第７号令

和６年度上富良野町簡易水道事業特別会計予算の質

疑を終了いたします。 

 次に、議案第８号令和６年度上富良野町公共下水

道事業会計予算を議題といたします。 

 提案者より補足説明があれば、発言を許します。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（岡本康裕君） なければ、これより、歳

入歳出を一括して、２３ページから２４ページ、４

３０ページから４４８ページまでの予算全般の質疑

に入ります。 

 ６番林委員。 

○６番（林 敬永君） 下水道につきましては、４

月から公営企業会計の財務会計処理の一部適用とい

うことでスタートされることでございます。 

 そこで、４３０ページのところの収益的収入及び

支出の中の支出、特別損失で、その他特別損失１,

８９２万５,０００千円、スタートの時点で、この

特別損失の中身を教えていただければと思います。 

○委員長（岡本康裕君） 上下水道班主幹、答弁。 

○上下水道班主幹（廣瀨欣司君） ６番林委員の御

質問にお答えいたします。 

 ４３０ページ、特別損失のその他特別損失という

ことで、これにつきましては、今回、法適用となる

のですけれども、それ以前までは、引当金の費用に

ついては計上の義務がありませんでした。今年度か

ら法適用になりますので、やむを得ず令和６年度の

賞与引当金や法定福利引当金、貸倒引当金を特別損

失に予算を計上することになりまして、そのほかに

は、過年度分、６年度分の消費税納付額も特別損失
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の計上となることから、本年度のみ、この特別損失

に関わる法定福利とか賞与引当金については、本年

度のみということでございます。 

 以上でございます。 

○委員長（岡本康裕君） ６番林委員。 

○６番（林 敬永君） よく分かりました。 

 それともう１点、ちょっとお伺いしたいのです

が、４３４ページのバランスシートの関係でござい

ます。勉強不足で申し訳ないのですが、流動資産で

未収金１,３１２万円というのがございます。こち

らは、未収金ということで、特別会計のときには出

納閉鎖整理期間があったかと思うのですけれども、

企業会計になるとそれが全くなくなることによる中

身なのかどうか教えていただきたいと思います。 

○委員長（岡本康裕君） 上下水道班主幹、答弁。 

○上下水道班主幹（廣瀨欣司君） ６番林委員の御

質問にお答えいたします。 

 ここに書かれています開始貸借対照表の２の流動

資産の未収金でございますが、これはにつきまして

は、打切決算ということで、令和５年３月末の段階

で打切決算いたしまして、令和５年度事業で、４月

以降に入ってくる部分がございます。料金だとかが

あるのですけれども、その分が未収金ということ

で、ここに書かれている部分でございます。 

 予算につきましては、令和６年度の予算というこ

とで、議案に書いているとおり、未収金ということ

で書かれている部分が、予算の額になるということ

でございます。 

 以上です。 

○委員長（岡本康裕君） ６番林委員。 

○６番（林 敬永君） よく分かりました。 

 もう一つだけ、すみませんが、４３４ページのバ

ランスシートをよく見ると、表頭に、予定開始バラ

ンスシートと書いて、令和６年４月１日で、めくっ

て４３６ページには、令和７年３月３１日というこ

とで、予定バランスシートを書いている。これは、

今回限りで、７年度からはこういう表記はなくなる

ということでしょうか。 

○委員長（岡本康裕君） 上下水道班主幹、答弁。 

○上下水道班主幹（廣瀨欣司君） ６番林委員の御

質問にお答えします。 

 そのとおりで、今回、開始貸借対照表というの

は、今年度のみになりますので、３６ページに書か

れている貸借対照表の期日、令和７年３月３１日で

来年度は閉めるという形になります。 

 以上です。 

○委員長（岡本康裕君） ５番金子委員。 

○５番（金子益三君） 関連です。４３６ページ及

び４４８ページに、重要な方針ということで書いて

あるバランスシートの中の貸借対照表で、減価償却

なのですけれども、それぞれ建物、構築物、機械装

置につきまして、定額法で落としていくということ

で書いてありまして、年数がそれぞれ１８年から４

５年、１８年から５０年、３年から１４年、法的に

決まった中でやっていると思うのですけれども、お

聞きしたいのが、建ててからの１８年から４５年、

１８年から５０年という考え方なのか、それとも企

業会計になった年からのものなのかというところは

分かりますか。 

○委員長（岡本康裕君） 上下水道班主幹、答弁。 

○上下水道班主幹（廣瀨欣司君） ５番金子委員の

御質問にお答えいたします。 

 今回、令和６年度がスタートになるわけでござい

ますが、その時点での固定資産ということで評価を

いたしまして、耐用年数につきましては、当時、昔

からの設置した年数からカウントして、耐用年数と

して計算しております。 

 以上ございます。 

○委員長（岡本康裕君） ほか、ございますか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（岡本康裕君） なければ、議案第８号令

和６年度上富良野町公共下水道事業会計予算の質疑

を終了いたします。 

 ここで、説明員が交代いたしますので少々お待ち

ください。 

（説明員交代） 

○委員長（岡本康裕君） 次に、議案第９号令和６

年度上富良野町病院事業会計予算を議題といたしま

す。 

 提案者より補足説明があれば、発言を許可いたし

ます。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（岡本康裕君） なければ、これより、歳

入歳出を一括して、２５ページから２７ページ、４

５１ページから４７７の予算全般の質疑に入りま

す。 

 ４番米澤委員。 

○４番（米澤義英君） ４６５ページなのですが、

医療事務委託という形で、前年度より若干、６００

万円ぐらい減っているかと思いますが、これは、要

因としては、単なる事務従事者が少なくなったとい

う形の要因でしょうか。 

○委員長（岡本康裕君） 町立病院次長、答弁。 

○町立病院次長（上嶋義勝君） ４番米澤委員の御

質問にお答えをさせていただきます。 

 御質問の医事業務の委託につきましては、本年、

今、業務委託している事業者から一部業務の見直し

をさせていただいて、医事業務の一部を変更すると
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いうことで、一部業務を減らすということで今回

なっておりますので、引き続き６年度につきまして

は、改めて業務を見直した分で積算をして、委託業

務を行う予定でございます。 

 以上です。 

○委員長（岡本康裕君） ４番米澤委員。 

○４番（米澤義英君） 受付業務という形で、結構

利用者の方が待ち時間、精算するときの待ち時間が

あるということで、以前はどういう状況だったのか

分かりませんけれども、結構、通院されている方に

したら、待ち時間があるという形の声も聞かれるの

ですが、そういった不便さというか、そういったの

はどういう状況なのでしょうか、現況としては。 

○委員長（岡本康裕君） 町立病院事務長、答弁。 

○町立病院事務長（長岡圭一君） ４番米澤委員の

御質問にお答えいたします。 

 今現在の医事業務の委託につきましては、先般か

ら皆様に御説明しているとおり、事業者のほうで退

職者が増えているというか、退職者がいました。新

たに採用もなかなか業者のほうではできないという

ことで、患者には大変御迷惑をおかけしていたとこ

ろでございます。 

 町としましては、その部分、業者のほうで対応が

できないとなりましたので、今現在、町のほうで会

計年度職員１名を採用しまして、そちらの者に会計

事務等の業務に就かせている状態で、前よりは患者

の待ち時間は減ったと思います。 

 以上です。 

○委員長（岡本康裕君） ほか、ございますでしょ

うか。 

 ４番米澤委員。 

○４番（米澤義英君） ４７１ページの医療機器等

についてお伺いいたします。ここには、什器備品等

もいろいろ書かれておりまして、詳細、専門家では

ありませんけれども、こういうものが購入されると

いうような状況の内容になっているということが、

詳細分かります。これは現時点での、今、資材等の

高騰などがありますから、こういった医療、什器備

品等についても若干変更があり得るというように押

さえていいのか、当然これから町立病院に係る費用

がかさむということですから、なるべくそういうも

のを必要最小限に抑えるということが基本になって

くるかと思いますが、この点についてお伺いいたし

ます。 

○委員長（岡本康裕君） 暫時休憩。 

────────────────── 

午前１１時３０分 休憩 

午前１１時３１分 再開 

────────────────── 

○委員長（岡本康裕君） 暫時休憩を解きます。 

 病院施設準備室長、答弁。 

○町立病院施設準備室長（    君） ４番米澤

委員の御質問にお答えいたします。 

 現状、各業者から購入予定品の概算見積を取りま

して、購入予定機器の積算をここに計上させていた

だいております。 

 概算見積徴収時点で、今後の物価高騰を考えて、

どの程度の金額になるか、今現在はこの金額でしか

提示できないということで、概算見積を出させてい

ただいて、その金額を積算として計上しておりま

す。今後は、この金額を超えない範囲内で、できる

だけ今活用できるものを活用して、必要なものを購

入していくということで計画しておりますので、そ

のように進めていきたいと思っております。 

 以上です。 

○委員長（岡本康裕君） ４番米澤委員。 

○４番（米澤義英君） 分かりました。 

 あと、施設整備等についてでありますが、施設整

備等についてもいろいろ変わり得るような状況があ

るかと思いますが、そこら辺はどのような押さえ

で、今後なっていくのか、お伺いいたします。 

○委員長（岡本康裕君） 建築施設班主幹、答弁。 

○建築施設班主幹（高松 徹君） ４班米澤委員の

御質問にお答えいたします。 

 施設整備費、これは工事費ということで理解して

よろしいでしょうか。（「すいません」と呼ぶ者あ

り）工事のほうは、契約後、現在も施工のほうは進

んでおりますけれども、契約約款の中で、市場の変

動、賃金の変動等があった場合は、減額も増額も含

めてですけれども、あった場合はお互い協議をし

て、請負代金の変更を進めていくことができるとい

う約款になっておりますので、今後そのような申出

があった場合は約款に基づきまして、協議のほうを

進めていきたいと考えております。 

 以上です。 

○委員長（岡本康裕君） ほか。 

 ９番島田委員。 

○９番（島田政志君） ４７３ページの職員手当と

いうところで、異動等ということで３,５００万円

ほどマイナスになっているかと思うのですけど、こ

れはそういう解釈でよろしいですか。 

○委員長（岡本康裕君） 町立病院次長、答弁。 

○町立病院次長（上嶋義勝君） ９番島田委員の御

質問にお答えをさせていただきます。 

 給与明細書にございます職員手当の、異動等の

３,５００万円減の部分につきましては、５年度中

に給与制度というか、法定福利の制度が変わりまし

て、退職手当組合の負担が大きく半減されるほどの
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数字になってございます。６年度の予算につきまし

ては、その部分を減額しておりますので、この中で

は退職手当組合の手当負担が大きく減っているとい

うような形で、主なものが退職手当組合の負担とい

うことで、積み上げまして３,５００万円ほどの減

になっているような状況でございます。 

 以上です。 

○委員長（岡本康裕君） ９番島田委員。 

○９番（島田政志君） こんなに減額されて、従業

員の方は困らないのかと……。そういうことで、ど

うもありがとうございます。 

○委員長（岡本康裕君） ４番米澤委員。 

○４番（米澤義英君） 今後のスケジュールのとこ

ろでお伺いします。建屋については、７月上旬か中

旬ぐらいに、８月上旬までに完成という形で、計画

ですから、大きな会社ですから、そうずれることは

ないと思いますが、８月上旬までに全体、３階まで

完成すると理解していいのか、お伺いいたします。 

○委員長（岡本康裕君） 建築施設班主幹、答弁。 

○建築施設班主幹（高松 徹君） ４番米澤委員の

御質問にお答えいたします。 

 その全体の工程表の中では、８月上旬から中旬に

かけまして、４階までのコンクリートの軀体が打ち

上がるということで、外観上は、全体の姿が見えて

くるのかと思います。それに併せまして、順次１階

から内装の作業を進めていきますので、外観上は、

８月の中旬頃には全体が見えてくるのかと思いま

す。 

 以上です。 

○委員長（岡本康裕君） ４番米澤委員。 

○４番（米澤義英君） その後、電気工事等が、内

装工事等という形で医療機器等の設置、移転が来

年、約３か月間ぐらいでしょうか、５月、６月ぐら

いまでという形で、ここでは十分余裕のある移転と

いう形で見てよろしいですか。 

○委員長（岡本康裕君） 施設整備室長、答弁。 

○施設準備室長（    君） ４番米澤委員の御

質問にお答えいたします。 

 他の自治体病院等の事例を見ましても、約１か月

半から２か月、３か月もあれば十分のような状況が

見れますので、うちの病院においてもこの期間があ

れば十分引越しは可能かということで、今現在この

スケジュールを組んでいるところでございます。 

 以上になります。 

○委員長（岡本康裕君） ４番米澤委員。 

○４番（米澤義英君） 新病院の人員配置予定数と

いう形で書かれております。予算の中でも、一般質

問の中でも申し上げましたが、介護士がいらっしゃ

るのです。確かに費用は、正職員にしたら恐らく増

えるかと思いますが、しかし、現病院でも介護士資

格を持ちながらも会計年度任用という形にはなって

おりますが、しかし、別枠として、介護士枠を設け

るべきだと思いますが、町長、この点どのようにお

考えですか。 

○委員長（岡本康裕君） 町長、答弁。 

○町長（斉藤 繁君） ４番米澤委員の御質問にお

答えいたします。 

 介護職員、会計年度の部分かと思います。会計年

度の介護員、病院に勤務されている方の勤務につき

ましては、繰り返しになりますが、勤務形態その他

によって決めていきたいと考えております。 

 以上です。 

○委員長（岡本康裕君） ６番林委員。 

○６番（林 敬永君） ４５６ページの令和５年度

の予定貸借対照表の２番、流動資産、(２)の未収金

７,４２７万７,０００円、ここの部分については、

診療報酬、レセプト請求して、その月に入ってくる

わけではないので、翌月分だけがここということで

理解してよろしいでしょうか。 

○委員長（岡本康裕君） 町立病院事務長、答弁。 

○町立病院事務長（長岡圭一君） ６番林委員の御

質問にお答えします。 

 流動資金の中の未収金につきましては、公営企業

会計ですので３月３１日で閉めということで、それ

以降に入ってくる分、今、委員が言われたとおり、

診療報酬、それと介護医療院の介護報酬、あと、公

衆衛生活動費とか、うちは３月末までに請求するの

ですけれども、４月になって入ってくるものもござ

います。そういった一連の診療、また介護に関わる

報酬等が全てそちらのほうに含まれているというよ

うな理解でお願いします。 

○委員長（岡本康裕君） ６番林委員。 

○６番（林 敬永君） ちょっと確認したかったの

ですけれども、例えば旅行されている方がやむを得

ず町立病院にかかって、そのときの自己負担、保険

証を持っているかどうかちょっと分かりませんけれ

ども、そういうものというのは、未収というのはな

いということで考えてよろしいですか。 

○委員長（岡本康裕君） 病院事務長、答弁。 

○町立病院事務長（長岡圭一君） ６番林委員の御

質問にお答えいたします。 

 今現在、旅行者の関係の未収金というのはござい

ません。 

○委員長（岡本康裕君） ほか、ございますか。 

 ２番荒生委員。 

○２番（荒生博一君） ６年度予算には、医師は、

これまで同様の数で予算が計算されておりますが、

当然ながら鋭意確保に向けてということでは理解さ
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せていただきますが、６年度、新しい病院が７年の

6 月ということで、いよいよ１年になりました。人

員確保の部分では心配ないでしょうか。 

○委員長（岡本康裕君） 病院事務長、答弁。 

○町立病院事務長（長岡圭一君） ２番荒生委員の

御質問にお答えします。 

 現在不足しています医師の確保の問題でございま

すけれども、前から答弁させていただいていたとお

り、これからも引き続き旭川医大の医局に要請をし

ていかなければならないと考えています。先ほど委

員言われたとおり、７年度には新しい病院ができま

すので、何としても早い時期に医師確保には努めた

いと思っております。 

○委員長（岡本康裕君） ほか、ございますか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（岡本康裕君） なければ、議案第９号令

和６年度上富良野町病院事業会計予算の質疑を終了

いたします。 

 以上で、本日の日程は全部終了いたしました。 

 本日は、これにて散会いたします。 

 

午前１１時４３分 散会  
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     令和６年３月１３日 

 

 

予算特別委員長    岡 本 康 裕 
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令和６年上富良野町議会予算特別委員会会議録（第４号） 

 

令和６年３月１４日（木曜日） 午前９時００分開議  

─────────────────────────────────────────────── 

○委員会付託案件 

議案第 １号 令和６年度上富良野町一般会計予算 

議案第２７号 上富良野町財政調整基金の一部支消について 

議案第２８号 上富良野町公共施設整備基金の一部支消について 

議案第２９号 十勝岳と共生するまちづくり応援基金の一部支消について 

議案第 ２号 令和６年度上富良野町国民健康保険特別会計予算 

議案第 ３号 令和６年度上富良野町後期高齢者医療特別会計予算 

議案第 ４号 令和６年度上富良野町介護保険特別会計予算 

議案第 ５号 令和６年度上富良野町ラベンダーハイツ事業特別会計予算 

議案第 ６号 令和６年度上富良野町水道事業会計予算 

議案第 ７号 令和６年度上富良野町簡易水道事業特別会計予算 

議案第 ８号 令和６年度上富良野町公共下水道事業特別会計予算 

議案第 ９号 令和６年度上富良野町病院事業会計予算 

─────────────────────────────────────────────── 

○出席委員（１３名） 

   委 員 長  岡 本 康 裕 君   副 委 員 長       小 林 啓 太 君 

   委   員  佐 藤 大 輔 君   委   員  荒 生 博 一 君 

   委   員  湯 川 千悦子 君   委   員  米 澤 義 英 君 

   委   員  金 子 益 三 君   委   員  林   敬 永 君 

   委   員  茶 谷 朋 弘 君   委   員  中 瀬   実 君 

   委   員  島 田 政 志 君   委   員  井 村 悦 丈 君 

   委   員  北 條 隆 男 君 

   （議長 中澤良隆君 （オブザーバー）     ） 

─────────────────────────────────────────────── 

○欠席委員（０名） 

─────────────────────────────────────────────── 

○地方自治法第１２１条による説明員の職氏名 

 町 長         斉 藤   繁 君     副 町 長         佐 藤 雅 喜 君 

 教 育 長         鈴 木 真 弓 君     代表監査委員         中 田 繁 利 君 

 農業委員会会長  井 村 昭 次 君     会 計 管 理 者         及 川 光 一 君 

 総 務 課 長         北 川 徳 幸 君     Ｉ Ｔ ・ 組 織 機 構 担 当 課 長         宮 下 正 美 君 

 企画商工観光課長         狩 野 寿 志 君     町民生活課長         山 内 智 晴 君 

 保健福祉課長         深 山   悟 君     保健福祉健康づくり担当課長         星 野   章 君 

 農業振興課長         安 川 伸 治 君     農業委員会事務局長         林 下 里 志 君 

 建設水道課長         菊 地   敏 君     教育振興課長         谷 口 裕 二 君 

 ラベンダーハイツ所長         鎌 田 理 恵 君     町立病院事務長  長 岡 圭 一 君 

─────────────────────────────────────────────── 

○議会事務局出席職員 

 局 長         星 野 耕 司 君     次 長         飯 村 明 史 君          

 主 事         進   梨 夏 君 
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午前 ９時００分 開議  

（出席委員 １３名） 

─────────────────── 

○委員長（岡本康裕君） おはようございます。御

出席、誠に御苦労に存じます。 

 ただいまの出席委員は１３名であり、定足数に達

しております。 

 これより、令和６年上富良野町議会予算特別委員

会、第４日目を開会いたします。 

 直ちに、本日の会議を開きます。 

 本日の審査日程について、事務局長から説明いた

させます。 

 事務局長。 

○事務局長（星野耕司君） 本日の審査日程につき

ましては、さきにお配りしました日程のとおり進め

てまいりますので御了承願います。 

 以上です。 

○委員長（岡本康裕君） ここで、理事者及び説明

員は退席願います。 

 これより、令和６年度上富良野町各会計予算及び

基金の一部支消、３件についての令和６年上富良野

町議会予算特別委員会審査意見書（案）を事務局長

より朗読いたさせます。 

 事務局長。 

○事務局長（星野耕司君） 令和６年上富良野町議

会予算特別委員会審査意見書(案)。 

 一般会計。 

 １、複雑化する行政ニーズに対応すべく、幅広い

人材を募集するために、さらなる地域おこし協力隊

の制度を活用されたい。 

 ２、ジオパークについて。 

 令和７年度再認定に向け、拠点施設整備及び事業

の充実を図られたい。 

 ３、群発する自然災害に対応するため、防災資機

材更新の準備を進められたい。 

 ラベンダーハイツ事業特別会計。 

 １、ラベンダーハイツの健全経営に努めるととも

に、将来計画策定に早期着手されたい。 

 以上となります。 

○委員長（岡本康裕君） ただいま朗読いたしまし

た令和６年上富良野町議会予算特別委員会審査意見

書(案)について、これで決定することに御異議あり

ませんか。 

 ６番。 

○６番（林 敬永君） 令和６年上富良野町議会予

算特別委員会審査意見書(案)、令和６年度、年度が

入るのではないですか。新年度予算の審議をしてい

るのに、入らないのか。 

○事務局長（星野耕司君） 歴年になっているので

要らないです。 

○委員長（岡本康裕君） ほか、どうでしょうか。 

 分科会で出たものが抜けてしまったり、精査して

終わった部分もあるのですけれども、あと、口頭で

言う部分では、農業後継者のアグリパートナーの部

分が上がってきましたけれども、口頭でということ

で。鳥獣対策も口頭でよろしいということでありま

したので、よろしいでしょうか。 

（「異議なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（岡本康裕君） ここで、正副委員長によ

る町長への審査意見書の提出のため、暫時休憩いた

します。 

 ４０分まで、暫時休憩といたします。 

────────────────── 

午前 ９時１６分 休憩 

午前 ９時４０分 再開 

────────────────── 

○委員長（岡本康裕君） 休憩前に引き続き、会議

を再開いたします。 

 理事者より、初心表明の申し出がありますので、

発言を許可します。 

 町長、斉藤繁君。 

○町長（斉藤 繁君） 委員長より、許可をいただ

きましたので、私より、初心を表明させていただき

たいと思います。 

 このたび、令和６年度の予算審議に当たりまし

て、皆様方には４日間という長時間にわたり、御審

議賜り大変感謝申し上げたいと思います。 

 先ほど正副委員長より、新年度予算に対し意見書

を頂いたことろであります。 

 一般会計、３点、ラベンダーハイツ事業特別会

計、１点の御意見を賜りました。 

 一般会計につきまして、本意見書に述べられてお

ります複雑化する行政ニーズへの対応について、地

域おこし協力隊、地域おこし起業人等の活用、広域

連携、企業の知見・ノウハウの活用など、課題の解

決に努めてまいります。 

 ジオパークについては、令和７年度の再認定に向

け、拠点整備を初め協議会の活性化、また、町民の

意識高揚など、継続的に進めてまいります。 

 防災に関しましては、今年１月に発災いたしまし

た能登半島地震をさらなる教訓とし、十勝岳の噴

火・泥流災害はもとより、風水害、地震等あらゆる

災害に対応できるよう防災練の実施、防災資機材の

整備、町民の防災意識の高揚などを図ってまいりま

す。 

 ラベンダーハイツ事業特別会計につきましては、

経営健全に努めるとともに、その将来像について

も、町民の皆様へ示し、安心して暮らせるまちづく
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りを推進してまいります。 

 それぞれの意見につきましては、人口減少、少子

高齢化等に対応し、住民の皆様が安心して暮らせる

まちづくり、産業を生かした活力があるまちづく

り、子育て、福祉の充実など、来たる時代にしっか

りと備えてほしいという貴重な御意見で、町政運営

の場でしっかりと生かし、さらに、町民一人一人の

声にもしっかりと耳を傾けながら町政運営を図って

まいりたいと思っております。 

 今後ともまちづくりに関しましては、皆様方と連

携を密にし、十分審議を図り、活力あるまちづく

り、魅力あるまちづくり、持続可能なまちづくりの

実現に邁進することを申し上げ、初心表明とさせて

いただきます。 

 長時間にわたる御審議、誠にありがとうございま

した。 

○委員長（岡本康裕君） これより、議案ごとに討

論を行い、採決いたします。 

 これに御異議ございませんか。 

（「異議なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（岡本康裕君） 御異議なしと認めます。 

 よって、議案ごとに討論を行い、起立により採決

を行います。 

 これより、議案第１号令和６年度上富良野町一般

会計予算の討論を行います。 

 最初に、本件に対する反対討論の発言を許可しま

す。 

 ４番米澤委員。 

○４番（米澤義英君） 私は、一般会計予算に反対

の立場から討論するものであります。 

 一般会計については、それぞれ苦労された予算編

成でもあるかと思いますが、今、物価の高騰は町民

の暮らしや経済にも悪影響を及ぼしているという状

況です。 

 国の勤労統計調査でも、実質賃金が物価高騰には

まだ及んでいないという状況になり、かけ離れてい

るということが述べられています。 

 今、自治体がすべくことは、物価高騰などで苦し

んでいる町民の生活を支えること。町においては、

泥流地帯の映画化を進めることではないと考えま

す。地域のにぎわいや観光に結びつけたいと、映画

化をするために述べておりますが、そうであれば一

過性の映画より商工振興や観光振興の具体化と充実

を行い、多くの人が町に訪れるような仕組みづくり

をしなければならないと考えます。 

 地域経済の底上げを図ること、また、移住・定住

の充実や、子育て支援では、子どもの医療費の拡充

などが行われ、一定評価しますが、今、さらに求め

られているのは、保育関係の費用負担の軽減、保育

士の確保のための支援策や基幹産業の農業を守るた

めにも、農業後継者への支援の拡充・充実、そし

て、それに必要な支援するための職員の確保などが

今求められていると考えます。持続的なまちづくり

のための政策が一層充実し、必要になってきている

と考えます。 

 三浦文学を介して、町長は上富良野町の十勝岳泥

流の教訓や魅力を知ってもらうために映画化を進め

るとしておりますが、私は三浦文学を通して、息長

く語り継ぐことなど、この映画化に頼らない方策の

中で、多様な形態の中で、町に興味を持ってもらっ

て、多くの人たちが来てもらうような、観光振興に

も結びつくような、そういった政策が必要だと考え

ています。 

 何よりも今、行政が優先することは映画制作では

なく、物価高騰や賃金、年金が上がらない中で苦し

んでいる商工業者、農業者、町民の人たちに寄り添

い、住民の暮らしを支えることなしで町の振興はあ

り得ません。 

 以上を述べて、一般会計に対する反対討論といた

します。 

○委員長（岡本康裕君） 次に、本件に対する賛成

討論の発言を許可します。 

 １２番小林委員。 

○１２番（小林啓太君） 私は、令和６年度一般会

計予算に関して、賛成の立場から討論させていただ

きます。 

 令和６年度の一般会計予算に関しては、かねてか

ら議会からの要望も非常に多かった高校生までの医

療費無償化であったり、また、乗合タクシーの料金

の均一化など新たな施策も盛り込まれております。 

 また、近年活用が進んでいる地域おこし協力隊の

新たなる採用などの計画に関しても一定評価できる

部分があると考えております。 

 ただ、行政課題というのは終わりのないテーマで

ございます。さきに町長に意見書でお伝えした内容

等を含め、現状の計画に満足することなく、時流の

変化等に合わせた対応に関しては、引き続き尽力を

お願いするところであります。 

 また、今後さらなる住民生活の向上を目指した行

政運営を令和６年度も期待するものとして、私の賛

成討論を終わらせていただきます。 

○委員長（岡本康裕君） 次に、本件に対する反対

討論の発言を許可します。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（岡本康裕君） ないようですので、これ

をもって討論を終了いたします。 

 これより、議案第１号令和６年度上富良野町一般

会計予算を採決いたします。 
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 本件は、原案のとおり決定することに賛成の方の

起立を求めます。 

（賛成者起立） 

○委員長（岡本康裕君） 御着席ください。 

 起立多数であります。 

 よって、本件は原案のとおり可決されました。 

 次に、議案第２７号上富良野町財政調整基金の一

部支消についての討論を行います。 

 討論はありませんか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（岡本康裕君） なしと認めます。 

 これより、議案第２７号上富良野町財政調整基金

の一部支消についてを採決いたします。 

 本件は、原案のとおり決定することに賛成の方の

起立を求めます。 

（賛成者起立） 

○委員長（岡本康裕君） 御着席ください。 

 起立多数であります。 

 よって、本件は原案のとおり可決されました。 

 次に、議案第２８号上富良野町公共施設整備基金

の一部支消についての討論を行います。 

 討論はありますか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（岡本康裕君） 討論なしと認めます。 

 これより、議案第２８号上富良野町公共施設整備

基金の一部支消についてを採決いたします。 

 本件は、原案のとおり決定することに賛成の方の

起立を求めます。 

（賛成者起立） 

○委員長（岡本康裕君） 御着席ください。 

 起立多数であります。 

 よって、本件は原案のとおり可決されました。 

 次に、議案第２９号十勝岳と共生するまちづくり

応援基金の一部支消についての討論を行います。 

 討論はありませんか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（岡本康裕君） なしと認めます。 

 これより、議案第２９号十勝岳と共生するまちづ

くり応援基金の一部支消についてを採決いたしま

す。 

 本件は、原案のとおり決定することに賛成の方の

起立を求めます。 

（賛成者起立） 

○委員長（岡本康裕君） 御着席ください。 

 起立多数であります。 

 よって、本件は原案のとおり可決されました。 

 次に、議案第２号令和６年度上富良野町国民健康

保険特別会計予算の討論を行います。 

 討論はありませんか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（岡本康裕君） 討論なしと認めます。 

 これより、議案第２号令和６年度上富良野町国民

健康保険特別会計予算を採決いたします。 

 本件は、原案のとおり決定することに賛成の方の

起立を求めます。 

（賛成者起立） 

○委員長（岡本康裕君） 御着席ください。 

 起立多数であります。 

 よって、本件は原案のとおり可決されました。 

 次に、議案第３号令和６年度上富良野町後期高齢

者医療特別会計予算の討論を行います。 

 討論はありませんか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（岡本康裕君） 討論なしと認めます。 

 これより、議案第３号令和６年度上富良野町後期

高齢者医療特別会計予算を採決いたします。 

 本件は、原案のとおり決定することに賛成の方の

起立を求めます。 

（賛成者起立） 

○委員長（岡本康裕君） 御着席ください。 

 起立多数であります。 

 よって、本件は原案のとおり可決されました。 

 次に、議案第４号令和６年度上富良野町介護保険

特別会計予算の討論を行います。 

 討論はありません。 

 ４番米澤委員。 

○４番（米澤義英君） 私は、本介護保険特別会計

予算に反対の立場から討論するものであります。 

 介護保険特別会計は、苦労された中身は十分解解

もできます。町民が要介護になったときの大事な制

度であることは言うまでもありません。 

 収入の構成を見ますと、公費負担は５割、残りの

５割は保険料で賄われているという制度でありま

す。介護保険料は、介護保険制度の見直しごとに引

き上げられ、被保険者の負担は所得に応じてとなっ

ていますが、利用料などの負担、物価高騰による負

担などを考えれば、限界を超えるという状況にあり

ます。 

 また、利用料などの負担、このような歳入の構成

要素を見てみますと、公金負担もありますが、町民

の限度を超えた介護保険料の負担で一部賄われてい

ることは容認できるものでありません。だからこそ

財調の取崩し、一般会計の繰入れを行うなど、最低

でも保険料の引下げを行うということが、今、町に

求められていると考えます。歳入構成の見直しを行

う必要が当然だと考えます。 

 また、ここでつけ加えておきますが、国は繰入れ

を行うことは駄目だと言っているのではありませ
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ん。好ましくないと言っているだけであります。 

 また、問題は国の公費負担の引上げを行わなけれ

ば、保険者と被保険者の負担は今後も限りなく行わ

れるという状況が見受けられます。この問題を解決

するには、根本的な制度の見直しが必要です。介護

保険制度は、誰もが加齢に伴って生じる心身の変化

により、要介護が必要になったときに安心して介護

が受けられる社会保障制度です。 

 しかし現状は、度重なる制度の改悪が行われ、入

所施設により給食費や居住費の利用負担が求められ

るという状況になっています。さらに、利用料にお

いても所得に応じて負担が求められている状況に

なっていることは絶対に許されるものではありませ

ん。安心して介護が受けられない状況は現状でも続

いている。 

 このことを考えれば、安心して介護が受けられる

制度の充実を求め、さらに、介護保険特別会計に対

して、反対の立場から討論するものであります。 

○委員長（岡本康裕君） 次に、本件に対する賛成

討論の発言を許可します。 

 ２番荒生委員。 

○２番（荒生博一君） 私は、令和６年度上富良野

町介護保険特別会計予算に賛成の立場から討論いた

します。 

 賛成の理由といたしましては、今般、争点となっ

ている介護保険料の算定に当たっては、上富良野町

第９期高齢者保健福祉計画、介護保険事業計画を基

に、令和６年度から令和８年度までの第１号被保険

者の介護保険料の見直しを行い、３か年間の介護保

険事業の安定運営を図ることを主たる目的とし、３

年間の標準給付費見込額、地域支援事業費見込額の

合計３２億４,１６０万２,０００のうち、第１号被

保険者負担率の２３％、７億４,５５６万８,０００

円と算定し、調整交付金影響額１億４３３万７,０

００円を差し引いた額、６億４,１２３万２,０００

円が保険料収納必要額となり、保険料基準額月額

が、本来５,５９7 円となるところを、基金を２,０

００万円取崩したことにより、保険料の低減に取組

み、５,４００円としたことを評価するものであり

ます。 

 また、これまでの所得階層区分１０段階を、国か

ら示された１３段階へ細分化を行ったことで、低所

得者層への負担割合が軽減されるなど、配慮がなさ

れていること。 

 そして、今回提案された介護保険料基準額、月額

５,４００円は、他市町村等と比較しても妥当な金

額であること。 

 また、現在の基金残高の５,０００万円から、今

９期計画で２,０００万円の基金を取崩したことに

より、３,０００万円の基金残高があるため、さら

なる取崩しを行い、介護保険料の低減を図るという

考えも一定程度は理解できるものの、今後３年間の

計画期間内において伸びていくであろう給付サービ

ス、施設サービスに備える必要性と、第２号被保険

者の減少等による収入減が見込まれる中において

は、介護保険事業の安定運営を図るため、基金残高

の３,０００万円は保持したいとの考えの下で、今

期の介護保険料を算出していることに対しても、お

おむね理解できるものと考えることから、私は令和

６年度上富良野町介護保険特別会計予算に賛成する

ものであります。 

 以上です 

○委員長（岡本康裕君） 次に、本件に対する反対

討論の発言を許可します。 

 ９番島田委員。 

○９番（島田政志君） 私は、介護保険特別会計に

ついて、反対の意見を述べるものです。 

 １、令和６年、乗率の見直しについてということ

でお話したいと思います。 

 町長は常々、公正、公平をうたわれていますが、

今回の介護保険改正において、第４段階におきまし

ては、令和５年と令和６年を比べると５,３００円

の差があります。今回の保険料の値上げ平均は２,

４００円、また、この４段階にいる層の人が、低・

中所得者層であることから、１,５００円から１,８

００円の増が望ましいと思われます。そのことか

ら、４段階の乗率を０.９９から０.８４５に見直す

ことによって、５万４,８００円、１,８００円の

アップとなります。 

 また、財源確保のために、１段階の乗率は今０．

２８５になっていますけれども、０.２９にするこ

とによって１万８,８００円、１００円のアップと

なります。保険料収入は若干減少しますが、基金、

交付金などで埋められるものと考えます。 

 町長の理念の中に、公正、公平に対応すると心が

けますということから、この見直しにより公平な保

険料が成立するものと思われます。 

○委員長（岡本康裕君） 次に、本件に対する賛成

討論の発言を許可します。 

 ６番林委員。 

○６番（林 敬永君） 私は、賛成の立場から討論

いたします。 

 本予算につきましては、第９期高齢者福祉計画、

介護保険事業計画を着実に実行するために、現在ま

での給付実績や第１号被保険者の状況を踏まえ推計

され、今後３か年のサービス別給付費見込料につい

て、これまでの第８期計画で得たデータを基に、介

護給付費を適正に見込まれ、本町におけます取組の
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さらなる充実が必要と思われる施策について、重点

施策を設定されるなど、計画の着実な達成に向けた

内容となっております。 

 収支の取扱いについては、介護負担制度に基づ

き、負担割合が定められていることを基に適正に算

定され、特に介護保険料については、基金を取崩

し、第１号被保険者保険料の上昇を抑え、被保険者

の負担を軽減する、十分配慮された内容となってい

ることは評価できるものと考えます。 

 以上のことから、私は本議案に対し賛成するもの

でございます。 

○委員長（岡本康裕君） 次に、本件に対する反対

討論の発言を許可します。ございませんか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（岡本康裕君） 討論は、以上で終わらせ

ていただきたいと思いますが、これに御異議ござい

ませんか。 

（「異議なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（岡本康裕君） これより、議案第４号令

和６年度上富良野町介護保険特別会計予算を採決い

たします。 

 本件は、原案のとおり決定することに賛成の方の

起立を求めます。 

（賛成者起立） 

○委員長（岡本康裕君） 御着席ください。 

 起立多数であります。 

 よって、本件は原案のとおり可決されました。 

 次に、議案第５号令和６年度上富良野町ラベン

ダーハイツ事業特別会計予算の討論を行います。 

 討論ありませんか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（岡本康裕君） 討論なしと認めます。 

 これより、議案第５号令和６年度上富良野町ラベ

ンダーハイツ事業特別会計予算を採決いたします。 

 本件は、原案のとおり決定することに賛成の方の

起立を求めます。 

（賛成者起立） 

○委員長（岡本康裕君） 御着席ください。 

 起立多数であります。 

 よって、本件は原案のとおり可決されました。 

 次に、議案第６号令和６年度上富良野町水道事業

会計予算の討論を行います。 

 討論はありませんか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（岡本康裕君） 討論なしと認めます。 

 これより、議案第６号令和６年度上富良野町水道

事業会計予算を採決いたします。 

 本件は、原案のとおり決定することに賛成の方の

起立を求めます。 

（賛成者起立） 

○委員長（岡本康裕君） 御着席ください。 

 起立多数であります。 

 よって、本件は原案のとおり可決されました。 

 次に、議案第７号令和６年度上富良野町簡易水道

事業特別会計予算の討論を行います。 

 討論はございませんか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（岡本康裕君） 討論なしと認めます。 

 これより、議案第７号令和６年度上富良野町簡易

水道事業特別会計予算を採決いたします。 

 本件は、原案のとおり決定することに賛成の方の

起立を求めます。 

（賛成者起立） 

○委員長（岡本康裕君） 御着席ください。 

 起立多数であります。 

 本件は、原案のとおり可決されました。 

 次に、議案第８号令和６年度上富良野町公共下水

道事業特別会計予算の討論を行います。 

 討論はございませんか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（岡本康裕君） 討論なしと認めます。 

 これより、議案第８号令和６年度上富良野町公共

下水道事業特別会計予算を採決いたします。 

 本件は、原案のとおり決定することに賛成の方の

起立を求めます。 

（賛成者起立） 

○委員長（岡本康裕君） 御着席ください。 

 起立多数であります。 

 よって、本件は原案のとおり可決されました。 

 次に、議案第９号令和６年度上富良野町病院事業

会計予算の討論を行います。 

 討論はありませんか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（岡本康裕君） 討論なしと認めます。 

 これより、議案第９号令和６年度上富良野町病院

事業会計予算を採決いたします。 

 本件は、原案のとおり決定することに賛成の方の

起立を求めます。 

（賛成者起立） 

○委員長（岡本康裕君） 御着席ください。 

 起立多数であります。 

 本件は、原案のとおり可決されました。 

 お諮りいたします。 

 本委員会の予算審査報告書の内容については、委

員長及び副委員長に御一任願いたいと思います。 

 これに御異議ございませんか。 

（「異議なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（岡本康裕君） 御異議なしと認めます。 
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 よって、本委員会の予算審査報告書の内容につい

ては、委員長及び副委員長に一任されました。 

 以上をもって、本委員会に付託されました案件の

審議は全部終了いたしました。 

 予算特別委員会の終わりに当たりまして、一言御

挨拶申し上げます。 

 ４日間という長きにわたる委員会、本当にお疲れ

さまでした。委員初め説明員の皆さんの御労苦に感

謝申し上げますとともに、三つの基金を取崩しする

など、苦しいところもありました令和６年度予算で

すが、町長初め執行機関の皆様には、住民の立場に

立った行政に当たっていただくとともに、我々議員

も、よりよい上富良野町を築いていけるよう町民に

寄り添い、町民の意見に耳を傾ける努力をしてまい

りたいと思っております。 

 各委員の皆様や町長初め職員の皆様に御迷惑をお

かけしたところもあろうかと思いますが、お詫び申

し上げて、閉会の御挨拶とさせていただきます。 

 どうもありがとうございました。 

 お疲れさまでした。 

 以上をもって、令和６年上富良野町議会予算特別

委員会を閉会いたします。 

午前 １０時１１分 閉会  
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